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は じ め に 


この マニ ュ ア ル は 「 汎 用 クロ ス ア セン ブラ XASS-V」 の 「 概 要 」「 特 徴 」「 操 作 方 法 」「 言 語 仕様 」 を ご 
理解 いた だ く こ と を 目的 と し た リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル で す . 

また , 「MPU 固有 の 仕様 」 で は , アセ ン ブ ラ (XASS-V) を 使用 し て プロ グラ ム を 作成 する 場合 の , MPU 固 
有 の 仕様 を 解説 し て いま す . 

この マニ ュ ア ル は 日 本 語 で 解 説 され ます . 


バー ジョ ヨン 情報 

XASS-V V10.30< 
XMAC-V V09.09~ 
XMA(-V2 V02.12 て 
XLNK-V VI1.08< 
XABS-V V09.09~ 
XLIB-V V09.09~ 
XOUT-V V10.19~ 


・ 本 マニ ュ ア ル お よび 本 プロ グラ ム の 一 部 また は 全部 を 当社 の 許可 な く 転 載 ま た は ・ 複 写 複製 する 
こと は その 形態 に 関わ ら ず 禁じ ます . 

・ 本 マニ ュ ア ル お よび 本 プロ グラ ム の 一 部 また は 全部 は 「 外 国 為替 及び 外国 貿易 管理 法 」 に 規定 す 
る 物資 技術 に 該当 する 為 , 輸出 する 場合 は , 同 法 に 基づく 輸出 許可 が 必要 で す . 

・ 本 マニ ュ ア ル の 内 容 は 予告 な く 変更 ・ 修 正 を する こと が あり ます . 

・ 本 マニ ュ ア ル の 誤り や 使用 者 の 誤 使 用 に よる 損害 に 対し , 当社 で は 一 切 の 責任 を 負い ませ ん . 


XASS-V シリ ー ズ は ガイ オ ・ テ クノ ロジ ー 株 式 会 社 の 製品 で す . 
各 商 品名 は 各社 の 登録 商標 , また は 商標 で す . 


Copyright(c)2005 by GAIO TECHNOLOGY Co.,Ltd 


XASS-V シリ ー ズ の 構成 に つい て 


汎用 構造 の し くみ 

XASS-V シリ ー ズ は 以下 に 示す よう に , カー ネル 部 (本 体 )} プ ロ セ ッ サ モデ ル ( 定 義 体 固有 部 ) で 構成 
され て いま す . 

プロ セッ サモ デル と は , MPU に 依存 し た モジ ュー ル で あり , 汎用 構造 の カー ネル 部 (本 体 ) と 共に 使 
用 する こと で 各 MPU 固有 の 仕様 を 実現 する も の で す . 


ン パ イラ 
し 


コン バイ ン ミ ュ レ ー ト デハ バッ ン ガ 


ンー ィ | が 
定義 体 2 リ クロ ス 製 品 カ ー ネ ル 


プロ ダク ト 関 係 表 

プロ ダク ト と 対応 プロ セッ サモ デル の 関係 は 以下 の 通り で す . 

カテ ゴリ プロ ダク ト プロ セッ サモ デル 説明 
アセ ゼ ツ プラ XASS-V 定義 体 (vxg***. xg0) 構成 図 


マニ ュ ユア ル 追 加 ・ 変 更 履歴 


プロ ダク ト 名 | Version リリ ー ス 変更 内 容 
XASS-V V10.30ー 03.11.25 オプ ショ ン パ ラメ タ /LABEL (CONVERT に 機能 追加 
V10.28ー 03.02.28 1. オプ ショ ン の 追加 
-SETGLBWERR オプ ショ ン 
V10.20 て 01.10.03 1. オプ ショ ン の 追加 
-ext オプ ショ ン 
-I イン クル ー ド ディ レク トリ オプ ショ ン 
-RADIX LOW オプ ショ ン 
-out 出力 ファ イル 名 オプ ショ ン 
2. 不具 合 修正 
ソー ス の は じ め に ラベ ル の 定義 が ある と コア ダン プ す る こと が あ 
る 不具 合 を 修正 し まし た . 
0.16~ 00.08.31 1. -ssn オプ ショ ン を 追加 し まし た . 
V10.12 て 98.08.25 1. ワー ニン グ の 機能 を 追加 し まし た . 
2. エラ ー メ ッ セ ー ジ を リス ト 出 力 す る よう 改良 し まし た . 
V10.11 98.08.25 1. 環境 変数 を 追加 し まし た . 
2. コマ ンド オプ ショ ン -dir を 追加 し まし た . 
3. オプ ショ ン パ ラメ ー タ 記述 を 強化 し まし た . 
XLNK-V V11.08ー 02.05.30 1. 起動 オプ ショ ン -LWn を 追加 し まし た . 
2. リン ク パ ラメ ー タ に 「 シ ン ボ ル 定 義文 」 を 追加 し まし た . 
V11.05 て 01.03.30 リン ク パ ラメ ー タ の 機能 追加 を 行い まし た . 
V11.02 て 98.08.27 メモ リ 認 識 パ ラメ ー タ を 追加 し まし た . 
V11.01< 98.06.12 180386/486 プロ テク トモ ー ド リン ク 機 能 に Alias 機能 を 新規 に 追加 し まし 
だ 。 
XLIB-V V9.09~ 01.12.15 1. 32 文字 を 超え る 長 さ の グロ ー バ ル ラ ベル を 扱え る よう に な り ま し 
た ., 
2. グロ ー バ ル シ ン ボル 数 の 制限 を な くし まし た . 
XOUT-V V10.19 て 00.12.12 オブ ジェ クト タイ プ 0BJ17 で MN1935 に 対応 し まし た . 
V10.18 て 00.08.02 SH4 お よび 5H7709A で XDDIV 用 シャ ドウ 空間 情報 の 出力 オプ ショ ン を 追加 し 
まし た . 
W10.15 と 99.09.20 ARM THUMB コード 情報 の 出力 と 追加 . 
Y10.13 と 99.05.28 改造 ・ 障 害 修正 . 
V10.12 て 99.03.20 32 ビッ トイ ン テ ル HEX と MN1933 EF フォ ー マ ッ ト の 追加 
V10.11~ 98.11.11 拡張 パラ メー タ に ”"/LOCATION SIZE” を 追加 し まし た . 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.30~- / 03.11.25) 


V10.29 っ V10.30 XASSV 本 体 オプ ショ ン パ ラメ タ 機 能 追 加 . 
オプ ショ ン パ ラメ タ /LABEL CONVERT に YES を 追加 し まし た . 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.28~ / 03.02.28) 


V10.20 っ V10.28 XASSV 本 体 オプ ショ ン 機 能 追加 / 不 具合 修正 . 
1. オプ ショ ン の 追加 

-SETGLBWERR オプ ショ ン 

ロー カル ラベ ル の グロ ー バ ル 宣 言 エ ラー オプ ショ ン . 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.20~ / 01.10.03) 


V10.19 っ V10.20 XASSV 本 体 オプ ショ ン 機 能 追加 / 不 具合 修正 . 
1. オプ ショ ン の 追加 
-ext オプ ショ ン 
この オプ ショ ン を 指定 する と 未定 義 な ラベ ル は , エク スタ ー ナ ル 宣 言 を し な く て も すべ て 外部 ラ 
ベル と し て 扱わ れ ま す . 
ョ トイ ジグ ルー ド デ ィ レク トリ オプ ショ シン 
0 ド フ ァイル を 検索 する ディ レク トリ を 指定 し ます . この オプ ショ ン は , 複数 回 指定 可 
能 で す . 
-RADII LOW オプション 
基底 数 で 記述 され た 数 値 の 検索 順位 を 他 の 数 値 記 述 よ り 低 くし ます . 
-0ut 出力 ファ イル 名 オプ ショ ン 
アセ ン ブ ル し た 結果 , 出力 され る ファ イル の 名 前 を 指定 し ます . 


2. 不具 合 修正 
ソー ス の は じ め に ラベ ル の 定義 が ある と コア ダン プ す る こと が ある 不具 合 を 修正 し まし た . 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.16~ / 00.08.31) 


V10.15 っ V10.16 XASSV 本 体 オプ ショ ン 機 能 追 加 . 
1. XASS-V に -ssn オプ ショ ン を 追加 し まし た . 
-ssn オ プシ ョ ン 参 照 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.12~- / 98.04.16) 


V10.10 っ V10.11 XASSV 本 体 機能 強化 . 
1. XASS-V に ワー ニン グ の 機能 を 追加 し まし た . 
-WERR オプ ショ ン 参 照 
2. リス ト に アセ ンプ ブル エラ ー を 文章 で 出力 させ る よう 改良 し まし た . 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.11~- / 98.08.25) 


V10.10 っ V10.11 XASSY 本 体 機能 強化 . 

1. 環境 変数 XAS MPUNAME お よび XAS_ERRMSG を 追加 し まし た . 
2. コマ ンド オプ ショ ン -dir を 追加 し まし た . 

3. オプ ショ ン パ ラメ ー タ 記述 の 強化 を 行い まし た . 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version11.08~ / 02.05.30) 


V11.07 っ V11.08 XLNK-V 

【 機 能 追 加 】 

1. 起動 オプ ショ ン に -LMWn を 追加 し まし た . 
な お , 現在 本 オプ ショ ン に 対応 し て いる 定義 体 は , D10V で す . 

2. リン ク パ ラメ ー タ に 「 シ ン ボ ル 定 義文 」 を 追加 し まし た . 
本 パラ メー タ を 使用 する こと に より , プロ グラ ム 上 の 未定 義 シ ン ボ ル を 定義 し た り , 別 の シン ボ 
ル 名 に 再 定義 する こと が で きま す . 


eX) 
/SYMBOL LABEL1 = 100 
/SYMBOL LABEL2 = LABEL1+5 


【 不 具合 修正 】 
1. 1XLNKV V11.7 で , リン ク パ ラメ ー タ ファ イル 中 の 「/ADDRESS 文 」 において, 定義 アド レス (16 進 
表記 ) の 先頭 文字 が A~F の 場合 , エ ラー が 発生 し て いま し た が , この 不具 合 を 修正 し まし た . 


eX) 
/ADDRESS =『FFFE0 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version11.05~ / 01.03.30) 


V11.04 づつ V11.05 XLNK-V 

画 機 能 追加 

99 リン ク パ ラメ ー タ の アド レス 指定 に , リミット アド レス を 指定 で きる よう に な り ま し た . この 機 
能 に より , 特定 の メモ リ 空 間 を 超え て セク ショ ン が 割り 付け られ た と き 警 告 メ ッ セ ー ジ が 表示 され ま 
ず 。 


例 ) 
/ADDR = 1000-1FFF 
/SECT = XXX 
※ 1FFF 番地 を 超え た 場合 警告 エ が 通知 され ます -. 


(2) リン ク パ ラメ ー タ の セク ショ ン 指 定 「 /SECT 」 文 に , ライ ブラ リ 名 を 指定 で きる よう に な り ま 
し た . 


例 ) 
/SECT = *|CODE. cslib 
1 
| 
トー ココ に ライ ブラ リ 名 を 指定 
で きる よう に な り ま し た . 


/SLIB = cslib.xlb 


MM 


参照 : 
・ セ クシ ョ ン ア ドレ ス 指 定 
・ セ クシ ョ ン 単 位 結 合 指定 
・ セ クシ ョ ン 単 位 ア ドレ ス 指 定 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version11.02~- / 98.08.27) 


V11.01 っ VI1.02 XNK-V 

較 メモ リ 認識 パラ メー タ の 追加 

メモ リ 空 間 が 複数 存在 する MPU や DSP に お いて , メモ リ 毎 に アド レス を 割り 付け で きる よう に /MEMORY 
パラ メー タ を 追加 し まし た 。 


メモ リ 名 指定 参照 
マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version11.01~- / 98.06.12) 


V10.04 っ V11.01 XLNK-V 

180386/486 プロ テク トモ ー ド リン ク 機 能 に Alias 機能 を 新規 に 追加 し まし た . 
田 GST ファ イル 機能 追加 

プロ テク トモ ー ド に お いて 6 ビッ ト 付 リミット 値 の 定義 を 追加 し まし た . 
入力 グロ ー バ ル シ ン ボル 情報 ファ イル 名 指定 参照 


較 /entn と /module で パラ メー タフ ァイル 名 の 記述 を 混在 (大 文字 小文字 の 混在 ) で きる 様 修 正 し ま し 
だ 。 パグ 対応 で す 。 
XLNK-V パラ メー タ の 内 容 参照 


XLIB-V マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version9.09~ / 01.12.15) 


V9.08 っ 9.09 XLIB-V 本 体 

1. 32 文字 を 超え る 長 さ の グロ ー バ ル ラ ベル を 扱え る よう に な り ま し た . 
ライ ブラ リフ ァイル の 形式 を V1.3 か ら V1.4 に 変更 する こと に より , 32 文字 を 超え る 長 さ の グロ 
ー パ ル ラ ベル を 扱え る よう に な り ま し た . 


注意 

V1.4 て の ライ ブラ リフ ァイル は , V1.5 以前 の XLNK-V で は 入力 で きま せん . 

ALIB-V と 合 お せ て JINK-V も パー ジョ ン ア ッ プ し て くだ さい , 

な お , XLIB-V V9.09 で は -f オプ ショ ン を 使っ て V1.03 形式 の ライ ブラ リフ ァイル を 作成 する こ 
と や で きま す 。 


2. ライ ブラ リ に 格納 で きる グロ ー バ ル シ ン ボル 数 の 制限 を な くし まし た . 
3. エラ ー メ ッ セ ー ジ %XLIBV: It tried to put ... を 追加 し まし た . 
マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.19~ / 00.12.12) 


オブ ジェ クト タイ プ 0BJ17 で MN1935 に 対応 し まし た . 


参照 : オブ ジェ クト タイ プ 0BJ17 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.18~ / 00.08.02) 


SH4 お よび 5H7709A で XDDIV 用 シャ ドウ 空間 情報 の 出力 オプ ショ ン を 追加 し まし た . 
・-W オプション 
・XOUT-V 入出 力 フ ァイル 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.15~- / 99.09.20) 
ARM THUMB コー ド 情 報 出力 に 対応 し まし た . 


ーション 
・XOUT-V 入出 力 フ ァイル 


マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.13~- / 99.05.28) 


0BJ17 で /0BJECT 拡張 パラ メタ が 指定 され た と き , 以下 の 拡張 パラ メタ を コー ド 部 と デー タ 部 で 別々 ( 
目 定 で きる よう に し まし た . 


08J17 に お ける オブ ジェ クト 情報 制御 指定 へ 
マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.12~ / 99.03.20) 


田 32 ビッ トイ ン テ ル HEX(obj16) と MN1933 EE フォ ー マ ッ ト (obj17) の 追加 


オア ジェ クト アフ ア ォ ー マ ッ トペ へ 
マニ ュ ア ル 追 加 ・ 変 更 点 (Version10.11~- / 98.11.11) 


一 拡張 パラ メー タ の 追加 
拡張 パラ メー タ に "/LOCATION_SIZE" を 追加 し まし た . 


拡張 機能 (オプ ショ ン フ ァイル 指定 ) へ 


ーー 


アセ ン ブ ラ の ソフ トウ ェ ア 構 成 図 


XASS-V アセ ン ブ ラ と XASS-V 用 MPU 定義 体 で 構成 され る 商品 で す . 
各 フ ァイル に つい て の 詳細 は , 「 ア セン ブラ を 構成 する ソフ トウ ェ ア 」 を 参照 し て 下さ い . 


構造 化 マ ウロ 
XMAC-V ら 


ライ プラ リア ウツ 
XL1B-y 


シミ ュ ユ レ ー タ 
1 CE デバ パッ 


※MPU 定義 体 は マイ コン ご と に 準備 する 必要 が あり ます . 


Y 


1 CE ROM ラ イ 父 な ど 


14 


アセ シフ ブラ ぞ 構成 する ソフ トウ エア 


汎用 クロ ス ア セン ブラ (XASS-V) は , 以下 の 7 本 の 基本 プロ グラ ム に より 構成 され て いま す . 


アセ ン ブ ラ 本 体 
XASS-V 


AAS8-U は 、 ユー ザー が 記述 し た アセ ンプ リソー スピロ グラ ん ム 
(また は , C コン パイ ラ の 出力 プログラム) を 入力 し , MPU 別 定 
義 体 オブ ジェ クト を 参照 し アセ ン ブ ル 処 理 を 行っ た 後 , 相対 オ 
プア ェクト を 軸 力 し ます 。 

XASS-V 入出 力 フ ァイル 


マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ 
XMAC-V 


XMAC-V は , マク ロ 記 述 が され て いる ソー スプ ログ ラム を 入力 
し , マク ロ 展 開 し アセ ン ブ ラ の 入力 と な る マク ロ 展 開 後 の ソ ー 
スプ ログ ラム を 出力 し ます 。 

XMAC-V 入出 力 フ ァイル 


構造 化 マ クロ プリ プロ セッ サ 
XMAC-V2 


XMAC-V2 は .。 マク ロ ソ ー ス ファ イル を 入力 し て , アセ ンプ ラ の 
入力 ソー ス で ある アセ ン ブ ラ ソー ステ キス ト を 生成 する も の 
で す . 

XMAC-V2 入出 力 ファ イル 


ツタ ジリ テアン 


XLIB-V は , アセ ンプ ラ で 出力 され た オプ ジェ クト を 入力 し , ラ 


XLIB-V イブ ラリ ファ イル に 登録 し た り , 更新 , 削除 な どの 処理 を 行い 
ます . 
XLIB-V 入出 力 フ ァイル 
リン カ ANK-V は アセ ンプ ラ で 出力 され た オプ ジェ クト お 8 よび ライ ブ 
XLNK-V ラリ か ら 必 要 な オブ ジェ クト (指定 され た モジ ュー ル ) を 入力 


し , 結合 処理 し 1 つの オブ ジェ クト に まとめ て 出力 し ます . 
XLNK-V 入出 力 ファ イル 


フォ ー マ ッ ト 変 換 機能 
XOUT-V 


X0UT-V は , リン カ で 出力 され た オブ ジェ クト か ら HEX プロ グラ 
ム お よび シン ボル テー ブル を 取り 出し , ファ イル と し て 出力 し 
ます 。 
XOUT-V 入出 力 フ ァイル 


絶対 番地 リス ト 出 力 機能 
XABS-V 


リロ ケー タブ ルモード で アセ ン ブ ル し た プロ グラ ム を デバ ッ 
グ す る と き に は , 絶対 番地 の 計算 な ど デ バッ グ 時 に 非常 に 面倒 
な 作業 が 必要 で し た . 汎用 クロ スシ リー ズ で は , これ ら の 問題 
を 解決 する 方 法 と し て , リン ク 作 業 後に 改め て アセ ン ブ ル リ ス 
ト を 出し 直す プロ グラ ム (XABS-V) が 用 意 さ れ て いま す . 
XABS-V 入出 力 フ ァイル 


環境 変数 (アセ ン ブ ラ XASS-V 本 体 ) 
アセ ン ブ ラ (XASS-V) に 対し て 以下 の 環境 変数 を 指定 する こと が で きま す . 


XAS LINE ・・・・ リス ト の 1 ペー ジ の 行 数 
アセ ン ブ ラ は , この 変数 の 値 に よっ て リス ト フ ァイル の ペー ジ 制 御 を 行い 編集 し ます . 
値 の 指定 方 法 は , 1 ペー ジ の 行 数 か ら 6 を 引い た 値 を 指定 し ます . また , この 変数 の 指定 が な い 
と き は , 1 ペー ジ 66 行 (XAS LINE=60) と し ます . 


例 1 ペー ジ 88 行 の 場合 
setenv XAS_ LINE 82 ・・・・ (1 ページ 行 数 - 6) 


XAS LIB ・・・・ イ ンク ルー ド フ ァイル の ディ レク トリ 指定 
アセ ン ブ ラ は , イン クル ー ド ファ イル が 現 デ ィ レ クト リ に な いと き , この 変数 で 指定 され た ディ 
レク トリ を 探し 入力 し ます . 
複数 の ディ レク トリ を 指定 する 場合 は , ディ レク トリ と ディ レク トリ の 間 に 1 つ 以 上 の 空白 を 挿 
入 し て 指定 し ます (Windows 版 の ディ レク トリ デリ ミッ タ は "” 半 "に な り ま す ). 


例 
setenv XAS_LIB “user/Iib /user/include“ 


イン クル ー ド ファ イル が 現 デ ィ レ クト リ に な いと き , 指定 され た ディ レク トリ 
/user/|ib 
/user/include 

を 探し ます . 


XAS DEFINE ・・・・ 定義 体 の 指定 
アセ ン ブ ラ は , -g オプ ショ ン パ ラメ ー タ の 指定 が な い 場 合 , この 変数 で 指定 され た 定義 体 を 入力 
し ます . また , -g オプ ショ ン パ ラメ ー タ , 変数 指定 が と も に 未 指定 の 時 は , ”XAS_DEFINE" と いう 
ファ イル を 入力 し ます (Windows 版 の ディ レク トリ デリ ミッ タ は " 半 "に な り ま す ). 


例 
setenv XAS_DEFINE /user/|ib/vxgzel. xgo 


XAS CODE ・・・・ コー ド 体 系 の 指定 
アセ ン ブ ラ ソー ス 上 で コメ ント に 漢字 を 使用 し て いる と き , ソー ス の コー ド 体 系 を "euc" ま た は 
"Sj1s と 指定 し ます . 省略 時 は "sjis" と し ます . 


例 
setenv XAS_CODE euc 


XAS_MPUNAME (V10.11 以降 ) ・・・・ アセ ン ブ ル す る MPU の 詳細 な 名 前 
アセ ン ブ ラ は , -mpu オプ ショ ン パ ラメ ー タ の 指定 が な い 場 合 , この 変数 で 指定 され た 名 前 を 詳細 
な MPU 名 と し ます . 


例 
setenv XAS_MPUNAME UPD75104 


XAS ERRMSG (V10.11 以降 ) ・・・・ エラー メッセー ジフ ァイル の 指定 
エラ ー メ ッ セ ー ジ ファ イル を 指定 する と , 今 ま で 1 文字 で 表示 され て いた シン タッ クス エラ ー が 
エラ ー メ ッ セ ー ジ で 表示 され ます . (Windows 版 の ディ レク トリ デリ ミッ タ は " 壮 " に な り ま す ) 


指定 例 
setenv XAS_ERRMSG /gaio/bin/xasmsg.ascil ・・・・ 英文 メッ セー ジ (UNIX/Windows) 
setenv XAS_ERRMSG /gaio/bin/xasmsg. euc ・・・・ 日 本 語 メ ッ セ ー ジ (UNIX) 
setenv XAS_ERRMSG /gaio/bin/xasmsg.SjlS ・・・・ 日 本 語 メ ッ セ ー ジ (Windows) 


実行 例 
%XASSV-W-FERROR : Source Name is /home/xassv/test. xas 
test. xas Line Number = 2 F : error In operand parameter format 


%XASSV-W-FERROR : Source Name is /home/xassv/test. xas 
test. xas Line Number = 2 F : オ ペラ ンド パラ メー タ 書式 に 誤り が あり ます . 


メッ セー ジフ ァイル 

/gaio/bin に ある xasmsg.ascii を ご 使用 くだ さい (イン スト ー ル 時 の 指定 に より ディ レク トリ は 
変わ り ま す ). 

xasmsg.Sjis( シ フト ジス コー ド ), xasmsg.euc を 使う と シン タッ クス エラ ー の 1 文字 コー ド は 日 
本 語 で 表示 され ます . た だ し , その 他 の エラ ー メ ッ セ ー ジ は 英語 の まま で す . 


入出 力 フ ァイル 
・ ア セン ブラ XAS5- り V 本 体 
・ マ クロ プリ プロ セッ サ XMAC-V 
・ 構 造 化 マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ XMAC-V2 
・ リ ンカ XLNK-V 
・ 絶 対 番地 リス ト 出 力 機能 XABS-V 
ライ アラ テリ アン ALIEY 
・ フ ォ ー マ ッ ト 変 換 機能 XOUT-V 


| 


いじ 


セ 


ブ 


W| 


XASS-V 


入出 力 フ ァイル (アセ ン ブ ラ AXASS-V 本 体 ) 
アセ ン ブ ラ (XAS5-V) を 使う に は , 以下 に 示す ファ イル が 必要 に な り ま す . 


【XASS-V 入出 力 概要 図 】 


入力 1 宇 利 用 者 が 準備 


〒 利 用 者 が 準備 
MPU 別 1 
定義 体 オ ブ ジ ェ ウ ト 一 
Veg 素 氷 来 .wo 


出力 4 


構造 仕 杏 書 生 犬 情報 
ファ イ 由 
米 玉 ad 計 


リス ト 癌 集 情報 
ファ イル 
ま 末 ポポ wab 


アセ ン ブ ル & 
9 ロス リフ ァ レ ンス 
米 米 米 米 lis 


入力 1: ア セン ブル ソー スプ ログ ラム (****. xas) 
利用 者 が ,。 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 別に コー ディ ング し た (また は ( コン パイ ラ が 出力 し た ), ソー スプ 
ログ ラム ファ イル で アセ ン ブ ル 入 力 と な り ま す . 
アセ ン ブ ラ は , この ソー スプ ログ ラム を , 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル を 参照 し な が ら ア セン ブル 作 
業 を 行い これ に よっ て 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 固有 の オブ ジェ クト を 出力 し ます . ソー スプ ログ ラム 
ファ イル の 省略 ファ イル タイ プ は ".xas” で す . 


例 
test.xas な ど と 指定 し ます . 


入力 2:MPU 別 定義 体 オ ブ ジ エク ト (vxg***. xg0) 

この オブ ジェ クト ファ イル は , 汎用 クロ スシ リー ズ の 各 プ ログ ラム 間 の イン ター フェ イス を と る た め 
の , MPU 別 の 定義 体 と 呼ば れる ファ イル で , この ファ イル に よっ て 8086 用 , 68000 用 な どの 各 マ イク 
ロ プ ロ セ ッ サ 固有 の 処理 が 行わ れ ま す の で , アセ ン ブ ラ も アセ ン ブ ル 時 の 参照 ファ イル と し て 使用 し 
まま 

すなわち , 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 固有 の 定義 体 ファ イル を 換え る こと に よっ て , アセ ン ブ ラ が , 1i8085 
用 や 780 用 な どの アセ ン ブ ラ と な る 訳 で す . 

MPU 別 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル の 指定 は 必須 で あり , 省略 ファ イル タイ プ は ".xgo" で す . 


例 
vxgmsl.xg0(mc68000) 
vxgisl.xg0(i8086) 


入力 3: オ プシ ョ ン パ ラメ ー タ ファ イル (nnmnn) 
アセ ン ブ ラ に 対し て アセ ン ブ ル 時 に 細か な 指定 を 与え る オプ ショ ン パ ラメ ー タ の 入っ て いる ファ イル 
で , オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 使用 する 場合 に は 利用 者 が 準備 する 必要 が あり ます . 


参照 : オプ ショ ン パ ラメ ー タ 指定 を 行う 


出力 1: オ ブ ジ ェクト プロ グラ ム (****. xa0) 
ソー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ル し た 結果 , 出力 され る オプ ジェ クト プロ グラ ム フ ァ イル で す . 


この オブ ジェ クト プロ グラ ム に は , アセ ン ブ ル 時 の モー ド に よっ て アブ ソリ ュー ト オ ブ ジェ クト か が, 
リロ ケー タブ ルオ ブ ジ ェクト か の いずれ か の オブ ジェ クト が 出力 され ます . オブ ジェ クト ファ イル 名 
は , アセ ン ブ ル 時 の ソー ス フ ァ イル 名 か ソー スプ ログ ラム 中 に 書い た NAME ステー トメ ント 等 に よっ て 
決定 され , ファ イル タイ プ ".xao" が 付加 され た ファ イル が 出力 され ます . 


例 
大 力 ソ マース 名 出力 オプ ジェ クト ファ イル 名 
test. Xas test.xa0 
SamDle.s0C SamDle.xa0 


出力 2: ア セン ブル リス ト フ ァイル (****. lis) 

アセ ン ブ ル の 終了 し た プロ グラ ム の アセ ン ブ ル リ スト お よび クロ スリ ファ レン スリ スト を リス ト フ ァ 
イル さして 軸 坊 し ます 

アセ ン ブ ル リ スト , クロ スリ ファ レン スリ スト は , それ ぞ れ アセ ン ブ ル 時 の パラ メー タ に よっ て 出力 
する か 否 か を 制御 し ます . 


例 


test.xas つ test.1is 


出力 3: リ スト 編集 情報 ファ イル (*x***. xab) 
アセ ン ブ ラ が アセ ン ブ ル 処 理 後に 出力 する 絶対 番地 リス ト 出 力 (XABS-V) 用 の リス ト 編 集 情報 で す . 


例 


test.xas つ test.xab 


出力 4: 構 造 仕 様 書生 成 情 報 フ ァイル (**x*. adif) 
アセ ン ブ ラ が アセ ン ブ ル 処 理 後に 出力 する 「 構 造 仕様 書生 成 (XSTR-REV)」 用 の 情報 ファ イル で す . 


例 


test.xas つ test.adif 


参照 : -XSTRREV オプ ショ ン 
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XASS-V 起動 フォ ー マ ッ ト 


操作 
アセ ン ブ ラ (XASS-V) は 以下 の コマ ンド 形式 で 起動 し ます . 
[ ] は 省略 可能 , 人 へ は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


xassv 作 -g 人 定義 体 名 へ ソー ス フ ァ イル 名 和信 [ ア セン ブル オプ ショ ン ] [. ... ] 


XaSSV 
アセ ン ブ ラ を 起動 する 際 の 固定 コマ ンド で す . 


ソー ス フ ァ イル 名 


利用 者 が 作成 し た (また は (C コン パイ ラ が 出力 し た ) ソ ー ス ファ イル 名 で す . 
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アセ ン ブ ル オ プシ ョ ン 


[ ] は 省略 可能 , 人 は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


-g ム 定義 体 名 定義 体 名 を 指定 し ます . 

旨 アセ ン ブ ル リ スト ファ イル を 出力 し な いと き 指 定 し ます . 

-0 オブ ジェ クト ファ イル を 出力 し な いと き 指 定 し ます . 

-D デバ ッ グ 情報 を 出力 し な いと き 指 定 し ます . 

-da ソー スラ イン 情報 を 含め た すべ て の デバ ッ グ 情報 を 出力 し ます . 

-dn シン ボル 情報 の み の デ バッ グ 情 報 を 出力 し ます . 

還 1 クロ スリ ファ レン ス を 出力 し ます . 

= イン クル ー ド リス ト を 出力 し ます . 

-m マク ロロ 定義 リス ト を 出力 し ます . 

-e マク ロ 展 開 リ スト を 出力 し ます . 

-D アセ ン ブ ル 情 報 (XAS DEFINE, オプ ショ ン パ ラメ ー タ ) を 出力 し ます . 

-8 アセ ン ブ ル 時 の モー ド を 絶対 番地 (アブ ソリ ュー ト ) で アセ ン ブ ル し ま 
す . 

= アセ ン ブ ル 時 の モー ド を 相対 番地 (リロ ケー タブ ル ) で アセ ン ブ ル し ま 
5 
また , アブ ソリ ュー ト と リロ ケー タブ ル が 混在 し た プロ グラ ム を アセ ン 
ブル する と き に は , -a と -r の 両方 を 指定 し て くだ さい . 

-abs リン ク 後 の アブ ソリ ュー トリ スト (XABS-YV) 用 情報 を 出力 し ます . 


プシ ョ リマ ア イ 


ル 名 


アセ ン ブ ラ に 対し て さら に 細か な 指示 を 与え る オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 
入っ て いる オプ ショ ン パ ラメ ー タ ファ イル を 指定 し ます . 


-mpu 人 へ MPU 名 指定 


アセ ン ブ ル す る 詳細 な MPU 名 を 指定 し ます . 


-]abmod 


未定 義 エ ラー 救済 パラ メー タ で す . 


=ll 


アセ ン ブ ル リ スト の 形式 を ロン グ 形 式 に し ます . 


SYM ラベル [= 値 ] 


ラベ ル の 定義 を 行ない ます . 


-XSTRREV 構造 仕様 書生 成 (XSTR-REV) 用 の 情報 を 出力 し ます . 
-oldref バー ジョ ン V10.08 以前 の リス ト フ フォー マット で リフ ァ レ ンス リス ト を 


出力 し ます . V10.09 以降 . 


-dir ハ ディ レク トリ 名 


すべ て の 出力 ファ イル を 指定 し た ディ レク トリ に 出力 し ます . V10.11 以 


降 . 


-SSII 


同名 セク ショ ン を 許可 し ます . V10.16 以降 . 


-0PT オプ ショ ン [= 値 ] 


MPU 固有 の アセ ン ブ ル オ プシ ョ ン を 指定 し ます . V10.09 以降 . 


-sfr ハ sfr ファ イル 名 


sfr の 定義 を 行っ て いる ファ イル を 指定 し ます . (MPU 固定 オプ ショ ン ) 


-mloc=16 進数 


最大 ロケ ーション 値 を 指定 し ます . V10.10 以降 . (MPU 固定 オプ ショ ン ) 


-msloc=16 進数 


セク ショ ン 内 最大 ロケ ーション 値 を 指定 し ます . V10.10 以降 . (MPU 固定 
オプ ショ ン ) 


=eXt 未定 義 な ラベ ル を エク スタ ー ナ ル 宣 言 を し な く て も すべ て 外部 ラベ ル と 
し て 扱い ます . V10.20 以降 . 

-I イン クル ー ド ファ イル を 検索 する ディ レク トリ を 指定 し ます . V10.20 
以降 . 

-RADIX LOW 基底 数 で 記述 され た 数 値 の 検索 順位 を 他 の 数 値 記 述 よ り 低 くし ます . 
V10.20 以降 . 

-out アセ ン ブ ル し た 結果 , 出力 され る ファ イル の 名 前 を 指定 し ます . V10.20 
以降 . 

=D ヘル プ 情 報 を 表示 し ます . 

-WERR 定義 体 依 存 の ワー ニン グ メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます . V10.12 以降 . 

-SETGLBWERR ロー カル ラベ ル の グロ ー バ ル 宣 言 エ ラー オプ ショ ン . v10.28 以降 . 
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注意 
Windows 上 で ご 利用 の 方 へ ... 
ファ イル 名 の 指定 方 法 は Windows に 準拠 し ます が , ワイ ルド カー ド の 指定 は で きま せん . 
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9 ブラッ ョ ン 


形式 -g 作 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル 名 指定 


アセ ン ブ ラ で 使用 する 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 固有 の 定義 体 オ ブ ジ ェクト を 指定 し ます . 

ファ イル 指定 に ファ イル タイ プ を 指定 し な いと アセ ン ブ ラ は , 省略 値 と し て ".xgo0" を ファ イル タイ プ 
と し ます . 

この 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル 名 が 省略 され る と 環境 変数 "XAS DEFINE” の 指定 に 基づい て 定義 体 
オブ ジェ クト を 入力 し ます . 


XaSSV z80 ーg VXgzel. xgo ・・・・ Z80 用 
XaSSV i8086  -g VXgisl.xgo ・・・・ 18086 用 
-[ オプ ショ ン 

形式 ー【L 


出力 リス ト フ ァイル (アセ ン ブ ル ソ ー ス リス ト , クロ スリ ファ レン スリ スト な ど ) を 作成 する か どう か 
を 制御 し ます . 

リス ト フ ァイル 名 は , 入力 ソー ス フ ァ イル と 同じ ファ イル を 作成 し , ファ イル タイ プ と し て ".lis” を 
付加 し ます . "-L” を 指定 され た 場合 は , リス ト フ ァイル を 作成 せ ず , 他 の リス ト 制 御 指定 ("-i”, "-c", 
"-m 。 -6 な ど ) は 無視 され ます . 


XassV socl -[ ・・・・ リ スト ファ イル は 作成 され ませ ん . 

XassV soc] ・・・・ リ スト ファ イル “Ssoc1.Ilis" が 作成 され ます 

xassV socl.xas ・・・・ リ スト ファ イル “soc1l.lis" と “soc2.Iis" が 作成 され ます . 
S0C2 
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アセ ン ブ ル さ れ て 作成 され る オブ ジェ クト ファ イル を 出力 する か どう か を 制御 し ます . 

オブ ジェ クト ファ イル 名 は , 入力 ソー ス フ ァ イル 名 また は ソー スプ ログ ラム 中 に 書い た NAME ステ ー ト 
メン ト の 名 前 に ファ イル タイ プ ".xao” を 付加 し て 作成 し ます . "-0” を 指定 され た 場合 は , オブ ジェ ク 
ト フ ァイル を 作成 し ませ ん . また , 他 の オブ ジェ クト 制御 指定 ("-a", "-r” な ど ) は 無視 され ます . 
XassV socl -0 ・・・・ オブ ジェ クト ファ イル は 作成 され ませ ん . 

XassV soc1] ・・・・ オブ ジェ クト ファ イル "soc1.xao" が 出力 され ます . 


XassV soc2 ・・・・ プロ グラ ム 中 に NAME ステ ー ト メン ト が あり ます の で 
その 名 前 で オブ ジェ クト ファ イル が 作成 され ます . 


-D -da -dn オプ ショ ン 


形式 -D 
-da 
-dn 


アセ ウッ プ きれ て 肌 有 され る オア ジョ クト に 加え て シンボリック デパ バッ グ な ど を 何 う た ゆめ の デ バッ 
グ 情 報 を 出力 する か どう か を 制御 し ます . 


?-D” を 指定 され た 場合 は , デバ ッ グ 情報 を 出力 し ませ ん . また , リン カ や フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ 
リティ で 行う , シン ボル 情報 の 指定 が 無効 に な り ま す . 


"-da "を 指定 され た 場合 は , シン ボル 情報 や ライ ン 情 報 な どす べ て の デバ ッ グ 情報 を 出力 し ます . な お , 
XDEB-V に よっ て ソー ス デ バッ グ を 行う と き は この オプ ショ ン を 指定 し ます . 


"-dn "を 指定 され た 場合 は , シン ボル 情報 の み デ バッ グ 情 報 と し て 出力 し ます . 


XDEB-V や エミ ュ レ ー タ 等 で シン ボル デバ ッ グ を 行う と き は この オプ ショ ン を 指定 し ます . 
この オプ ショ ン を すべ て 省略 し た と き は , "-dn" が 指定 され た も の と みな し ます . 
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-C -| -m -e -pD オ プシ ョ ン 


アセ ン ブ ル さ れ て 出力 され る , リス ティ ング の オプ ショ ン を 指定 し ます . 
な お , オプ ショ ン に は 以下 の も の が あり ます . 


=6 タロ スリ ファ レシ スリ スト を 出力 し ます 

ー-i イン クル ー ド リス ト を 出力 し ます 

-m マク ロロ 定義 リス ト を 出力 し ます 

ー-e マク ロロ 展開 リ スト を 出力 し ます 

-D 環境 変数 及び -! オプ ショ ン で 指定 され た イン クル ー ド ディ レク トリ , オプ 
ショ ン パ ラメ ー タ ファ イル の 内 容 を 出力 し ます 


-a -r オ プション 


形式 -8 


ー-T 


アン ブル され て 作成 され る オプ ジェ クト モジ ョ ー ル を 。 ア プ ツ ソリュー ト オ プ ジェ クト と し て 出 訪 す 
る か , リロ ケー タブ ルオ ブ ジ ェクト と し て 出力 する か を 指定 し ます . 


-8 アブ ソリ ュー ト オ ブ ジェ クト を 作成 し ます 
ーT リロ ケー タブ ルオ ブ ジ ェクト を 作成 し ます 


両方 と も 指定 を 省略 する と アブ ソリ ュー ト オ ブ ジェ クト が 作成 され ます . 

この オプ ショ ン を 両方 と も 指定 し た と き は , アブ ソリ ュー ト お よび リロ ケー タブ ル 混 在 の オブ ジェ ク 
ト を 作成 し ます . 

アプ ッ ツリ ュー ト な セク ショ シン と り リロ ケー タプ ル な セク ショ ン が 混在 する ソー ス を アセ ンプ ル す る と き 
は 両方 の オデ ショ ン ("-a 、 を 指定 し まず す が, アプ ソリ ュー ト な セク ショ ン だ け 、 リ ロケ ゲー タプ 
ル な セク ショ ン だ け の ソー ス を アセ ン ブ ル す る と き で も 両方 を 指定 し て も 構い ませ ん . 
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オプ ショ ン パ ラメ ー タ ファ イル を 指定 し て , アセ ン ブ ラ に 対し て 細か い 制 御 を 行い ます . 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ファ イル は , アセ ン ブ ラ の 拡張 機能 を 指定 する も の で あり 省略 可能 で す . 
な お , デフ ォ ル ト の ファ イル タイ プ は あり ませ ん . 


-0 0Dt.cOm 


-mpu オプ ショ ン 


形式 -mpu ハ MPU 名 


アセ ン ブ ル す る MPU の 詳細 な 名 前 を 指定 し ます . 

通常 は , 定義 体 と サポ ー ト MPU が 1 対 1 に な っ て いる た め , 指定 する 必要 は あり ませ ん が , 1 つの 定 
義 体 で 幾つ も の MPU( 各 シリ ー ズ ) を サポ ー ト し て いる と き が あり ます . その 定義 体 の と き に 指定 し ま 
ず 。 


-mpu オ プシ ョ ン 指 定 が な い 場 合 は , 環境 変数 "XAS MPUNAME" が 有効 に な り ま す . 
指定 する MPU 名 は 各 MPU ご と に 用 意 さ れ て いる XASS-V MPU 固有 の トピ ッ ク に 記載 され て いま す の で 
参照 し て くだ さい . 


例 : ん PD75104 の 場合 
-mpu UPD75104 ・・・・ 定義 体 で アセ ン ブ ル 可 能 な MPU は PD75104 シリ ー ズ で す . 


-abs オプ ショ ン 


形式 -abs 


アセ ン ブ ル リ スト の 出力 を 止め て , アブ ソリ ュー トリ スト を 出力 する た め の 情 報 フ ァイル を 作成 し ま 
の 

省略 タイ プ は ".xab' で す . この ファ イル は アブ ソリ ュー トリ スト 出力 (XABS-V) の 入力 の 対象 と な る 
ファ イル で す . 


-abs ・・・・ ソー ス フ ァ イル 名 "“.xab" が 作成 され る . 

注意 

XABS-V は オプ ショ ン ユ ー テ ィ リ ティ で , リロ ケー タブ ル ア セ ン ブ ル し た ソー ス を リン ケー ジ 後 の オブ 
ジェ クト を 参照 し て アブ ソリ ュー ト な アセ ン ブ ル リ スト を 出力 する ユー ティ リティ で す . 
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-labmod オプ ショ ン 


形式 -]abmod 


XASS-V(V9.15) に て ニー モニ ッ ク 中 に コロ ン を 含め る 事 を 可能 に し まし た が , それ に より 既存 の ソー ス 
で ラベ ル 定 義 と 二 モ ニッ ク を 続け て 記述 し た 場合 , 未定 義 命 令 エ ラー に な り ま す . -lahmod" は これ を 
救済 する た め の パ ラメ ー タ で す . 
例 

ソー ス lab :MNC 

・“-|abmod "パラ メー タ な し 


ラベ ル ・・・ な し 
ニー モニ ッ ク ・・・ lab:MNC 


・"-|abmod "パラ メー タ あ り 
ラベ ル ・・・ lab 


ニー モニ ッ ク ・・・ MNC 


-l| オプ ショ ン 


形式 -11 


アセ ン ブ ル リ スト の 形式 を ロン グ 形 式 で 出力 し ます . 

通常 は 1 行 の ソー ス を 80 文字 で 折り 返さ れ て 出力 され ます が , ロン グ 形 式 で は 511 文字 まで 1 行 で 出 
力 さ れ ま す . 

な お , 511 文字 以上 は 切り 捨て られ て 出力 され ませ ん . 


-SYM オプ ショ ン 
形式 -SYM ラベ ル [= 値 ] 


アセ ン ブ ル ソ ー ス の 中 で 使用 可能 な ラベ ル の 定義 を 行なえ ます . 値 は 10 進数 で 記述 し て くだ さい . 


オプ ショ ン 指 定 ソー ス フ ァ イル 
-SYMLAB1=10 LD ALABI ・・・A に 10 を ロー ド 
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-XSTRREV オプ ショ ン 


形式 -XSTRREV 


「 構 造 仕様 書生 成 (XSTR-REV)」 用 の 情報 ファ イル を 出力 し ます . 


-XSTRREV ・・・・ ソー ス フ ァ イル 名 .adif が 作成 され る 


-0ldref オプ ショ ン 


V10.09 か ら サ ポー ト 


形式 -oldref 


バー ジョ ン V10.09 か ら リ ファ レン スリ スト の フォ ー マ ッ ト が 変更 され , リス ト 中 の 識別 子 の 表示 カラ 
ム 数 が 16 文字 か ら 32 文字 に 拡張 され まし た . 

-0ldref オプ ショ ン を 指定 する と , パー ジョ ン V10.08 以 有 前 の リスト フォ ー マ ッ ト で リフ ァ レ ンス リス 
ト が 出力 で きま す . 


=dir オプ ショ ン 


V10.11 か ら サ ポー ト 


形式 -dir ハ ディ レク トリ 名 


すべ て の 出力 ファ イル を 指定 し た ディ レク トリ に 出力 し ます . (V10.11 以降 ) 
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=ssh オプ ショ ン 


V10.16 か ら サ ポー ト 


形式 -SSn 


現在 の 仕様 で は , 同じ 名 前 を 持つ セク ショ ン を 1 つの ソー ス フ ァ イル 中 に 2 度 以上 記述 する と 二 重 ラ 
ベル 定義 エニ エラー となり ます が , -ssn オプ ショ ン を 指定 し ます と 同じ 名 前 の セク ショ ン を 複数 記述 する 
事 が で きま す . 


例 
-ssn オプ ショ ン 指 定 な し 
abc Sect code 
| 
| 
abc Sect code ベー-- 二 重 ラ ベル 定義 エラ ー 


-ssnh オプ ショ ン 指 定 あ り 


abc Sect code 
| 
| 
abc Sect code <-- エラ ー と な ら な い 
| 
-0PT オプ ショ ン 


V10.09 か ら サ ポー ト 


形式 -0PT[= 値 ] 


MPU 固有 の アセ ン ブ ル オ プシ ョ ン を 指定 し ます . 指定 で きる オプ ショ ン と その 記述 に つい て は , 各 MPU 
ご と に 用 意 さ れ て いる , XASS-V MPU 固有 の トピ ッ ク を ご 覧 くだ さい . 
IPU マニ ュ ア ル に -O0PT オプ ショ ン の 記載 が な い 場 合 は , -0PT オプ ショ ン は 指定 で きま せん . 


=Sff ブ プシ ジョン 


形式 -sfrAsfr ファ イル 名 


sfr ファ イル は , 1/0 領域 な ど MPU の 型番 ご と に 違い が ある 予約 語 の 定義 に 使い ます . 

-sfr オプ ショ ン は MPU 固有 の アセ ン ブ ル オ プシ ョ ン で す . 

sfr ファ イル の 記述 な ど に つい て は 各 MPU ご と に 用 意 さ れ て いる MPU 固 有 の トピ ッ ク を ご 覧 くだ さい . 
MPU マニ ュ ア ル に -sfr オプ ショ ン の 記載 が な い 場 合 は -sfr オプ ショ ン は 指定 で きま せん . 
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-mloc オプ ショ ン 


V10.10 か ら サ ポー ト 


形式 -mloc=16 進数 


最大 ロケ ーション 値 を 指定 し ます . 

-ml0oc オプ ショ ン は MPU 固有 の アセ ン ブ ル オ プシ ョ ン で す . 

詳細 は 各 MPU ご と に 用 意 さ れ て いる XASS-V マニ ュ ア ル MPU 固有 の トピ ッ ク を ご 覧 くだ さい . 

MPU マニ ュ ア ル に -mloc オプ ショ ン の 記載 が な い 場 合 は -mloc オプ ショ ン は 指定 し な いで くだ さい . 


-msloc オプ ショ ン 


V10.10 か ら サ ポー ト 


形式 -msloc=16 進数 


セク ショ ン 内 最大 ロケ ーション 値 を 指定 し ます . 

-msloc オプ ショ ン は MPU 固有 の アセ ン ブ ル オ プシ ョ ン で す . 

詳細 は 各 MPU ご と に 用 意 さ れ て いる 「MPU 固有 の 仕様 」 を ご 覧 くだ さい . 

MPU マニ ュ ア ル に -msloc オプ ショ ン の 記載 が な い 場 合 は -msloc オプ ショ ン は 指定 し な いで くだ さい . 


-ext オプ ショ ン 


V10.20 か ら サ ポー ト 


形式 -ext 


この オプ ショ ン を 指定 する と , 未定 義 な ラベ ル は エク スタ ー ナ ル 宣 言 を し な く て も すべ て 外部 ラベ ル 
と し て 扱わ れ ま す . 


ST の ルー ド デ ィ レク ドリ ゴ オフ ブン 5 


V10.20 か ら サ ポー ト 


形式 -I イン クル ー ド ディ レク トリ 


イン クル ー ド ファ イル を 検索 する ディ レク トリ を 指定 し ます . この オプ ショ ン は , 複数 回 指定 可能 で 
す . 

イン クル ー ド ファ イル が 検索 され る 順番 は , XAS_LIB 環境 で 指定 され た イン クル ー ド ディ レク ト , -[ 
で 指定 し た イン クル ー ド ディ レク トリ の 順番 で す . 
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-RADIX LOM オプ ショ ン 


V10.20 か ら サ ポー ト 


形式 -RADIX LOW 


基底 数 で 記述 され た 数 値 の 検索 順位 を 他 の 数 値 記 述 よ り 低 くし ます . 例え ば , 16 進 基底 数 を 指定 し た 
と き 01B や 01D な ど は , 16 進数 の 1B 及び 1D と 扱わ れ ま す が , この オプ ショ ン を 指定 する こと に よっ 
て それ ぞ れ 2 進数 の 1 及び 10 進数 の 1 と し て 扱わ れ ま す . 

-0u{t 出力 ファ イル 名 オプ ショ ン 


V10.20 か ら サ ポー ト 


形式 -out 出力 ファ イル 名 


アセ ン ブ ル し た 結果 , 出力 され る ファ イル の 名 前 を 指定 し ます . ファ イル 名 に は , ディ レク トリ も 和 含 
お こと が 可能 で す . この オプ ショ ン は , -dir オプ ショ ン と の 併用 は で きま せん . 

な お , アセ ン ブ ル す る ソー ス フ ァ イル は 複数 指定 で きま す の で , -out オプ ショ ン は 出力 名 を 換え た い 
ソー ス フ ァ イル より 前 に 指定 し ます . 


例 ) 
XassV -out outfile1 src]1 -out outfile2 src2 -g 定義 体 フ ァイル ... 


STcl は , outfilel 
STC2 は , outfile2 


で リス ト フ ァイル や オブ ジェ クト ファ イル が 出力 され ます . 


町 基 ゴ ショ ッッ 
形式 -h 


XASS-V の バー ジョ ン レ ベル , コマ ンド 形式 お よび コマ ンド オプ ショ ン を 表示 し ます . 
-h オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き は 他 の オプ ショ ン 指 定 は 無視 され , ヘル プ 情 報 を 表示 する 
だ け で す . 
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-WERR オプ ショ ン 


V10.12 か ら サ ポー ト 


形式 -WERR 


定義 体 依存 の ワー ニン グ メ ッ セ ー ジ を 出力 し ます (一 部 の 定義 体 の み ). 

シン タッ クス エラ ー は 通常 ワー ニン グレ ベル で 扱わ れ ま す が , この オプ ショ ン を 指定 する と シン タッ 
クス エラ ー は エラ ー レ ベル と な り , ワー ニン グ が 定義 され て いる 定義 体 な ら ワ ー ニ ング が 出力 され ま 
す . また , シン タッ クス エラ ー 発 生 時 は オブ ジェ クト ファ イル を 生成 し な いよ うに な り ま す . (通常 , 
シン タッ クス エラ ー は ほ は ワー ニン グレ ベル で 扱わ れる の で 。 シ ジン タック スエ ラー が あっ て も オプ ジェ ク 
ト は 生成 され ます ) 


-SETGLBWERR オプ ショ ン 


V10.28 か ら サ ポー ト 


形式 -SETGLBWERR 


この オプ ショ ン を 指定 し な い 時 は , set 凝 似 命令 で 定義 され た ロー カル ラベ ル を グロ ー バ ル 宣 言 し た 
場合 に は は,。 エラ ー と な り ま す . この オプ ショ ン を 指定 し た 時 は , ワー ニン グ エ ラ ー と な り ま す . 即 
ち , -WERR オプ ショ ン を 同時 に 指定 し た 時 は , エラ ー と な り , 指定 し な い 時 に は , エラ ー と な り ま せ 
ん . 尚 , -SETGLBWERR オプ ショ ン だ け を 指定 し た 時 に ロー カル ラベ ル の グロ ー バ ル 宣 言 は , 無視 され ま 
半 了 


例 1 -SETGLBWERR -WERR (又は , オプ ショ ン 指 定 な し ) 
lab2 set 2 


global lab2 く < ニーー コ ヒラ ーー 
global lab3 
lab3 set 3 < ニーー コ ロラ ルー 


lab4 set 4 


例 2 -SETGLBWERR 
lab2 set 2 
global lab2 < ぐー 一 宣言 を 無視 
global lab3 < ぐー 一 宣言 を 無視 
lab3 Set 3 
lab4 set 4 
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ソー ス フ ァ イル 指定 


アセ ン ブ ル を 行う ソー ス フ ァ イル 名 を 1 つま た は 複数 指定 し ます . な お , ここ で 指定 する ソー ス フ ァ 
イル 名 と は , ソー スプ ログ ラム ファ イル 名 で あり , ファ イル タイ プ が 省略 され た 場合 に は ”".xas” が 付 
加 さ れ た ファ イル 名 と みな され ます . 

複数 の ソー ス フ ァ イル を 指定 する と き に は , ファ イル 指定 を 空白 で 区 切る こと に よっ て , それ ぞ れ の 
ソー ス フ ァ イル は 別々 に アセ ン ブ ル さ れ ま す . 

ソー ス フ ァ イル 名 を 省略 し た と き は , 標準 入力 (stdio0) よ り ソ ー ス を 入力 し ます . 

この と き の リ スト ファ イル 名 や オブ ジェ クト ファ イル 名 は , それ ぞ れ "xassv_stdio.lis”" と 
”XaSSV_Stdio0.xa0 と な り ま す . た だ し , ソー ス フ ァ イル 中 に NAME 擬似 命令 が ある と き は , オブ ジェ 
クト ファ イル 名 は その 名 前 に な り ま す . 


単 一 ファ イル 
XSSV S0C 


複数 ファ イル 
XasSV Socl soc2 soc3 


注意 

イン クル ー ド 擬似 命令 (INCLUDE 命令 ) で ファ イル 名 を 指定 する 時 , ファ イル 名 を 単 一 引用 符 で 囲ま な 
い 場 合 は すべ て 小文字 に 変換 され ます . 

ソー ス フ ァ イル 名 は 英字 で 始ま る 英 数 字 に し て くだ さい . 

アン ダー スコ ア ( _ ) も 英字 と し て 使用 で きま す . 


34 


オプ ショ ン パ ラメ ー タ 指定 を 行う 


アセ ンプ ブラ (%ASS-V) の オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , アセ ン ブ ラ に 対し て 細か な 制御 を 与え る パラ メー タ 


の 入っ て いる ファ イル で 指定 し ます . 


xassvA ハ ソー ス フ ァ イル 名 人 人 -o ハ オプ ショ ン パ ラメ ー タ ファ イル 名 


オプ ショ ン パ ラメ ー タ ファ イル 


/include nest = ネス ト 数 
イン クル ー ド ファ イル の 最大 ネス ト 数 指定 , 省略 時 は 10. 


/if nest = ネス ト 数 
条件 アセ ン ブ ル の 最大 ネス ト 数 指定 , 省略 時 は 20. 


/error_ count = エラ ー 表 示 行 数 
エラ ー 表 示 行 数 指定 , 省略 時 は 20 行 ま で 出力 . 


/define label = ラベ ル 名 ラベ ル 値 
ラベ ル 値 の 指定 . 
例 
/define_label = RAMSW 100 


/1abel convert = NO 
ラベ ル の 大 文字 / 小 文字 の 区 別 を 行う . 省略 は 大 文字 変換 (区 別 し ま せん ). 
例 


/label_convert = no 


/if mnemonic = IF IFDEF IFNDEF ELSE ENDIF 
条件 アセ ン ブ ル 命 令 の ニー モニ ッ ク の 変更 指定 . 


/modify list = ニー モニ ッ ク ” No/continue 
指定 ニー モニ ッ ク の アセ ン ブ ル リ スト 上 で の オブ ジェ クト 表示 形式 の 変更 . 
例 
/modify_list = "DW no … リス ト 上 で DW の オブ ジェ クト を 非 表 示 


/modify_list = "DB continue … リス ト 上 で DB を 横 に 続け て 表示 


/modify object = ニー モニ ッ ク ' No/ 値 
DS, BND, ORG ギャ ッ プ の オブ ジェ クト 内 容 変 更 指定 . 
例 
/modify_object = DS'Offh ・… DS の 内 容 を FF で 出力 


35 


オプ ショ ン パ ラメ ー タ 


指定 方 法 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , アセ ン ブ ル の 拡張 機能 を 指定 する パラ メー タ で あり , 指定 方 法 は 2 通り あ 
り ます 、 

-0 オ プシ ョ ン に よっ て 指定 する 方 法 と 起動 コマ ンド に 何 も 指 定 せ ず ア セン ブラ が 自動 的 に 入力 する 方 
法 が あり ます . 

アセ ン ブ ラ は , 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル と 同一 の ディ レク トリ に 同じ ファ イル 名 で ファ イル タイ 
プ ".com が 存在 すれ ば , それ を 自動 的 に 入力 し ます (Windows 版 の ディ レク トリ デリ ミッ タ は "\ "に な 
り ま す ). 


XaSSV -g … -O example.opt ファ イル 名 (簡易 ジェ ネ レ ー タ 機能 な し ) 
XassVv -g /usr/Iib/z80.xgo ファ イル 名 (簡易 ジェ ネ レ ー タ 機能 あり ) 


(/usr/Iib ディ レク トリ に "“z80.comn" と いう オプ ショ ン フ ァイル を 作成 する こと に より , それ を 自動 
肘 居 入 力 じ ます ) 


記述 形式 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ は 以下 の 形式 で 記述 し ます . 

コマ ンド と オペ ラン ド の 間 の "=" の 前 後に 空白 を 記述 し て も 構い ませ ん . 
また , コマ ンド は 大 文字 お よび 小文字 の どちら で も 記述 で きま す . 


形式 / コ マン ド [= オ ペラ ンド [オペ ラン ド .……. ]] 


コメ ント は セミ コロ ン (:) の 後 は すべ て コメ ント と し て 扱わ れ ま す . また , 特別 に 行 コ メン ト の 文字 と 
し て 以下 の 記述 も 可能 で す . 


/* コメ ント 

/! コメ ント 
数 値 は , 2 進 , 16 進 お よび 10 進 形式 で 記述 で き , 2 進 の 記述 は 2 進数 値 の 後に "B” を 付け , 16 進 の 記 
述 は 16 進数 値 の 後に "HH" を 付け て 記述 し ます . 


文字 列 は , 1 組 の 単 一 引用 符 C ) で くく り 表 現し ます . また , 文字 列 中 に 単 一 引用 符 を 定義 する に は , 
単 一 引用 符 を 2 個 連 続 し て 記述 する こと に より , 1 個 の 単 一 引用 符 を 表し ます . 


01010101B ・…・ 2 進数 
8FH …・ 16 進数 
128 …・ 10 進数 
ん …・ 文字 列 
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オプ ショ ン パ ラメ ー タ に は 以下 の も の が あり ます . 


・/INCLUDE NEST 
・/IF_ NEST 
・/ERROR (COUNT 
・/DEFINE LABEL 
・/LABEL CONVERT 
・/IF_MNEMONIC 
・/MODIFY LIST 
・/MODIFY 0BJECT 
・/0PTIMUM 
・/NODEBUG LINE 
・/CHECK_ BINARY 


V10.11 か ら 簡易 ジェ ネ レ ー タ で 記述 で きる パラ メー タ は すべ て オプ ショ ン パ ラメ ー タ で 記述 で きる よ 
うに な り ま し た . 


/INCLUDE_NEST 


形式 /INCLUDE NEST = ネス ト 数 
イン クル ー ド ファ イル の 最大 の ネス ト 回 数 を 1 て 255 まで の 値 で 指定 し ます . 省略 し た と き は , 最大 10 
回 まで の ネス ト が 可能 で す . 


/IF_NEST 


形式 /IF_ NEST = ネス ト 数 


条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命令 (IF, IFDEF, ・・・ 等 ) の 最大 ネス ト 回 数 を 1255 まで の 値 で 指定 し ます . 
省略 し た と き は , 最大 20 回 まで の ネス ト が 可能 で す . 


/ERROR_COUNT 


形式 /ERROR COUNT = エラ ー 表 示 数 


アセ ン ブ ル ソ ー ス 中 に エラ ー を 検出 し た 場合 , 最大 20 行 ま で その エラ ー 行 を 表示 し て いま す が , その 
最大 表示 回 数 を "0" か ら "65535" ま で の 値 で 指定 し ます . また , ゼロ を 指定 し た と き は , すべ て の エラ 
ー 行 を 表示 し ます . 


の 


/DEFINE_LABEL 


形式 /DEFINE LABEL = ラベ ル 名 ラベ ル 値 


アセ ン ブ ル ソ ー ス 中 で 使用 可能 な ラベ ル の 定義 を 行い ます . ラベ ル 値 は 4 バイ ト 以 内 の 値 を 指定 し ま 
す . 


例 
オプ ショ ン フ ァイル ソー ス フ ァ イル 
/DEFINE_LABEL=LABEL 1 ロケ ーション オブ ジェ クト ソー ス 


NAME EXAMPLE 
| 
LD ALABEL …“A に 1 を ロー ド 


| 
END 


/LABEL CONVERT 


形式 /LABEL CONVERT = NO/YES 


ソー ス 中 に 記述 され た ラベ ル は , 通常 , すべ て 大 文字 に 変換 され て いま し た が , NO 指定 を 行う と ラベ 
ル の 大 文字 / 小 文字 の 区 別 を 行い ます . 

また , MPU に よっ て は , デフ ォ ル ト で ラベ ル の 大 文字 / 小 文字 が 区 別 さ れる 仕様 と な っ て いる 時 , YES 
指定 を 行う と すべ て 大 文字 に 変換 され ます . 


LAB: 


"/LABEL CONVERT=NO" オ プシ ョ ン パ ラメ ー タ 指定 し た 時 や デフ ォ ル ト で ラベ ル の 大 文字 / 小 文字 が 区 別 
され る 仕様 と な っ て いる 場合 は , 作成 し た オプ ジェ クト ファ イル を シミ ュ レ ー ト デバ ッ ガ , オン ライ 
ン デ バッ ガ で 使用 する 場合 に は , 必ず 「SET OPTION CASE コマ ンド 」 を 実行 し て , デバ ッ ガ で も ラベ 
ル の 大 文字 / 小 文字 を 区 別 す る よう に 設定 し て くだ さい . 


/IF_MNEMONIC 


形式 /IF_MNEMONIC = "IF IFDEF IFNDEF ELSE ENDIF* 


条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命 令 の ニー モニ ッ ク の 変更 を 行い ます . 
各 条 件 アセ ン ブ ル 擬 似 命 令 の ニー モニ ッ ク を それ ぞ れ 指定 する こと に よっ て , その 指定 し た ニー モニ 
ッ ク で ソー ス 上 に 条件 擬似 命令 を 記述 で きま す . 省略 し た と き は , 上 記 の ニー モニ ッ ク で 記述 し ます . 
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/MODIFY_LIST 


形式 /MODIFY_LIST = "ニー モニ ッ ク '” NO/CONTINUE 


指定 し た ニー モニ ッ ク に 対応 する アセ ン ブ ル リ スト 上 の オブ ジェ クト の 表示 形式 を 以下 の よう に 変更 
する こと が で きま す . 


NO オブ ジェ クト を 表示 し な い 
CONTINUE オブ ジェ クト を 連続 し て 表示 する 
例 
オプ ショ ン フ ァイル ソー ス フ ァ イル 
/MODIFY LIST= 'DW NO ロケ ーション オブ ジェ クト ソー ス 
00000000 DW 0.1.2 
/MODIFY LIST = "DB′ CONTINUE 
00000006 000102 DB 0.1.2 
/MODIFY 0BJECT 
形式 /MODIFY 0BJECT = ニー モニ ッ ク ” NO/ 値 


今 ま で "DS', "BND , ORG に 対す る オブ ジェ クト は すべ て バイ ナリ ゼロ を 出力 し て きま し た が , それ 
ら の オブ ジェ クト の 値 を 変更 する こと が で きま す . 

旧 定 し た ニー モニ ッ ク に 対す る オブ ジェ クト を 1 バイ ト の 値 で 指定 する か , "NO' を 指定 し ます . 「NO' 
且 定 時 , オブ ジェ クト は 作成 され ず ロ ケー ショ ン の み ア ッ プ され ます . 


例 

オプ ショ ン フ ァイル ソー ス フ ァ イル 

/MODIFY 0BJECT= "DS* OFFH 0000 DW 0 
0002 DS 16 ・・・ FFPF を 出力 

/MODIFY 0BJECT= ORG _ NO 0012 ORG 、*+16 ・・・ オ ブ ジ ェクト は 作成 され な い 
0022 DW 1 

/0PTIMUM 


形式 /0PTIMUM = 最適 化 パス 回 数 


最適 化 命令 (例え ば JUMP.%) の 最適 化 回 数 を 0 て 127 まで の 値 で 指定 し ます . 

た だ し , 指定 され た パス 回 数 の 途中 で も , これ 以上 最適 化 で き な い と き は 残り の パス は , 実行 され ま 
せん . パス 回 数 に ゼロ を 指定 し た と き は , 最適 化し ませ ん . 

通常 は . パス 3 回 位 で 最高 の 最適 化 が 行わ れる と 思わ れ ま す が , その 分 アセ ン ブ ル 時 間 が 長く な り ま 
す . 


注意 

パス と は ソー ス の は じ め か ら 最 後 まで 検査 する こと で す . 

最適 化 命令 が サポ ー ト され て いな い MPU は , この 指定 は 無 意 味 で す . 

最適 化 分 岐 命令 で ペー ジ 内 分 岐 命令 / コ ー ル 命令 , ブ ロッ ク 内 分 岐 命令 / コ ー ル 命令 の コー ド を 出力 す 
る MPU に 限り , この 指定 で パス 回 数 を 変更 し な いで くだ さい . 
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変更 する と アセ ン ブ ル エ ラー が 出力 する こと が あり ます . 
変更 で き な い MPU は 各 MPU マニ ュ ア ル の 最適 化 分 岐 命令 の トピ ッ ク に 注意 書き が 記載 され て いま す . 


/NODEBUG_LINE 


形式 /NODEBUG LINE = ニー モニ ッ ク ” 


コー ド セ ク ショ ン 内 の DB 命令 や DW 命令 に 対し て ライ ン 情 報 ( ソ ー ス デバ ッ グ 情報 ) を 抑止 で きま す . 


/NODEBUG LINE ="DW 


SECT (CODE 
| 
CALL SUB 
DW 0 Sse P ア ル ー チ ナン ペ の パラ グー クタ 
DW ] 


※ DW に 対し て デバ ッ グ ライ ン 情 報 が 出力 され ませ ん . 


/CHECK_BINARY 


形式 /CHECK_BINARY = YES 


ソー ス 上 に 記述 する 2 進数 が 8 の n 倍 で 記述 され て いな い 時 に アセ ン ブ ル エ ラー と な り ま す . 


/CHECK_BINARY = YES 


SECT CODE 
| 
DB 100018  …… エラ ー に な る 
DB 00010001B 
| 
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アセ ン ブ ラ の 簡易 ジェ ネ レ ー タ 機能 に つい て 


汎用 クロ ス ア セン ブラ (XASS-V) は , アセ ン ブ ル 時 に 様々 な オプ ショ ン 指 定 を 行う こと が で き , 利用 形 
態 に 合っ た 運用 方 法 が で きる よう に 考え られ て いま す が , 簡易 ジェ ネ レ ー タ 機能 を 利用 する と 更に 細 
か く ア セン ブル 処理 の 指定 を 行う こと が で きま す . 

簡易 ジェ ネ レ ー タ は , アセ ン ブ ラ の オプ ショ ン パ ラメ ー タ を , 更に 拡張 し た 機能 で , アセ ン ブ ル 時 に 
MPU 別 定義 体 名 と 同じ ファ イル 名 で ファ イル タイ プ に ".com” が 付加 され た ファ イル で 指定 し ます . 


【 簡 易 ジ ェ ネ レー タ 機 能 概念 】 


アァ アセン ブル 
ッ ー ス プロ ダグ ラム 


MPU 別 
定 著 訂 オ ブ ジ ェクト 


凌 品 ジェ ネ レ ー タ 
拉 上 指定 


オブ ショ ン 機 能 を さら に 
拡 随 し た も の 


注意 


簡易 ジェ ネ レ ー タ 機能 は , MPU 別 定義 体 名 に ".com” を 付加 し た ファ イル 内 で パラ メー タ を 指定 し ます . 


例 

vxgmsl.xg0・・・・MPU 別 定義 体 名 

\ 
vVxgmsl.com・・・・ 簡 易 ジ ェ ネ レー タ 機 能 指定 ファ イル 


注意 
MPU 別 定義 体 オ ブ ジ ェクト と 同じ ディ レク トリ に 入れ る と , アセ ン ブ ラ に よっ て 自動 的 に 読み 込ま れ 
ます . 
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簡易 ジェ ネ レ ー タ 機能 の 起動 方 法 


xassv ハ ソー ス フ ァ イル 名 .... 


定義 体 名 :vxbms1.xgo 

VX9ms1.com 

ニー モニ ッ ク の 追加 / 変 更 / 削 除 
/add mnemonic = ' 現 ニー モニ ッ ク ' 追加 ニー モニ ッ ク " 
ZNOIIR 当 NeINOMUNG= 当 目 aa ニ ニク クコ 術 且 に ーション 
/delete_mnemonic = ニー モニ ッ ク " 


コメ ント 記述 の 変更 
COIUINBIN 計 = 軒 5 ズミ ント ID 
/comment check =yes 
n0 


ラベ ル 名 記述 の 変更 
/1abel max length = 文字 数 
/label character = 特殊 文 字 
/1ocal_label = ' 接 頭 文 字 ', 接尾 文字 


定数 記述 の 変更 
/binary = 接頭 文字 , 接尾 文字 
/octal = ' 接 頭 文 字 , 接尾 文字 ' 
/hexdecimal = 「' 接 頭 文字 , 接尾 文字 
/decimal = ' 接 頭 文 字 ', 接尾 文字 
/character = 「' 接 頭 文 字 , 接尾 文字 
/char constant = 文字 列 ' 値 


ロケ ーション シン ボル 記述 の 変更 
NOCOHIOIE0 ニン ヨン 


演算 子 の 変更 

/ ニ ー モ ニッ ク = 演算 子 ′ 優先 順位 
/add/eq 

/subtract /ne 

/multiply /gt 

/divide /ge 

/modulus/1t 

/left_shift /le 

/right shift/l1ogical and 
/and/1ogical_or 

/or /complement 

/eor 


継続 行文 字 
/continue = 継続 行文 字 


型 情 報 の 定義 
/variable_ type = ニー モニ ッ ク ' 「 型 名 型 ] 型 の サイ ズ 型 2 型 3 
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簡易 ジェ ネ レ ー ト 指定 方 法 


各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ (MPU) の ソー ス 記 述 形式 を 変更 する た め に は , 次 節 で 説明 する 各 パ ラメ タ を アセ 
ン ブ ラ (XASS-V) の オプ ショ ン パ ラメ ー タ ファ イル と し て 指定 し ます . 


マニ ュ ア ル 参 照 
各 マ イク ロロ プロセッサ の ソー ス 記 述 形 式 や ニー モニ ッ ク に つい て は , 各 MPU ご と に 用 意 
XASS-V MPU マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい . 


の ? 
さ 
呈 
の 


オプ ショ ン パ ラメ ー タ ファ イル は , 定義 体 名 と 同じ ファ イル 名 で ファ イル タイ プ が ".COM” と いう ファ 
イル を 定義 体 と 同一 ディ レク トリ に 作成 し ます . 

その 様 に 作成 され て いれ ば アセ ン ブ ラ (XASS-V) は 自動 的 に オプ ショ ン パ ラメ ー タ ファ イル を 入力 し ま 
0 

この 簡易 ジェ ネ レ ー ト 機能 は , 上 記 以 外 の 方 法 ( コ マン ド パ ラ メー タ に よる 指定 ) で 指定 する こと は で 
きま せん . 
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ニー モニ ッ ク の 追加 / 変 更 / 削 除 


各 MPU 固有 の 命令 や アセ ン ブ ラ 擬似 命令 の ニー モニ ッ ク を 追加 , 変更 お よび 削除 する こと が で きま す . 
た だ し , オペ ラン ド の 記述 形式 を 変更 する こと は で きま せん . 


追加 
/ADD _MNEMONIC 


変更 
/MODIFY _MNEMONIC 


削除 
/DELETE _MNEMONIC 


/ADD_MNEMONIC 


記述 /ADD_MNEMONIC = 現 ニ ー モ ニッ ク ' 追加 ニー モニ ッ ク " 


現 ニ ー モ ニッ ク と 同じ 機能 を 持つ ニー モニ ッ ク を 追加 し ます . 
追加 され た ニー モニ ッ ク は 現 ニ ー モ ニッ ク と 同様 に アセ ン ブ ラ ソー ス 中 で 使用 で きま す . 
な お , パラ メー タ で 指定 する ニー モニ ッ ク は 大 文字 で 指定 し て くだ さい . 


] 
オプ シュ ジッ ラペ ー ダ ツー スズ ス ノ ァ イル 
/ADD_MNEMONIC = GLOBAL 「PUBLIC' GLOBAL LAB10 ‥・・ グロ ー バ ル 宣 言 
PUBLIC LAB20 ‥・…・ グロ ー バ ル 宣 言 
| 
LAB10 
| 
LAB20 
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/MODIFY_MNEMONIC 


記述 /MODIFY_MNEMONIC = ' 旧 ニー モニ ッ ク ”「 新 ニー モニ ッ ク ' 


旧 ニ ー モ ニッ ク を 新 ニ ー モ ニッ ク に 変更 し ます 


新 ニ ー モ ニッ ク は アセ ン ブ ラ ソー ス 中 で 使用 で き , 旧 ニ ー モ ニッ ク は 使用 で き な く な り ま す . な お , 


パラ メー タ で 指定 する ニー モニ ッ ク は 大 文字 で 指定 し て くだ さい . 


例 


オプ ショ ン パ ラメ ー タ 


ソー ス フ ァ イル 


/MODIFY_MNEMONIC = GLOBAL 「PUBLIC 


GLOBAL LAB10 


PUBLIC LAB20 


エラ ー に な る 


/DELETE_MNEMONIC 


記述 /DELETE_MNEMONI( = ニー モニ ッ ク 


ニー モニ ッ ク を 削除 し ます . 


上 記 で 指定 し た ニー モニ ッ ク は アセ ン ブ ラ ソー ス 中 で 使用 で きま せん . 
な お , パラ メー タ で 指定 する ニー モニ ッ ク は 大 文字 で 指定 し て くだ さい . 


例 


オプ ショ ン パ ラメ ー タ 


ソー ス フ ァ イル 


/DELETE_MNEMONIC = GLOBAL 


GLOBAL LAB10 


LAB10: 


エラ ー に な る 
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言語 基本 要素 の 変更 


アセ ン ブ ラ ソー スス テー トメ ント を 構成 する いく つか の 基本 要素 に つい て 変更 する こと が で きま す . 
その 変更 方 法 に つい て 各 要 素 別に 説明 し ます . 


コメ ント 記述 の 変更 
・/COMMENT 
・/(COMMENT CHECK 


ラベ ル 名 の 変更 
・/LABEL MAX LENGTH 
・/LABEL CHARACTER 
・/LOCAL LABEL 


数 値 定数 記述 の 変更 
・/BINARY 
・/0CTAL 
・/HEXDECIMAL 
・/DECIMAL 
・ 数値 定 数 変更 の 注意 事項 


文字 定数 記述 の 変更 お よび 追加 
・/CHARACTER 
・/CHAR (CONSTANT 
・ 文字 定数 変更 の 注意 事項 


ロケ ーション シン ボル 記述 の 変更 
・/LOCATION 


演算 子 の 変更 
ニー ニッ ク 
・/(COMPRIMENT 
・/CONTINUE 
・/VARIABLE TYPE 
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コメ ント 記述 の 変更 
/COMMENT 


記述 /COMMENT [= コメ ント 文字 '] 


ソー スス テー トメ ント 中 の コメ ント の 始ま り を 表す 文字 を 4 文字 以内 の 文字 列 で 指定 し ます . また , 
コメ ント 文字 を 省略 すれ ば ソー スス テー トメ ント 中 に コメ ント を 記述 で き な く な ます . 

ソー スス テー トメ ント 中 に 上 記 で 指定 し た コメ ント 文字 が 表れ た 後 か ら 行 未 ま で は , 全て アセ ン ブ ラ 
が コメ ント と し て 扱い ます . 


例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/COMMENT = '* 3 


玉 COMMENT 
来 


え え え 


NAME EXAMPLE MODULE NAME 
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/COMMENT_CHECK 


記述 /COMMENT CHECK ={YES | NO} 


ソー スス テー トメ ント の オペ ラン ド の 後に コメ ント を 記述 する と き , コメ ント 文字 を 記述 し た 後に コ 
メン ト を 書く か , また は 直接 コメ ント を 書く か を 指定 し ます . 

"YBS" を 指定 し た と き は , コメ ント 文字 の 後に コメ ント を 書き , "NO" を 指定 し た と き は , オペ ラン ド の 
後に 1 つ 以 上 の 空白 を 空け て か ら コ メン ト を 記述 し ます . た だ し , 行 コ メン ト に 関し て は , コメ ント 
文字 で 始ま っ て いな けれ ば な り ま せん . 


例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/COMMENT = * ネ ネ 
/COMMENT_CHECK = NO ネ COMMENT 3 
玉 ネ 
NAME EXAMPLE MODULE NAME 
ENTRY EQU 玉 ENTRY POINT 
NOP START 
例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/COMMENT = 「: 
/COMMENT_CHECK = YES 5 COMMENT 
NAME EXAMPLE : MODULE NAME 
ENTRY EQU 玉 : ENTRY POINT 
NOP : START 


注意 
"NO” を 指定 し た 時 は 第 1 オペ ラン ド と 第 2 オペ ラン ド の 間 や 演算 子 等 の 間 に 空 白 を 挿入 する と エラ ー 
と な り ま す . 


MOV ん 10 ・…・: 空白 を 挿入 する と エラ ー と な る . 
MOV Al10 +2 …・…・ 空白 を 挿入 する と '+2" は コメ ント と な る . 
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ラベ ル 名 の 変更 
/LABEL_MAX LENGTH 


記述 /LABEL MAX LENGTH = 文字 数 


ラベ ル 名 と し て 記述 可能 な 文字 数 を 1255 まで の 値 で 指定 し ます . 
これ は ラベ ル 名 と し て 記述 で きる 文字 数 で あり , ラベ ル の 有効 文字 数 で は あり ませ ん . ラベ ル 名 の 有 
効 文 字数 は アセ ン ブ ラ と し て 32 文字 と 決め られ て いま す . 


例 


オプ ショ ン パ ラメ ー タ 


ソー ス フ ァ イル 


/LABEL_MAX_LENGTH = 8 


LAB45678 EQU8 
LAB456789 EQU 9 ・・‥…. エラ ー に な る 


/LABEL CHARACTER 


記述 /LABEL CHARACTER [= 特殊 文字 '] 


ラベ ル 名 を 構成 する 上 で 英 数 字 以 外 に 許可 する 特殊 文字 を 指定 し ます . 
上 記 で 指定 し た 特殊 文字 は ラベ ル 中 に 含む こと が で きま す . 


"/LABEL CHARACTER' の み 記述 し た 場合 , 一 切 の 特殊 文字 を ラベ ル 名 と し て は 使用 で きま せん . 


例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/LABEL_CHARACTER = '@ 7 LABEL EQU 

LABEL_2 EQU 


LABEL?2 EQU 
LABEL# EQU 


や C て トト OO 一 


…… 拓 は よ エ ラー と な り ま す 
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/LOCAL_LABEL 


記述 /LOCAL LABEL [=[ 接頭 文字 ][, 接尾 文字 ]] 


ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 する ロー カル ラベ ル を 表す 文字 列 を 指定 し ます . 

"/L0CAL LABEL" の み を 記述 すれ ば ロー カル ラベ ル は 使用 で き な く な り ま す . 

上 記 の 接頭 文字 と 接尾 文字 で 囲ま れ た ラベ ル は , ロー カル ラベ ル と し て アセ ン ブ ラ が 取り 扱い ます . 
接頭 お よび 接尾 文字 は どちら か 一 方 を 省略 し て 構い ませ ん が , 指定 で きる 文字 数 は 4 文字 以内 と し , 
ラベ ル 名 を 構成 する 文字 ( 英 数 字 お よび "/LABEL CHARACTER" で 指定 し た 文字 ) 以 外 を 指定 し ます . 


例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/LOCAL_LABEL = '27' 2910: 

| 

JMP 9?9210 
例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/LOCAL_LABEL = ,' 277 1092: 

| 

JMP 1092 
例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/LOCAL LABEL = 7 の 2109: 

| 

JMP 9109 
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数 値 定数 記述 の 変更 
/BINARY 


p 述 /BINARY [=「 接頭 文字 '][, 接尾 文字 ']] 


ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 する 2 進数 を 表す 文字 列 を 指定 し ます . 


"/BINARYY オ ペラ ンド を 全て 省略 すれ ば 2 進数 値 は 使用 で き な く な り ま す . 


上 記 の 接頭 文字 と 接尾 文字 で 囲ま れ た 数 値 は , 2 進数 値 と し て アセ ン ブ ラ が 取り 扱い ます . 接頭 お よ 
び 接 尾 文字 は どちら か 一 方 を 省略 し て も 構い ませ ん が , 指定 で きる 文字 数 は それ ぞ れ 4 文字 以内 と し , 


数 字 以 外 の 文字 を 指定 し ます . 
例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ メー の プア ィ イル 

/BINARY = りり MOV ん A, 01010 
例 

外 プ ショ ン パ ラメ ー タ ーー スク アル 

/BINARY = に MOV ん A 101010B 
例 


オプ ジ ショ シ パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/BINARY = 8 MOV  A, B101010' 
例 


オプ ショ ン パ ラメ ー タ 


ソー ス フ ァ イル 


/BINARY 


2 進数 値 は , 使用 で きま せん 


数 値 定数 変更 の 注意 事項 
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/OCTAL 


p 述 /0CTAL [に 「 接頭 文字 "][, 接尾 文字 ']] 


ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 する 8 進数 を 表す 文字 列 を 指定 し ます . 

"/0CTAL" オ ペラ ンド を 全て 省略 すれ ば 8 進数 値 は 使用 で き な く な り ま す . 

上 記 の 接頭 文字 と 接尾 文字 で 囲ま れ た 数 値 は , 8 進数 値 と し て アセ ン ブ ラ が 取り 扱い ます . 接頭 お よ 
び 接 尾 文字 は どちら か 一 方 を 省略 し て も 構い ませ ん が , 指定 で きる 文字 数 は それ ぞ れ 4 文字 以内 と し , 
数 字 以 外 の 文字 を 指定 し ます . 


例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/OCTAL ='@ MOV ん @⑳23 
例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/OCTAL =,@ MOV ん , 1230 
例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/0CTAL = 0 MOV ん A @ 123' 
例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/0CTAL 8 進数 値 は 使用 で きま せん 


数 値 定数 変更 の 注意 事項 
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/HEXDECIMAL 


p 述 /HEXDECIMAL [=[ 接頭 文字 ][, 接尾 文字 "]] 


ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 する 16 進数 を 表す 文字 列 を 指定 し ます . 


"/HEXDECIMAL' オ ペラ ンド を 全て 省略 すれ ば 16 進数 値 は 使用 で き な く な り ま す . 


上 記 の 接頭 文字 と 接尾 文字 で 囲ま れ た 数 値 は , 16 進数 値 と し て アセ ン ブ ラ が 取り 扱い ます . 接頭 お よ 
び 接 尾 文字 は どちら か 一 方 を 省略 し て も 構い ませ ん が , 指定 で きる 文字 数 は それ ぞ れ 4 文字 以内 と し , 


数 字 お よび A^ーF 以外 の 文字 を 指定 し ます . 


例 
当 プ ジョ ン パ ラメ ー タ ジー スラ ファ イル 
/HEXDECIMAL ="$ MOV ん A $FF 
例 
0 プア ショ ン パ バラ メス メーク グー スプ テイ ル 
/HEXDECIMAL = ,H MOV A OFFH 
例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ メー スプ ファッ ルル 
/HEXDECIMAL = , MOV AHEF 
例 
外 プ ショ ン パ ラメ ー タ ジー ス ノ テ イィ ル 
/HEXDECIMAL 16 進数 値 は 使用 で きま せん 
数 値 定数 変更 の 注意 事項 
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/DECIMAL 


p 述 /DECIMAL [=[「 接頭 文字 ][, 接尾 文字 "]] 


ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 する 10 進数 を 表す 文字 列 を 指定 し ます . 

"/DECIMAL" オ ペラ ンド を 全て 省略 すれ ば 10 進数 値 は 一 般 的 な 記述 (数 字 の 色 列 ) の み 使 用 で きま す . 
一 般 的 な 記述 は 当 指 定 に 関係 な く , ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 する こと が で きま す . 上 記 の 接頭 
文字 と 接尾 文字 で 囲ま れ た 数 値 は , 10 進数 値 と し て アセ ン ブ ラ が 取り 扱い ます . 接頭 お よび 接尾 文字 
は どちら か 一 方 を 省略 し て も 構い ませ ん が , 指定 で きる 文字 数 は それ ぞ れ 4 文字 以内 と し , 数 字 以 外 
の 文字 を 指定 し ます . 


例 

錠 プ ダ ョ ヨン パラ メー タル ツー ス フ ァ イル 
/DECIMAL =@ MOV ん A @9 
例 

錠 プ ジョ ン パ ラス メー メタ メー スズ ノア ァイル 
/DECIMAL =,D MOV ん A 19D 
例 

オジ ンジ ョ シバ パラメータ ソー ス フ ァ イル 
/DECIMAL =D MOV AD19 
例 

介 プ ショ ン パ ラメ ー メ タ ジー デー スプ ノア ティ イル 
/DECIMAL MOV A 19 


数 値 定数 変更 の 注意 事項 
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数 値 定数 変更 の 注意 事項 


・ 数値 定数 の 記述 は , 2 進 , 16 進 , 8 進 , 10 進 と それ ぞ れ 4 回 まで 指定 で きま す . 


・ 数 値 定数 の 記述 を 指定 


し ます と , それ は 既存 の 


メン ト 中 に 記述 で きる こと に な り ま す . 


記述 形式 の 他 に , その 記述 形式 が ソー スス テー ト 


既存 の 記述 形式 を 無効 に し た いと き は , 1 度 パ ラメ ー タ で 削除 し て か ら 再 定義 し ます . 
例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/BINARY = MOV A 1010B 全て 正しい 
/HEXDECIMAL = '$ MOV A, @010 
MOV A OFFH 
MOV A  $FF 
例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/BINARY MOV A 1010B エラ ー 
/HEXDECIMAL MOV A  @⑳010 
/BINARY = ー @ MOV A OFFH エエ ラー 
/HEXDECIMAL = '$ MOV A  $FF 
文字 列 定 数 記述 の 変更 お よび 追加 
/CHARACTER 
記述 /CHARACTER [= ' 接 頭 文 字 ', 接尾 文字 '] 
ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 する 文字 定数 を 表す 文字 列 を 指定 し ます . 


"/CHARACTER' オ ペラ ンド を 全て 省略 すれ ば 文字 定数 は 使用 で き な く な り ま す . 
まれ た 文字 は , 文字 定数 と し て アセ ン ブ ラ が 取り 扱い ます . また , 接 


上 記 の 接頭 お よび 接尾 文字 で 囲 


頭 お よび 接尾 文字 で それ ぞ れ 指定 で きる 文字 数 は 4 文字 以内 と し , 英 数 字 以 外 の 文字 を 指定 し ます . 
例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/CHARACTER = " MOV A “ag" 

例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/CHARACTER = し MOV A ag 

例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/CHARACTER 文字 定数 は 使用 で きま せん 
文字 定数 変更 の 注意 事項 
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/CHAR_CONSTANT 


p 述 /CHAR CONSTANT [=「 文 字 列 ' 値 ] 


前 記 の 文字 定数 の 中 に 記述 し て 一 連 の 文字 列 で ある 値 を 表す こと が あり ます . 

例え ば , 単 一 引用 符 を 2 つ 記述 し て 1 つの 引用 符 を 表す と か , バッ クス ラッ シュ と n( ぼ n) で 改行 コー 
ド を 表し た り し ます . 

その 一 連 の 文字 列 と 値 を , ここ で 指定 し ます . また , この オペ ラン ド を 全て 省略 すれ ば , 今 ま で 指定 
し た も の は 無効 と な り ま す . 指定 する 文字 列 は 4 文字 以内 と し , 値 は 0 て 255 まで の 値 を 指定 し ます . 
この 指定 は 10 回 まで 指定 で きま す . 


例 
信 プシ ョ ン パ タラ メー クタ ッ ツー ス ア アデ アイル 
/CHAR_CONSTANT ="*\n 0AH DB ABCWn 。 …… 084142430A(16) 
/CHAR_CONSTANT = ” 導  08H 
例 
入 プ ツジ ョ シン パラ メー タタ メー スプ アイ ル 
/CHAR_CONSTANT DB "\AABC\n_。 …・… 5G744142435C6E(16) 
DB ABC "DEF ・…・' は 無効 と な り エ ラー と な る 
文字 定数 変更 の 注意 事項 
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文字 定数 変更 の 注意 事項 


文字 定数 の 記述 (/CHARACTER) は , 4 回 まで 指定 で きま す . 


文字 定数 値 の 指定 (/CHAR CONSTANT) は , いく つか の 文字 定数 の 記述 に 関係 な く 有 効 と な が り ま す . 


オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/CHARACTER = し DB “ABC "DEF 

/CHARACTER = リグ レグ 41424327444546 (16) 
/CHAR_CONSTANT = 「「,27H DB “ABC "DEFC ……・ 同上 


文字 定数 の 記述 を 指定 し ます と , それ は 既存 の 記述 形式 の 他 に その 記述 形式 が ソー スス テー トメ ント 
中 に 記述 で きる こと に な り ま す . 既存 の 記述 形式 を 無効 に し た いと き は , 1 度 パ ラメ ー タ で 削除 し て 


か ら 再 定義 し ます . 
例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/CHARACTER = レグ DB ABC' 

DB “ABC“* 
例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/CHARACTER DB ABC  …・…: エラ ー 
/CHARACTER = の リグ DB “ABC^* 
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ロケ ーション シン ボル 記述 の 変更 


/LOCATION 


記述 | /LOCATION [= ' ロ ケー ショ ン 文 字 '] 


ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 する ロケ ーション シン ボル を 表す 文字 列 を 指定 し ます . ”/LOCATION" オ 


ペラ ンド を 省略 する と ロケ ーション シン ボル は 使用 で き な く な り ま す . 


ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 され た ロケ ーション シン ボル は , アセ ン ブ ラ が 現 ロ ケー ショ ン 値 と し 


て 取り 扱い ます . 

例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 

/LOCATION = ' ポ LABEL EQU * 

例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 

/LOCATION ='$ LABEL EQU $ 

例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 

/LOCATION ロケ ーション シン ボル は 使用 で きま せん 
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記述 / ニ ー モ ニッ ク [= 「 演 算 子 ′ 優先 順位 ] 


ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 する 演算 子 と その 優先 順位 を 指定 し ます . 
”/ ニ ー モ ニッ ク " オ ペラ ンド を 省略 すれ ば その 演算 子 は 使用 で き な く な り ま す . 


ニー モニ ッ ク は 以下 の 文字 を 指定 し ます . 


ADD 加算 

SUBTRACT 減算 

MULTIPLY 乗算 

DIVIDE 除算 

MODULUS 余り 

LEFT SHIFT 左 シ フト 

RIGHT SHIFT 右 シ フト 

AND 論理 積 

OR 論理 和 

EOR 排他 論理 和 

EQ 関係 演算 子 (等 し い ) 

NE 関係 演算 子 (等 し く な い ) 

GT 関係 演算 子 (大 きい ) 

GE 関係 演算 子 ( 大 きい か 等 し い ) 
LT 関係 演算 子 (小さ い ) 

LE 関係 演算 子 (小さ いか 等 し い ) 
LOGICAL AND 論理 関係 子 (論理 積 ) 
LOGICAL OR 論理 関係 子 (論理 和 ) 


優先 順位 は 1 か ら 10 まで の 値 を 指定 し ます . 優先 順位 の 指定 で 1 が 最も 高い 優先 順位 と し , 以下 2, 
3<10 の 順序 で 優先 順位 を 指定 し ます . 


例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/EQ = == 5 IF A == 1 
/NE = |!= 5 IF B != 2 
MOV A ,10 
| 
例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/LOGICAL_AND = "AND' 6 IF A = 1 AND 
/LOGICAL OR = "OR 6 MOV A, 10 
ENDIF 
例 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/MODULUS 余り を 求め る 演算 子 は 使用 で きま せん 
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/COMPLIMENT 


記述 


/COMPLIMENT [= 「 補 数 演算 子 '] 


ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 する 補 数 演算 子 を 表す 文字 列 を 指定 し ます . 
"/COMPLIMENT'T オ ペラ ンド を 省略 すれ ば 補 数 演算 子 は 使用 で き な く な り ま す . 


例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/COMPLIMENT = NOT MOV ん A, NOT 1 
例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/COMPLIMENT = MOV ん A 唱 
例 

オプ ショ ン パ ラメ ー タ ソー ス フ ァ イル 
/COMPLIMENT 補 数 演算 子 は 使用 で きま せん 
/CONTINUE 

記述 /CONTINUE [= ' 継 続行 文字 '] 


ソー スス テー トメ ント 中 で 継続 行 を 表す 文字 列 を 指定 し ます . 


”/CONTINUE'" オ ペラ ンド を 省略 すれ ば ソー スス テー トメ ント 中 に 継続 行 は 使用 で き な く な り ま す . 
上 記 の 指定 し た 文字 列 を ソー スス テー トメ ント 中 に 記述 する と アセ ン ブ ラ は その ステ ー ト メン ト が 維 


続 さ れ た も の と みな し ます . 継続 文字 は 4 文字 以内 の 文字 列 で 指定 し ます . 


例 
オン ジン ョ シル パラ クー スタ ツー スプ ア イル 
/CONTINUE = -" MOV AA - 
10 
例 
オデ ショ ン パ ラメ ー タ ジー スグ アア イツ 
/CONTINUE = 6 巡 MOV ん 吉 
10 
例 
條 ジグ ショ ン パ ラメ ー タ 2 コバ アア イル 
/CONTINUE 継続 行 は で きま せん 
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/VARIABLE_TYPE 


記述 | /VARIABLE TYPEB= ニー モニ ッ ク ' 型 名 ′ 型 1 型 の サイ ズ 型 2 [ 型 3] 

"ニー モニ ッ ク ” | DS, DW,。 DB な どの デー タ を 定義 する 擬似 命令 の ニー モニ ッ ク を 記述 し ます . ニー モニ ッ ク 
は 大 文字 で 指定 し て くだ さい . 

型 名 " ニー モニ ッ ク に 対す る 型 名 を 記述 し ます 

型 1 INT また は FLOAT を 記述 し ます . 

型 2 SIGN か UNSIGN を 記述 し ます . 

型 3 型 1 が FLOAT の 時 に SINGLE か DOUBLE を 記述 し ます . 

型 の サイ ズ 型 の サイ ズ を 10 進 で 記述 し ます . 


型 情報 を 定義 する と , XASS-V は 変数 の デバ ッ グ 情報 に 型 情 報 を 出し ます . 
(XSTR-REV を アセ ン ブ ラ レベ ル で 使用 する に は 型 情報 が 必要 で す . ) 


例 


オプ ショ ン パ ラメ ー タ 


/VARIABLE_TYPE 
/VARIABLE_TYPE 
/VARIABLE_TYPE 
/VARIABLE_TYPE 
/VARIABLE_TYPE 
/VARIABLE_TYPE 


ソー ス フ ァ イル 
Lab10 DS 10 
LAB20 :DS 10 
LAB30 edu * 
DS 10 
LAB40 DW 1.2 
DW 45 


Ds ei 行 分 
6 6 


DS "define storage Int 1 unsign 
DB" "define byte int 1 unsign 

"DW "define word int 2 unsign 

"DD* "define double word int 4 unsign 


FLOAT _ float float 4 sign single 
"DFLOAT "double float float 8 sign double 
…・・ 変数 ( 型 情報 が 出る ) 
: が ある と ラベ ル に な っ て 変数 に な ら な い ( 型 情報 が 出 な い ) 
・ ラ ベル に な っ て し まう ( 型 情 報 は 出 な い ) 


2, 3) まで の 型 情報 は 出る 


1 1, 
4.5, 6 の 部 分 の 型 情報 は 出 な い 
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XASS-V メッ セー ジ 情 報 


アセ ンプ ブラ (XASS-V) は , アセ ン ブ ラ の 起動 後 , 指示 され た アセ ン ブ ル 処 理 が すべ て 正常 処理 し た 場合 
に は , 特に メッ セー ジ は 出力 し ませ ん . 


$xassV source. Xas -0 …… アセ ン ブ ラ の 起動 
SOUrCGe. XaS : …… アセ ン ブ ル フ ァイル 名 
$ …… アセンブル 正常 終了 


また , 入出 力 や シス テム に 依存 する エラ ー に 関す る メッ セー ジ は , UNIX, WindOws の エラ ー 表 示 に 準拠 
し て , 出力 され ます . 

これ ら の 標準 的 な エラ ー( 例 . 指定 ファ イル が な い ・・・・ な ど ) 以 外 で , アセ ン ブ ラ が 検出 する 論理 
的 な が エラ ー に つい て は , 下記 の 形式 で 出力 され ます . 


$xassV source.Xas -0 ……・ アセ ン ブ ラ の 起動 
WAS コー ニーーーー ニ ーーーー ニ ニーーー ee ラー バ ツ セ ー ン 


アセ ン ブ ラ が 検出 する 論理 的 な が エラ ー に つい て は , アセ ン ブ ラ 起動 ター ミナ ル に 表示 され , 同時 に リ 
スト ファ イル に も 出力 され ます . 
また , ソー スプ ログ ラム 上 の シン タッ クス エラ ー に つい て も , リス ト フ ァイル に 詳細 コー ド が 出力 さ 
れ , ター ミナ ル 上 に も , モジ ュー ル 名 と シン タッ クス エラ ー の あっ た ステ ー ト メン ト 番 号 "ISN" と ステ 
ー ト メン ト の 内 容 が 表示 され ます . 


$xassV source.xas -0 


%XASSV-W-FERROR: SOURCE NAME IS ファ イル 名 
LINE NUMBER nnnn 
ステ ー ト メン ト の 内 容 
%XASSV-W-FERROR: SOURCE NAME IS ファ イル 名 
LINE NUMBER nnnn 
ステ ー ト メン ト の 内 容 
| | 
| | 
ー ミ ナル に 表示 


%XASSV-I-FERROR: Error Total = nnnn 


XASS-V メッ セー ジ 一 覧 
XASS-V が 出力 する メッ セー ジ の 一 覧 で す . 
メッ セー ジ の 種類 に より 2 つ に 分 け て 記載 し て いま す . 


ペソ ン ツ ツク グ ス よ ラー 
・ 論理 エラ ー 
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【 シ ンタ ックス エラ ー】 


工 


内 容 


INCLUDEB ファ イル が 見 付か り ま せん . 


エン ドラ ベル , 入口 点 が 誤っ て いま す . 


オペ ラン ド パ ラ メー タ 書 式 に 誤り が あり ます . 


無効 な 命令 が 記述 され まし た . 


ラベ ル 名 / シ ン ボ ル 名 の 記述 お よび 使用 方 法 が 誤っ て いま す . 


同じ ラベ ル 名 / シ ン ボ ル 名 が 2 つ 以 上 定義 され て いま す . 


NAME ステ ー ト メン ト が 誤っ て いま す . 


オリ ジン 値 に 調 り が あり ます . 


オペ ラン ド パ ラ メー タ の 指定 方 法 に 誤り が あり ます . 


TYPE, LENGTH, OFFSET 等 の 使い 方 に 誤り が あり ます . 


絶対 値 と 相対 値 を 誤っ て 使用 し て いま す . 


ゼ セクション エラ ー, セク メン トド エ ラー, IF て PNDIF の ネス トピ ラー な ど . 


エク スタ ー ナ ル ラ ベル を 使用 で き な い 所 で 使用 し て いま す . 


参照 され る ラベ ル 名 / シ ン ボ ル 名 が 未定 義 で す . 


選 | 己 | の | らら | つつ | 喧 | 宝 | ピロ |ー| コ | 四 | の MI 


パラ メー タ 値 が 許容 範囲 を 超え て いま す . 


【 論 理 エ ラー】 


%ASSV-E-GEN : 本 文 In ファ イル 名 


【 


内 容 / 対 処方 法 】 定 義 体 オ ブ ジ ェクト の 入力 エラ ー 


%ASSV-E-GEN : Insufficient work area Location XXXX 


【 


内 容 / 対 処方 法 】 ア セン ブル 作業 領域 (仮想 メモ リ ) が 不足 し まし た . 


%ASSV-E-GEN : Not object of GENERATOR in ファ イル 名 


【 


内 容 / 対 処方 法 】XAGN-V で 出力 され た オブ ジェ クト で は あり ませ ん . 


また は XAGN-V と XASS-V の バー ジョ ン 番 号 が 一 致し ませ ん . 


%ASSV-E-LST : 本 文 in ファ イル 名 


【 


内 容 / 対 処方 法 】 出力 リ スト ファ イル エラ ー 


%ASSV-E-0BJ」: 本 文 In ファ イル 名 


【 


内 容 / 対 処方 法 】 出力 オブ ジェ クト ファ イル エラ ー 


%XASSV-E-PARA: Invalid special character of label (-SYM parameter) 


【 


内 容 / 対 処方 法 】-SYM パラ メー タ の ラベ ル 定 義 で ラベ ル に 使用 で き な い 文字 を 使っ て いま す . 


%XASSV-E-PARA: Multi symbol definition (-SYM parameter) 


【 


内 容 / 対 処方 法 】-SYM パラ メー タ の ラベ ル 定 義 で ラベ ル の 二 重 定義 が あり ます . 


%XASSV-E-PARA: No option parameter 


【 


内 容 / 対 処方 法 】 存在 し な い オ プシ ョ ン が 指定 され まし た . 


%XASSV-E-PARA: parameter analysis error 


【 


内 容 / 対 処方 法 】 パ ラメ ー タ の 解析 で エラ ー を 検出 し まし た . 
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%XASSV-E-PARA: Parameter format error 
【 内 容 / 対 処方 法 】 パ ラメ ー タ の 指定 形式 に 誤り が あり ます . 


%XASSV-E-PARA: Parameter length error 
【 内 容 / 対 処方 法 】 パ ラメ ー タ 指定 の 長 さ に 誤り が あり ます . 


%XASSV-E-PARA: -SYM parameter format error 
【 内 容 / 対 処方 法 】-SYM パラ メー タ の 記述 に 誤り が あり ます . 


%XASSV-E-PARA: Undefine MPU TYPE parameter (MPU name) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 指定 し た MPU 名 に 誤り が ある か , サポ ー ト され て いな い MPU で す . 


%KASSV-E-SRC : 本 文 In ファ イル 名 
【 内 容 / 対 処方 法 】 入 力 原始 テキ スト エラ ー 


%XASSV-E-MORK: Insufficient work area 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ア セン ブル 作業 領域 (仮想 メモ リ ) 不 足 で す . 


%XASSV-F-BUG : Found bug of XASSV (ITX handler error xxxX) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 プ ログ ラム エラ ー(XASS-V) 


%XASSV-F-BUG : Found bug of XASSV (Program interface error XXXX) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 プ ログ ラム エラ ー(XASS-V) 


%ASSV-F-GEN : Calling error of subroutine Location XXXX 
【 内 容 / 対 処方 法 】 定 義 体 の サブ ルー チン 呼び 出し で 4 レベ ル 以 上 呼び 出し まし た . 


%XASSV-F-GEN : Can't use GENERATOR function Location xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 定 義 体 で 使用 で き な い 関数 を 検出 し まし た . 


%XASSV-F-GEN : Can't use GENERATOR instruction Location xxXxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 定義 体 で 使用 で き な い 命令 を 検出 し まし た . 


%XASSV-F-GEN : Parameter error 0f GENERATOR instruction or function Location xxXxX 
【 内 容 / 対 処方 法 】 定 義 体 の 命令 お よび 関数 の パラ メー タ の 誤り を 検出 し まし た . 


%XASSV-1-CHGMOD : Changed Assemble Mode MIX to ABS 
【 内 容 / 対 処方 法 】 モー ド パ ラ メー タ に "-a" お よび "-r”" の 両方 を 指定 され た が , 混在 アセ ン ブ ル で き な 
い 定 義 体 で ある た め ABS モー ド で アセ ン ブ ル し ます . 
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マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ XMAC-V 


入出 力 フ ァイル (マク ロロ プリプロセッサ XMAC-V) 


マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ (XMAC-V) を 使う に は , 以下 に 示す ファ イル が 必要 に な り ま す . 


【XMAC-V 入出 力 概要 図 】 
入力 1 利用 者 が 準備 


入力 2 宇 利 用 者 が 準備 


マウ 日 定義 
ソー ス フ ァ イ 比 


Thri- 3C 


マク タロ プリ プロ セッ サ 
XMACV 


っ 


アセ ン ブ ラ ヘム アセ ン ブ 


ラ へ 
(マウ ロ 帝 令 も 残る ) (マウ ロ 帝 令 は 削 降 さ れる ) 


入力 1: マ クロ ソー ス フ ァ イル (****. XmS ) 
マク ロ ソ ー ス ファ イル は 利用 者 が 作成 し た ソー ス フ ァ イル で , アセ ン ブ ラ ソー スプ ログ ラム に マク ロ 
定義 体 を 定義 し た り , マク ロ の 呼び 出し を 行う ステ ー ト メン ト が 付加 され て いる も の で す . この マク 
ロ ソ ー ス ファ イル の 省略 は 許さ れず , 省略 ファ イル タイ プ は , ".xms "で す . 


例 
時 
っ 
の 
マク 人 ーーー マク ロ W ゃ が れい を 
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入力 2: マ クロ 定義 ソー ス フ ァ イル (nnnn.mac) 
マク ロロ 定義 ソー ス フ ァ イル は , 利用 者 が マク ロ の 定義 を 行っ た マク ロフ ァイル で , 利用 者 が 準備 し な 


けれ ば な り ま せん . 
この ファ イル は マク ロ 1 つ 1 つ に 対し て , ".mac"r の ファ イル タイ プ が 付加 され た ファ イル で , デフ ォ 


ルト の ディ レク トリ 内 に あれ ば 自動 的 に 探し て マク ロ 展 開 を 行い ます . また , 入力 1 の ソー ス フ ァ イ 
ル 内 に マク ロ の 定義 が され て いれ ば , この ファ イル は 作成 し な く て も 構い ませ ん . 


信 マ クロ 定義 と マク ロ 呼 び 出 し が 1 つの ソー ス フ ァ イル 上 に 入っ て いる 場合 


abc macr0o 
| マク ロ 定 義 (内 部 マク ロ と 呼び ます ) 


endm 


abc nn …… マク ロ 定 義 (内 部 マク ロ と 呼び ます ) 


abc mn …… マク ロ 定 義 (内 部 マク ロ と 呼び ます ) 


この よう な ソー ス の 場合 は , マク ロ 定 義 ソ ー ス ファ イル を 外部 に 作成 する 必要 は あり ませ ん . 


@ マ クロ 定義 と マク ロ 呼 び 出 し が 別 の ファ イル に 入っ て いる 場合 


abc nh "oo abc macro 
| | 


abc mn endm 


マク ロロ 定義 (外部 マク ロ と 呼び ます ) 


この よう な 場合 に は , マク ロ ソ ー ス と 同じ ディ レク トリ 内 に "abc.MAC” を 探し て , 展開 し ます . 
マク ロ 定 義 が 複数 ある 場合 に は まとめ て 1] つの ファ イル に し , jinclude 文 で ディ レク トリ を 指定 し て , 


読み 込ん で 処理 し て くだ さい . 
マク ロ 名 は マク ロ 定 義 体 ソー ス フ ァ イル の 一 番 先頭 に 記述 し な けれ ば な り ま せん . 
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出力 1: マ クロ 展開 イン ター フェ イス 付き ソー ス フ ァ イル (****. Xm0) 

マク ロロ 展開 イン ター フェ イス 付き ファ イル は , 通常 利用 者 が 使用 する マク ロ 展 開 後 の フ ァイル で , ア 
セン ブル し た と き に マク ロ 呼 び 出し 状態 が わか る 形式 の マク ロ 展 開 ソ ー ス ファ イル で , アセ ン ブ ラ 
(XASS-V) の 入力 ソー ス ( ア セン ブラ ソー ス ) と し て 使用 し ます . 

マク ロ 展 開 ソ ー ス に は 2 種類 あり , ”-o” で 指定 し た 場合 に は , マク ロ 定 義 / マ クロ 呼び 出し ステ ー ト メ 
ント は 出力 され ず , マク ロロ 展開 され た 形 の アセ ン ブ ラ ソー スプ ログ ラム と な り ま す . この ファ イル の 
省略 ファ イル タイ プ は ".xas "です. 

?-1? で 指定 し た 場合 に は , アセ ン ブ ラ に 対し て の イン ター フェ イス を 持ち , アセ ン ブ ル 時 に 展開 され 
た 状態 が わか る よう な ソー スプ ログ ラム と な り ま す . この ファ イル の 省略 ファ イル タイ プ は ".xmo" で 
紀 


例 
1 abc n,n 
+ XX 
出力 1 + XXX 
+ XXXX 
マク ロロ 展開 ソー ス フ ァ イル つ ー アセ ン ブ ル 一 | 
(イン ター フェ イス ) 1 abc n,n 
ネネ ネネ. XNO + XX 
+ XXX 
+ XXXX 


出力 2: マ クロ 展開 リソース フ ァイル (****. Xas) 
マク ロロ 展開 ソ ー ス ファ イル は 完全 な マク ロ 展 開 を し て , マク ロ 命 令 な ど を 削除 し た 形式 で の マク ロ 展 
開 ソ ー ス ファ イル で す . 


例 

XX 

出力 2 XXX 
XXXX 

マク ロ 展 開 ソ ワー ス フ ァ イル つ - ア セン ブル 一 

(イン ター フェ イス ) XX 

玉 玉 玉 玉 . XS XXX 
XXXX 


出力 3: マ クロ 展開 リス ト フ ァイル (****. xml) 
マク ロロ 展開 リス ト フ ァイル は , 展開 され た リス ト フ ァイル (確認 用 ) で す . 
この リス ト の 省略 ファ イル タイ プ は ". xml "で 通常 ディ スク 上 に 出力 し ます . 
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XMAC-V 起動 フォ ー マ ッ ト 


操作 


マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ (XMAC-V) は 以下 の コマ ンド 形式 で 起動 し ます . 


[ ] は 省略 可能 , 人 は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


xmacv ハ マク ロ ソ ー ス ファ イル 名 人 和信 [マクロ オプ ショ ン ] 


XIN2CV 
マク ロ を 起動 する 際 の 固定 コマ ンド で す . 


マク ロ ソ ー ス ファ イル 名 
マク ロロ 呼び 出し が 記述 され て いる ソー ス フ ァ イル で す . 
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XMAC-V マク ロ オ プシ ョ ン 一 覧 


人 は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


-1 人 展開 リス ト フ ァイル 名 | マク ロ 展 開 確認 用 リス ト フ ァイル を 出力 する と き 指 定 し ます . 
=0 人 へ 展開 ソー ス フ ァ イル 名 | マク ロ 命 令 を すべ て 削除 し た 展開 ソー ス を 出力 する と き 指 定 し ま 
す . 


-1 八 展開 ソー ス フ ァ イル 名 | マク ロ 命 令 も 残し た 展開 ソー ス を 出力 する と き 指 定 し ます . 
(イン ター フェ イス ) 


-s ハ ディ レク トリ 名 #include で 指定 され た ファ イル を 読み 込む ディ レク トリ を 指定 し ま 
す . 

= で ハコ メン ト 文 字 マク ロロ 定義 体 の 本 体 の 中 で 扱う コメ ント 行 の 先頭 文字 を 指定 し ま 
す . 

-wA ワ ー ク エリ アサ イズ 作業 領域 の 大 き さ を 指定 し ます . 

-t タブ を スペ ー ス に 変換 し て か ら マ クロ 展開 を 行い ます . 

-D XASS-V 下位 バー ジョ ン と の 互換 を と り ま す . 

-h ヘル プ 情 報 を 表示 し ます . 

-V ヒス トリ ー を 表示 し ます . 

-n XMAC-V(V9.00) の 機能 が 使用 で きま す . 


注意 
・XMAC-V の コマ ンド オプ ショ ン で 指定 する ファ イル 名 は , すべ て UNIX, Windows 準拠 の 記述 が で 
きま す . 1 つの ファ イル 名 の 長 さ は 最大 128 文字 まで で す . 
Windows95/NT 上 で ご 利用 の 場合 , ワイ ルド カー ドキ ャ ラク タ は 使用 で きま せん の で 注意 し て く 
だ さい . 
・""-h" ま た は , ”-y” を 指定 する と 他 の コマ ンド オプ ショ ン お よび マク ロ ソ ー ス ファ イル 名 すべ て が 
無視 され ます . 
・ ソ ー ス ファ イル 名 は 英字 で 始ま る 英 数 字 に し て くだ さい . 
アン ダー スコ ア (  ) も 英字 と し て 使用 で きま す . 


-1| オプ ショ ン 


形式 -1 人 [マク ロ 展 開 リ スト ファ イル 名 指定 ] 


マク ロ 展 開 リ スト を 出力 する か どう か を 制御 し , リス ト フ ァイル の た め の 出 力 ファ イル 指定 を 行い ま 

す . 

?-1? の ファ イル 指定 が 省略 され た 場合 マク ロ ソ ー ス ファ イル と 同じ ファ イル 名 で ファ イル タイ プ が 
? xml” の ファ イル を 出力 し ます . マク ロロ 展開 リ スト ファ イル 名 指 定 で , ファ イル タイ プ が 省略 され て 
いた ら , 省略 値 と し て ".xml'" の ファ イル タイ プ を 使用 し ます . "-1” の 指定 が され て いな い 場 合 に は , 

マク ロ 展 開 リ スト の 出力 は 行い ませ ん . 


-| abcde ……・ "abcde.xml” を 出力 
-| マク ロロ ソース アア ァイル 名 ml を 国力 
-| abcde. aaa ・‥・‥・ この まま 出力 (abcde. aaa) 


指定 な し nd 山 力 せ ず 
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-0 オプ ショ ン 


形式 -0 人 へ [マクロ 展開 ソー ス フ ァ イル 名 指定 ] 


マク ロロ 展開 ソー ス ( ア セン ブラ 入力 ソー ス ) を 出力 する か どう か を 制御 し , ソー ス フ ァ イル の た め の 出 
カフ ァイル 指定 を 行い ます . 

”-0 の ファ イル 指定 が 省略 され た 場合 マク ロ ソ ー ス ファ イル と 同じ ファ イル 名 で ファ イル タイ プ が 
?.xXaS "の ファ イル を 出力 し ます . マク ロ 展 開 ソ ー ス ファ イル 名 指定 で ,。 ファ イル タイ プ が 省略 され て 
いた ら , 省略 値 と し て ".xas" の ファ イル タイ プ を 使用 し ます . "-o" の 指定 が され て いな い 場 合 に は , 
マク ロロ 展開 ソー ス の 出力 は 行い ませ ん . 


-o abcd ……・ "abcde.xas” を 出力 

-0 …… マクロ ソー ス フ ァ イル 名 “.xas” を 出力 
-o abcde. aaa ・‥・ この まま 出力 (abcde. aaa) 

指定 な し …・・ 出力 せ ず 

-1i オプ ショ ン 

形式 -i 入 [マク ロ 展 開 ソ ー ス ファ イル 名 ] 


マク ロロ 展開 イン ター フェ イス ソー ス ( イ ンタ ー フ ェ イ ス 付 き ア セン ブラ 入力 ソー ス ) を 出力 する か どう 
か を 制御 し , イン ター フェ イス ソー ス フ ァ イル の た め の 出 力 フ ァイル 指定 を 行い ます . 

4 の プチ イル 指定 が 省略 され た 場合 マク ロ ソ ー ス ファ イル と 同じ ファ イル 名 で ファ AN 
”.XmO' の ファ イル を 出力 し ます . マク ロ 展 開 イ ンタ ー フ ェ イ スソ ー ス ファ イル 名 指定 で , ファ イル タ 
イプ が 省略 され て いた ら , le し て ".xmo0" の ファ イル タイ プ を 使用 し ます . 

*-1 の 指定 が され て いな い 場 合 に は , マク ロ 展 開 イ ンタ ー フ ェ イ スソ ー ス の 出力 は 行い ませ ん . 

-| abcde …・…・ 。 ” abcde.xmo” を 出力 

ー| …… マク ロ ソ ー ス ファ イル “.xmo” を 出力 


-i abcde.aaa  ‥…・: この まま 出力 (abcde. aaa) 


指定 な し dai 軸 2B9 
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-D オプ ショ ン 


形式 -D 


XMAC-V 下位 バー ジョ ン (V6.00 以前 ) 互 換 の た め の コ マン ド 限 定子 で あり , 指定 する こと に よっ て バー 
ジョ ン の 低い XMAC-V で 使用 し て いた マク ロ ソ ー ス (6.00 モー ド ) を その まま 使用 で きま す . 

省略 され た 場合 , XMAC-V V6.00 以降 の マク ロ ソ ー ス (7.00 以降 ) と し て 展開 を 行い ます . "-p” を 使用 
し な いと 互換 が と れ な いも の は , 以下 の 項目 で す . 


マク ロ の 呼び 出し に 使用 する マク ロ 名 の 両端 に ビリ オド (. ) が 付い て いる 場合 
例 ) マク ロ 名 MAC1 を 呼び 出す 


.MAG1. …・…XMAC-V(V6. 00) 以前 
MAC1 …・・XMAC-V(V7. 00) 


"#IF "や 抽 FN" に お いて 数 字 の 比較 を 行っ て いる 場合 
例 )#F で 1 を 比較 する 


#IF %ABC EQ 0001 ・…・: XMAC-V(V6.00) 以前 (文字 比較 ) 
#IF %ABC EQ 1 ……  XMAC-V(V7. 00) (数 値 比較 ) 


-S オプ ショ ン 


形式 -s 作 [パス 名 ] 


"#include" で 指定 され た ファ イル を 読み 込む ディ レク トリ を 指定 し ます . 
XMAC-V は 最初 に "-s" で 指定 され た ディ レク トリ を 検索 し , 検出 で き な け れ ば カレ ント ディ レク トリ を 
検索 し ます . 


例 

マク ロ ソ ー ス -s 指定 な し -SXYZ 

dira/a. Xms 
| “xyz/abc. INC” を 検索 


#include abc.INC “dira/abc. INC” を 検索 | 検出 で き な け れ ば "dira/abc. INC” を 検索 


72 


-c オプ ショ ン 


形式 -c 人 ハコ メン トキ ャ ラク タ 文 字 


マク ロ 定 義 体 の 本 体 の 中 で ”"#NULLM" 以 外 を コメ ント 行 と し て 扱う 先頭 キャ ラク タ 文 字 を 指定 し ます . 
未 指定 の 場合 , マク ロ 定 義 体 の 中 の コメ ント 行 は ”#NULLM" の み に な り ま す . 

コメ ント キャ ラク タ 文 字 は , UNIX, WindOows の コマ ンド オプ ショ ン の 指定 に 許さ れ て いる 文字 の み 指 定 
で きま すず す 。 

XMAC-V は "-c” で 指定 され た 文字 が 先頭 (スペ ー ス , タブ を 除く ) に 検出 され る と , その 行 を コメ ント 行 
と し て , 展開 を 行い ませ ん . 


例 

マク ロ ソ ー ス 旧 定 な し -C と 当 
MACRO \ \ 
#NULLM コメ ント コメ ント コメ ント 
5 展開 コメ ント 展開 

: コ メン ト テ キス ト 展開 コメ ント 展開 

ト 展開 コメ ント 展開 

$ 展開 展開 コメ ント 
-h オプ ショ ン 

形式 -h 


XMAC-V の バー ジョ ン レ ベル , コマ ンド 形式 お よび コマ ンド 限定 子 を 表示 し ます . 
また , "-h" が 指定 され た と き は , 他 の 限定 子 は 無視 され , ヘル プ 情 報 を 表示 する だ け で す . 


-t オプ ショ ン 


形式 -{t 


1" が 指定 され る と マク ロ ソ ー ス を 出力 する 時 点 で タブ (09H) を スペ ー ス (20H) に 変換 し ます . 
省略 され た 場合 に は 一 切 タブ の 変換 を 行い ませ ん . 


-v オプ ショ ン 


形式 -V 


"-V は , XMAC-V の ヒス トリ ー 表 示 の 指定 で す . 指定 され る と XMAC-V は 本 体 の バー ジョ ン を 表示 の み 
を 行っ て , 処理 を 終わ り ま す . 
注意 


"-V を 指定 する と 他 の コマ ンド オプ ショ ン は 無視 され , バー ジョ ン の 表示 の み を 行い ます . 


『 に 


"-n が 指定 され て いる と XMAC-V(V9.00) か ら の オプ ショ ン 機 能 が 使用 で きま す . 
以下 に XMAC-V(V9.00) 以 前 と の 相違 点 を 示し ます . 


XMAC-V(V9.00) の 機能 留意 点 参 照 


マク ロ 再 帰 時 の マク ロ 変 数 値 の 保持 
XMAC-V(V8.00) ま で は , マク ロ の 再帰 を 行う と 再帰 され た マク ロ 内 の マク ロ 変 数 値 を 更新 し て いき , 最 
終 的 に 戻っ て きた と き に は 最後 に 更新 され た (最新 の ) 値 と な り ま す . 


例 
V8.00C-n 指定 な し ).. . 
SedgnScNs.*. 1 * 2. * 3.. * 4. * 5..…* 6...…*.…… 7. 
0001# #NEST 2 


0002- samp MACRO %a, %D, %c 

0003- %a, %, %c, iSamD arg display after call 
0004- samDp  %SYIX  %SYNST, %SYARG :samp macrocall ! 

0005- %a, MM 「 @ iSamD arg display before call 
0006- ENDM 

0007! samp A B, 0 D 

0008+ 1 A B, C jiSamD arg display after call 
0009+ 2 0001, 0001, 0003 jiSamD arg display after call 
0010+! 2 samp 0002, 0002, 0003 jiSamD Imacrocall ! 

%XMACV-W : Too Many Nesting ! Ignore Macro Call Operand (samp) 

0011+ 2 0001, 0001. 0003 isamD arg display before call 
0012+ 1 0001, 0001, 0003 jiSamD arg display before call 


?-n” を 指定 する と , マク ロコ ー ル (再帰 ) が 発生 し た 時 点 の 値 を 保持 する の で , 再帰 終了 後 戻 っ て きた 
時 点 で も 値 は 更新 され ず 再 帰 前 の まま と な り ま す ( ネ スト レベ ル で 値 が 保障 され , ( 言語 の オー ト 変 数 
の よう な 用 途 が 可能 と な り ま す ). 


例 
-n 指定 時 .. . 
SGGIISCN SS 沙 生 時 0 の EKKENSPL2ES に CO REED 
0001# #NEST 2 


0002- samp MACRO  %a, %D, ec 

0003- %a, %b, %c, iSamD arg display after call 
0004- SamD %SYIX。 %SYNST, %SYARG :samp macrocall ! 

0005- %a, M 「(@ jiSamD arg display before call 
0006- ENDM 

0007! samp A B, C, D 

%XMACV-W : Argument Over ! Ignore Next Argument (D) 

0008+ 1 A B, C jiSamD arg display after call 
0009+ 2 0001., 0001, 3 jiSamD arg display after call 
0010+! 2 SamD 0002,。 0002, 3 jiSamD Imacrocall ! 

%XMACV-W : Too Many Nesting ! Ignore Macro Call Operand (samp) 

0011+ 2 0001., 0001, 3 jiSamD arg display before call 
0012+ 1 A B, ( isSamD arg display before call 
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実 パ ラメ ー タ 省略 時 の %SYARG( マ クロ パラ メー タ 変 数 ) へ の 反映 
"-n を 指定 する と パラ メー タ の 区 切り の カン マ (, ) の み で 実 パ ラメ ー タ が 省略 され て いて も その 省略 
値 分 も 含め た 数 を 実 引数 個数 と し て "%5YARG" へ 反映 し ます . 


%SYARG( マ クロ パラ メー タ 変 数 ) 展 開 時 の 不要 な 0( ゼ ロ ) の 削除 
"-n を 指定 する と "YARG" の 展開 時 に 値 が ゼロ サ プ レ ス され ます . 


マク ロ ソ ー ス 行 中 の コメ ント 処理 
"-n 指定 時 は 行 中 に コメ ント キャ ラク タ "-c” を 発見 する と その 行 以降 の 展開 処理 は 行い ませ ん の で 各 
制御 命令 文中 等 に も コメ ント を 記述 する こと が で きま す . 


例 
-c : -n …… コマ ンド 限定 子 指定 
| 
#SET %SYIX 12 ) て …… 。 マク ロ ソ ー ス 行 
以降 を コメ ント と し て 扱い ます 


#include 制御 命令 , マク ロ 変 数 値 に よる ファ イル 名 記述 


- 指定 時 の み , “include'" の ファ イル 名 部 を 一 度 展開 し , その 展開 後 の 値 を ファ イル 名 と し て 検索 を 
行い ます . 


「 マ クロ 定義 体 _n 指定 あり -n 指定 な し 
MAC MACRO ? 抑 MAC BBB MAC BBB 
#include? 抑 .inc “bbb. inc" を 取り 込み ます “2. inc" を 取り 込み ます 
#includeAAA. inc "aaa. inc" を 取り 込み ます "aaa. inc" を 取り 込み ます 
ENDM 


外部 定義 マク ロフ ァイル (. mac) 検 索 時 の パス ディ レク トリ 参照 
外部 定義 され て いる マク ロ を 呼び 出す と き , 通常 は カレ ント ディ レク トリ の み の 検 索 と な り ま す が , 
"mn を 指定 する こと に よっ て , パス (-s) デ ィ レ クト リ も 加え て 検索 を 行い ます . 
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引数 値 の ブラ ンク (20H) 文 字 の 使用 が 可能 
"-n を 指定 する と , マク ロ 呼 び 出 し 時 の 引数 値 に ブラ ンク (20H) 並 びに タブ (09H) が 使用 可能 と な り ま 
す . ブラ ンク は マク ロ 呼 び 出し 文 の 制限 の 長 さ を 超え な けれ ば 何 文字 で も 使用 が 可能 で す . 


マク ロ 定 義 体 
mac MACRO \A\B,\C 
\A-\C. \B 
ENDM 
マク ロ 呼 び 出 し 
IaC XMACV, 1990, 1 Aug 
展開 後 


XMACV-1 Aug.1990 


注意 
"-n は -Dp も し く は "ER' か ら の 影響 を 受け ませ ん . 
また , それ ら に 対し て も 影響 を 与え ませ ん . 
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XMAC-V (V9.00) 機能 留意 点 


XMAC-V (V9.00) か ら の 新規 能 説明 また は 注意 点 等 に つい て 解説 し ます . 


#NEST に よる ネス ティ ング レベ ル 値 設定 に つい て 
XMAC-V(V8.xx) ま で は "ANESTYT に よる ネス ト 数 の 設定 は , オペ ラン ド に 表記 され た 値 を その まま 設定 し 
て いま し た が , XMAC-V(V9.00) か ら は 下記 の 方 式 に て 値 が 設定 され る よう に な り ま し た . 


【 方 式 】 
現在 の ネス トレ ベル 
> ネス ト 数 (NEST) 
\ 
規定 ネス ティ ング レベ ル 
三 現在 の ネス トレ ベル + ネ スト 数 


現在 の ネス トレ ベル 
< ネス ト 数 (#NEST) 
0 
規定 ネス ティ ング レベ ル 
ーー ネス ト 数 


マク ロ 呼 び 出し に 伴う , ネス ト ( 入 れ 子 ) の 数 え 方 

XMAC-V(V8.xx) ま で は ネス ト ( 入 れ 子 ) の 数 え 方 が 最初 に 呼び 出さ れる マク ロ を 0) と 考え 以降 か ら を 親 
か ら 呼 ば れる 順番 と し て , カウ ント アッ プ し た 値 を ネス トレ ベル へ 反映 し て いま し た . 
XMAC-V(V9.00) か ら は , マク ロ ソ ー ス ファ イル (. xms) か ら 呼 ば れる 順番 , すなわち マク ロロ 呼び出し の 行 
われ た 順番 で カウ ント アッ プ を 行い , その 値 を ネス トレ ベル へ 反映 し ます . 


例 
MAC MACRO % ぬ 


BBB = 


ENDM 


MAC 12345 ー 守 

※ V8.xx で は ネス トレ ベル =0 と 数 えま す . 

V9.xx で は 既に ネス トレ ベル =] と 数 えま す . 

以降 ネス ト ( 入 れ 子 ) が 発生 する 度 双 方 と も 1 つづ つ カ ウン ト ア ッ プ を 行い , その 値 を 反映 し ます . 


この ネス ト の 値 は 展開 リス ト フ ァイル (. xml) に 反映 され 出力 され ます . 


#include ファ イル 内 の HHnclude( ネ スト ) の サポ ー ト 
XMAC-V(V8.xx) ま では, #include ファ イル 内 の 所 nclnd6( ネ スト ) は で きま せん で し た が , XMAC-V(V9.00) 
か ら は 11 ネス ト ま で "jinclude" の ネス ト を サポ ー ト し ます . 


新 マ クロ シス テム 変数 , %SYNST( マ クロ ネス トレ ベル 変数 ) の 追加 

-n オプ ショ ン の 追加 

-n オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 指定 する こと に より , XMAC-V(V9.00) か ら の オプ ショ ン 機 能 が 使用 で きま 
9 


4 


XMAC-V マク ロロ 解説 


マク ロ と は 


プロ グラ ム を 作成 する と き に , 同じ よう な 形 を し た 命令 群 を 記述 する こと が し ば し ば あり ます . 
これ ら の 命令 群 を 1 つの ステ ー ト メン ト で 表す こと が で きる と 大 変 便利 で す . その 手段 と し て マク ロ 
定義 体 ( プ ロト タイ プ ) を 定義 し て , ソー スコ ー ド 中 で 呼び 出し 一 連 の 命令 群 を 生成 する の が マク ロ 


(XMAC-V) で す . また , マク ロ を 用 いる こと に より , プロ グラ ム の 構造 化 を 


図る こと が で きま す . マク 


ロ は , まず マク ロロ 定義 体 に 仮 パ ラメ ー タ を 用 いて 一 般 形 を 定義 し て お き , その 後 , 実際 に マク ロ を 呼 


び 出 す と き に 実 パ ラメ ー タ を 与え て , マク ロ 展 開 し ます . 


【 マ クロ 】 
マク ロ 定 義 体 ソー スコ ー ド 展開 後 の ソソ ー ス コー ド 
MC1 MACRO %P1.%P2| | 

LAA 1. %P2 

LHLD %P2 MC1 A2 

ENDM 

| 

注目 


マク ロ 定 義 で 使用 し た 仮 パ ラメ ー タ の "%1", %P2" 等 は , マク ロ 変 数 と 呼び , 置換 の 対象 と な り ま す . 


マク ロロ 定義 体 (マク ロ の 定義 ) 


マク ロ の 使用 に 先だって マク ロ 定 義 体 を 定義 し な けれ ば な り ま せん . 


この マク ロ の 定義 は MACRO ヘッ ダー 命令 (ヘッ ダー) で 始ま り , 生成 され る プロ ト タ イ プス テー トメ ン 
ト を 示す 部 分 が あり , マク ロ 定 義 の 最後 は ENDM 制御 命令 (トレ イラ ー) で 終ら な けれ ば な り ま せん . 


マク ロロ 定義 体 記述 形式 


マク ロ 名 MACRO ……・ 


プロ ト タ イ プス テー トメ ント … 


(ヘッ ダー) 


ENDM ・‥・( ト レイ ラー) 


マク ロ 本 体 ( プ ロト タイ プス テー トメ ント ) に は , 次 の 命令 と 自由 な 文字 列 の 並び が 記述 で きま す . 


・ マ クロ 制御 命令 (マク ロラ ベル , マク ロ 変 数 を 含む ) 
・ マ クロ 呼び 出し 命令 


・ コ メン ト 
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マク ロ 定 義 体 の 作成 


マク ロロ 定義 体 は マク ロ 呼 び 出 し の 以前 に 定義 し な けれ ば な り ま せん . 
マク ロロ 定義 体 の 定義 に は 2 通り あり , 以下 の よう に な っ て いま す . 


同一 ファ イル 中 に 定義 (内 部 マク ロ ) 


同一 


ソー ス フ ァ イル 中 で マク ロ を 呼び 出す 以前 に 定義 し ます . 


AAA MACKRO 
| で チマ ア マク ロ 定義 
ENDIM 
| 
AAA 0 11 マク ロロ 呼び 出し 


違う ファ イル に 定義 (マク ロ 名 ”".mac" と し て 別 フ ァイル 登録 ) 
ソー ス フ ァ イル AAA.mac 


マク ロ 定 義 体 の 各行 は , 502 文字 を 超え る 場合 に は , 503 文字 目 以降 は 無視 され ます . 


複数 の マク ロ 定 義 体 を 定義 する 場合 は , 1 個 の ファ イル 内 で マク ロ 定 義 を 複数 行い , ソー ス フ ァ 


イル で その ファ イル を 挿入 (所 nclude) す る 方 法 も 可能 で す . 
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マク ロ の 呼び 出し 


マク ロ の 呼び 出し は , ソー スコ ー ド の 中 で 次 の よう に 記述 し ます . 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 

連 マク ロ 名 実 パ ラメ ー タ の 並び (バー ジョ ン 7) 
ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 

還 。 マ クロ 名 。 実 パ ラメ ー タ の 並び (バー ジョ ン 6) 
注意 


XMAC-V の 起動 コマ ンド オプ ショ ン に バー ジョ ン 互 換 (/PORTABILITY) を 指定 し た 場合 , ソー スプ ログ ラ 
ム 中 に 両端 が , ピリ オド (. ) で 囲ま れ た 先頭 英字 の マク ロ 名 の 記述 の み を マク ロ の 呼び 出し と みな し 
ます . 


マク ロ は , ソー ス 内 に 定義 し た も の と 外部 ファ イル に マク ロ 定 義 さ れ た も の が あり , ソー ス 内 が 先 に 
検索 され ます . 

マク ロ 名 は 先頭 文字 が 英字 で 16 文字 以内 の 英 数 字 で 記述 し な けれ ば な り ま せん . オペ ラン ド の パラ メ 
ー タ の 並び は カン マ (, ) で 区 切ら れ た マク ロロ 変数 ( 仮 パ ラメ ー タ ) に 対す る 実 パ ラメ ー タ で 構成 され ま 
す . 指定 で きる パラ メー タ の 個数 は , 1 行 に 記述 で きる 範囲 まで 有効 と な り , パラ メー タ の 並び の 終了 
は 改行 コード ま で で す . パラ メー タ 変 数 は , 可 読 文字 (ASCII 文字 ) の 並び で 構成 し ます . た だ し , -n 指 
定時 に は ブラ ンク (20H) も その まま 実 パ ラメ ー タ と し て 扱い ます . 


例 
abc $abc, %WX, 12345, 21「/ …… 。 パラ メー タ は 4 個 
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マク ロ の 呼び 出し シー ケン ス 


【 マ クロ 呼び 出し の シー ケン ス 】 


マウ ロロ 呼び 出し 


ソー ス 中 に 定義 造 み ? | YBS! 


外部 ファ イル に ある Yags ! 
(mw 


IN 


ー 指 定 あ る ? Yas! 一 一 


n! 
In ! 


パス (ーー ティ レット 
り 中 に ファ イ 比 
あり (mmac) 


Yes! 一 一 


外部 フェイ 上 ル よ り 
定義 読み 込 中 


展開 せ ず マウ ロロ 展開 


上 図 の よう に ソー ス 中 に 定義 され た マク ロ を 優先 し て 呼び 出し ます . 


| 

MCALL 外部 ファ イル より 展開 
| 

MCALL MACRO 

| ソー スコ ー ド 中 に 定義 

ENDM 
| 

MACALL 一 ソー スコ ー ド 中 の 定義 に より 展開 
| 
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マク ロ の 展開 


マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ は ソー スコ ー ド 中 に マク ロ 呼 び 出 し ステ ー ト メン ト を 検出 する と , マク ロ 名 に 
対応 する マク ロ 定 義 体 を 読み 込み 。 マク ロ 呼 び 出 し ステ ー ト メン ト に 記述 され た オペ ラン ド の 実 パラ 
メー タ を マク ロロ 定義 体 の 仮 パ ラメ ー タ と 対応 させ マク ロ を 展開 し ます . 


【 マ クロ の 展開 】 
ソー スコ ー ド マク ロ 定 義 体 展開 形 
| ABC MACRO %P1.%P2, %P3, %P4, WP5 | 
ABC 1.2.3.4.5 DB %P1. %P3 DB 1.3 
| DB %P2. %P4 DB 2.4 
ABC 1..3..5 DB %P5 DB 5 
| ENDM | 
DB 1.3 
DB 
DB 5 


上 記 の よう に パラ メー タ を 省略 する と 展開 中 で の 置換 は NULL( 空 ) が 与え られ ます (マク ロ の 定義 に て , 
デフ ォ ル ト 指 定 が な いと き ). 
注意 


展開 後 の 行 が 最大 502 文字 を 超え た 場合 は , 処理 は 保証 され ませ ん . 
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マク ロロ 変数 


マク ロロ 変数 は , マク ロ の 展開 に お いて 文字 (文字 列 ) の 置換 に 使用 し ます . 

変数 の 値 は 文字 列 で 持ち も , も し 値 が 代入 され な けれ ば NULL( 空 ) が 値 と し て 定義 され , マク ロ 定 義 内 で 
何 度 で も 異な る 値 を 代入 する こと が で きま す . "MACRO"P の オペ ラン ド に 記述 する マク ロ 変 数 ( 仮 パ ラメ 
ー タ ) を 以下 に 示し ます . 


文字 
16 文字 以内 の カン マ (, ), ブラ ンク (20H), イコ ー ル に ) を 除く ASCII( 制 御 文字 を 除く ) 文 字 が 使え ま 
す . 


パラ メー タ 定 義 の 個数 
1 行 の 範囲 で あれ ば 何 個 で も 指定 で き , 定義 後 未 使用 で も 構い ませ ん . 
変数 は 必ず カン マ (, ) で 区 切っ て くだ さい . 


プレ フィ ックス 
他 の ラベ ル 類 と 区 別 す る た め の ") や "| な どの 特殊 記号 を つけ た 方 が 良い で し ょ う . 
PAR MACRO a, %b, IF, 2C, -X 
| 

MOV a, IF 

LDAA 10, 

ENDM 
予約 語 
以下 の 名 前 は シス テム 内 で 特別 な 意味 を 持ち ます の で , 変数 と し て は 使え ませ ん . 
#STRING 才 XITM 
#SET #INCLUDE 
#NULLM %SYIX 
IF %SYGn 
IFN %SYARG 
才 NDIE ER 
LSE #PURGE 
#NEST #NOMAC 
#IRP MACRO 
#IRPC ENDM 
#REPT その 他 ("%SY”” 抽 B” を プレ フィ ックス に 持つ 変数 ) 
才 NDR 
注意 


"%AB” を 定義 し た 場合 以前 に " 処 " が 定義 され て いる と ,“ 論 B" は " 鳩 "と 文字 "B と の 結合 と みな され ます . 
マク ロロ 変数 の 定義 で 同じ 変数 名 を 複数 用 いる 場合 に は , 最初 の 変数 名 に 代入 し た も の が 有効 に な り ま 
すず, 


例 
- test MACRO  %a,%a 
ー db %a, %a 
ー ENDM 
! test 10, 30 
+ db 10, 10 


63 


変数 の 連結 


マク ロロ 変数 は 以下 の よう に 連結 する こと が で きま す . 


【 変 数 の 連結 】 

マク ロロ 定義 体 マク ロロ 呼び 出し 展開 後 

MAC MACRO IAIBLIC MAC ABC, 123, *** ABC 123 
IAIB 123. *** 
1B, 1C ** 玉 ABO 
ICIA IABCI123 
IIAIIB 
ENDM 

注意 


連結 の 個数 に 制限 は あり ませ ん が , 連結 後 の 大 き さ が 1 行 を 超え る 場合 に は , 256 文字 目 以降 は 無視 


され ます . 


マク ロ 変 数 の 持つ 値 は マク ロ の 呼び 出し ステ ー ト メン ト の オペ ラン ド に 記述 され た 値 が 初期 値 と し て 
代入 され ます . 値 の 有 容 範囲 は 0 て 255 文字 で す . 例外 と し て 文字 列 の 結合 な ど を 行っ て 255 文字 を 超 
えて 代入 を 行う こと が で きる 場合 が あり ます が 処理 後 の 保証 は で きま せん . 呼び 出し ステ ー ト メン ト 
で 対応 の な い マ クロ 変数 は 作業 用 と し て マク ロロ 定義 内 で 使用 で きま す が マ クロ 変数 の 初期 値 は 
NULL( 空 ) で あり 値 を 持ち ませ ん . マク ロ 変 数 は マク ロ 定 義 内 で ”#STRING" に より 値 を 代入 する こと が で 


き , その 値 は 次 に 値 を 代入 され る まで 保持 され ます . 


例 
SAM A, B,C 
SAM MACRO 
#STRING 
#STRING 
#STRING 
ENDM 
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%X, %Y, %/ 
% XYZ 

%Y %SYIX 
% 


=XYZ 
=0001 
%/=XYZ0001 


| 剛 | 


%=A =B %Z=C 


マク ロ 定 義 体 中 の ラベ ル 


マク ロロ 定義 体 中 に て , マク ロ 展 開 順序 の 変更 を 行う 場合 の ラベ ル を マク ロ プ ライ ベー トシ ン ボ ル と 呼 
び ぴ , 次 の よう に 記述 し ます . 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
LBcccc 


"CCCC は ,. シン ボル キャ ラク タ と 呼び , 任意 の 4 文字 の 文字 列 で 表し ます . 
な お この ラベ ル は , 尋 OTO 命令 と 対 で 使わ れ , 展開 は され ませ ん . 


#GOT0 LAB1 
| …・ 展開 され な い 
宙 BLAB1 


注意 


マク ロ 定 義 体 に て , 同一 ラベ ル が 複数 存在 する 場合 は エラ ー と な り ま す . 


65 


マク ロ シ ス テム 変数 


XMAC-V は シス テム の 中 に 特別 な 変数 を 持っ て いま す . 
これ を シス テム 変数 と 呼び ます . 
マク ロ 定 義 体 の 中 で 使用 で きる シス テム 変数 に は , 次 の 4 つが あり ます . 


%SYIX マク ロイ ン デ ックス 変数 
%SYGn マク ログ ロー バル 変数 (n=1, 2, 3) 


%SYARG マク ロ パ ラメ ー タ 変数 
%SYNST マク ロ ネ ス トレ ベル 変数 


マク ロイ ン デ ックス 変数 

?%SYIX” は , マク ロ 中 で の イン デック ス 記 号 を 割り 当て ます . 

?%SYIX” は , マク ロ が コー ル さ れる た び 1 加算 され 4 桁 の 10 進数 文字 形 (0001 こ 9999) で 割り 当て られ 
ます . 

?%SYIX” が "9999" を 超え た 場合 に は , "0001”" と な り ま す . 


A%SYIX つ 2 回目 の マク ロコ ー ル で ある と "A0002" と な り ま す 

マク ロイ ン デ ックス は , マク ロ 定 義 本 体 以外 の 場所 で は #SET 命令 に の み 使用 で き , ラベ ル 部 オペ ラン 
ド 部 の どこ に 記述 し て も 構い ませ ん . 

同一 の マク ロ が 2 度 以 上 コー ル さ れ た 場合 に "%SYIX" に より 記号 (ラベ ル ) の 多重 定義 を 防ぐ こと が で 
きま す . 


【 マ クロ イン デック ス 変 数 】 


マク ロ 定 義 体 マク ロ 呼 び 出 し 展開 後 
SI MACRO 刀 , SI AM BO001 MOV AM 
B%SYIX MOV 刀 は , 姫 SI B,M BO002 MOV B,M 
ENDM 


入れ 子 ( ネ ステ ィング ) の 場合 , “"%5YIX" は 1 加算 され 親 へ 戻る 際 1 減算 され ます . 
"%SYIX" の 値 を 変更 し た い 場 合 , 的 ET 命令 に より 動 的 に 変更 する こと が で きま す . #SET 命令 は 何 度 使 
用 し て も よく , その 都度 "%SYIX" を 変更 で きま す . 


マク ログ ロー バル 変数 

"%SYGn' は , マク ロ 中 で の グロ ー バ ル な 変数 を 割り 当て , マク ロ 間 の 変数 の 持ち 歩き が で きま す . 
"%SYGn "に は "5YG1-3" の 3 個 を 持ち "%SYIX" と 同様 約 BT 命令 に より 値 を 代入 し マク ロ 中 の どこ で 参照 
し て も 構い ませ ん . 


【 マ クロ グロ ー バ ル 変 数 】 


マク ロ 定 義 体 マク ロ 呼 び 出し 
SET MACRO % ぬ は SET LAB 
#SET %SYG1 稚 | 
ENDM | 
DW LAB 

GET MACRO GET 

DW 5%SYG1 
ENDM 
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マク ロ パ ラメ ー タ 変数 
"%SYARG" は , マク ロ 呼 び 出 し の オペ ラン ド に 記述 され た 実 引数 の 個数 を 渡す シス テム 変数 で す . 
"%SYARG" の 使え る 場所 は マク ロ 定 義 体 の 中 だ け で す . 


例 1:"-m 指定 時 


AAA AB.C 
%SYARG …… 3 
BBB B 
%SYARG …… 1 
例 2:"-n" 指 定時 
AAA AB.G, 
%SYARG …… 0003 
BBB B 
%SYARG …… 0001 
例 3:"-n" 指 定時 
AAA 
%SYARG …… 3 
BBB .,B, 
%SYARG …… 3 
マク ロ ネ ス トレ ベル 変数 


"%SYNST は, マク ロ 中 で の マク ロ 呼 び 出 し の 入れ 子 ( ネ ステ ィング ) の 状態 を 割り 当て ます . 
"%SYNST' は. マク ロ が コー ル さ れ , それ が 入れ 子 で ある 度 に 1 加算 され , 親 へ 戻る 度 に 1 減算 され ま 
す . 

"%SYNST" は 4 桁 の 10 進数 文字 形 (00019999) で 割り 当て られ , 値 が "9999" を 超え た 場合 に は , “00017 
と な り ま す . 

_%SYNST の 使え る 場所 は , マク ロ 定 義 体 の 中 だ け で す . 
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XMAC-V マク ロ 制 御 命令 


マク ロ 制 御 命令 は , マク ロ の 展開 を 制御 する た め の 命令 で す . 
この 命令 は , 使用 で きる 範囲 が 一 部 の 命令 ※1 を 除い て , マク ロ 定 義 の 中 の み に 限 定 さ れ ま す . 
【 マ クロ 制御 命令 】 

MACRO マク ロ ヘ ッ ダ ー 

ENDM マク ロト レイ ラー 

才 XITM マク ロ 展 開 の 停止 命令 
#NULLM 無 操 作 命令 ※1 
#SET 数 値 代 入 命 令 ※1 
#STRING スト リン グ 値 代入 命令 

#IF 条件 判定 命令 

#IFN 条件 判定 命令 (#IF の 否定 ) 
#ELSE #IF,#IFN 等 の 分 岐 命令 
ENDIF #IF,#IFN 等 の 終了 命令 
#GOTO 無 条件 分 岐 命令 

#REPT 繰り 返し 命令 

#ENDR 繰り 返し 命令 の 終了 命令 
#IRPC 文字 に よる 繰り 返し 命令 
#IRP 文字 列 に よる 繰り 返し 命令 
#NEST ネス トレ ベル の 設定 命令 ※1 
#INCLUDE 外部 ファ イル の 挿入 命令 ※1 
#PURGE マク ロ 定 義 の 削除 命令 _※] 
#VER バー ジョ ン 制 御 命令 ※1 
#NOMAC 外部 マク ロ 制 御 命令 ※1 


これ ら の マク ロ 制 御 命 令 は , 大 文字 , 小文字 どちら で も 使用 が 可能 で す . 


注目 


※1: マ クロ 定義 以外 で の 使用 が 可能 で す . 
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MACRO (マク ロロ ヘッダー 命令 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
マク ロ 名 MACRO 必要 で あれ ば マク ロ 変 数 パラ メー タ 和 群 


マク ロ 名 は , 必須 で あり , 先頭 英字 で 16 文字 以内 の 英 数 字 で 記述 し , この 定義 の マク ロ の 名 前 と な り 
ます . 

オペ ラン ド の パラ メー タ は 仮 引数 を 表し , 不要 な ら ば 記述 する 必要 は あり ませ ん が 記述 する 場合 に は , 
1 行 (502 文字 ) の 範囲 で 記述 し ます . 複数 の パラ メー タ を 指定 する 場合 に は カン マ (, ) で 各 パ ラメ ー タ 
を 区 切り , 最終 パラ メー タ が 復 改 (0AH) で 終了 し て いな けれ ば な り ま せん . この パラ メー タ の 有効 範囲 
は , その マク ロ 定 義 の 中 に 限定 され て いる の で , 他 の マク ロロ 定義 と 同じ パラ メー タ で あっ て も 構い ま 
せん . 


例 
TEST MACRO A 才 , !C, 8D, 壮 , F 


注意 
・ 同 じ マ クロ 名 で 定義 され た マク ロ は , マク ロ 呼 び 出 し 時 , 最後 に 定義 され た マク ロ が 用 いら れ ま 
す . 
・ マ クロ 定義 中 に マク ロ ヘ ッ ダ ー を 記述 する こと は で きま せん . 
・ オ ペコ ー ド 部 に "MACRO" と 記述 し た 場合 , どの よう な 文 で も マク ロ ヘ ッ ダ ー 命 令 と し て 扱わ れ ま 
す . 


ENDM (マク ロト レイ ラー 命令 ) 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
BNDM = 


ENDM 制御 命令 は マク ロ 定 義 の 終了 を 表す 必須 命令 で す . 

IACRO 命令 の 直後 に 出現 し た "ENDM” は 何 も 展 開 し な い マ クロ 定義 の 終了 を 指し て いる こと と な り ま す . 
XMAC-V は ”MACRO” て "ENDM” ま で を マク ロ 本 体 と 判断 する の で , "ENDM” が 出現 し な い 場 合 の マク ロ 展 開 
は で きま せん . また "ENDM” が 複数 出現 し た 場合 に は , 最初 に 出現 し た "ENDM” が 有効 と な り , 以後 は 
"MACRO” が 出現 する まで ワー ニン グ と な り ま す . 

外部 ファ イル か ら の 読み 込み の 際 に "ENDM"” が な い 場合 に は ワー ニン グ と な り ま す が , その ファ イル の 
終了 時 を マク ロ 定 義 の 終了 と みな し , “ENDM" を 自動 生成 し ます . また , マク ロ ヘ ッ ダ ー が 存在 せ ず に 
"ENDM” が 出現 し た 場合 は エラ ー と な り ま す . 
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EXITM (マク ロ 展 開 の 停止 命令 ) 


ラベ ル 


才 XITM 


オペ コー ド オペ ラン ド 


EXITM 命令 は , マク ロ 本 体 中 の 任意 の 場所 で マク ロ 展 開 処理 を 終ら せる 働き を し ます . “ENDM" に は 
"#EXITM の 機能 が 含ま れ て いる の で , 本 体 の 最後 で 処理 が 終る と き は 邦 XITM 命令 を 付け 加え る 必要 は 
あり ませ ん . 


#NULLM ( 無 操作 命令 ) 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
#NULLM 自由 形式 


#NULLM 命令 は 無 操作 命令 で す . 

"#NULLM" に よっ て 始ま る ステ ー ト メン ト は ソー スコ ー ド 上 に 展開 され る こと は な いた め オ ペラ ンド は 
コメ ント を 記述 する こと が で きま す . "#NULLM" 以 外 に コメ ント 行 と な る の は , コマ ンド オプ ショ ン に 
よっ て 指定 され た コン トキ ャ ラク タ に より 始ま る 行 で す . 


#SET (代入 命令 


ラベ ル 


オペ コー ド 


オペ ラン ド 


#SET 


マク ロ シ ス テム 変数 数 値 定数 (10 進数 また は マク ロ 
変数 名 ) 


#SET 命令 は , マク ロ シ ス テム 変数 に 対し て 文字 型 の 数 値 を 代入 する こと が で きま す . 


#SET 


#SET 
代入 


#SET 


#SET 
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%SYIX 


%SYIX 


%SYG1 


%SYG1 


12 


%A 


5 


ABC 


"%SYIX" に 文字 列 (0012) を 代入 


"%A" が マク ロ 変 数 で 実 パ ラメ ー タ が 4 の と き 文 字 列 (0004) を “%SYI だ “に 


"%SYG1" に 文字 列 (5) を 代入 


"%SYG1" に 文字 列 (ABC) を 代入 


#STRING (スト リン グ 植 代入 命令 ) 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
#STRING マク ロ 変 数 名 代入 式 
#STRING は ABC …  %A に 文字 列 (ABC) を 代入 
#STRING  %B*** 。 …・ %A に "%B" の 内 容 と 文字 列 (***) を 連結 し て 代入 
#STRING %C % は 放 …・ 0 に "% と 7%B" の 内 容 を 連結 し て 代入 
#STRING 0 2%A/WB …・ 0 に 27 と 7%A" の 内 容 と 文字 // と "%B" の 内 容 を 連結 し て 代入 


代入 する スト リン グ の 長 さ は 最大 255 文字 と し て 空白 また は 改行 コー ド (0AH) を 終了 と みな し ます . 
変数 の 値 が NULL( 空 ) の 場合 に は NULL( 空 ) が 与え られ ます . 


#STRING 処 紅 巡 …・“ 巡 " が 空 の 場合 結果 は "%5" と " 如 " の 連結 と な り ま す 


注意 

255 文字 を 超え た 場合 は , 処理 は 保証 で きま せん . 

サブ スト リン グ 

代入 式 の 後に 1 個 以 上 の ブラ ンク を あけ "mn(m 生 0:n 生 0)” を 指定 する と サブ スト リン グ 機 能 と みな さ 


れ 代入 式 の 値 の m 文字 目 か ら n 文字 分 代入 が 行わ れ ま す (m=0”" は 文字 列 の 先頭 , "ns0" は 文字 数 0( ゼ 
ロ ) を 表し ます . "m , n に は マク ロ 変 数 も 記述 で きま す ). 


#STRING 丸 12345 0 3 San AN に 129 まあ 代 人 

#STRING % 尋 稚 ABC 0 5 … 6B に " 稚 と "ABC" を 結合 し た 後 0 文字 目 より 
5 文字 分 (123AB”) を 代入 

#STRING % 提 XYZ%BNML 3 9 …・ 提 XYZ7 と 7 の 5 と "NML" を 結合 し た 後 3 文字 目 
より 9 文字 分 (YZ123ABNM”) を “%C" に 代入 

ブラ ンク 挿入 機能 

ブラ ンク は セパ レー ト と みな され る た めど の 命令 で も 使用 で きま せん . 

それ を 補う た め に "#STRING" に ブラ ンク 挿入 機能 を 設け ます . 

#STRING 紛 


と する と " 処 " に 対し て 1 個 の 空白 が 入り ます . 
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IF IFN [ELSE] 才 NDIF (条件 判定 命令 ) 


HIF 
ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
#IF 条件 式 
| 5 
De 


7#IF" は オペ ラン ド に 記述 され た 条件 式 の 結果 に よる 真 偽 の 判定 を 行い , 真 で あれ ば " 孝 LSE” ま た は 
”#ENDIF” ま で の ソー ス 行 を 展開 し , ” 邦 LSE" か ら " 邦 NDIF” ま で の ソー ス 行 を 展開 し ませ ん . 偽 の 場合 は 
"7#IF か ら " 地 LSE" ま た は "# 孝 NDIF" ま で の ソー ス 行 を 展開 せ ず , ” 孝 SE" から"#ENDIF” ま で の ソー ス を 展 
開 し ます . 

7#IF は "NDIF "と 対 で 記述 され な けれ ば な ら ず , 多重 に 使用 され た 場合 に は , 最後 に 現れ た "#IF" と 
その 後 , 最初 に 現れ た " 才 NDIF”" が 対応 し ます . "ELSE" は "#IF" か ら " 才 NDIF" の 間 に 記 述 す る こと が で 
き , 省略 する こと も で きま す . また , “"#IF" か ら " 才 ENDIF" 以 外 の 場所 で は エラ ー と な り ま す . 


マク ロ ソ ー ス | 真 偽 
#IF 展開 展開 せ ず 
| 
衝 LSE 
| 展開 せ ず 展開 
fNDIF 
FN 
ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
FN 条件 式 
| 記 
[ELSE] 
| 
#ENDIF 


"#IFN" は 真 偽 の 判定 が "IF" と 逆 に な り ま す が , 他 は “IF” と 同じ 動作 を し ます . 


マク ロ ソ ー ス | 真 偽 

FN 展開 せ ず 展開 
| 

衝 LSE 展開 展開 せ ず 
| 

衝 NDIF 
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条件 式 

条件 式 は 判定 子 の 両端 に 記述 され た マク ロ 変 数 等 を 比較 し て 真 偽 の 判定 を し ます . 

左辺 と 判定 子 , 判定 子 と 右辺 の 間 に は 1 つ 以 上 の 空白 が な けれ ば な り ま せん . 

比較 は 両辺 が 数 値 で あれ ば 数 値 比較 を 行い , その 他 は 文字 比較 と な り ま す が , コマ ンド オプ ショ ン で 
"/PORTABILITY" が 指定 され た り "#ER" 指 定 が され て いる 場合 は すべ て 文字 比較 と な り ま す . 


左辺 判定 子 (意味 ) 右辺 
マク ロ 変 数 EQ に) マク ロ 変 数 
NE (| に) 文字 スト リン グ 10 進数 値 
LT(<) 
GTO) (バー ジョ ン 7 より 適用 ) 
LE( ミ ) 
GE ( 三 ) 
#IF %P1 EQ 100 …・ XXMAC-V(V7. xx) で “%P1" の 内 容 が 数 値 で あれ ば 数 値 比較 
その 他 は “%P1" の 内 容 と 文字 列 (100) を 文字 比較 
#IF %P2 GT ABC …・ %P2" の 内 容 と 文字 列 (ABC) を 文字 比較 
#IF %P3 LE %P2%WP1 …・ “%P37 の 内 容 と "%P27%P17 の 結合 し た 内 容 を 比較 


XMAC-V(V6.xx) の 場合 , 文字 比較 で ある の で 注意 し な けれ ば な り ま せん . 


#IF 処 EQ 1 


XMAC-V(V6.xx) の 場合 , " 興 " の 内 容 が "01" の よう に 0 が 付加 され て いる 場合 , 真 と は な り ま せん . 
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#GOTO ( 無 条 件 分 岐 命令 ) 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
#GOTO シン ボル キャ ラク タ 


"#G0T0'" は マク ロ の 展開 順序 を 変更 する 命令 で あり , マク ロ の 中 で の み 使 用 で きま す . 

マク ロ プ ライ ベー トシ ン ボ ル が 出現 する まで の 展開 を 無効 と し , マク ロ プ ライ ベー トシ ン ボ ル の 次 の 
ステ ッ プ より 展開 を 再開 し ます . マク ロ プ ライ ベー トシ ン ボ ル が 存在 し な い 場 合 は , エラ ー と な り ま 
す . この 動作 は 衣 nclude ファ イル の 中 も 同様 で す . 


#REPT ENDR (繰り 返し 命令 ) 


ラベ ル オペ コー ド ペラ ンド 
#REPT 手 NDR 数 値 定数 (10 進数 ) また は マク ロロ 変数 名 


AH 


#REPT の オペ ラン ド に 記述 され た 回 数 分 " 孝 NDR' ま で の マク ロ ソ ー ス を 繰り 返し 展開 し ます . 
た だ し , マク ロ 変 数 値 が 数 字 以外 の 場合 は エラ ー で す . 胡 NDR' が な い 場 合 は エラ ー と な り ま す . 


#REPT 3 ABC 
ABC : ABC 
#ENDR ABC 


#IRPC ENDR (文字 に よる 繰り 返し 命令 ) 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
#IRPC x マク ロ 変 数 名 文字 列 
才 NDR ー 


"#IRPCC の オペ ラン ド に 記述 され た 文字 列 の 文字 数 分 マク ロ 変 数 へ の 代入 を 行い な が ら , 「 孝 NDR" ま で 
マク ロ ソ ー ス を 繰り 返し 展開 し ます . 「 孝 NDR'" が な い 場 合 は エラ ー と な り ま す . 


SELT1 SET 1 
#IRPC 。 身 12345 SELT1 SEI 2 
SELT%A _ SET は 2 SELT1 SET 3 
#ENDR SELT1 SEI 4 
SETL1 SET 5 


"#IRPC( は オペ ラン ド に 記述 され た 文字 列 の 終り で 終了 し ます . 
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#IRP 手 NDR (文字 列 に よる 繰り 返し 命令 ) 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
#IRP マク ロ 変 数 名 文字 列 群 
#ENDR = 


"IRPY の オペ ラン ド に カン マ (, ) で 区 切ら れ た 文字 列 の 個数 分 マク ロ 変 数 へ の 代入 を 行い な が ら , 
”#ENDR” ま で マク ロ ソ ー ス を 繰り 返し 展開 し ます . 

文字 列 は ブラ ンク (20H) を 含め る こと が で きま す . また 文字 列 を 省略 し , 区 切り の カン マ (, ) だ け を 記 
述 し た と き , 一 文字 の ブラ ンク と みな され ます . 
" 邦 NDR” が な い 場 合 エラ ー と な り ま す . 


#IRP %A 12.,345, 678 SEIL1 SEI 12 
SETL%A _ SET 如 二 : SEIL1 SEI 345 
#ENDR SEIL1 SEI 678 
#IRP 稚 1[2, 34, SETL[ SET[ 
SETL%A _ SET 如 Se SE 六輔 還 SBIN2 
#ENDR SETL34 SET34 
SEIL SET[ 


"#IRP' は オペ ラン ド に 記述 され た 文字 列 群 の 終わ り で 終了 し ます . 
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#NEST (ネス トレ ベル の 設定 命令 ) 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
#NEST ネス ト 数 (10 進数 値 


マク ロ 定 義 中 で マク ロコ ー ル を 使用 する こと が で き , 自分 自身 も 再帰 的 に 呼び 出す こと が で きま す . 

これ を ネス ティ ング (入れ 子 ) と 呼び メモ リ の 許す 限り 無限 大 に ネス ティ ング で きま す . し か し , ユ 
ー ザ ー の コー ディ ング ミス 等 に より ネス ティ ング か ら 抜 け 出 せな く な る 場合 を 考慮 し て #NEST 命令 に 
より ネス ティ ング レベ ル を 規定 する こと が で きま す . 
使用 入所 お よび 使用 回 数 の 制限 が 無い た め , ソー ス の 展開 中 に 出現 し た 最新 の "#NEST" が ネス ティ ング 
レベ ル を 調整 し ます . ネス ト 数 が 現在 の ネス ティ ング レベ ル よ り 小 さい 場合 は , その 値 を 現在 の ネス 

ティ ング レベ ル に 加え て 調整 し ます . また , ネス ト 数 が 現在 の ネス ティ ング レベ ル よ り 大 きい 場合 は 
その 値 に て 調整 され ます . 


ネス ティ ング レベ ル = 現 在 + 3 
に 草 NEST は | 
革 NEST 了 
8 ング サル ベル アー 
レー レン 
に ーー 


また "#NEST” を 指定 し な い 場 合 ネ ステ ィング レベ ル は , 自動 的 に 11 と 設定 され て いま す . 


INCLUDE (外部 ファ イル の 挿入 命令 ) 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
#INCLUDE ファ イル 名 


#INCLUDE” は 指定 され た ファ イル を その ファ イル の 終端 まで を "#INCLUDE" が 記述 され た 位置 に 挿入 し 
に 

旧 定 し た ファ イル が 存在 し な い 場 合 は エラ ー を 表示 し , 終了 し ます . 2 
こ に で も 使用 で きま す . また , #INCLUDE ファ イル 中 に , MACRO ヘッ ダー が あっ た 場 ES 
ステ ー ト メン ト が , その ファ イル の 中 に な けれ ば な り ま せん . 1 に は ファ イ 
ル の 終了 時 を マク ロ 定 義 の 終了 と みな し ます . 


注意 
・#INCLUDE ファ イル 内 の IINCLUDE( ネ スト ) は 11 レベ ル ま で で す . 
直接 ある い は 間接 的 に 自身 の ファ イル を イン クル ー ド する こと は で きま せん . 
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#PURGE (マク ロ 定 義 の 削除 命令 ) 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
#PURGE マク ロ 名 


先 に マク ロ 定 義 さ れ た も の を 取り 消し ます . 

別 フ ァイル に 同一 名 の マク ロ 定 義 フ ァイル が 存在 する 場合 ある い は , マク ロ 展 開 し た く な い 場 合 に 使 
用 し ます . "#PURGE” し た 場合 は , 最も 古く マク ロ 定 義 し た も の が 有効 と な り ま す . た だ し , 前 回 マク 
ロ 定 義 し た も の が な い 場 合 は ワー ニン グ と な り ま す . “-n"(UNIX/Windows), “/NEWVL”"(VMS) 指 定時 に は 
最も 新しく マク ロ 定 義 し た も の が 有効 と な り , 前 回 マク ロ 定 義 し た も の が な い 場 合 は 同じ く ワ ー ニ ン 
グ な りお 


注意 
"#PURGE' で きる マク ロ は , ソー ス 中 お よび イン クル ー ド で 挿入 され た マク ロ に 限り ます . 


#VER (バー ジョ ン 制 御 命令 ) 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
#VER = 


#VER 命令 は バー ジョ ン 6 モー ド と バー ジョ ン 7 モー ド と を 切り 替え ます . 

コマ ンド 限定 子 に "-p”(UNIX/Windows), ”"/PORTABILITY"(VMS) が 指定 され て いる 場合 バー ジョ ン 6 モー 
ド と な り ま す が , #VER 命令 を 使っ た 場所 か ら バ ー ジ ョ ン 7 モー ド と な り ま す . ER 命令 は スイ ッ チ ン 
グ 動 作 を し ます の で , 命令 が 現れ る た び モ ー ド が 切り 替わり ます . 

バー ジョ ン 6 で 外部 ファ イル に 作成 し た マク ロ 定 義 を バー ジョ ン 7 に お いて 混在 し て 使用 し た い 場 合 
な ど , 便利 な 機能 で す . 


EM 


#NOMAC (外部 マク ロ 制 御 命令 


ラベ ル オペ コー ド オペ ラン ド 
#NOMAC 上 


#0MAC 命令 は 外部 マク ロ 呼 び 出 し 機能 の 抑止 を 制御 し ます . 

起動 時 に は 抑止 状態 で は な い の で , 外部 マク ロ の 呼び 出し が 存在 し た 場合 その 呼び 出し を 行い ます が , 
#NOMAC 命令 を 使っ た 場所 か ら 以 降 は 外部 マク ロ の 呼び 出し 文 は 普通 の マク ロ ソ ー ス ステ ッ プ と みな さ 
れ , 呼び 出し の 処理 は 行わ れ ま せん . 

#NOMAC 命令 は スイ ッ チ ング 動作 を し ます の で 命令 が 現れ る た びに 抑止 状態 が 切り 替わり ます . 外部 マ 
クロ の 呼び 出し を 実行 し た い 場 合 と そう で な い 場 合 に 切り 替え て 使用 し ます . 


AAA. XMS( マ クロ ソー ス フ ァ イル ) 
AAA MACRO 員 は 

AA1-%A 

BBB%A (外部 マク ロ 呼 び 出 し ) 
AA3-%A 

ENDM 

AAA \ 

玉 玉 玉 玉 玉 玉 

#NOMAC 

AAA \ 

玉 玉 玉 玉 * 

#NOMAC 

AAA \ 


BBB.MAC( 外 部 マク ロフ ァイル ) 
BBB MACRO 姫 
BB2-% 

ENDM 


展開 後 
AA1-\ 
BB2-\ 
AA3-\ 
玉 玉 ** 玉 
AA1-\ 
BB2-\ 
AA3-\ 
玉 米 * 玉 
AA1-\ 
BB2-\ 
AA3-\ 
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XMAC-V メッ セー ジ 情 報 


マク ロ プ リプ ブ プロセッサ (XMAC-V) は , 起動 後 , 指示 され た 処理 が すべ て 正常 終了 し た 場合 に は , 特に 
メッ セー ジ を 出力 し ませ ん . 


$ xmacv mnam.xms …… マク ロロ プリプロセッサ の 起動 


$ So マク ロウ リア EE の の 中 剖 絡 


また , 入出 力 や シス テム に 依存 する エラ ー に 関す る メッ セー ジ は , UNIX, Windows の エラ ー 表 示 に 
準拠 し て 出力 され ます . 
これ ら の 標準 的 な エラ ー 以 外 で , XMAC-V が 検出 する 論理 的 な か エラー に つい て は , 次 の 形式 で 出力 さ 
れ ま す . 


$ xmacv mnam.xms  ‥…… マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ の 起動 
%KMACV-E: 一 一 ーー ラーン ン ピ ー ン 

%XMACV-W: 一 ーー- …… ワー ニン グ メ ッ セ ー ジ 
%XMACV-1: 一 ーーー- …… イン フォ メー ショ ン メ ッ セ ー ジ 


マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ が 検出 する 論理 的 な か エラ ー に つい て は ,。 マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ 起動 ター ミナ ル 
に 表示 され , 同時 に リス ト フ ァイル に も 出力 され る メッ セー ジ が あり ます . 

リス ト フ ァイル に 出力 され る と き ,。 メッ セー ジ 行 の 上 段 に エラ ー の 発生 し た マク ロ ソ ー ス が 出力 され 
る 場合 も あり ます . 


XMAC-V メッセ ー ジ 一 覧 

XMAC-V が 出力 する メッ セー ジ の 一 覧 で す . 

メッ セー ジ の 種類 に より 3 つ に 分 け て 記載 し て いま す . 
ぁ ワー ニン グ 
es エラ フー 


る イジ ンプ ォ メー ジョ ンジ 
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【 ワ ー ニ ング 】 
Argument Over ! Ignore Next Argument 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 呼び 出し 時 の 引数 の 数 が マク ロ ヘ ッ ダ ー の パラ メー タ 数 より も 多い . 


Argument Size Overflow ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 引 数 の 値 の 文字 数 が 255 を 超え て いま す . 


Can not Free Memory ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 処 理 不 能 


ENDM on Out of Macro-define ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】”ENDM” の 位置 が 不正 で す . この ステ ッ プ は 無視 され まし た . 


Error in System Variable name This operand Ignored ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 シ ステ ム 変 数 で は あり ませ ん . この ステ ッ プ は 無視 され まし た . 


Expand Data Overflow ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 展 開 後 の ソ ー ス が 512 を 超え て いま す . 


Must be space or Comment ! Ignore Next Operand 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ ソー ス 中 に 判別 不可 の 文字 ( 列 ) が 含ま れ て いま す . 


Parameter Define Limit Over ! Ignore Next Parameter 
【 内 容 / 対 処方 法 】 パ ラメ ー タ 数 が 限度 を 超え まし た . 


Substring Value is Not Numeric ! Then Ignored 
【 内 容 / 対 処方 法 】”#STRINGC" の サブ スト リン グ 値 が , 数 字 で は あり ませ ん . この ステ ッ プ は 無視 され 
まし た . 


This Operation on Out of Macro definel Then Ignored 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 定義 体内 の み で 使用 で きる 制御 文 を それ 以外 の と ころ で 発見 し まし た . 
この ステ ッ プ は 無視 され まし た . 


Too Many Nesting ! Ignore Macro Call Operand 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ネス ト が ネス トレ ベル より 深く な り ま し た . 


Undefined Macro_name in This Source 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 変数 で は あり ませ ん . 


Value Length Longer than 255 ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 代入 時 の 値 が 有 容 範囲 を 超え まし た . 
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【 エ ラー】 
Access Error Include file ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 アク セス 権限 が あり ませ ん . 


Argument Syntax Error ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 引 数 の 中 に 不正 な 文字 が 含ま れ て いま す . 


Can not Create Memory Error ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 処 理 不 能 で す . 


Current Directory Name Too Long ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 カレ ント ディ レク トリ の 名 前 が 長 す ぎ ま す . 


Duplicate Label name ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ラ ベル 名 は 既に 存在 し て いま す . (重複 ) 


才 LSE on Wrong Position in This Macro ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】" 孝 LSE” が 不正 な 位置 に 存在 し て いま す . 


才 NDIF on Wrong Position in This Macro ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】” 孝 NDIF” が 不正 な 位置 に 存在 し て いま す . 


ENDM on Out of Macro-define ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】”ENDM” が 不正 な 位置 に 存在 し て いま す . 


End of File at Macro Define Process ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 定義 体 完 結 前 に EOF( エ ンド オブ ファ イル ) に な り ま し た . 


才 NDR on Wrong Position in This Macro ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】” 孝 NDR" が 不正 な 位置 に 存在 し て いま す . 


File name Length Error ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 フ ァイル 名 が 長 す ぎ ま す . 当該 ファ イル の ディ レク トリ の 移動 また は 名 称 変更 等 に 
より 対処 し て くだ さい . 


Found Duplicate Macro Define in (Macro Name) ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マク ロ 定 義 体 中 に マク ロ 定 義 体 が 存在 し て いま す . 
(Include ファ イル も 含み ます . ) 


Found Reserved Word Spell ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 定義 文中 に 予約 語 が 含ま れ て いま す . 


Found Unsupported Character at File Name ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ ファ イル 名 中 に 許可 され て いな い 文 字 が 含ま れ て いま す . 


Found Unsupported Character at Macro Name ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 名 中 に 許可 され て いな 文字 が 含ま れ て いま す . 


Found Unsupported character at Parameter Name ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 変数 名 中 に 許可 され て いな い 文 字 が 含ま れ て いま す . 
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Fo 
【 


In 
【 


In 
【 


In 
【 


In 
【 


In 
【 


In 
【 


In 
【 


In 
【 


La 
【 


Ma 
【 


Ma 
【 


Ma 
【 


Ma 

【 
Ne 
【 


Ne 
【 


Ne 
【 
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und Unsupported Character in Argument ! 
内 容 / 対 処方 法 】 引 数 の 中 に 許可 され て いな い 文 字 が 含ま れ て いま す . 


clude File Name Too Long ! 
内 容 / 対 処方 法 】 イ ンク ルー ド 名 が 長 す ぎ ま す . 


clude File 0pen Error ! 
内 容 / 対 処方 法 】 イ ンク ルー ド フ ァイル が オー プン で きま せん . 


clude Name Too Long ! 
内 容 / 対 処方 法 】 イ ンク ルー ド 名 が 長 す ぎ ま す . 


clude Own File ! 


formation List 1I/0 Error ! 
formation List Open Error ! 
内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 展開 リス ト フ ァイル が オー プン で きま せん . 


terface File 0pen Error ! 
内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 展開 イン ター フェ イス ファ イル が オー プン で きま せん . 


terface File 1/0 Error ! 
内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 展開 イン ター フェ イス ファ イル に 対し て 書き 込み エラ 


bel Name Must be 7 Character ! 
内 容 / 対 処方 法 】 紅 Bcccc 文 が 7 文字 で 完結 し て いま せん . 


cr0 File Open Error ! 
内 容 / 対 処方 法 】 外 部 マク ロフ ァイル が オー プン で きま せん . 


cr0 Name Not Found 
内 容 / 対 処方 法 】 当該 ディ レク トリ に 外部 マク ロフ ァイル が 存在 し ませ ん . 


cro Name Too long ! 
内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 名 が 規定 より 長 す ぎ ま す . 


cro Name (File) Too long ! 
内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 名 が 規定 より 長 す ぎ ま す . 


xt 0perand Must be Alphabetic or Numeric ! 
内 容 / 対 処方 法 】 制 御 命令 以降 の オペ ラン ド の 内 容 が アル ファ ベッ ト ま た は 数 字 


xt 0perand Must be Numeric ! 
内 容 / 対 処方 法 】 制 御 命令 以降 の オペ ラン ド が 数 字 で は あり ませ ん . 


xt 0perand Must be System Argument ! 
内 容 / 対 処方 法 】 制 御 命令 以降 の オペ ラン ド が シス テム 変数 で は あり ませ ん . 
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内 容 / 対 処方 法 】 直 接 も し く は 間接 的 に イン クル ー ド 元 の ファ イル を イン クル ー ド し て いま す . 


内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 展開 リス ト フ ァイル に 対し て 書き 込み エラ ー が 発生 し まし た . 


ー が 発生 し まし た . 


で は あり ませ ん . 


Not Found Include File name ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 尋 NCLUDE ファ イル が 存在 し ませ ん . 


Not Found Next Operand ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 制 御 命令 以降 の オペ ラン ド が 記述 され て いま せん . 


Nothing Operand in #IRPC ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】# 紅 RPC 制御 命令 以降 の オペ ラン ド が 記述 され て いま せん . 


Nothing 0perand in #REPT 
【 内 容 / 対 処方 法 】#REPT 制御 命令 以降 の オペ ラン ド が 記述 され て いま せん . 


Operand Value is Invalid ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 絶 対 値 と 相対 値 を 誤っ て 使用 し て いま す . 


Output File 1/0 Error ! 
Output File 0pen Error! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 展開 ソー ス フ ァ イル が オー プン で きま せん . 


Parameter Name Error ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ ヘッ ダ が 不正 で す . 


Parameter Size Overflow ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 変数 名 が 255 文字 を 超え て いま す . 


Parameter Syntax Error ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ ヘッ ダ が 不正 で す . 


Path Directory Name Too long ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 パ ス デ ィ レ クト リ の 名 前 が 長 す ぎ ま す . 


Source File Open Error ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ ソー ス フ ァ イル が オー プン で きま せん . 


Syntax Error ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 定義 文 の 構文 エラ ー で す . 


Too Many 手 LSE in between ' 打 F(N)'′ and ' 手 NDIF'! 
【 


T00 Many Nesting Include ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】”#INCLUDE" の ネス ト が 限度 を 超え まし た . 


Undefined #ENDIF Before "ENDM ! 

【 内 容 / 対 処方 法 】”#IF" 若 し く は "#IFN" に 対す る " 邦 NDIF" が 存在 し ませ ん . 
Undefined #ENDR Before "ENDM ! 

【 内 容 / 対 処方 法 】”"#IRP”, ”#IRPC”, ”#REPT" に 対す る "ENDR "が 存在 し ませ ん . 


ー】 


【 内 容 / 対 処方 法 】 マ クロ 展開 ソー ス フ ァ イル に 対し て 書き 込み エラ ー が 発生 し まし た . 


内 容 / 対 処方 法 】 "IF 若しくは "IFN" と" 才 NDIF" の 間 に " 才 LSE" が 複数 存在 し ます . 
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Undefined Label of #GOTO ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】”#C0TO0" に 対す る ラベ ル が 存在 し ませ ん . 


Undefined This Macro-Variable Name in This Macro 
【 内 容 / 対 処方 法 】 マク ロ 変 数 名 で な いも の が 記述 され て いま す . 


Unix Command (Popen) Can Not Used ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 処 理 不 能 で す . 


Unmatched File's Macro Header Name ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 外 部 マク ロフ ァイル 名 と 中 の マク ロ 名 が 一 致し て いま せん . 


Value is Not Numeric #SET Dispositioning '%SYIX′! 
【 内 容 / 対 処方 法 】#SET 制御 命令 で "%SYIX” を 処理 する 時 の 代入 値 が 数 字 で は あり ませ ん . 


【 イ ン フ ォ メ ーション 】 


"ENDM” Undefined in This Macro ! 
【 内 容 お よび 対処 方 法 】 マ クロ 定義 中 に ”ENDM” が 存在 し ませ ん . 
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構造 化 マ クロ プリ プロ セッ サ XMAC-V2 
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入出 力 フ ァイル (構造 化 マ クロ プリ プロ セッ サ AXMAC-V2) 
構造 化 マ クロ プリ プロ セッ サ (XMAC-V2) を 使う に は , 以下 に 示す ファ イル が 必要 に な り ま す . 


【XMAC-V2 入出 力 概要 図 】 


入力 1 定 利 用 者 が 準備 


マタ H ロ 記 述 の 入っ た 
ソース プロ ダラム 


素 ポ gm 


入力 3 ル 入力 ら 〒 利 用 者 が 準備 


造 化 マウ ロブ プリ ブロ セッ サ | 4- | > スラ ァイル 
ペペ MA V と Trii- 3C 
出力 1 っ 出力 a ! 


マウ ロロ 展開 マウ カロ 展 開 マウ 日 展開 
ソー ス フ ァ イル ッ ー ス フェイ 比 リス ト フ ァイル 
(イン ター フェ ー ス ) 米 来 米 来 was 米 玉 来 来 .wm| 

素 wm 

アセ ン ブ ラ ヘム アセ ン ブ ラ ヘム 
(マウ ロ 令 も 区 る ) (マウ ロ 帝 令 は 削 隆 さ れる ) 


入力 1: マ クロ ソー ス フ ァ イル (****. Xms) 

マク ロ ソ ー ス ファ イル は , マク ロ 定 義 や , マク ロ 呼 び 出 し , アセ ン ブ ラ 擬似 命令 , 機械 語 ニ 一 モニ ッ 
ク 命 令 な ど を 記述 し た ソー ス フ ァ イル で あり , プリ プロ セッ サ の 主 入力 ファ イル で す . 

以下 , 単に ソー ス フ ァ イル と 記し た 場合 , この マク ロ ソ ー ス ファ イル を 指し ます . 


入力 2: マ クロ 定義 ソー ス フ ァ イル (nnnn.mac) 

マク ロ 定 義 フ ァイル は , マク ロ の 定義 を ソー ス フ ァ イル の 外部 で 行っ た も の で , マク ロ 名 と 同じ 名 前 

を 持つ ファ イル に その マク ロ だ け を 定義 し ます . 

マク ロ 定 義 フ ァイル は , カレ ント ディ レク トリ また は 後述 の コマ ンド オプ ショ ン で 指定 する ディ レク 
リ に な けれ ば な り ま せん . 


入力 3: イ ンク ルー ド フ ァイル 

イン クル ー ド ファ イル は , 共通 の デー タ 定 義 や , マク ロ 定 義 な ど を ソー ス フ ァ イル の 外部 に 置い た も 
の で あり , INCLUDE 命令 に より ソー ス フ ァ イル の 任意 の 位置 に 取り 込む こと が で きま す . 

イン クル ー ド ファ イル は , カレ ント ディ レク トリ また は 後述 の コマ ンド オプ ショ ン で 指定 する ディ レ 
クト リ に な けれ ば な り ま せん . 


出力 1, 出力 2: マク ロロ 展開 ( ア セン ブラ ) ソ ー ス ファ イル (****. Xm0, ****※。 XS) 

マク ロ 展 開 ( ア セン ブラ ) ソ ー ス ファ イル は , プリ プロ セッ サ が マク ロ ソ ー ス ファ イル を 解析 し, 
時 66AGCC の に この の の は 
アセ ン ブ ラ ソー ス フ ァ イル に は , デバ ッ グ 用 の 各種 命令 が プリ プロ セッ サ に より 適宜 挿入 され ます . 


出力 3: マ クロ 展開 リス ト フ ァイル (****. xml) 
マク ロ 展 開 リ スト ファ イル は , INCLUDE 命令 や マク ロ 命 令 の 展開 結果 を リス ト ア ッ プ し た ファ イル で 


計 
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XMAC-V2 起動 フォ ー マ ッ ト 


操作 


構造 化 マ クロ プリ プロ セッ サ (XMAC-V2) は 以下 の コマ ンド 形式 で 起動 し ます . 
[ ] は 省略 可能 , 人 へ は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


xmacv2 ハ マク ロ ソ ー ス ファ イル 名 人 人 [マク ロ オ プシ ョ ン ] 


XaCV2 


構造 化 マ クロ を 起動 する 際 の 固定 コマ ンド で す . 


マク ロ ソ ー ス ファ イル 名 
マク ロロ 呼び出し が 記述 され て いる ソー ス フ ァ イル で す . 


XMAC-V2 マク ロ オ プシ ョ ン 一 覧 


人 は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


-i 和 AA アセン ブラ ソー ス 
ファ イル 名 


アセ ン ブ ラ ソー ス フ ァ イル の 出力 を 指定 する も の で , オペ ラン ド と し て アセ ン ブ ラ ソー ス フ ァ イ 
ル に 付け る 名 前 を 指定 し ます . 


-] ハ マク ロ 展 開 リ スト 
ファ イル 名 


マク ロロ 展開 リス ト フ ァイル の 出力 を 指定 する も の で , オペ ラン ド と し て マク ロロ 展開 リ スト ファ イ 
ル に 付け る 名 前 を 指定 し ます . 


=8 ハ マタ ロロ / イ ング ルー 
ド バ パス 名 


INCLUDE 命令 で 入力 する ファ イル お よび 外部 定義 マク ロ の 所 在 を 指定 する も の で す . 


=9 


マク ロ 展 開 の 結果 を 標準 出力 に 出力 する よう 指定 し ます . 


ユ 


マク ロ ソ ー ス を 読み 込む と き タ プ ブ (0x09) を スペ ー ス (0z20) に 変換 し て マク ロ 展 開 処 理 を 行い ま 
す 


思 ! 


識別 子 (名 前 ) に 対し て 英 大 文字 と 英 小文字 を 区 別 す る か 否 か を 指定 する も の で す . 


マク ロロ 展開 の 結果 を ASM86 マク ロア セン ブラ に 合わ せる こと を 指定 する も の で す . 


マク ロ 展 開 時 の エラ ー 表 示 を 抑制 する も の で , この パラ メー タ を 指定 する と, 未定 義 の 識別 子 (名 
前 ) を 参照 し て も エラ ー と な ら ず 単なる 文字 列 と し て 扱わ れ ま す . 


ソー スプ ログ ラム で 使用 する 漢字 コー ド 系 を 指定 する も の で , N=1 の と き は シフ ト JIS コー ド 
を , また IN=2 の と き は EUC コー ド を 意味 し ます . 


1 ロケ ーション (アド レス ) 当 た り の ビッ ト 数 を "N”" に より 指定 する も の で す . 


アセ ン ブ ラ 名 と し て "@ の 使用 を 禁止 する こと を 指定 し ます . 


アセ ン ブ ラ 注釈 記号 を 文字 C に より 指定 する も の で す . 


アセ ン ブ ラ 注釈 中 の マク ロ 処 理 を 選択 する も の で , この パラ メー タ を 指定 する と アセ ン ブ ラ 注釈 
内 で の マク ロ 変 換 処理 は 行わ れ ま せん (マク ロ 記 述 が あっ て も 単なる 文字 列 と し て 扱い ます ). 


0 


デー タ 長 の チェ ッ ク を 停止 し ます . 


-XSTRRBV 


構造 仕様 書生 成 (XSTR-REV) に 必要 な 情報 を 出力 し ます . 


紅 


ヘル プ 情 報 を 表示 し ます . 


注意 


・ 前 記 各 コマ ンド パラ メー タ の うち , マク ロ ソ ー ス ファ イル 名 以外 は オプ ショ ン パ ラメ ー タ で あ 
り , 指定 する 順番 も 任意 と な り ま す . 

また ファ イル 名 の 指定 方 法 は , UNIX, Windows に 準拠 し ます . 

Windows95/NT 上 で ご 利用 の 場合 , ワイ ルド カー ドキ ャ ラク タ は 使用 で きま せん の で 注意 し て く 


だ さい 


・ ソ ー ス ファ イル 名 は 英字 で 始ま る 英 数 字 に し て くだ さい . 
アン ダー スコ ア ( _ ) も 英字 と し て 使用 で きま す . 
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-i オプ ショ ン 


形式 -i 和 [アセンブラ ソー ス フ ァ イル 名 [. xmo]] 


-i オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , アセ ン ブ ラ ソー ス フ ァ イル の 出力 を 指定 する も の で , オペ ラン ド と し て 
アセ ン ブ ラ ソー ス フ ァ イル に 付け る 名 前 を 指定 し ます . 

この と き , ファ イル タイ プ を 省略 する と ”".xmo” を 指定 し た も の と みな され ます . ファ イル 名 を 省略 す 
る と , マク ロ ソ ー ス ファ イル 名 に ファ イル タイ プ ".xmo” を 付加 し て 出力 し ます . また , -i オプ ショ ン 
パラ メー タ 全 体 を 省略 し た 場合 , アセ ン ブ ラ ソー ス フ ァ イル は 出力 し ませ ん . 


-| オプ ショ ン 


形式 -] 信 [マク ロ 展 開 リ スト ファ イル 名 [. xml]] 


-] オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , マク ロ 展 開 リ スト ファ イル の 出力 を 指定 する も の で , オペ ラン ド と し て 
マク ロロ 展開 リス ト フ ァイル に 付け る 名 前 を 指定 し ます . 

この と き , ファ イル タイ プ を 省略 する と ".xml” を 指定 し た も の と みな され ます . 

ファ イル 名 を 省略 する と マク ロ ソ ー ス ファ イル 名 に ファ イル タイ プ ".xml” を 付加 し て 出力 し ます . ま 
た , -1 オプ ショ ン パ ラメ ー タ 全体 を 省略 し た 場合 , マク ロ 展 開 リ スト ファ イル は 出力 し ませ ん . 


-S オプ ショ ン 


形式 -s 人 [マク ロ / イ ンク ルー ド パ ス 名 ] 


-s オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , INCLUDE 命令 で 入力 する ファ イル お よび 外部 定義 マク ロ の 検索 順位 を 指 
定 す る も の で す . 

複数 の ディ レク トリ を 指定 する 場合 は , それ ぞ れ の ディ レク トリ を 1 つ 以 上 の 空白 で 区 切り , 全体 を 
2 重 引 用 符 で 囲い ます . INCLUDE 命令 は , まず この -s パラ メー タ で 指定 し た ディ レク トリ を 左 か ら 右 
に 記述 順に 検索 し , な けれ ば カレ ント ディ レク トリ を 検索 し ます (カレ ント ディ レク トリ を 優先 させ た 
い 場 合 は , 最初 に カレ ント ディ レク トリ を 指定 し な けれ ば ば り ま せん ). -s オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 
省略 する と カレ ント ディ レク トリ の み を 検索 し ます . また , マク ロ 呼 び 出 し に お いて , 対応 する マク 
ロ 定 義 が イン クル ー ド 展開 後 の ソ ー ス ファ イル に な いと き , イン クル ー ド ファ イル の 検索 と 同じ 手順 
で マク ロロ 定義 を 検索 し ます . この と き 。, 検索 ファ イル 名 は , マク ロ 名 に ファ イル タイ プ ".mac” を 付加 
し た 名 前 で す . 


-0 オプ ショ ン 


形式 -0 


-o0 オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , マク ロ 展 開 の 結果 を 標準 出力 に 出力 する よう 指定 する も の で , アセ ン ブ 
ラ ソ ー ス ファ イル ".xmo "と 同じ 形式 , 内 容 で 出力 され ます . 
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-t+ オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 指定 する と , マク ロ ソ ー ス を 読み 込む と き タ ブ (0x09) を スペ ー ス (0x20) に 
変換 し て マク ロ 展 開 処理 を 行い ます . 
-t+ オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 省略 し た と き , タブ コー ド の 変換 は 行い ませ ん . 


-u オプ ショ ン 


形式 -U 


-u オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , 識別 子 ( 名 前 ) に 対し て 英 大 文字 と 英 小文字 を 区 別 す る か 否 か を 指定 する 
も の で す . 

-u オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 指定 する と 大 文字 小文字 は 区 別 さ れ , “aBcD" と "AbCd" は 別 の 名 前 と みな さ 
れ ま す . 

一 方 , これ を 省略 する と それ ぞ れ 同じ 名 前 と し て 処理 され ます . 


-a オプ ショ ン 


形式 ー8 


-a オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , マク ロ 展 開 の 結果 を ASM86 マク ロア セン ブラ に 合わ せる こと を 指定 する 
も の で す . 
-a オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 指定 する と , ASM86 仕様 で 記述 し た マク ロ を 展開 する こと が で きま す . 


-e オプ ショ ン 


形式 -e 


-e オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , マク ロロ 展開 時 の エラ ー 表 示 を 抑制 する も の で , この パラ メー タ を 指定 す 
る と , 未定 義 の 識別 子 (名 前 ) を 参照 し て も エラ ー と な ら ず 単なる 文字 列 と し て 扱わ れ ま す . 
-e オ プシ ョ ン パ ラメ ー タ を 省略 する と, 未定 義 識別 子 の 参照 に 対し て マク ロ 展 開 エ ラー を 表示 し ます . 


-cN オプ ショ ン 


形式 -cN 


-cN(N=1 て 2) オ プシ ョ ン パ ラメ ー タ は , ソー スプ ログ ラム で 使用 する 漢字 コー ド 系 を 指定 する も の で , 
?N=1? の と き は シフ ト JIS コー ド を , また "N=2" の と き は EUC コー ド を 意味 し ます . -cN オプ ショ ン パ 
ラメ ー タ を 省略 する と すべ て の 文字 は ASCII コー ド で ある と みな され ます . 
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-WN オプ ショ ン 


形式 -wN 


-wN(N=1<256) オ プシ ョ ン パ ラメ ー タ は , 1 ロケ ーション (アド レス ) 当 た り の ビッ ト 数 を "N" に より 指 
定 す る も の で す . -wN オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 省略 する と N の 値 は 8, すなわち , 1 ロケ ーション =8 ビ 
ッ ト (1 バイ ト ) と みな され ます . 


ビッ ト フ ィ ー ル ド の 定義 


BIT1 BITS{ 
B1 :4 
B2  :2 


] 
DATA ALLOC BIT1I1,1] 


-W8 


展開 形 
DATA DB 05H 


-W16 


展開 形 
DATA DW 05H 


-n オプ ショ ン 


形式 -n 


-n オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , アセ ン ブ ラ 名 と し て “"@ の 使用 を 禁止 する こと を 指定 し ます . 


-rC オプ ショ ン 


形式 -rC 


-TC( オ プション パラ メー タ は , アセ ンプ ブラ 注釈 記号 を 文字 C に より 指定 する も の で す . 
この 文字 ( を 省略 する と 注釈 記号 は ", と みな し ます . 
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-Dp オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , アセ ン ブ ラ 注釈 中 の マク ロ 処 理 を 選択 する も の で , この パラ メー タ を 指 
定 す る と アセ ン ブ ラ 注釈 内 で の マク ロロ 変換 処 理 は 行わ れ ま せん (マク ロ 記 述 が あっ て も 単なる 文字 列 
と し て 扱い ます ). -p オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 省略 する と , アセ ン ブ ラ 注釈 以降 も マク ロ 変 換 の 対象 
と な り ま す . 


注意 

マク ロロ 変換 で は アセ ン ブ ラ 構文 を 認識 し な いた め , 文字 リテラ ル 中 の 注釈 記号 を 注釈 と みな し ます . 
また , アセ ン ブ ラ 注釈 記号 と マク ロメ タキ ャ ラク タ が 同じ 場合 , メタ キャ ラク タ が 優先 され る た め , 
-p オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 有効 に する に は METACHAR 命令 で メタ キャ ラク タ を 変更 する 必要 が あり ま 
す . 


-f オプ ショ ン 


形式 時 


-f オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , マク ロ 変 数 に 与え られ た デー タ に 対す る デー タ 長 の チェ ッ ク を 停止 し ま 
す . この パラ メー タ を 省略 する と , デー タ 長 が 16 ビッ ト を 超え た 場合 (65535 より 大 きい 場合 ) エ ラー 
と し ます . 


-XSTRREV オプ ショ ン 
形式 -XSTRREV 


-XSTRREV オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , 構造 仕様 書生 成 (XSTR-REV) に 必要 な 情報 を 出力 する た め の も の で 
す . 出力 情報 は マク ロ ソ ー ス ファ イル 名 の ファ イル タイ プ を ".mdif” に 変更 し た ファ イル へ 格納 され ま 
す . 


-h オプ ショ ン 


形式 -h 


-h オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , コマ ンド ヘル プ 機 能 で あり , この パラ メー タ を 指定 する と XMAC-V2 の バ 
ー ジ ョ ン と コマ ンド オプ ショ ン ガ イド が 表示 され て XMAC-V2 の 処理 が 終了 し ます . その 他 の パラ メー 
タ は すべ て 無視 され ます . 
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XMAC-V2 マク ロロ 解説 


XMAC-V2 予約 語 


以下 に マク ロ お よび アセ ン ブ ラ の 予約 語 を 示し ます . 各 予 約 語 は 大 文字 と 小文字 の 区 別 が 指定 され て 


いる と き で も , 小文字 で 指定 し て 構い ませ ん . 


た だ し , 大 文字 と 小文字 を 組み 合わ せ た も の (例え ば Break) は 予約 語 と みな し ませ ん . 


信 マ クロ 識別 子 
BREAK 

CONTINUE 
DEFINE 

BQ 

EVAL 

EXIT 

GLOBAL 


INCLUDE 


@⑯ ア セン ブラ 識別 子 
ALIAS 
ALLOC 
AND** 
BITS 
BYTE* 
DB 

DD 
DEFTYP 
DFLOAT 
DQDS 
DSB 
DSD 
DSF 
DSQ 
DSW 

DT 

DW 
DWORD* 


IRP 
IRPC 
ISNUM 


LABELLEN 


前 
LOCAL 
| 


METACHAR 


MATCH 
NE 


NRMAXPURGE 


QDEFINE 


ENDEQ** 
EQU 
EVEN 
EXTNAL 
FAR* 
FLOAT 
(GE** 
GLOBAL 
GT** 
IFDEF 
IFNDEF 
INCLUDE 
LABEL 
LE**※ 
LENGTH 
LT** 
MASK 
NAME 


REPEAT 
SIN 

S0UT 

SET 
SUBST 
SYARGSYG1] 
5YG2 

5YG3 
5YIX 
WHILE 


NE** 
NEAR* 
OFFSET* 
OR** 
PRINT 
PTR* 
QWORD* 
SECOT 
SEG* 
SHT 
SHORT* 
NUM 
STRUC 
TBYTE* 
TYPE 
UNION 
WIDTH 
WORD* 


コマ ンド パラ メー タ (注意 ) が 指定 され て いる と きのみ 予約 語 扱い と な り ま す . 


それ 以外 で は , 一 般 の 識別 子 と し て 指定 可能 で す . 


構造 体 , ビッ ト フ ィ ー ル ド , 共用 体 が 他 の 構造 体 (共用 体 ) の メン バ の と き , その メン バ 名 と し て は 指 


定 で きま せん . 


それ 以外 で は , 一 般 の 識別 子 と し て 指定 可能 で す . 
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注意 


コマ ンド パラ メー タ (ASM86 マク ロア セン ブラ 仕様 準拠 
動作 05 が UNIX の 場合 ・・・ -a オ プシ ョ ン 
動作 05 が Windows の 場合 ・・・ -a オ プション 


動作 05 が VAX の 場合 


ビデ 


目 正 


・ /ASM86 コマ ンド 限定 子 


) 
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XMAC-V2 マク ロ 定 義 と マク ロ 展 開 


・ マ クロ プリ プロ セッ サ の 概要 
・ マ クロ 定義 の 位置 

・ マ クロ 定義 の 方 法 

・ マ クロ 変数 の 宣言 

・ マ クロ の 呼び 出し 

・ シ ステ ム 変 数 

・ 識別 子 の 属性 と 初期 値 

・ 識 別 子 の 参照 と 一 意 性 

・ 空 白 行 に つい て 
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マク ロロ プリプロセッサ の 概要 


マク ロロ プリプロセッサ は ソー ス フ ァ イル に つい て アセ ン ブ ラ と は 異な っ た 見 方 を し ます . 
アセ ン ブ ラ が ソー ス フ ァ イル を 行 の 連続 と みな す の に 対し て , マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ は , ソー ス フ ァ 
イル 全体 を 長い 文字 列 の 連続 と みな し ます . 

マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ は , マク ロ 呼 び 出 し を 含む ソー ス フ ァ イル を アセ ン ブ ラ の 構文 と は 無関係 に ス 
キャ ン し て , マク ロ 識 別 子 を 探索 し ます . 

マク ロ 識 別 子 を 検出 する と , それ に 対応 し た マク ロ 定 義 や 文字 列 に 従っ て , これ を 適当 な 文字 列 に 置 
き 換 えま す . マク ロ 識 別 子 以外 の 部 分 は , その まま アセ ン ブ ラ の ソー ステ キス ト と し て 変換 し ます . 
マク ロ を 定義 むす る に は DEFINE を , そし て マク ロ を 呼び 出し た り 識 別 子 を 参照 する に は , その 名 前 に メ 
タキ ャ ラク タ ( 通 常 は "% ) を 付け て 使用 し ます . 


【 マ クロ 展開 の 概要 】 
マウ 日 定 束 


%DEFINE (MIAC_A)【 
MAC_A の 定 


DEFINE “MAC 【 


マウ ロロ 呼び 出し ES ーッ デキ ラド 


mov 96MIAC > 6MTAG 号 マイ ウロ プリ プロ セッ サ 目 一 と | ImOV 77777 . Geesegtss 


?0 MIAC AO の 屋 開 結果 
as&。 MAO 日 の 展開 結果 


マク ロ 定 義 の 位置 


マク ロ 定 義 は , マク ロ を 呼び 出す 前 な ら ば ソー ス フ ァ イル の 任意 の 位置 に 指定 する こと が で きま す . 
マク ロ 名 に ファ イル タイ プ (.mac) を 付加 し た 名 前 を ファ イル 名 と し て , 1 ファ イル /] マク ロ の 形式 で 
ソー ス フ ァ イル の 外部 に 定義 し て も 構い ませ ん (これ を 外部 マク ロ 定 義 と 呼び ます )。 
複数 の マク ロ を 1 つの ファ イル に 定義 する 場合 , "%INCLUDEP" に より , あら か じ め ソ ー ス ファ イル の 一 
部 と し て 組み 込ん で お か な けれ ば な り ま せん . 


【 マ クロ 定義 】 


マウ ロロ 定義 イン フワ ルー トブ ファ イル (MACEROSJ 


%DEFINE (IMIAC_1) 【 


%DETFINE (SMIAC)【 


1 
%DEFINE (IMAC 2) 【 
1 


} 
%INCLUDF (IACERCS) 


IMTAOC_B 


SIAC マウ 日 定義 ファ イル (FMIAO mac) 


9EMLAO %DEFINE (FMAC)【 


1 


注意 
XMAC-V2 で は , ソー ス フ ァ イル 自身 も 1 つの 大 き な マ クロ 定義 と みな し て 処理 を 行い ます . 
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マク ロ 定 義 の 方 法 


マク ロ 定 義 の 一 般 形式 は , 次 の 通り で す . 


形式 %DEFINE( 識 別 子 1[( 識 別 子 2, ,, )])[ マ クロ 変数 の 宣言 ]{ 
マク ロ 本 体 
) 


識別 子 1 
この マク ロ に 付け た 名 前 . 


識別 子 2 

マク ロ 呼 び 出 し パラ メー タ に 対し て 付け た 名 前 の 並び . 

DEFINE は , 識別 子 1 で 指定 し た マク ロ 名 の 定義 開始 を 示し ます . 

識別 子 2 は , マク ロ 呼 び 出 し パラ メー タ に 対し て , 1 対 1 で 位置 対応 する 仮 パ ラメ ー タ に 付け た 名 前 
を 示し ます . 


%DEFINE (WAC(AB,C)) { 。・…: マ クロ 定義 
| 


%MAC (1.2.3) …・ マ クロ 呼 び 出し 


] 


注目 

A は 1 に , B は 2 に , (は 3 に 対し て 付け た 名 前 で す . 

マク ロ 変 数 の 宣言 で は , マク ロ 展 開 時 に マク ロ 本 体 部 で 使用 する 作業 用 の 変数 と その 属性 を 宣 
す ( 詳 細 は , マク ロ 定 義 ( マ クロ 変数 の 宣言 ) 参 照 ). 

マク ロ 本 体 部 で は , 具体 的 な 文字 列 の 生成 方 法 を 定義 し ます . 

マク ロ 定 義 が 外部 マク ロ 定 義 と し て ソー ス フ ァ イル の 外部 に ある と き , マク ロ 定 義 "define" の 前 に 語 
述 で きる の は コメ ント 命令 (組み 込み 命令 参照 ) の み で す . 


し ま 


川 
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マク ロロ 変数 の 宣言 


マク ロロ 変数 は マク ロ 展 開 処理 に お いて , ルー プ カ ウ ンタ や 文字 列 の 結合 結果 を 保持 する た め の 作業 領 
域 に 使用 する も の で , 次 の 形式 で 指定 し て くだ さい . 


形式 %GLOBAL( 識 別 子 [: 型 ], , ,, ) 
また は 
%LOCAL (識別 子 [: 型 ],,,,) 


識別 子 
変数 に 付け た 名前 . 


型 
(C) ま た は 算術 型 (A) の 指定 . 


?%GLOBAL” は , 識別 子 の 有効 範囲 が 広域 で ある こと を 示し , この 名 前 は 他 の マク ロ 定 義 で 同名 / 同 型 の 
変数 を GLOBAL 宣言 する こと に より , その 値 を 参照 / 更 新 す る こと が で きま す . 

同名 で 型 の 異な る 変数 を 宣言 する こと は で きま せん . 

広域 型 マ クロ 変数 を ソー ス フ ァ イル で 直接 使用 する 場合 ., これ が 参照 され る 前 の 任意 の 位置 で 宣言 す 
る こと が で きま す . 

ソー ス フ ァ イル で の 広域 型 変数 の 参照 は パラ メー タ の な い マ クロ を 呼び 出し た と き と 同 等 の 効果 を 
持ち ます . 

*%LOCAL” は , 識別 子 の 有効 範囲 が , これ を 宣言 し た マク ロ 定 義 内 に 限定 され る こと を 示し , 他 の マク 
ロロ 定義 に 同名 の マク ロ 仮 パラ メー タ や マク ロ 変 数 "GLOBAL""LOCAL" が あっ て も 影響 を 受け る こと は あ 
り ま せん . 

"%LOCAL" を ソー ス フ ァ イル の 中 で 使用 する こと は で きま せん . 

型 は , 変数 の 型 を 以下 の 1 文字 で 指定 し ます . 


( 文字 型 "Character" 
A 算術 型 "Arithmetic” 


型 指定 文字 を 省略 する と , 直前 (左側 ) の 変数 に 同一 と みな され ます . 
"%GLOBAL", 「 穫 0CAL" 直 後に 指定 する 最初 の 変数 の 型 を 省略 し た 場合 は 文字 型 と みな され ます . 


%DEFINE (MACRO) 

%GLOBAL (G1:A, 6G2, G3:0) 

尋 0CAL (L1.L2.L3:A) { 
] 


算術 型 G3 Ll L2 
文字 型 | 算術 型 "Arithmetic”" 
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マク ロ の 呼び 出し 


マク ロ の 呼び 出し 形式 は , 次 の 通り で す . 


形式 |% マ クロ 名 [( パ ラメ ー タ ,,,,)] 


パラ メー タ 
文字 列 を 指定 し ます . 


マク ロ を 呼び 出す に は , マク ロ 名 の 先頭 に メタ キャ ラク タ ”"%" を 付け て 呼び 出し ます . 

呼び 出し パラ メー タ は , パラ メー タ 全 体 を 括弧 で 囲ん で 指定 し ます . 

複数 パラ メー タ が ある 場合 は , それ ぞ れ コン マ ”, "で 区 切っ て 指定 し ます . 

マク ロロ 定義 に 渡さ れる 各 パ ラメ ー タ 文字 列 は , 左 括弧 直後 か ら 右 括弧 直前 , また は コン マ 直 後 か ら コ 
ンマ 直前 の 0( ゼ ロ ) 個 以上 の 文字 列 が それ に 当たり ます . 

呼び 出し パラ メー タ は , マク ロ 仮 パラ メー タ と 位置 的 に 対応 は し ます が , マク ロ 仮 パラ メー タ の 数 が , 
呼び 出し パラ メー タ の 数 より 多い 場合 は , 余っ た 仮 パ ラメ ー タ に は , 空 文字 列 が 与え られ ます . また 。, 
送 に 呼び 出し パラ メー タ の 数 の 方 が 多い 場合 は , 余っ た パラ メー タ は , 無視 され ます . 

マク ロ 呼 び 出し に 対応 する マク ロ 定 義 は , 次 の 順番 で 検索 され ます . 


1. ”INCLUDE" 展 開 後 の ソ ー ス ファ イル 
2. コマ ンド オプ ショ ン パ ラメ ー タ で 指定 され た ディ レク トリ 
3. カレ ント ディ レク トリ 


ここ で , マク ロ 定 義 が 検出 で き な い 場合 , メタ キャ ラク タ と マク ロ 名 が この マク ロ の 評価 値 と な り , 
更に マク ロ 変 換 エ ラー が 表示 され ます . た だ し , この エラ ー は , コマ ンド オプ ショ ン パ ラメ ー タ "-e* 
に より 抑制 する こと が で きま す . 


マク ロロ 定義 

%DEFINE (MAC(P1,P2,P3, P4, P5, P6)) 世 

マク ロ 呼 び 出し 

串 AC (4 B , C,,D ) 

P1 の 値  A3 桁 P4 の 値 "0 桁 ( 空 文字 列 ) 
P2 の 値 "B'5 桁 P5 の 値 'D "2 桁 


PS の 値 C 3 桁 P6 の 値 0 桁 ( 空 文字 列 ) 
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シス テム 変数 


シス テム 変数 は , マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ (XMAC-V) に 対し て 特殊 な 意味 を 持つ 変数 で , マク ロ 仮 パラ メ 
ー タ や マク ロ 変 数 と し て 宣言 する こと は で きま せん . 
シス テム 変数 に は 以下 の も の が あり ます . 


WIX マク ロイ ン デ ックス 変数 
SYGn シス テム グロ ー バ ル 変 数 (n:1 て 3) 
SYARG マク ロ パ ラメ ー タ 変数 


マク ロイ ン デ ックス 変数 "SYIX" 

マク ロイ ン デ ックス 変数 は , マク ロ を 呼び 出す 度 に , 対応 する マク ロ 定 義 に 対し て , 固有 の 番号 を 割 
り 当 て る も の で , 初期 値 を 1 と し て その 後 マ クロ を 呼び 出す 度 に 1 ずつ 加算 され , "9999" を 超え る と 
再び 1 と な り ま す . 

”SYIX” は , 正 の 整数 値 を 持つ 算術 型 の 変数 で す が , 同時 に 文字 型 と し て その 値 を 4 桁 の 10 進 文字 列 で 
持っ て いま す . 

"5SYIX は , SET 命令 に より その 値 を 変更 する こと が で きま す . 

変更 し た 値 が , "1" か ら "9999" の 範囲 に な い 場 合 は , "10000" の 整数 剰余 と な り ま す . マク ロイ ン デ ッ ク 
ス 変 数 の 代表 的 な 用 途 は , 以下 の 例 で 示す よう に 分 岐 先 ラ ベル の 重複 定義 の 回 避 で す . 


【 マ クロ イン デック ス 変 数 】 
ソース ファ イ 由 アセ ン フ フ っ ゾー ステ キス ト 
DEFINME (MAO 【 


JMIP An1 


JWP 上 6S 
1 IOV 上 各 菩 1 


SA - MIOY 文 1 


96MIAC JMIP AUOO8 


96MIAC MIOV 自家 1 


シス テム グロ ー バ ル 変 数 "SYG1"”SYG2””SYVG3" 
シス テム グロ ー バ ル 変 数 は , 広域 文字 型 の 属性 を 持つ 変数 で あり , 特に GLOBAL 宣言 を し な く て も 参照 
する こと が で きる 点 を 除い て は , 一 般 の 広域 型 変数 と の 相違 は あり ませ ん . 


マク ロ パ ラメ ー タ 変数 "SYARG" 
マク ロ パ ラメ ー タ 変数 は , マク ロ 呼 び 出 し パラ メー タ の 数 を 表す 算術 型 変数 で す . 


%MAC (1.2,.3) > SIAR 


G =3 
%MAC …・・ SYARG = 0 


中 中 
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識別 子 の 属性 と 初期 値 


識別 子 の 属性 を 次 表 に 示し ます . 


属性 識別 子 

広域 型 マク ロ 名 , GLOBAL 型 マ クロ 変数 , SYGn, SYIX 

局所 型 マク ロ 仮 パラ メー タ , LOCAL 型 マ クロ 変数 , SYARG 
算術 型 A 型 マ クロ 変数 , SYIX, SYARG 

文字 型 マク ロ 名 , マク ロ 仮 パラ メー タ , C 型 マ クロ 変数 , SYGn 


これ ら の 各種 識別 子 は , その 属性 に 従っ て 次 の よう な 初期 値 が 与え られ ます . 


マク ロ 名 
対応 する マク ロ 定 義 に 従っ て マク ロ 展 開 が 行わ れ ま す の で , 初期 値 は あり ませ ん . 


マク ロ 仮 パラ メー タ 
対応 する 呼び 出し パラ メー タ が あれ ば , それ が 初期 値 に な り ま す . 
呼び 出し パラ メー タ を 省略 し た 場合 は , 空 文字 列 と な り ま す . 


マク ロ 変 数 
算術 型 変数 に は ゼロ , 文字 型 変数 に は 空 文字 列 が マク ロ 定 義 の 先頭 で 初期 設定 され ます . た だ し , 広 
域 型 変数 は , それ が 初め て 出現 し た と きだ け 初 期 設 定 さ れ ま す . 


シス テム 変数 
SYGn 空 文字 列 
SYIX ] 
SYARG 呼び 出し パラ メー タ の 個数 
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識別 子 の 参照 と 一 意 性 


識別 子 を 参照 する に は , 識別 名 の 先頭 に メタ キャ ラク タ ( 通 常 は "%) を 付け て 参照 し ます . 

識別 子 を 定義 (宣言 ) す る と き は , 通常 メス タキ ャ ラク タ は 使用 し ませ ん . 

メタ キャ ラク タ を 指定 し た 場合 は , その 置換 結果 が 識別 子 名 と な り ま す . 

マク ロ 名 また は シス テム 変数 以外 の 識別 子 を 参照 する 場合 , 必ず その マク ロ 定 義 の 先頭 で 宣言 し て お 
か な けれ ば な り ま せん . 

参照 し た 識別 子 が 未定 義 の 場合 , メタ キャ ラク タ と 識別 子 名 が この 識別 子 の 評価 値 と な り , 更に マク 
ロ 変 換 エ ラー が 表示 され ます . 

た だ し , この エラ ー は -e オプ ショ ン パ ラメ ー タ に より 抑制 する こと が で きま す . 

1 つの マク ロ 定 義 に お いて は , それ ぞ れ の 識別 子 は お 互い に 一 意 で な けれ ば な り ま せん . 

広域 型 属性 を 持つ 同名 の 識別 子 が , ソー ス フ ァ イル や マク ロロ 定義 同士 の 間 に 存 在 する 場合 識別 子 の 種 
類 に よっ て 次 の よう な 意味 を 持ち ます . 


マク ロ 名 

ソー ス フ ァ イル に お いて , 同名 の マク ロ が 定義 され た 場合 , 最新 の ( 後 出 の ) マ クロ 定義 が 有効 と な り , 
既に 存在 し て いる マク ロ 定 義 は , 一 時 的 に 隠 され た 状態 と な り ま す . 

PURGE 命令 は , 同名 で 隠さ れ た 状態 と な っ て いる マク ロロ 定義 を 参照 可能 に する も の で , この 命令 を 実 
行 す る こと に より , その 時 点 で 有効 な マク ロ 定 義 は 消滅 し , 1 つ 前 に 同名 で 定義 され て いる マク ロ 定 
義 が 参照 可能 と な り ま す . 

一 度 "PURGE'" さ れ た マク ロロ 定義 は , 二度と 参照 する こと は で きま せん . 


広域 型 変数 
同名 の 広域 型 マク ロ 変 数 は , それ ぞ れ の マク ロ 定 義 。 ソー ス フ ァ イル に お いて , その 値 を 共有 し ます . 
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空白 行 に つい て 


ソー ス フ ァ イル と マク ロロ 定義 に 従っ て 忠実 に マク ロ 展 開 を 行う と , 下記 の 例 が 示す よう に , いく つか 
の 空白 行 が 生成 され ます . 


例 

行頭 

! 

1 %DEFINE MAC) 刀 0CAL ⑩) {の 
2 %SET 1 や 
3  _ MOV AX W ぐ の 
4 。 _ INC_BX へ 
5 _」 


注目 例 中 の 下線 _ は 空白 を , また へ は 改行 文字 を 表し ます . 
この マク ロロ 定義 を "%MAC へ "と し て 呼び 出し , 正確 に 展開 する と 次 の よう に な り ま す . 


例 

の … マ クロ 定義 の 1 行 目 の 改行 文字 
の … マ クロ 定義 の 2 行 目 の 改行 文字 
_ MOV_AX 1 へ 

の __INC_BX や …… マ クロ 呼び 出し %AC の 改行 文字 


この 例 に 限ら ず , 条件 付き アセ ン ブ リ 命令 を 使用 する と , 空白 行 が 各所 に 生成 され ます . そこ で XMAC- 
V2 で は , マク ロ 展 開 し た 結果 アセ ン ブ ラ ソー ステ キス ト と し て 空白 行 が 生成 され た と き , これ を 取り 
除き ます . 
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XMAC-V2 用 マク ロ 言 語 の 一 般 規 則 


XMAC-V2 用 マク ロ 言 語 に は 以下 に 示す 一 般 規 則 が あり ます . 


・ 表 記法 

・ 文 字 セ ッ ト 

ー メ タキ ャ ラク タダ 
・ 識別子 

・ 文 字 列 

・ 式 


表記 法 


マク ロ 言 語 の 文法 説明 に お いて , それ ぞ れ の 形式 説明 で 用 いる 記号 や 文字 列 の 意味 を 以下 に 示し ます . 


英 小文字 , カナ 漢字 

英 小文字 また は カナ 漢字 で 記述 され た 項目 は , 利用 者 が 指定 する 文字 列 に よっ て 置き 換え られ ます . 
% マ クロ 名 [( パ ラメ ー タ )] 

呼び 出し た い マ クロ の 名 称 を 指定 し ます . 


英 大 文字 , 記号 

英 大 文字 また は 記号 "()"# % {1 すず で 記述 され た 部 分 は , マク ロ 言 語 の キー ワー ド ま た は 区 切り 記 
号 で あり , マク ロ 言 語 を 記述 する と き は その まま 記述 し ます . 

%DEFINEP( マ クロ 名 ) 

DEFINE と いう 言語 で 指定 し ます . 


角 括弧 [ ] 

角 括 弧 "[ ]" で 囲ま れ た 部 分 は , 省略 可能 な こと を 示し ます . 
% マ クロ 名 [( パ ラメ ー タ )] ア ドレ ス 指 定 

(パラ メー タ ) が 省略 可能 な こと を 示し ます . 


カン マ う 999 

っ っ っ と 記述 され た 部 分 は , 項目 を カン マ で 区 切っ て 幾つ か 繰り 返す こと を 意味 し ます . 
識別 子 , 識別 子 , 識別 子 , 識別 子 

識別 子 が 複数 個 記 述 で きる こと を 示し ます . 


くさ び 括 弧 と 縦 線 < | > 

"<B1IE2|,,, |En>” と 記述 され た 部 分 は , n 個 の 要素 "”E1-En" か ら , 任意 の 一 つ を 選択 する こと を 示し 
ます . 

<EQINEILEILTIGEIGT> 

BQ, NE, LE, LT, GE, GT の いずれ か 一 つ を 選択 し ます . 
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メ ウ ツウ ギャラ クタ 


メタ キャ ラク タ と は , マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ (XMAC-V2) に 対し て , マク ロ 処 理 を 指示 する た め の 文字 で , 
通常 。"% を 使用 し ます . 
な お , メタ キャ ラク タ は 組み 込み 命令 (METACHAR) に よっ て 変更 する こと が で きま す . 


注意 
メタ キャ ラク タ が "で, % 衣 後 の 文字 が 数 字 の と き , アセ ンプ ブラ の 仕様 上 の 問題 に よっ て , % は メタ キ 
ャ ラク タ と は みな され ませ ん . 


識別 子 


識別 子 と は , マク ロ 言 語 に お いて , 利用 者 が 定義 し た も の に 付け る 名 前 (マク ロ 名 や 変数 名 な ど ), お 
よび マク ロ プ リプ ロ セ ッ サ (XMAC-V) に よっ て , あら か じ め 定 義 さ れ て いる 名 前 で す . 


識別 子 の 規則 
利用 者 が 名 前 を 付け る 場合 は , 以下 の 規則 に 従う 必要 が あり ます . 


・ 先 頭 は 英字 "A" から”, "a か ら "z また は 下線 "” "で な けれ ば な り ま せん . 

・2 文字 目 以降 は , 英字 , 数 字 "0" か ら ”"9”", 疑問 符 "7?", 下線 。 の いずれ で も 構い ませ ん . 

・ 識別子 の 長 さ は , 最大 31 文字 まで で す . 

・ 予 約 語 を 使用 し て は な り ま せん (XMAC-V2 予約 語 参 照 ). 
英 大 文字 (AZ) と 英 小文字 (az) と を 区 別 す る か 否 か は , 起動 時 の コマ ンド オプ ショ ン パ ラメ ー 
タ *"-u に 従っ て くだ さい . 


種類 と 属性 

識別 子 に は 以下 の 種類 の も の が あり ます . 

マク ロ 名 マク ロ に 付け た 名 前 

仮 パ ラメ タ 名 マク ロ 呼 び 出し パラ メタ に 対応 し て 付け た 名 前 

マク ロロ 変数 名 マク ロ 処 理 で 使用 する 作業 用 変数 に 付け た 名 前 

シス テム 変数 名 プリ プロ セッ サ に 対し て 特別 な 意味 を 持つ 変数 に 付け た 名 前 . 
マク ロラ ベル マク ロ 展 開 分 岐 命令 "GOTO" の 分 岐 先 に 付け た 名 前 

注意 


上 記 の マク ロラ ベル は 識別 子 で は あり ませ ん が , 識別 子 に 準ずる も の と し て あげ られ て いま す . 
上 記 の 各 識 別名 に は , 次 の 属性 が あり ます . 


広域 型 / 局 所 型 識別 子 の 有効 範囲 が どこ まで お よぶ か を 示す も の で す . 
文字 型 / 算 術 型 識別 子 の 持つ 値 が , 文字 で ある か 内 部 的 な 数 値 で ある か を 示す も の で す . 
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文字 列 


文字 列 と は , 文字 セッ ト で 定義 され た 有効 な 文字 の 集まり で す . 
文字 列 の 中 に , メタ キャ ラク タ に よっ て 識別 され る 識別 子 や 組み 込み 命令 が あれ ば その 値 に 置換 され 


ます . た だ し , 算術 型 識別 子 は , 通常 , 先行 ゼロ を 削除 し た 10 進数 文字 列 に 置換 され ます . 


組み 込み 命令 (define を 含む お ) や マク ロ 呼 び 出し で 指定 する 呼び 出し パラ メー タ は , すべ て この 文字 列 
と し て 展開 され た 後 , それ ぞ れ の 命令 や マク ロ に 引き 渡さ れ ま す . 


文字 列 の 区 切り は , それ が 適用 され る 箇所 に よっ て 異な り ま す が , 一 般 に は , ", "や") "です. 
区 切り 記号 を 文字 列 の 一 部 に し た い 場 合 は , 文字 エス ケー ブ プ 機能 を 使用 し ます . 
マク ロ 仮 パラ メー タ や , マク ロ 変 数 な ど へ の 代入 の 対象 と な る 文字 列 の 最大 長 は , 255 文字 で す . 


注意 


メタ キャ ラク タ を 複数 個 連 続 で 指定 し た 場合 , 最も 右側 の メタ キャ ラク タ か ら 順 次 左 に 向かっ て 展開 
され ます . この と き 展 開 結 果 と し て 得 ら れる 文字 列 は , その 左側 に ある メタ キャ ラク タ に 対し て 有効 
な も の で な けれ ば な り ま せん . 


識別 子 型 値 文字 列 置換 結果 
Al 算術 型 23 AlBOD AlBOD 

A2 算術 型 0 (%A1/%A2/ 衝 3) (23/0/-5) 
A3 算術 型 0 X%A4-%A5.X AA1-.X 

A4 文字 列 Al %A5 空 文字 列 
A5 文字 列 空 文字 列 %%A4 24 
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be 


XMAC-V2 で は , 多く の 組み 込み 命令 で , 式 を 使用 する こと が で きま す . 
式 の 値 は , ”-65535" て ”65535” の 範囲 の 内 部 2 進 整 数 で す . 
以下 に , 利用 可能 な 演算 子 お よび 演算 数 を 示し ます . 


演算 子 
記号 意味 優先 順位 
1 |() 高 
2 |+-! 単項 + -, 論理 否定 
3 |* /\ き <<>> 乗算 , 除算 , 剰余 算 , 左 シ フト , 右 シ フト | 
4 |+ー 加算 , 減算 | 
5 | 二 . に で くう = > 大 小 比 較 ( 真 は 1, 偽 は 0) | 
EQ NE LE【TGE GT 
6 |& 論理 積 \ 
導 の 論理 和 , 排他 的 論理 和 低 
演算 数 


演算 数 と し て , 以下 の も の を 使用 する こと が で きま す . 


人 @ 数 値 定数 


2 進 (B), 8 進 (⑩), 10 進 (0 また は な し ), 16 進数 (H). 
括弧 内 は , 接尾 文字 を 示し ます . 


16 進数 の 先頭 が , 英 
く , - は 単項 演算 子 と みな され ます . 


字 (A~ て P『) の 場合 , その 前 に 0( ゼ ロ ) を 付け な けれ ば な り ま せん . 定数 に 符号 は な 


2 進 0111B 


8 進 1777779 


10 進 123D 65535 


16 進 123H OFFFFH 


人 @ 識 別 子 


識別 子 と し て , 算術 型 , 文字 型 の 両方 を 指定 する こと が で きま す が , 文字 型 識別 子 の 場合 , その 内 容 
は 数 値 定数 で な けれ ば な り ま せん . 


数 値 定数 で な い 場 合 , 


信組 み 込 み 命令 


マク ロ 変 換 エ ラー と な り ま す . 


演算 数 と し て 組み 込み 命令 を 使用 する こと が で きま す が , その 評価 値 は 数 値 定 数 で な けれ ば な り ま せ 


ん . 
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XMAC-V2 組み 込み 命令 


組み 込み 命令 は , プリ プロ セッ サ が 内 部 的 に 保有 し て いる マク ロ 機 能 で す . 
組み 込み 命令 に は , 類別 し て 以下 の も の が あり ます . 


コメ ント 命令 
% コ メン ト 


文字 エス ケー プ 命 令 
光学 スケ ー プ 


メタ キャ ラク タ 命 令 

%METACHAR 

代入 "SET" 命 令 

准 T 

式 文字 列 の 評価 命令 

式 や 文字 列 を 評価 する 命令 と し て 以下 の も の が あり ます . 
%VAL 式 の 評価 
%ISNUM 数 値 検査 
穫 EN 文字 列 の 長 さ を 得る 


これ ら の 命令 の 評価 値 は , 10 進ま た は 16 進 の 数 値 定数 で す . 


評価 値 が 10 進 定数 で ある か 16 進 定数 で ある か は , コマ ンド オプ ショ ン パ ラメ ー タ ”"-a”" に 従っ て くだ 


さい で -a" を つけ る と 16 進数 と し て 出力 され ます ). 


文字 列 比較 命令 
% 文 字 比 較 命 令 


部 分 文字 列 操作 命令 


部 分 文字 列 操作 命令 に は , 以下 の も の が あり ます . 


%5UBST 


部 分 文字 列 の 取り 出し 


%MATCH 


部 分 文字 列 リ スト の 分 割 と 代入 


条件 付き アセ ン ブ リ 命令 
プリ プロ セッ サ は , ソー ス フ ァ イル や マク ロ 定 義 を 処理 する と き , 上 の 行か ら 下 の 行 に 向かっ て , 行 


の 中 を 左 か ら 右 へ と スキ ャ ン し な が ら , ソー ス フ ァ イル の 終わ り ま で マク ロ 展 開 処 理 を 行い ます . 
条件 付き アセ ン ブ リ 命令 は , プリ プロ セッ サ が 持つ この 暗黙 の 処理 手順 を 変更 する も の で す . 
条件 付き アセ ン ブ リ 命令 に は , 以下 の も の が あり ます . 


AIF 条件 付き 処理 選択 

WHILE 条件 付き 繰り 返し 

%REPEAT 無 条 件 繰り 返し 

AIRP 文字 列 の 繰り 返し 

%IRPC 文字 の 繰り 返し 

%CONTINUE REAK 繰り 返し の 続行 と 中 止 

%EXIT マク ロ 展 開 の 中 止 

%GOT0 穫 ABEL 無 条 件 分 岐 

%NRMAX 入れ 子 レ ベル と 繰り 返し 回 数 の 指定 
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マク ロ 定 義 消去 命令 
%PURGE 


コン ソー ル 入 出力 命令 

コン ソー ル 入 出力 命令 は , 標準 入出 力 に 対し て デー タ の 入出 力 を 行う 命令 で あり , マク ロ の デバ ッ グ 
時 な ど に 使用 し ます . コン ソー ルル 入出 力 命令 に は , 以下 の も の が あり ます . 

50UT 

人 5IN 


XMAC-V2 その 他 マ クロ 機能 
即時 展開 型 マ クロ 定義 
%INCLUDE 
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コペン トド 


コメ ント 命令 は 注記 項 を 記述 する た め の 命 令 で , 注記 項 は マク ロ の 展開 処理 を 分 か りや すく する た め 
に 記述 する も の で す . コメ ント 命令 の 評価 値 は , 空 文字 列 で す . 


形式 1 % 注釈 


形式 2 % 注釈 LF 


LF( 行 の 終わ り ) 


注釈 文字 列 に は , 引用 符 C ), ライ ン フ ィ ー ド "LE" 以 外 の 任意 の 文字 を 指定 する こと が で きま す が , メ 
タキ ャ ラク タ は 指定 し て も 無視 され ます . 

プリ プロ セッ サ は , コメ ント 命令 を 検出 する と , 命令 全体 を 空 文字 列 に 置き 換え ます . 

ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い の は , 形式 2 で コメ ント 命令 を 指定 し た 場合 , "LE" 自身 が 命令 の 終わ 
り と な る た め 読 み 飛ば され て し まう と いう こと で す . 


【 コ メン ト 命 令 】 


マク ロ 定 義 体 

%DEFINE (MAC (ABLO)) { 
MOV AX 1 % COMMENT 1  : ASSEMBLER COMMENT 

LAB% COMMENT 2 

: 。 INC AX%COMMENT 3 
SHL AX1%COMMENT 4 
MOV AREA AX 
i%A 
i%B 
i%C 

] 


マク ロ 呼 び 出し 

%MAC (PARA1.% COMMENT 
PARA2, 

PARA3) 


展開 後 
MOV AX 1 , ASSEMBLER COMMENT 
LAB: INC AX SHL AX 1 
MOV AREA AX 
jPARA1 
PARA2 


PARA3 
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文字 工 ス ケー プ 


文字 エス ケー プ 命 令 は , メタ キャ ラク タ や 区 切り 記号 " 付 ", "0” を 単なる 文字 と し て , すなわち , プ 
リプ ロ セ ッ サ に 対し て 機能 し な い 文 字 と し て 扱い た い 場 合 に 使用 し ます . 


形式 1 %<nc 


形式 2 %(c) 


n( 文 字数 ) 
c( エ スケ ー プ し た い 文 字 ( 列 ) ) 


形式 1 で は n で 指定 し た 長 さ の 文字 列 を , 形式 2 で は 括弧 で 囲ま れ た 部 分 の 文字 列 を その まま エス ケ 
ー ブ プ 命 令 の 評価 値 と し ます . 


形式 2 で は , 左右 の 括弧 の 対応 が と れ た 時 点 で , エス ケー プ 命 令 は 終了 し ます . 
"DEFINE に お いて マク ロ 定 義 を 評価 する と き , 形式 1 は すぐ に 評価 され ます が , 形式 2 に つい て は マ 
クロ が 呼び 出し され る まで 評価 され ませ ん . 


【 文 字 ス ケー プ 句 令 】 


マク ロロ 定義 体 

%DEFINE (MAC (AB,C,D)) [ 
) %A 
) %B 
: 6%<3ESC 
: %(%(ESC) ) 

%C  DW 

] 


マク ロ 呼 び 出し 
% く 1%FUNCTION TEST 
%MAC 0⑳%( )Y, 5(P%Q) , LAB, %(1, 2, 3) ) 


展開 後 

j) UNCTION TEST 
40 
j (P%Q) 
) ES( 
j %(BSC) 

LAB  DW 1.2,3 
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AMETACHAR 


METACHAR 命令 は , メタ キャ ラク タ を 変更 する た め の 命令 で , メタ キャ ラク タ が アセ ン ブ ラ の 持つ 記号 
と 競合 する よう な 場合 , こ れ を 回 避 す る た め に 使用 し ます . 
METACHAR 命令 の 評価 値 は , 空 文字 列 に な り ま す . 


形式 %METACHAR (文字 ) 


文字 と し て 任意 の 1 桁 (1 バイ ト ) の 文字 を 指定 し ます . この 文字 が マク ロロ 定義, 組み 込み 命令 や , 識 
別 子 参照 に 使用 する 新た な メタ キャ ラク タ と な り ま す . 

METACHAR 命令 が ソー ス フ ァ イル で 定義 され て いな い 場 合 , 初期 値 と し て "%" が 割り 当て られ て いま す . 
METACHAR 命令 で 指定 し た メタ キャ ラク タ は , ソー ス フ ァ イル 内 の 指定 , マク ロ 定 義 内 の 指定 に 関わ ら 
ず , 次 の METACHAR 命令 が 出現 する まで 有効 で す . 

メタ キャ ラク タ を 指定 する と き , 英 数 字 や , ”,”", ”)" と いっ た 構文 を 基 す よう な 文字 を 指定 する と , 
プリ プロ セッ サ に 正確 な 処理 を 期待 する こと は で きま せん . 

METACHAR 命令 は , 以降 の 全て の マク ロ 定 義 ( マ クロ 本 体 ), 識別 子 参照 に 影響 を 与え ます の で , 安易 に 
指定 する と , それ まで 有効 で あっ た マク ロ 定 義 が 使用 不可 能 と な り ま す . 

し た が っ て , メタ キャ ラク タ を 変更 する 場合 は , 既存 マク ロ と の 整合 性 な ど に 十分 留意 する 必要 が あ 
り ま す . 


%METACHAR (⑭ 
MOV AX6% 4 

#ETACHAR (⑯⑩ 

%MAC_CALL (.Y,2) 


注目 この 例 で は , エス ケー プ 機 能 を 使用 し て も 構い ませ ん . 
MOV AX 6%⑳⑯) 4 
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SET 


SET 命令 は , 識別 子 に 文字 列 や 式 の 値 を 代入 する 命令 で す . 
SET 命令 の 評価 値 は , 空 文字 列 で す . 


形式 1 %SET( 算 術 型 識別 子 , 式 ) 


形式 2 %5ET( 文 字 型 識別 子 , 文字 列 ) 


形式 1 で は 式 の 値 を 評価 し , その 値 を 算術 型 識別 子 に 代入 し ます . 
形式 2 で は 文字 列 の 値 を 評価 し , その 値 を 文字 型 識別 子 に 代入 し ます . 
代入 可能 な 文字 列 の 最大 長 は , 255 文字 (バイ ト ) で す . 

な お 文字 型 識別 子 と し て , マク ロ 名 を 指定 する こと は で きま せん . 


【SET 命令 】 


マク ロ 定 義 体 
%DEFINE (MAO) 
尋 0CAL (AR:A,CH:C) 【 


%SET (AR, 1) 
MOV AX.%AR 
%SET (AR, %AR+2) 
MOV AX.%AR 
%SET (CH, %AR+2) 
DB  %CH 
] 


マク ロ 呼 び 出し 
%MAC 


展開 後 
MOV AX 1 
MOV AX3 
DB 312 
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EVAL 


形式 EVAL ( 式 ) 


EVAL 命令 は 式 の 値 を 評価 する も の で , 
【EVAL 命令 】 


マク ロ 定 義 体 
%DEFINE (MAC) 
穫 0CAL (P:A) 1 


MOV AX 獲 VAL(+1) 

MOV AX 算 VALP GT 1) 
MOV AX. 獲 VAL に 1) 

] 


展開 後 (10 進 ) 
MOV AX 2 
MOV AX. 0 
MOV AX -1 


展開 後 (16 進 ) 
MOV AX 2H 
MOV AX, OH 
MOV AX, OFFFFH 


評価 値 は 10 進 定数 また は 16 進 定数 で す . 
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AlSNUM 


形式 %ISNUM (文字 列 ) 


1SNUM 命令 は 文字 列 が 数 値 定数 で ある か 否 か を 検査 し 真 で あれ ば 1 を , 偽 で あれ ば 0( ゼ ロ ) を 返す 
命令 で す . 

この 命令 の 代表 的 な 用 途 は 。 非 数 値 を 式 の 一 部 と し て 使用 し た と き , プリ プロ セッ サガ が 出力 する " 式 の 
変換 エラ ー" の 代わ り に , 適 功 な メッ セー ジ を 出力 する と いう こと で す . 


【ISNUM 命令 】 


マク ロロ 定義 体 
%DEFINE (MAC (NPD) [ 
MOV AX,%ISNUM(%P) 
%IF %ISNUM (0%N%D)) [ % N は 16 進数 か ? 
MOV AX,O%N%(H) 
] ELSE2 [【 
< くく 第 1 パラ メー タ が 16 進数 で な い >>> 
吊 


マク ロ 呼 び 出し 
MAC (F,0) 


%MAC (G,A) 
展開 後 

MOV AX 1 

MOV AX OFH 


MOV AX 0 
< くく 第 1 パラ メー タ が 16 進数 で な い >>> 
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形式 穫 EN (文字 列 ) 


LEN 命令 は , 文字 列 の 長 さ (バイ ト 長 ) を 計算 し , 評価 値 と し て その 長 さ を , 10 進 定数 また は 16 進 定数 
と し て 返し ます . 


【LEN 命令 】 


マク ロ 定 義 体 
%DEFINE ) 123) 
%DEFINE ⑰) 143) 
%DEFINE (MAC ( ぬ ) 【{ 
MOV AX.LEN (1.2) 
MOV AX,%LEN (0) 
MOV AX.LEN (%⑯A) 
MOV AX, 刀 LEN (X 如 ) 
] 


マク ロ 呼 び 出し 
%MAC ( 學 ) 


展開 後 (10 進 ) 展開 後 (16 進 ) 
MOV AX.3 MOV AX 3H 
MOV AX.O MOV AX OH 
MOV AX.3 MOV AX 3H 
MOV AX.6 MOV AX 6H 
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% 文 字 列 比較 命令 


文字 列 比較 命令 は , 一 般 規 則 で 述べ た 式 の 比較 が 数 値 同士 の 比較 で ある の に 対し て , 文字 列 同士 の 比 
較 を 行う も の で , 指定 され た 条件 が 真 な ら ば 1 を , 偽 な ら 0( ゼ ロ ) を 返す 命令 で す . 

返却 値 の 形式 は , コマ ンド オプ ショ ン パ ラメ ー タ "-a "に従って, 10 進 定 数 また は 16 進 定数 に な り ま 
す で -a" を つけ る と 16 進数 と し て 出力 され ます ). 


形式 %cond (文字 列 1, 文字 列 2) 


cond<EQINE|GE|GTILEILT> 
文字 列 1 と 文字 列 2 を "cond”" で 指定 され た 条件 に 従っ て 検査 し ます . 
*cond” で 指定 する 条件 の 意味 は 以下 の 通り で す . 


条件 意味 

EQ 文字 列 1 が 文字 列 2 と 等 し いと き は 真 

NE 文字 列 1 が 文字 列 2 と 等 し く な いと き は 真 

GE 文字 列 1 が 文字 列 2 と 等 し いか , より 大 きい と き は 真 
GT 文字 列 1 が 文字 列 2 より 大 きい と き は 真 

LE 文字 列 1 が 文字 列 2 と 等 し いか , より 小さ いと き は 真 
民 文字 列 1 が 文字 列 2 より 小さ いと き は 真 


文字 列 の 比較 方 法 を 以下 に 示し ます . 


両方 の 文字 列 の 長 さ が 等 し い 場 合 

両方 の 文字 列 の 最 左端 か ら 1 文字 (バイ ト ) ず つ 右 に 向かっ て 比較 し , 対応 する 文字 が すべ て 等 し いと 
き , これ ら 2 つの 文字 列 は 等 し いも の と し ます . 

等 し く な い 文字 の 組 が 初め て 現れ た と き , 文字 コー ド 表 の 大 小 順序 で より 高い 文字 を 含む 文字 列 の 方 
を より 大 きい も の と し ます . 


両方 の 文字 列 の 長 さ が 等 し く な い 場 合 
短い 方 の 文字 列 の 右側 に , 空 文字 "null” を 1 文字 補っ て , そこ まで の 長 さ で 比較 し ます . 


LT (10.0100) …… 倫 (1 は 0" より 大 きい ) 

濾 Q (ABC,ABC) …… 真 

濾 Q (ABC, ABC) ・…・ 位 ( 第 2 引数 の 先頭 の 空白 も 比較 対象 と な る ) 
%GT (ABC ,ABC) …・・ 真 (空白 は ,null より も 大 きい ) 
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SUBST 


SUBST 命令 は 文字 列 の 任意 の 一 部 を 取り 出し , その 部 分 文字 列 を 評価 値 と し ます . 


%SUBST (文字 列 , 式 1, 式 2) 


文字 列 の 最 左 端 の 文字 を 1 番目 の 文字 と し て , 式 1 番目 の 文字 か ら 式 2 で 示さ れる 長 さ ( バ イト ) の 文 
字 列 を 取り 出し これ を 評価 値 と し ます . 
式 1 の 値 が 0( ゼ ロ ) 以 下 か , 指定 し た 文字 列 の 長 さ より 大 きい 場合 , ある い は 式 2 の 値 が 0( ゼ ロ ) 以 下 


の 場合 , 


評価 値 と し て 空 文字 列 を 返し ます . 


また , 式 2 の 値 が , 残り の 文字 列 の 長 さ より 大 きい 場合 , 式 1 番目 か ら 文字 列 の 最後 まで を 返し ます . 


%SUBST 
%SUBST 
%SUBST 
%SUBST 


(ABCDE, 3, 2) 
(ABCDE, 3, 4) 
(ABCDE, 0, 1) 
(ABCDE, 1, 0) 


CD 

CDE 

空 文字 列 
空 文字 列 
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AMATCH 


MATCH 命令 は , 特定 な 文字 ( 列 ) に よっ て 区 切ら れる 文字 列 リ スト の 先頭 要素 と その 残り を 分 割 し , そ 
れ ぞ れ を 識別 子 に 代入 する 命令 で す . 
IATCH 命令 の 評価 値 は , 空 文字 列 で す . 


形式 %MATCH (識別 子 1x 識別 子 2) (文字 列 ) 


X( 文 字 また は エス ケー ズ プ 文 字 列 ) 


識別 子 (マク ロ 名 を 除く 文字 型 識別 子 ) 

MATCH 命令 は , “x "を 区 切り 文字 と し て , 文字 列 を 最 左端 か ら ス キャ ン し , それ を 検出 する と それ より 
手前 の 文字 列 を 識別 子 1 に , そし て , 区 切り 文字 "x "の 次 の 文字 か ら 文 字 列 の 最後 まで を 識別 子 2 に 代 
入 し ます . 

区 切り 文字 が 検出 で き な い 場合 は , 文字 列 全 体 が 識別 子 1 に 代入 され ます . 

この と き 識 別 子 2 に は , 空 文字 列 が 代入 され ます . 

区 切り 文字 'x は , 通常 カン マ ", “を 使用 し ます が , マク ロ の 識別 子 に 使わ れ な い 文字 な ら 何 で も 構い 
ませ ん . また , 区 切り 文字 "x" が 英 数 字 "", "7? ) , {また は 文字 列 の 場合 は , 文字 エス ケー プ 
機能 を 使用 し ます . 


%MATCH (1D1/DI2) (AAA/B/CC/DDD) .… ぼ …. ID1 の 値 : AAA 
ID2 の 値 : B/CC/DDD 
【MATCH 命令 】 
マク ロ 定 義 体 


%DEFINE (MAC (SLIST) ) 

%OCAL (TOP,REM) [{ 

%MATCH (TOP REM) (%5LIST) 

%HILE (LEN(%TOP) != 0) {| % WHILE は , 式 の 値 が 偽 に な る まで 繰り 返す 『 
DB 串 OP % 条件 付き アセ ン ブ リ 命令 
%MATCH (TOP REM) (%REM) % 

] % 


マク ロ 呼 び 出し 
%MAC (THIS IS MACRO) 


展開 後 
DB THIS 
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AlF 


IF 命令 は , 論理 式 の 真理 値 ( 真 偽 ) に より , 処理 を 選択 する 命令 で す . 


論理 式 の 文法 規則 は , 一 般 規 則 で 述べ た 式 の 規則 と 同じ で す . た だ し , 有効 な 値 は 最 下位 ビッ ト の み 


で あり , 最 下 位 ビ ッ ト が 1 な ら ば 真理 値 は 真 で あり , 0( ゼ ロ ) な ら ば 備 で す . 


ここ で 注意 し な けれ ば な ら な い の は , 最 下位 以外 の ビッ ト は , 無視 され る と いう こと で す . すなわち , 
式 の 値 が 2 と か 4 と いっ た よう に 0 で な く て も , 最 下 位 ビッ ト が 0 な の で , 真理 値 は 人 と な り ま す . 


形式 %IF( 論 理 式 ){ 真 の 手順 】[ELSE?{ 偽 の 手順 }] 


IF 命令 は , 論理 式 の 値 を 評価 し , その 値 が 真 ( 最 下位 ビッ ト が 1) な ら ば ぱ , 「 真 の 手順 」 を 展開 し ます . 
逆 に , その 値 が 偽 ( 最 下位 ビッ ト が 0) で , か つ , ELSE2 オ プシ ョ ン が 指定 され て いれ ば ,「 偽 の 手順 」 を 


展開 し ます . 


IF 命令 は , 入れ 子 に する こと が で きま す . この と き , “ELSE?" は 完結 し て な い IF 命令 の 最も 新しい も 


の に 対応 し ます . 


"ELSE?7" の な い 単純 な "IF" 
%F ⑯P>1) 1 

MOV AX.1 
] 


注目 P が 1 より 大 きけ れ ば , “MOV AX, 1" を 展開 し ます . 若しくは , IF 命令 は 空 文字 列 に 置き 変え られ 


ます . 


"ELSE7" の ある "1F" 
%F P>1) 【 
MOV AX.1 
ISE2 1 
MOV AX,.2 
] 


注目 P が 1 より 大 きけ れ ば , “MOV AX,1" を 展開 し ます . 若しくは , "MOV AX,2" を 展開 し ます . 
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"IF" の 入れ 子 
%IF (%ISNUM(%P) ) [ ---ーーー-- 
間 MIOODS2S0 り ss + | 
MOV AX.3 剛 
%iF P>7 の 【[ 下 1 
DEC AX | 目 
に 、 三 ー 中 細 間 | 
ea mi 
%IF (%P > 3) [+ | 
MOV AX1 | 
呈 昌 SB2 症 還 Sasil 還 | 
MOV AX.0 ||| 
| 1 
| 


ミニ 中 
上 の 例 の 展開 結果 は "P” の 値 に 従っ て 次 の よう に な り ま す . 


P 数 字 何 も 展 開 し な い 
億 交 MOV AX 3 DEC AX 
5 く <P ミ 7 MOV AX 3 

3 く <P 全 5 MOV AX 1 

P 主 3 MOV AX0 
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HILE 


WHILE 命令 は , 指定 し た 論理 式 が 真 の 間 ( 偽 に な る まで ), 処理 を 繰り 返す 命令 で す . 


形式 多 HILE( 論 理 式 ) {繰り返し 手順 } 


WHILE 命令 は , 論理 式 の 真理 値 が 真 な ら ば 「 繰 り 返 し 手順 」 を 展開 し , 再び 論理 式 を 検査 し て , 真 な ら 
ば 更に 「 繰 り 返 し 手順 」 を 展開 し ます . 
この 操作 を 式 の 値 が 偽 に な る まで 繰り 返し ます . し た が っ て , 「 繰 り 返し 手順 」 の 中 で , 式 の 値 を 偽 に 
する よう な 手順 が な いと き , ある い は 後述 の BREAK 命令 や EXIT 命令 , GOTO 命令 に 遭遇 し な いと WHILE 
命令 か ら 永 久 に 脱出 で き な く な り ま す . 


【WHILE 命令 


マク ロ 定 義 体 

%DEFINE (MAC) 

LOCAL (COUNT:A) { 

%SET (COUNT, 6) 

%WHILE COUNT > 0) 【{ 
DW VAL⑯COUNT / 2) 
%SET (COUNT, %COUNT - 2) 

] 


マク ロ 呼 び 出し 
%MAC 


展開 後 
DW 3 
DW 2 
DW 1 
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AREPEAT 


形式 %REPEAT( 式 ) {繰り返し 手順 ) 


REPEAT 命令 は , 式 で 指定 され た 回 数 分 「 繰 り 返 し 手順 」 を 展開 し ます . 

式 の 値 が , 0( ゼ ロ ) 以 下 の と き は 何 も 展 開 し ませ ん . 

REPEAT 命令 は , WHILE 命令 の 繰り 返し の 度 に 式 を 評価 し た の に 対し , 最初 の 一 回 だ け を 評価 し ます . 
すなわち , 「 繰 り 返 し 手順 」 の 中 で 式 の 値 を 変更 し て も 繰り 返し 回 数 に 影響 を 与 ん る こと は あり ませ ん . 


【REPEAT 命令 】 
マク ロロ 定義 体 


%DEFINE (MAC(N)) { 
%REPEAT (%N) { 


SHL AX 1 
] 
呼び 出し 展開 後 
%MAC (②) SHL AX 1 
SHL AX 1 
%MAC 1) SHL AX, 1 
%MAC (0) 何 も し な い 


AlRP 


形式 %IRP( 文 字 型 識別 子 , 文字 列 1[, 文字 列 2, , 文字 列 n] ) {繰り 返し 手順 } 


IRP 命令 は , 第 2 引数 以降 に 指定 され た 文字 列 の 個数 (n) 分 「 繰 り 返し 手順 」 を 展開 し ます . 
識別 子 に は , 繰り 返し の 度 に 文字 列 が 順次 左 か ら 代 入 さ れ ま す . すなわち , i 番目 の 繰り 返し で は , i 
番目 の 文字 列 が 識別 子 に 代入 され ます . 

文字 列 は , 最初 の 繰り 返し の と きだ け 評 価 さ れ ま す . 


【IRP 命令 】 


マク ロ 定 義 体 
%DEFINE (MAO) 
0CAL (PAR) 【 
%iRP (PAR, 11,12, 13) { 
DB  %PAR 
] 


マク ロ 呼 び 出し 
%MAC 


展開 後 
0 時 目 上 
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形式 %IRPC( 文 字 型 識別 子 , 文字 列 ){ 繰 り 返し 手順 } 


IRPC 命令 は , 文字 列 の 長 さ 分 「 繰 り 返し 手順 」 を 展開 し ます . 


識別 子 に は , 繰り 返し の 度 に , 文字 列 中 の 文字 が 順次 左 か ら 1 文字 ずつ 代入 され ます . 


すなわち , i 番目 の 繰り 返し で は , 1 番目 の 文字 が 識別 子 に 代入 され ます . 
文字 列 は , 最初 の 繰り 返し の と きだ け 評 価 さ れ ま す . 


【IRPC 命令 】 


マク ロ 定 義 体 
%DEFINE (MAC) 
0CAL (PAR) 【{ 
%IRPC (PAR, 1.2) { 

DB AR 
] 


マク ロ 呼 び 出し 
%MAC 
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%CONTINUE %REAK 


(CONTINUE 命令 と BREAK 命令 は , 繰り 返し 命令 "WHILE", REPEAT' , IRP, IRPC で 指定 する 繰り 返し 手 
順 の 続行 / 中 止 を 制御 する 命令 で す . 
これ ら の 命令 の 評価 値 は , 改行 文字 で す . 


形式 %CONTINUE 


形式 %BREAK 


CONTINUE 命令 は , この 命令 か ら 繰 り 返 し 手順 の 最後 まで を 辻 回 し , 繰り 返し 手順 の 先頭 (終了 条件 の 
判定 ) か ら , 再び マク ロ 展 開 処 理 を 行い ます . 

一 方 , BREAK 命令 は , この 命令 を 検出 し た 時 点 で , 繰り 返し 処理 を 中 止 し , 繰り 返し 命令 の 次 か ら マ ク 
ロ 展 開 処 理 を 再開 し ます . 

繰り 返し 命令 が 入れ 子 に な っ て いる と き , CONTINUE/BREAK 命令 は , これ ら の 命令 自身 が 存在 する 繰り 
返し 手順 に の み 機 能 し , 外側 の 繰り 返し 命令 に は 影響 し ませ ん . 

繰り 返し 命令 の 範囲 外 に BREAK 命令 を 指定 する と EXIT 命令 と 同じ 効果 を 持ち ます . 

繰り 返し 命令 の 範囲 外 に (CONTINUE 命令 を 指定 し た 場合 は 無視 され ます . 

CONTINUE/BREAK 命令 の 繰り 返し 制御 手順 を 以下 に 示し ます . 


【 繰 り 返 し 命令 "WHILE", REPEAT , IRP , IPRC 】 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 攻 
線 り 返し 終了 7 


繰り 返し 手 尋 ! 


ーー | 
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【CONTINUE 命令 と BREAK 命令 】 


マク ロ 定 義 体 
%DEFINE (MAC (PAR) ) 
氏 0CAL (P:A, STR:C,CH) { 
%HILE (1) 【{ 
%SET (P, %P+1) 
%SET (CH, %SUBST PAR, P, 1) ) 
%IF (LEN(%CH) == 0 | 姓 Q⑯CH. )) { %BREAK ] 
%F (%ISNUM (CH) ) { %CONTINUE ] 
%SET (STR, %STR%CH ) 
] 
%IF (LEN%⑯STR) > 0) { 
DB 5%SUBST(%STR, 1, LEN (%STR) -1) 
] 


呼び 出し 展開 後 

%MAC (TEST) 8 生 | 全 SAI 

%MAC (TEST) 人 語 請 目 旧 目 

%MAC (A12BCOD) DB ABCD 
EXIT 

形式 %EXIT 


EXIT 命令 は , 現在 展開 中 の マク ロ を 強制 的 に 中 止 する 命令 で あり , EXIT 命令 の 位置 か ら , この 
存在 する マク ロ 定 義 の 最後 まで 無 条件 分 岐 し た の と 同じ 意味 で す . 

これ は , イン クル ー ド 展開 後 の ソソ ー ス ファ イル で 指定 し て も 同じ で す . 

EXIT 命令 の 評価 値 は , 改行 文字 で す . 


【EXIT 命令 】 


マク ロ 定 義 体 
%DEFINE (MAC(PAR)) { 
%IF ( ! %ISNUM(%PAR) ) 【 
<< く < PARAMETER ERROR >>> 
EXIT 
] 


] 


MOV AX, %PAR 


呼び 出し 展開 後 
%MAC (10) MOV AX,10 
%MAC (⑳ << く < PARAMETER ERROR >>> 
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4GOTO 穫 ABEL 


GOTO 命令 と LABEL 命令 は , プリ プロ セッ サ の マク ロ 展 開 順序 を 無 条件 に 変更 する 命令 で す . 
GOTO 命令 の 評価 値 は 改行 文字 , また LABEI 命令 の 評価 値 は 空 文字 列 で す . 


形式 %G0TO( マ クロ ラベ ル ) 
形式 %LABEL( マ クロ ラベ バル) 


マク ロラ ベル (識別 子 の 文法 規則 に 従っ た 名 前 ) 

プリ プロ セッ サ は , GOT0O 命令 を 検出 する と GOTO 命令 で 指定 し た マク ロラ ベル と 同じ マク ロラ ベル を 
持つ LABEI 命令 の 位置 へ 分 岐 し , そこ か ら マ クロ 展開 処理 を 再開 し ます . 

対応 する LABEI 命令 が 存在 し な いと マク ロロ 展開 エ ラー と な り ま す . 

マク ロラ ベル の 有効 範囲 は 局所 的 で , これ を 含む マク ロ 定 義 内 の み に な り ま す . 

し た が っ て , 他 の マク ロ 定 義 へ GOTO 命令 に よっ て 分 岐 す る こと は で きま せん . 

また , GOTO/LABEL 命令 を ソー ス フ ァ イル 中 (マク ロ 定 義 外 ) で 指定 する こと は で きま せん . 

GOTO/LABEI 命令 を 多用 する と マク ロ 定 義 が 視覚 的 に 平面 的 に な り , 燃 雑 で 解読 し に くく な り ま す の で , 
IF<ELSE や 繰り 返し 命令 と (CONTINUE/BREAK な どの 命令 を 利用 し た 方 が 良い で し ょ う . 


【GOTO 命令 と LABEL 命令 】 


マク ロ 定 義 体 
%DEFINE (MAC(PAR) ) 【 
%IF (%PAR に 0) %60TO (ML1)] 
MOV AX. 1 
MOV BX 1 
%GOTO (ML2) 
%LABEL (ML1) 
MOV AX.2 
MOV BX.2 
穫 ABEL (ML2) 
] 


呼び 出し 展開 後 

%MAC 1) MOV AX 1 
MOV BX. 1 

%MAC (0) MOV AX 2 
MOV BX, 2 


146 


ANRMAX 


形式 %NRMAX ([ 最 大 ネス ト 数 ][, 最大 繰り 返し 数 ]) 


注意 それ ぞ れ の 最大 数 は , 1 以上 の 数 値 定数 で な けれ ば な り ま せん . 


マク ロロ 呼び出し が 入れ 子 ( ネ スト ) に な っ て いる と , ある マク ロ の 展開 中 に , 更に 他 の マク ロ ま た は 自 
分 自身 を 呼び 出す よう な 構造 に な か っ て いる と , し ば し ば プロ グラ ム ミ ス に よっ て 入れ 子 か ら 抜 け 出 せ 
な く な る こと が あり ます . また , 同様 な ケー ス と し て , 繰り 返し 命令 に よる 繰り 返し 手順 か ら 抜 け 出 
せな く な る こと も あり ます . 

NRMAX 命令 は , 最大 ネス ト 数 や 繰り 返し 数 を 指定 する こと に より , この よう な マク ロ 展 開 処理 が ルー 
プ ダ ウン する の を 防止 する 命令 で す . 

NRMAX 命令 の 評価 値 は , 空 文字 列 で す . 

NRMAX 命令 で 指定 し た 値 は , 次 の NRMAX 命令 が 指定 され る まで 有効 で あり , どちら か の 値 を 省略 し た 
場合 は , 以前 に 指定 し た 値 が 継続 され ます . また , この 命令 が な いと き , それ ぞ れ の 初期 値 は , 最大 
ネス ト 数 が 64, 最大 繰り 返し 数 が 512 で す . 

NRMAX 命令 は , ソー ス フ ァ イル , マク ロ 定 義 内 の どこ で 指定 し て も 構い ませ ん が , 一 元 的 な 値 し か 持ち 
ませ ん . つま り , ソー ス フ ァ イル と マク ロロ 定義 の 両方 で 指定 し て も , それ は 入れ 子 構造 に は な ら ず , 
前 の 値 に 置き 変わ ちる だ け に な り ま す . な お , 最大 ネス トレ ベル , 最大 繰り 返し 回 数 を 超え る よう な マ 
クロ 展開 処理 が 発生 する と マク ロロ 展開 エラ ー と な り ま す . 


注意 
最大 ネス ト 数 を 余り 多き く 指 定 す る と , 実際 の マク ロ 展 開 時 に ネス ト が か な り 深 く な っ た と き , スタ 
ッ ク オ ー バ フロ ー に より プリ プロ セッ サ が アベ ンド する こと が あり ます . 


ネス ト 数 繰り 返し 数 
| 64 512 
| ! ! 
%NRMAX (10) 10 512 
| ! ! 
%NRMAX (,256) 10 256 
| ! ! 
%NRMAX (55,512) 55 512 
| ! ! 
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%PURGE 


PURGE 命令 は , マク ロ 定 義 を 消去 する 命令 で あり , 評価 値 は 空 文字 列 で す . 


形式 %PURGE (マク ロ 名 ) 


PURGE 命令 は , パラ メー タ で 指定 され た マク ロ 名 に 対応 する マク ロ 定 義 の うち 現在 呼び 出し 可能 と な 
っ て いる も の を 消去 し ます . 

マク ロ 定 義 消去 後 , これ と 同じ 名 前 の マク ロ 定 義 が 北 つ か ある 場合 , 最も 新しい ( 行 番号 の 大 きい ) マ 
クロ 定義 が , 新た な マク ロ 定 義 と し て 呼び 出し 可能 と な り ま す . 

また , 同名 の マク ロ 定 義 が な い 場 合 , 以降 ,. この マク ロ 名 に よる マク ロロ 呼び出し は で き な く な り ま す . 
な お , 現在 展開 中 の マク ロ を PURGE する こと は で きま せん . 


【CONTINUE 命令 と BREAK 命令 】 


マク ロ 定 義 体 

%DEFINE (MAC) IA MACRO.] 
%DEFINE (MAC) {IS) 
%DEFINE (MAC) {THIS] 


呼び 出し 展開 後 

%MAC ee THIS 

%PURGE (MAC) 

%MAC 3 IS 

%PURGE (MAC) 

%MAC = A MACRO 

%PURGE (MAC) 

%MAC 写 マク ロ 展 開 エ ラー 


%DEFINE (MAC) 【 
REDEFINITION ] 
%MAC 記 REDEFINITIION 


SOUT 


形式 %50UT( 文 字 列 ) 


S0UT 命令 は , パラ メー タ で 指定 され た 文字 列 を 標準 入出 力 に 対し て 出力 し ます . 
S0UT 命令 の 評価 値 は , 空 文字 列 で す . 
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形式 %SIN 


SIN 命令 は , 標準 入出 力 よ り 文字 ( 列 ) を 入力 し , これ を 5IN 命令 の 評価 値 と し ます . 

SIN 命令 は , 入力 に 先立っ て , 特に メッ セー ジ を 標準 出力 に 対し て 出力 する わけ で は あり ませ ん の で , 
SIN 命令 を 使用 する 前 に は , SOUT 命令 で ご 何ら か の ガイ ド メ ッ セー ジ を 出力 し て お いた 方 が 良い で し ょ 
の 


【SIN 命令 】 


マク ロ 定 義 体 

%DEFINE (MAC) { 
%S0UT (Enter parameter.) 
DB '%SIN 

] 


この マク ロロ 定義 を 呼び 出す と , まず 「Enter parameter.」 と いう メッ セー ジ が 出力 され , その 後 , デ 
ー タ の 入力 待ち と な り ま す . 
そこ で , 例え ば 「data」 と 入力 する と 次 の よう な 展開 結果 が 得 ら れ ま す . 


展開 後 
DB _ data. 
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即時 展開 型 マ クロ 定義 


形式 %QDEFINE (識別 子 1[( 識 別 子 2, , , )]) マ クロ 変数 の 宣言 { 
マク ロ 本 体 
} 


識別 子 1( マ クロ 名 ) 


識別 子 2( マ クロ 仮 パ ラメ ー タ ) 

前 節 ま で に 説明 し た マク ロ で は , 識別 子 の 置換 な どの マク ロ 展 開 処理 は , その マク ロ が 呼び 出さ れ た 
と き に 初め て 行わ れ ま す . 

マク ロ 定 義 を 読み 込む と き は , マク ロ 本 体 を 単に 文字 の 連なり と し て 読み 込む だ け で , 識別 子 の 置換 
処理 は 行い ませ ん . 

これ に 対し て 即時 展開 型 マ クロ は , マク ロ 定 義 を 読み 込む と 同時 に , マク ロ 本 体 を 評価 し , 識別 子 置 
換 な どの マク ロ 展 開 処 理 を 行う も の で , マク ロ を 呼び 出し た と き に , 識別 子 が 再 評価 され る こと は あ 
り ま せん . し た が っ て , マク ロ 仮 パラ メー タ を 指定 し て も 意味 は あり ませ ん . また , 即時 展開 型 マ ク 
ロ を 外部 マク ロ と し て 使用 する こと も で きま せん . 


%GLOBAL (VAR) 
%SET (VAR, 


%DEFINE (MAC1) 

%GLOBAL (VAR) 【 呼び 出さ れる まで '%WAR' は 置換 され な い 
DB  %VAR' 

] 


%QDEFINE (MAC2) 

%GLOBAL (VAR) 【 読み 込む と 同時 に '%VAR に 置換 され る 
DB  %VAR' 

] 


%SET (VAR,B) 
%MAC1 9 DB BB 
%MAC2 謀 DB ん 
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%INCLUDE 


形式 %INCLUDE (パス 名 ) 


INCLUDE 命令 は , パラ メー タ で 指定 され た ファ イル の 内 容 を INCLUDE 命令 の 次 に 挿入 し ます . 

ファ イル の 検索 順序 は , パス 名 が 相対 パス か ディ スク 名 か ら の 絶対 パス か に よっ て 異な り ま す . 
相対 パス の 場合 , まず -s コマ ンド オプ ショ ン パ ラメ ー タ で 指定 され た ディ レク トリ を 検索 し ます . そ 
こ で 検出 で き な か っ た と き , ある い は コマ ンド オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され て な いと き は , カレ 
ント ディ レク トリ を 検索 し ます . 

絶対 パス が 指定 され た 場合 は , その パス の みき を 検索 対象 と し ます . 

INCLUDEP ファ イル の 中 に INCLUDE 命令 が あっ て も 構い ませ ん が , その 深 さ は マク ロ の 入れ 子 を 含め て 
NRMAX で 指定 し た 最大 ネス ト 数 か , また は シス テム で 定め た と 同時 に オー プン の 可能 な ファ イル 数 に 
従い ます . また , INCLUDE 命令 の 後ろ か ら 行 未 まで に 記述 され た 文字 列 は 無視 され ます . 


%INCLUDE (FILE) 
%INCLUDE (ROOT/LOCAL/MACROS) 


1 番目 の 例 で は , コマ ンド オプ ショ ン パ ラメ ー タ で 指定 され た ディ レク トリ か , カレ ント ディ レク ト 
リ よ り フ ァイル を 読み 込み ます . 
2 番目 の 例 で は , ”/R00T/LOCAL” デ ィ レ クト リ よ り ”MACROS” を 読み 込み ます (Windows 版 の ディ レク トリ 
デリ ミッ タ は ”\" に な り ま す ). 


注意 XASS-V シリ ー ズ の include 命令 を マク ロ ソ ー ス に 記述 する こと は で きま せん . 
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XMAC-V2 アセ ン ブ ラ 強化 機能 


アセ ン ブ ラ 強 化 機能 は , XASS-V アセ ン ブ ラ の 機能 を 強化 する た め に アセ ンプ ブラ 擬似 命令 の 一 部 を , マ 
クロ プリ プロ セッ サ (XMAC-V) が 処理 する も の で す . し か し , アセ ン ブ ラ 強化 機能 と マク ロ 言 語 と は , 
全く 別 次 元 の も の で あり , XASS-V アセ ン ブ ラ で 処理 され る 機能 と 考え た 方 が 分 か りや すい で し ょ う . 
アセ ン ブ ラ 強化 機能 の 文法 規則 は , 構文 全体 で は , 本 稿 で 以下 に 述べ る 規則 に 従い ます が , 基本 的 な 
アセ ン ブ ラ 要素 (名 前 や 定数 な ど ) に 関し て は , XASS-V アセ ン ブ ラ の 規則 に 従っ て くだ さい . 

アセ ン ブ ラ 強化 機能 に は 以下 の も の が あり ます . 


構造 体 

構造 体 と は , 1 つま た は 複数 の フィ ー ル ド が 順に 並ん で 割り 付け られ た デー タ の 型 で す . 構造 体 を 構 
成す る それ ぞ れ の フィ ー ル ド を 構造 体 の メン バ と 呼び ます . 

以下 , 構造 体 の 定義 , 参照 方 法 に つい て 記述 し ます . 


・ 構 造 体 の 定義 

・ 構 造 体 の 割り 付け 

・ 構 造 体 メン バー の 参照 
・ 構 造 体 の その 他 の 用 法 


ビッ ト フ ィ ー ル ド 

ビッ ト フ ィ ー ル ド と は , バイ ト ま た は ワー ド を 1 つの レコ ー ド 単位 と し て , その 中 の 1 ビッ ト ま た は 
連続 し た 複数 の ビッ ト を 指し ます . 

ビッ ト フ ィ ー ル ド は , レコ ー ド 幅 の 範囲 内 で 複数 個 存在 し て も 構い ませ ん . 

以下 , ビッ ト フ ィ ー ル ド の 定義 参照 方 法 に つい て 記述 し ます . 


・ ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 定義 

・ ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 割り 付け 
・ ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 参照 形式 
・ ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 適用 範囲 


デー タ 型 の 定義 


共用 体 

共用 体 と は , 属性 の 異な る いく つか の フィ ー ル ド が 1 つの 領域 を 共有 する よう な デー タ の 型 で す . 
共用 体 を 構成 する それ ぞ れ の フィ ー ル ド は , 構造 体 と 同様 に メン バ と 呼び ます . 

以下 , 共用 体 の 定義 , 参照 方 法 に つい て 述べ ます . 


・ 共 用 体 の 定義 
・ 共 用 体 の 割り 付け 


エイ リア ス 置 換 


注意 事項 
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構造 体 の 定義 


構造 体 の 定義 は , 構造 体 の 枠組 を 定義 むす る も の で す . 
構造 体 の 定義 は , デー タ 構 造 を 定義 する も の で あり , 領域 を 確保 する も の で は あり ませ ん . 


形式 構造 体 タグ 名 STRUC{ 


フィ ー ル ド の 定義 


) 


構造 体 タ グ 名 は この 構造 体 に 付け た 名 前 で あり , 後に この 構造 体 を 参照 する と き に 使用 し ます . 
フィ ー ル ド 定 義 は , フィ ー ル ド の 配置 を 定義 する も の で あり , 以下 の アセ ンプ ブラ 擬似 命令 と コメ ント 
文 を 記述 する こと が で きま す . 


DB/DW/DD/DQ/DT 文法 上 初期 値 が 必要 で ある が , 無視 する 

FLOAT/DFLOAT 文法 上 初期 値 が 必要 で ある が , 無視 する 
DS/DSB/DSW/DSD/DSF/DS0 オペ ラン ド に は 数 値 定数 の み 指 定 可能 

EVEN 構造 体 の 先頭 を 0 と し て , 次 の メン バー の ロケ ーション を 調整 する 
また , これ ら の アセ ンプ ブラ 擬似 命令 の 他 に , 

ALLOC 他 の 構造 体 , ビッ ト フ ィ ー ル ド , 共用 体 の 参照 

DEFTYP DEFTYP 命令 で 宣言 し た 領域 の 定義 を 指定 する こと が で きま す . 
注意 


た だ し 構造 体 の 定義 。 ビッ ト フ ィ ー ル ド , 共用 体 の 入れ 子 定義 を 行う こと は で きま せん . 


TABLE SIRUC { 
UNAME DSB 6 
ADDR DD 0 


] 


【 バ イト 位置 】 
ロ 8 12 


TATMIE DDE 
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構造 体 の 割り 付け 


既に 定義 され て いる 構造 体 を 実際 の デー タ 領 域 と し て 割り 付け た り , 構造 体 の メン バー と し て 使用 す 
る に は , ALLOC 命令 を 使用 し て くだ さい . 


形式 [構造 体 名 ]ALLOC 構造 体 タグ 名 [, ASYNC][{ 初 期 値 ,,,, }] 


構造 体 名 は この 構造 体 領域 に 付け た 名 前 で , 対応 する アド レス は その 先頭 を 指し ます . 

構造 体 タグ 名 は 参照 する 構造 体 に 付け た タグ 名 で す . 

"ASYNC" は , 構造 体 領域 の 先頭 を 偶数 バイ ト 境 界 に 調整 し な い 場 合 に 指定 し ます . この 指定 を 省略 する 
と 構造 体 領域 の 先頭 は , 自動 的 に 偶数 バイ ト 境 界 に 調整 され ます . 

初期 値 は , 構造 体 を 実 領域 と し て 割り 付け る と き , 各 フ ィ ー ル ド に 割り 当て る 初期 値 で 。 アド レス の 
低い フィ ー ル ド か ら 順 に 指定 し ます . 

フィ ー ル ド が マル チオ ペラ ンド に な っ て いる か , また は 他 の 構造 体 め や ビット フィ ー ル ド 参 照 で ある 場 
合 , これ ら に 対す る 初期 値 を 中 括弧 "{ } で 囲ん で 指定 し ます . 

構造 体 の メン バー 記述 と し て ALLOC 命令 を 使用 する 場合 , 初期 値 を 指定 する 必要 は あり ませ ん . 
初期 値 並 び の 一 部 を 省略 し た 場合 は , ゼロ を 指定 し た も の と みな し ます . また , DS/DSB/DSW フィ ー ル 
ド の 初期 値 は 無視 され ます . 


TABLE STRUC 
UNAME DB 
ADDR DD 0 

] 

CTRL STRUC 
TY1 DW 0 
TY2 DB 0,.0 

RSV1 DSW 1 
TAB1 ALLOC TABLE 
ILINK DD 0 
] 
CTAREA ALLOC CTRL 1, 14.31,, ABC , IADRI] 
(TAREA の 形式 


【 バ イト 位置 】 
ロ 18 29 


四 4 5 
mi 
1 sl |ABcooooo, upml ml 


IAaDR の アト レス 


凛 字 』EC と mml 
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構造 体 メン バー の 参照 


構造 体 メ ン バ ー を 参照 する に は , メン バー 参照 演算 子 ".” を 使用 し ます . 
形式 [namel.]name2[.name3 ] 


namel に は 構造 体 名 , また は 構造 体 タ グ 名 を 指定 し ます . 

構造 体 タ グ 名 を 指定 する 場合 , name2 が 一 意 で あれ ば name1l. を 省略 し て も 構い ませ ん . 

name2 に は , namel で 指定 し た 構造 体 の メン バー 名 を 指定 し て くだ さい . 

name3 以降 は , name2 が 構造 体 の と き name2 構造 体内 の メン バー 名 を 指定 し ます . 

以下 , 階層 順に 指定 し ます . 

式 の 要素 と し て 構造 体 を 参照 する と き , namel と し て 構造 体 名 を 指定 し た 場合 は 相対 値 属 性 を , 構造 
体 タ グ 名 を 指定 する か 省略 し た 場合 は 絶対 値 属性 を 持ち ます . 

構造 体 お よび 構造 体 メ ン バ ー は , LENGTH/TYPE/SIZE 演算 子 の オペ ラン ド と し て 使用 する こと が で きま 
す . これ ら の 演算 子 の オペ ラン ド と し て 構造 体 (タグ ) 名 を 指定 し た 場合 , "LENGTH は 1", "TYPE お よ 
び 5IZE は 構造 体 の バイ ト 長 " と な り ま す . 


TABLE STRUC { 
UNAME DB 
ADDR DD 0 

] 

CTRL STRUC 
TY1 DW 0 
TY2 DB 0.0 
TAB1 ALLOC TABLE 
ILINK DD 0 


] 
MOV CX, CTRL. TY1 


LES SI, CTRL. TAB1. ADDR 
MOV AX, ES:TABLE. ADDR[SI] 
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構造 体 の その 他 の 用 法 


EXTNAL 命令 , また は LABEI 命令 で 定義 する 名 前 の 型 と し て 構造 体 を 指定 する こと が で きま す . 

型 と し て 構造 体 タ グ 名 を 指定 する こと に より , ALLOC 命令 で 割り 付け た 構造 体 を 参照 する の と 同様 の 
参照 方 法 で , 構造 体 を 参照 する こと が で きま す . た だ し , EXTNAL 命令 に お ける 参照 は 。 コマ ンド オプ 
ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され て いる と き に の み 可 能 で す . 


TABLE STRUC { 
UNAME DB 12345678' 
ADDR DD 0 
CNT DW 0 


] 


EXINAL XTAB:TABLE 


LTAB LABEL TABLE 
DB OFFH 
DSB 7 
DD TEMP 


MOV AX, TAB. CNT 
LES BX, LTAB. ADDR 
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ビッ ト フ ィ ー ル ド の 定義 


ビッ ト フ ィ ー ル ド の 定義 は , フィ ー ル ド 名 お よび ビッ ト 幅 を 指定 し て レコ ー ド の 枠組 を 定義 する も の 
で す . この 定義 は , フィ ー ル ド の 配置 を 定義 する も の で あり , 領域 を 確保 する も の で は あり ませ ん . 


形式 レコ ー ド タグ 名 BITS 人 [フィ ー ル ド 名 1]: ビ ッ ト 幅 1 [, [フィ ー ル ド 名 2]: ビ ッ ト 幅 2,,,]) 


注目 各 フ ィ ー ル ド 記 述 は , コン マ で 区 切ら ず に 複数 行 に 分 け て 記述 し て も 構い ませ ん . 


レコ ー ド タグ 名 は , ビッ ト フ ィ ー ル ド を 含む お バイ ト ま た は ワー ド デ ー タ に 付け た 名 前 で す . 

フィ ー ル ド 名 は , ビッ ト フ ィ ー ル ド に 付け た 名 前 に な り ま す . 

ビッ ト 幅 は , ビッ ト フ ィ ー ル ド が 何 ビ ッ ト で 構成 され て いる か を 示す も の で , 10 進 定数 で 指定 し ます . 
た だ し , ビッ ト 幅 の 総和 が 32 ビッ ト を 超え て は いけ ませ ん . 

各 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド は , 記述 順に 左 か ら 右 (LSB: 最 下位 ビッ ト 方 向 ) に 連続 し て 配置 され ます . 

ビッ ト 幅 の 総和 が レコ ー ド の 大 き さ に 満た な いと き , 各 フ ィ ー ル ド 全 体 が 右 詰 め と な り ま す . 

レコ ー ド の 大 き さ は , ビッ ト 幅 の 総和 が ” ミ 8 の と き は 1 バイ ト ", "8< 総 和 ミ 16 の と き は 2 バイ ト ”, 
?>16 の と き は 4 バイト” と な り ま す . 


W は 回 


maeefestBzsSaoD9.| | | | | | |] 


CTRI2 EITSAMIOD 4 POR : ヨ . MTY4) 


4 3 ロ n 
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ビッ ト フ ィ ー ル ド の 割り 付け 


既に 定義 され て いる ビッ ト フ ィ ー ル ド を , 実際 に レコ ー ド 領域 と し て 割り 付け た り , 構造 体 の メン バ 
ー と し て 使用 する に は , ALLOC 命令 を 使用 し ます . 


形式 [レコ ー ド 領域 名 ]ALLOC レコ ー ド タグ 名 [人 {初期 値 , ,, ,}] 


レコ ー ド 領域 名 は , この レコ ー ド 領域 に 付け た 名 前 で あり , 対応 する アド レス は その 先頭 を 指し ます . 
レコ ー ド タグ 名 は , 参照 する レコ ー ド に 付け た タグ 名 で す . 

初期 値 は 。 レコ ー ド を 実 領域 と し て 割り 付け る と き , 各 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド に 割り 当て る 初期 値 で あり , 
ビッ ト フ ィ ー ル ド の 定義 で 指定 し た 順に 指定 し ます . 

構造 体 の メン バー 記述 と し て ALL0OC 命令 を 使用 する 場合 , 初期 値 を 指定 する 必要 は あり ませ ん . 

初期 値 並 び の 一 部 を 省略 し た 場合 は , ゼロ を 指定 し た も の と みな され ます . 

また , ビッ ト フ ィ ー ル ド の 総 ビ ッ ト 数 が , レコ ー ド の 大 き さ に 満た な いと き , 残り の 部 分 は ゼロ で 満 
< され ます . な お , ビッ ト フ ィ ー ル ド の 割り 付け で は , 構造 体 の 割り 付け と 異な り , 領域 食 り 付け 時 

の 偶数 バイ ト 境 界 調整 は 行い ませ ん . 


CTRL BITS { 
FLDA : 
FLDB : 
FLDC : 
FLDD : 


の 1 CO ト う 


] 
CTAREA ALLOC CTRL 2,,3,24] 


(CTAREA の 状態 


【 バ イト 位置 】 
14 12 ョ 5 四 


FLDD(24) 
FLDQ3) 
FLDEO 
FLD 占 
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ビッ ト フ ィ ー ル ド の 参照 形式 


レコ ー ド 内 の 各 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド を 参照 する に は , 構造 体 メ ン バ ー の 参照 と 同様 に メン バー 参照 演算 
子 (.) を 使用 し て , 以下 の 形式 で 指定 し ます . 


形式 [namel.」name2 


namel に は レコ ー ド タグ 名 また は レコ ー ド 領域 名 を 指定 し ます . た だ し , name2 が 一 意 の と き は name1l. 


は 省略 し て も 構い ませ ん . 
name2 に は namel で 指定 し た レコ ー ド 内 の ビッ ト フ ィ ー ル ド 名 を 指定 し ます . 
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ビッ ト フ ィ ー ル ド ( ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 適用 範囲 ) 


ビッ ト フ ィ ー ル ド お よび これ を 含む お レコー ド は , 以下 の 箇所 で 参照 する こと が で きま す . 


ググ ウッ ト LSB まで の ビッ ト 数 を 求め る 
MASK 演算 子 の オペ ラン ド AND マス ク を 求め る 
WIDTH 演算 子 の オペ ラン ド ビッ ト 幅 を 求め る 


構造 体 の メン バ 
レコ ー ド 型 定数 
EXTNAL/LABEL 命令 の 型 


また , これ 以外 に LENGTH/TYPE/SIZE の オペ ラン ド と し て レコ ー ド 領域 名 を 指定 する こと が で きま す 
が , レコ ー ド タグ 名 を 指定 する こと は で きま せん . 
以下 , それ ぞ れ の 参照 方 法 に つい て 記述 し ます . 


シフ トカ ウン ト 

シフ トカ ウン ト と は , ある ビッ ト フ ィ ー ル ド の 【LSB か ら レ コー ド の LLSB まで の ビッ ト 数 で あり , ビッ 
ト フ ィ ー ル ド 名 を 書く こと に よっ て 指定 し ます . 

た だ し , "レコ ー ド 領域 名 . ビッ ト フ ィ ー ル ド 名 "の 形式 で 記述 し た 場合 は , シフ トカ ウン ト で は な く , 
ビッ ト フ ィ ー ル ド の アド レス を 示し ます . 


CTRL BITS 人 FLDA:3, FLDB:4, FLDC:5] 
MOV CL,FLDA ,(CL=9 
MOV CL,FLDB ,(CL=5 
MOV CL,FLDC ,(CL =0 
MASK 演算 子 


IASK 演算 子 は , レコ ー ド 内 の ビッ ト フ ィ ー ル ド を AND マス ク に より 抽出 する と き に 使用 し , 次 の 形式 
で 指定 し ます . 


形式 MASK ビッ ト フ ィ ー ル ド 名 


MASK 演算 子 を 使用 する こと に より , マス ク パ ター ン と し て バイ ト ま た は ワー ド の ビッ ト 列 が 求め られ 


ます . 
ビッ ト 列 は , 指定 し た フィ ー ル ド に 対応 する ビッ ト が 1, それ 以外 の ビッ ト は 0( ゼ ロ ) と な り ま す . 


CTRL1 BITS 人 FLDA:1, FLDB:3] 
CTRL2 BITS IFLDC:4, FLDD:12] 
CT1 ALLOC CTRL1 時 
CT2 ALLOC CTRL2 人 1 
TEST CT1.MASK FLDA : マス ク パ ター ン = 00001000B 
MOV DX CT2 
AND DX, MASK FLDC : マス ク パ ター ン = 1111000000000000B 
MOV CL,FLDC ,OCL = 12 
SHR DX GL 
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WIDTH 演算 子 
WIDTH 演算 子 は , ビッ ト フ ィ ー ル ド ま た は レコ ー ド の ビッ ト 数 を 求め る も の で , 次 の 形式 で 指定 し ま 


形式 WIDTH < ビッ ト フ ィ ー ル ド 名 | レコー ド タ グ 名 | レコ ー ド 領域 名 > 


"WIDTH の オペ ラン ド と し て ビッ ト フ ィ ー ル ド 名 を 指定 し た 場合 は , その ビッ ト フ ィ ー ル ド の ビッ ト 数 
が , また レコ ー ド タグ 名 , 若しくは レコ ー ド 領域 名 を 指定 し た 場合 に は , その レコ ー ド の ビッ ト 数 が 
求め られ ます . 


CTRL1 BITS 人 FLDA:3, FLDB:4, FLDC:5] 

CTRL2 BITS [FLDA:2, FLDB:6] 

CT1 ALLOC CTRL1 人 

A DW WIDTH GT1.FLDA AA=3 
B DW WIDTH FLDC ,B=5 
C DW WIDTH CTRL2.FLDB 6=6 
D DW WIDTH CT1 ,:D=16 
E DW WIDTH CTRL2 : 上 =8 


構造 体 メ ン バ ー と し て 参照 
構造 体 の メン バー と し て ビッ ト フ ィ ー ル ド を 使用 する に は , ビッ ト フ ィ ー ル ド の 割り 付け と 同じ 形式 
で 指定 し ます . 


CTRL BITS IFLG1:3,FLG2:4, FLG3:5] 
CBLK_「 STRUC { 

FLCT ALLOC CIRL 

FLDNO DW 0 

FLNAM DSB 6 
] 


CBLK ALLOC CBLK_T { {2.3.24], 1 TESTNAME ] 
CBLK の 状態 
In 2 4 12 


In nh ロ 0111 1Tn 


レコ ー ド 型 定数 
レコ ー ド 型 定数 は , ビッ ト フ ィ ー ル ド の レコ ー ド 形式 を 参照 し て 定数 を 指定 する も の で 以下 の 形式 で 
記述 し ます . 


形式 レコ ー ド タグ 名 {定数 , , , , ) 


定数 は 各 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド に 割り 当て る 値 で 。 ビッ ト フ ィ ー ル ド の 定義 で 指定 し た 順に 指定 し ます . 
CTRL BITS FLG1:3, FLG2:4, FLG3:5] 


MOV AX, CTRL {2, 3, 24] , AX = 0478H 
MOV AX, CTRL 1] , AX = 0200H 
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EXTNAL/LABEL 命令 の 型 

EXTNAL 命令 また は LABEI 命令 で 定義 する 名 前 の 型 と し て , ビッ ト フ ィ ー ル ドレ コー ド を 指定 する こと 
が で きま す . 

型 と し て レコ ー ド タグ 名 を 指定 する こと に より , ALLOC 命令 で 割り 付け た レコ ー ド 領域 を 参照 する 時 
と 同様 の 参照 方 法 で ビッ ト フ ィ ー ル ド を 参照 する こと が で きま す . 


CTRL BITS FLG1:3, FLG2:4, FLG3:5] 
EXINAL XCTRL:CTRL 

LCTRL LABEL CIRL 

LCT1 DSB 1 

LCT2 DSB 1] 


MOV AX, XCTRL 

AND AX, MASK FLG2 

MOV LCTRL, AX 

MOV AX TYPE LCTRL , AX = 2 
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デー タ 型 の 定義 機能 は , アセ ン ブ ラ の 持つ 標準 の デー タ 定 


会 、 ム 、ー 、 


命令 ニー モニ ッ ク コ ー ド や デー タ 領 域 長 を 定義 する 機能 で す . 


が 任意 に 


主 会 
義 命令 


名 前 DEFTYP 型 領域 長 


注目 型 :(CHAR | INT | UINT | FLOAT | DFLOAT) 


名 前 は , 新た に 定義 
名 前 は -u コマ ンド オプ ショ ン パ ラメ ー タ の 有無 に 関わ りな く 大 文字 と 小文字 が 区 別 さ れ ま す . 型 は , 


する デー タ 型 に 付け る 名 前 で す . 


デー タ の 種別 を 示す も の で 以下 の 文字 列 を 指定 し ます . 


CHAR 文字 型 

INT 符号 付き 整数 
U_INT 符号 な し 整数 
FLOAT 単 精度 実数 
DFLOAT 倍 精度 実数 


領域 長 は , この デー タ が 占め る 領域 の 大 き さ を 指定 する も の で 数 値 定数 で 指定 し ます . 


領域 長 の 単位 は , ロケ ーション (アド レス ) で , 通常 1 バイ ト で す . 


た だ し , -w コマ ンド オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され て いる 場合 は これ に 従い ます . 


(DS/DB/DW/FLOAT な ど ) の 他 に 利用 者 


以後 , DEFTYP 命令 で 指定 し た 名 前 を ニー モニ ッ ク コ ー ド と し て オペ ラン ド 部 に 項目 数 を 指定 する こと 
に より , デー タ 領 域 を 定義 する こと が で きま す . 


この 領域 の TYPE 値 は , DEFTYP で 指定 し た 領域 長 , また , LENGTH 値 は 項目 数 と な り ま す . 


CHAR 
NWORD 
REAL 
ID 


COUNT 


RATE 


DEFTYP CHAR 2 
DEFTYP UINT 4 
DEFTYP DFLOAT 8 


CHAR 


NWORD 


REAL 


0 


100 


2 


, TYPE ID 

, LENGTH ID 

, TYPE COUNT 

, LENGTH COUNT 
, TYPE RAIE 

, LENGTH RAIE 


UMU NUM) 


ho っ oo 一 選 一 ト O 
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共用 体 の 定義 


共用 体 の 定義 は , 共用 体 を 構成 する フィ ー ル ド を 定義 むす る も の で , 領域 を 確保 する も の で は あり ませ 


形式 共用 体 タ グ 名 UNION{ 


フィ ー ル ド の 定義 


| 


共用 体 の 文法 上 の 諸 規則 は , 構造 体 と 同じ で す . 

構造 体 と 異な る 点 は , 構造 体 メ ン バ が アド レス 上 昇 方 向 に 連続 的 に 配置 され , それ ぞ れ が 固有 の 領域 
を 持つ の に 対し て , 共用 体 で は , 全て の メン バ が 1 つの 領域 を 共有 し , 各 メ ン バ の オフ セッ ト 値 が 0( ゼ 
ロ ) で ある と いう 点 で す . し た が っ て , 構成 メン バ の 最も 大 きい も の が 共用 体 の サイ ズ と な り ま す . 


ITEM1 STRUC { 
FIG DSW 1 バイ ト 位置 
UNAMEDSB 8 2 
ADDR DSD 1 n 2 4 10 12 14 
FLd 
ITEM2 STRUC { 
FE DSW 1 Irelsrre| wmr | | 
SELG DSW 1 
VARI DSB 8 
} 
UNI UNION { 
M ALLOC ITEMI 
M2 ALLOC ITBM2 
} 
共用 体 の 割り 付け 


既に 定義 され て いる 共用 体 を 実際 の デー タ 領 域 と し て 割り 付け た り , 構造 体 や 共用 体 メ ン バ と し て 使 
用 する に は , 構造 体 の 割り 付け と 同様 に ALLOC 命令 を 使用 し ます . た だ し , 割り 付け 時 に 初期 値 を 指 
定 す る こと は で きま せん . 
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エイ リア ス 置 換 


エイ リア ス 置 換 機能 は , アセ ン ブ ラ の 持つ 諸 要 素 に 別名 を 付け る こと に より , プロ グラ ム を 見 や すく 
し た り , コー ディ ング を 容易 に し た りす る 機能 で す . 


形式 名 前 ALIAS 文字 列 


名 前 は 文字 列 に 別名 と し て 付け た 名 前 で あり , ソー ス フ ァ イル 中 で この 名 前 を 記述 する と , その 名 前 
は "ALIAS" の オペ ラン ド で 指定 し た 文字 列 に 置き 換え られ ます . た だ し , 名 前 が 既に 定義 済み の ALIAS 
名 の 場合 は , その 名 前 は 置換 され ず 旧 ALIAS の 再 定義 と な り ま す . 

文字 列 は , アセ ン ブ ラ の 要素 と な り 得 る も の で あれ ば どの よう な も の で あっ て も 構い ませ ん が , 文字 
列 の 後ろ に 記述 し た 注釈 は 置換 文字 列 か ら 取 り 除 か れ ま す . 

また , 文字 列 は 1 行 以内 で 指定 し な けれ ば な り ま せん . 

エイ リア ス 置 換 処理 は , マク ロ 展 開 後 の テ キス ト に 対し て 施さ れ ま す . 

アセ ン ブ ラ の 要素 ( 語 ) と し て エイ リア ス 名 を 検出 する と , それ を 対応 し た 文字 列 に 置き 換え , 最終 的 
な アセ ン ブ ラ ソー ステ キス ト を 生成 し ます . た だ し , 注釈 や 文字 定数 の 中 に エイ リア ス 名 を 指定 し て 
も 置換 され る こと は あり ませ ん . 


ジー ス フ ァ イル ツジ ラッツ ー ス デキ スト 
T_SIZE ALIAS 100 ※ ALIAS TEST (T_SIZE/S_KEY/SEARCH) * 
S_KEY ALIAS ES:[BX, SI] TABLE DSB 100 
SEARCH ALIAS REPNZ SCASB DB SEARCH 
※ ALIAS TEST (T_SIZE/S_KEY/SEARCH) * 
TABLE DSB T_SIZE MOV AL, ES:[BX, SI] 
DB SEARCH' MOV DI, OFFSET TABLE 
MOV DX, SEG TABLE 
MOV AL.S_ KEY MOV ES:DX 
MOV DI,OFFSET TABLE MOV CX 100 
MOV DX SEG TABLE CLD 
MOV ES, DX REPNZ SCASB 
MOV OXT_SIZE 
CLD 
SEARCH 
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注意 事項 


強化 機能 使用 に あたり , 次 の 注意 事項 が あり ます . 


注意 事項 1 
以下 の アセ ン ブ ラ 識別 子 を 前 方 参照 する こと は で きま せん . 


・ 構 造 体 / ビ ッ ト フ ィ ー ル ド / 共 用 体 の タグ 名 
・ 利 用 者 定義 の デー タ 型 
・ エ イリ アス 名 


注意 事項 2 引用 符 の 処理 に つい て 

引用 符 は , 原則 と し て 文字 リテラ ル の 識別 記号 と し て の 意味 を 持ち , リテラ ル の 両側 に 付け る こと に 
より , 文字 リテラ ル と し て 正しく 識別 され ます . 

し か し , ある 種 の アセ ン ブ ラ の 仕様 に お いて は , 引用 符 の 意味 付け が この 限り で は な いた め , プロ セ 
ッ サ で は 引用 符 ま た は それ 相当 の 文字 列 で 開始 する 語 の 処理 を 以下 の よう に 行い ます . 


・ 左 引用 符 か ら 右 に 向かっ て スキ ャ ン し , 右 引 用 符 (連続 し な い 単 引用 符 ) を 検出 し た と き , 1 つの 


文字 け リテラ ル と みな し ます . 


・ 右 引用 符 が な い 場 合 , 同様 に 左 引 用 符 か ら 右 に 向かっ て スキ ャ ン し , 行 未 まで の 間 に コ ンマ (, ) 


を 検出 し た と き , コン マ の 手前 まで を 1 つの リテラ ル と みな し ます . 


・ コ ンマ が 検出 で き な い 場合 , 行末 まで を 1 つの 文字 リテラ ル と みな し ます (改行 記号 "LF" は 含み 


ませ ん ). 


・ 右 引用 符 が な いと き , いずれ の 場合 も エラ ー は 表示 し ませ ん の で , 右 引 用 符 の な い 語 を コン マ で 


区 切っ て 1 行 中 に 複数 指定 する 場合 , 構文 が 曖昧 に な る た め , それ ぞ れ 複数 行 に 分 け て 記述 する 
よう に し て くだ さい 


注意 事項 3 
起動 時 オプ ショ ン で マク ロロ 展開 機 能 を ASM86 マク ロア セン ブラ に 準拠 する オプ ショ ン を 指定 し た 場合 , 
以下 の 点 に 留意 し て くだ さい . 


・ 数 値 文字 変換 


オプ ショ ン 指 定数 値 要素 を 文字 に 変換 する 際 , 16 進 定数 型 に 変換 し ます . 


・SET マク ロ 和 命令 の 再 定義 


組み 込み 命令 で ある set 命令 を 利用 者 定義 の マク ロ と し て 再 定義 で きま す . 


・EQU/SET 命令 の 式 


EQU/SET 命令 の 式 が , 構造 体 / ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の メン バ を 含む お 式 の と き , 式 の 属性 
(TYPE/LENGTH/SIZE/WIDTH/MASK) を EQU/SET 命令 に 継承 し ます . 


・ 外 部 名 属性 と し て の 構造 体 / ビ ッ ト フ ィ ー ル ド の 参照 


外部 名 の 属性 と し て , 構造 体 / ビ ッ ト フ ィ ー ル ド を 指定 する こと が で きま す . 


XMA(-V2 予約 語 の コマ ンド パラ メー タ を 参照 し て くだ さい . 
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XMAC-V2 メッ セー ジ 情 報 


エラ ー メ ッ セ ー ジ の 形式 を 以下 に 示し ます . 


注意 

n: メ ッ セ ー ジ 番号 

m: メ ッ セ ー ジ 本 文 

if: 現 在処 理 中 の ファ イル 名 (f) と 行 番号 (1)( た だ し , PASS2 で は 行 番号 の み ) 


XMAC-V2 メッ セー ジ 一 覧 
XMAC-V2 が 出力 する メッ セー ジ の 一 覧 で す . 


に 5 の を 
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【 エ ラー】 


注目 
型 の は アベ ンド 型 で , (は 続行 型 で す . 
番号 ( 型 ) メッ セー ジ 


0001~0010 (A) Can't allocate memory 
【 意 味 】 メモ リ の 獲得 に 失敗 し まし た . 


0050 (A) Can't open macro source file 
【 意 味 】 マク ロ ソ ー ス ファ イル が な いか パー ミッ ショ ン が 一 致し ませ ん . 


0051 (A) Can't open output source file 
【 意 味 】 ソー ス 出 力 フ ァイル が オー プン で きま せん . 


0052 (A) Can't open list file 
【 意 味 】 リス ト フ ァイル が オー プン で きま せん . 


0053 (A) Same output-file name specified as source file 
【 意 味 】 ソー ス フ ァ イル 名 と 同じ 出力 ファ イル 名 が 指定 され まし た . 


0054 (A) Can't write output source file 
【 意 味 】 ソー ス 出 力 フ ァイル に 書き 込み が で きま せん . 


0055 (A) Can't write list file 
【 意 味 】 リス ト フ ァイル に 書き 込み が で きま せん . 


0101 (C) Unbalanced braces 
【 意 味 】” で "が 対応 し ませ ん . 


0102 (C) "( expected 
【 意 味 】'(′。 が あり ませ ん . 


0103 (C) ”)′expected 
【 意 味 】')' が あり ませ ん . 


0104 (C) "て expected 
【 意 味 】'( が あり ませ ん . 


0105 (A) Premature end of file/macro 
【 意 味 】 マク ロス キャ ン 中 に EOF と な り ま し た . 


0106 (C) Illegal macro identifier specified 
【 意 味 】 無効 な マク ロ 識 別 子 が 指定 され まし た . 


0107 (C) Illegal string follows metacharacter 
【 意 味 】 メタ キャ ラク タ の 使い 方 に 誤り が あり ます . 


0108 (C) Call-name don't match to external file's macro name 
【 意 味 】 マク ロ 呼 び 出 し 名 と 外部 マク ロ の マク ロ 名 が 一 致し ませ ん . 
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0109 (C) File/path name too long 
【 意 味 】 ファ イル 名 / パ ス 名 が 長 す ぎ ま す . 


0110 (C) Undefined macro identifier 
【 意 味 】 マク ロ 識 別 子 が 未定 義 で す . 


0111 (C) Macro definition not found in external macro 
【 意 味 】 外 部 マク ロ 内 に マク ロ 定 義 が 見 付か り ま せん . 


0112 (C) Unfinished escape-string 
【 意 味 】 エス ケー プ 文 字 列 が 完結 し ませ ん . 


0113 (C) Macro definition header missing 
【 意 味 】define 直後 の 仮 パ ラメ ー タ 記述 に 誤り が あり ます . 


0114 (C) Macro-call pattern missing 
【 意 味 】 マク ロ 呼 び 出 し パラ メー タ の 記述 に 誤り が あり ます . 


0116 (C) Illegal position of GLOBAL/LOCAL declaration 
【 意 味 】 GLOBAL/LOCAL 命令 の 記述 場所 に 誤り が あり ます . 


0117 (C) Number of built-in macro's parameter missin9 
【 意 味 】 組み込み 命令 の 呼び 出し パラ メー タ 数 に 誤り が あり ます . 


0118 (C) GOTO/LABEL specified in source/include file 


【 意 味 】 (GOTO/LABEI 命令 が ソー ス / イ ンク ルド ファ イル で 指定 され まし た . 


0120 (A) Too many braces nestings in one IF scope (max 127) 
【 意 味 】 1 つの IF 命令 の 範囲 に お いま し て 付 の ネス ト が 深 す ぎ ま す . 


0121 (A) Too many IF nestings (max 63) 
【 意 味 】IF 命令 の ネス ト が 深 す ぎ ま す . 


0122 (C) Type unmatched between same global identifiers 
【 意 味 】 同 名 の 広域 型 識別 子 の 型 が 一 致し ませ ん . 


0123 (C) Target label name not found 
【 意 味 】GOTO 命令 の 飛び 先 が 見 付か り ま せん . 


0124 (C) This macro identifier already defined 
【 意 味 】 定義 済み の マク ロ 識 別 子 が 指定 され まし た . 


0125 (C) Character type identifier required 
【 意 味 】 文字 型 識別 子 が 必要 で す . 


0126 (C) Macro to purge not found 
【 意 味 】PURGE 命令 で 指定 し た マク ロ が 見 付か り ま せん . 


0127 (C) Source Line too long (max 255) 
【 意 味 】 入 力行 が 長 す ぎ ま す . 


0128 (A) Generated line too long(max 511) 
【 意 味 】 マク ロ 生 成 / ア セン ブラ 変換 し た 行 が 長 す ぎ ま す . 
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0129 (A) Too many macro/include nestings 
【 意 味 】 マク ロ / イ ンク ルー ド の ネス ト が 深 す ぎ ま す . 


0130 (C) Too many repeat times 
【 意 味 】 繰り返し 回 数 が 多 す ぎ ま す . 


0131 (C) Illegal expression or it's value exceeds 65535 
【 意 味 】 式 の 誤り また は 式 の 値 が 65535 を 超え まし た . 


0132 (C) Too long expression 
【 意 味 】 式 が 長 す ぎ ま す . 


0133 (C) Divided by zero 
【 意 味 】 ゼロ 除算 が 行わ れ ま し た . 


0134 (A) Too many global identifiers (max 16383) 
【 意 味 】 広 域 型 識別 子 の 数 が 多 す ぎ ま す . 


0135 (A) Too many local identifiers (max 32767) 
【 意 味 】 局 所 型 識別 子 の 数 が 多 す ぎ ま す . 


0136 (C) Can't open include-file 
【 意 味 】 イン クル ー ド ファ イル が オー プン で きま せん . 


0137 (A) Too many macros to make one assembler line 
【 意 味 】 アセ ン ブ ラ 行 1 行 を 生成 する た め の マ クロ 数 が 多 す ぎ ま す . 


0138 (C) Illegal macro label specified 
【 意 味 】 無効 な マク ロラ ベル が 指定 され まし た . 


0139 (C) This macro label already defined 
【 意 味 】 定 義 済 あみ の マク ロラ ベル が 指定 され まし た . 


0140 (C) Macro call parameter too long 
【 意 味 】 マク ロロ 命令 / 組 み 込み 命令 の 呼び 出し パラ メー タ が 長 す ぎ ま す . 


0141 (C) GLOBAL/LOCAL parameter missing 
【 意 味 】GLOBAL/LOCAL 命令 の パラ メー タ 記 述 に 誤り が あり ます . 


0142 (C) Undeclared GLOBAL variable refered 
【 意 味 】 宣言 され て いな い グ ロー バル 変数 を 参照 し まし た . 


0143 (C) GLOBAL/LOCAL not specified 
【 意 味 】 マク ロ ヘ ッ ダ 記述 で GL0BAL/LOCAL 以外 の 命令 が 指定 され まし た . 


0144 (C) "で expected by IF 
【 意 味 】 マク ロ 定 義 中 の IF 命令 直後 に '{ が 指定 され て いま せん . 


0145 (C) Macro variable's value too long 
【 意 味 】 マク ロ 変 数 に セッ ト す る 文字 列 が 長 す ぎ ま す . 


0146 (C) Text found beyond macro definition 
【 意 味 】 外 部 マク ロ の マク ロ 定 義 の 後ろ に 無効 な 記述 が あり ます . 
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0147 (C) Can't purge the macro which is being expanded 
【 意 味 】 現在 展開 中 の マク ロ を PURGE し よう と し まし た . 


0200 (A) END position missing 
【 意 味 】END 文 の 記述 位置 に 誤り が あり ます . 


0201 (C) Illegal assembler identifier specified 
【 意 味 】 無効 な アセ ン ブ ラ 識別 子 が 指定 され まし た . 


0202 (C) This assembler identifier already defined 
【 意 味 】 既 に 定義 済み の アセ ン ブ ラ 識別 子 が 指定 され まし た 


0203 (C) Illegal description at the right of ' 了 
【 意 味 】'} の 後ろ に 無効 な 記述 が あり ます . 


0204 (C) Name not specified 
【 意 味 】 名 前 が 必須 な 命令 に 名 前 が 指定 され て いま せん . 


0205 (A) Illegal operand in data definition statement 
【 意 味 】 デー タ 定 義 命 令 の オペ ラン ド 記 述 に 誤り が あり ます . 


0206 (C) Illegal statement in structure definition 
【 意 味 】 構 造 体 定義 に お いて 無効 な 命令 が 指定 され まし た . 


0207 (C) Bad delimiter 
【 意 味 】 無 効 な 区 切り 記号 が 指定 され まし た . 


0208 (C) Illegal bit-field's width 
【 意 味 】 ビッ ト 幅 指定 に 誤り が あり ます . 


0209 (C) Record width greater than 32 bits 
【 意 味 】 レコ ー ド の 大 き さ が 32 ビッ ト を 超え まし た . 


0210 (C) Too many initial values 
【 意 味 】 初 期 値 の 数 が 多 す ぎ ま す . 


0211 (C) Initial value of bit-field exceeds field width 
【 意 味 】 ビッ ト フ ィ ー ル ド の 初期 値 が フィ ー ル ド 幅 を 超え まし た . 


0212 (C) STRUC/BITS name required to refer this member 
【 意 味 】 多 重定 義 メ 々 メンバー の 参照 が 一 意 で あり ませ ん . 


0213 (C) Operand of '.′ is not member 
【 意 味 】 メン バー 参照 演算 子 の オペ ラン ド が メン バー で あり ませ ん . 


0214 (C) Illegal usage of 「." 
【 意 味 】 メン バー 参照 演算 子 の 使用 方 法 に 誤り が あり ます . 


0215 (C) Member of another STRUC/BITS refered 
【 意 味 】 他 の 構造 体 の メン バー を 参照 し まし た . 


0216 (C) Bit field specified as TYPE/LENGTH/ SIZE operand 
【 意 味 】TYPE/LENGTH/SIZE の オペ ラン ド に ビッ ト フ ィ ー ル ド が 指定 され まし た . 


0217 (C) Operand of MASK is not bit-field 
【 意 味 】 MASK の オペ ラン ド が ビッ ト フ ィ ー ル ド で あり ませ ん . 


0218 (C) Illegal operand of WIDTH 
【 意 味 】 WIDTH の オペ ラン ド が レコ ー ド 名 / レ コー ド 領 域名 / ビ ッ ト フ ィ ー ル ド で あり ませ ん . 


0219 (C) Can't use struct/record tag name here 
【 意 味 】 この 位置 で 構造 体 / レ コー ド タ グ 名 を 指定 する こと は で きま せん . 


0220 (A) Too many operands in assembler line 
【 意 味 】1 行 中 の オペ ラン ド が 多 す ぎ ま す . 


0221 (C) Bad term(word) 
【 意 味 】 無効 な 項目 ( 語 ) が 指定 され まし た . 


0222 (A) Too many assembler identifiers (max 32767) 
【 意 味 】 アセ ン ブ ラ 識別 子 が 多 す ぎ ま す . 


0224 (C) Illegal ALLOC operand 
【 意 味 】ALLOC 命令 の オペ ラン ド の 文法 規則 に 誤り が あり ます . 


0225 (C) EVEN is not available in ALLOC with ASYNC 
【 意 味 】ASYNC 指定 の ある ALL0C 命令 に お いて (暗黙 の )EVEN が 指定 され まし た . 


0226 (C) String is longer than field size 
【 意 味 】 文字 リテラ ル の 長 さ が フィ ー ル ド 長 を 超え て いま す . 


0227 (A) Too many DEFTYP statements (max 128) 
【 意 味 】DEFTYP 命令 が 多 す ぎ ま す . 


0228 (C) Illegal EXTNAL operand 
【 意 味 】 EXTNAL 命令 の オペ ラン ド 記 述 に 誤り が あり ます . 


0229 (C) Illegal DEFTYP operand 
【 意 味 】DEFTYP 命令 の オペ ラン ド 記 述 に 誤り が あり ます . 


2301 (C) Circular chain of EQU/SET 
【 意 味 】 EQU/SET 命令 が 循環 定義 に な っ て いま す . 


2312 (C) Illegal TAG name in ALLOC statement 
【 意 味 】ALLOC 命令 の 第 1 オペ ラン ド に タグ 名 で な いか 自己 構造 体 名 を 指定 し まし た . 


1000 以上 (A) Macro pre-processor's bug 
【 意 味 】XMAC-V2 の バグ . 
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リン カ XLNK-V 
入出 力 フ ァイル (リン カ XLNK-V) 


リン カ (XLNK-V) を 使う に は , 以下 に 示す ファ イル が 必要 に な り ま す . 


【XLNK-V 入出 力 概要 図 】 


軍 刊 用 者 が 準備 7( 補 利 用 者 が 準備 
ha 〒 利 用 者 が 準備 


MPU 別 
定義 体 オ ブ ジ ェ ウ カト 
Mg 素 素 素 .wgo 


と 
出力 1 出力 2 ーー 


結合 オプ ジェ ウ カト ーー 
ファ イ ル に 
nnrn- wlo nnrn- iaP 
テバ ッ ガ , 


フォ ー マ ッ ト 変 換 


入力 1: オ ブ ジ ェクト ファ イル (****. xa0) 

ユー ザー が , アセ ン ブ ラ (XASS-V) を 使用 し て , アセ ン ブ ル を 行っ た オブ ジェ クト モジ ュー ル , ある い 
は リン カ を 使用 し て , 既に 結合 され た 実行 形式 オブ ジェ クト モジ ュー ル で あり , リン カ の パラ メー タ 
ファ イル (/MODL) に よっ て 個々 の モジ ュー ル ( 通 常 複数 ) を 指定 し ます . 

入力 と な る オブ ジェ クト モジ ュー ル は , アブ ソリ ュー トモ ー ド で アセ ン ブ ル さ れ た モジ ュー ル や , リ 
ロケ ー タ ブル モー 本 ンプ ブル され た モジ ュー ル , また は 一 度 結 合 さ れ た 実行 形式 オブ ジェ クト モ 
ジュ ー ル の いずれ も 可能 ] 回 の 結合 で 混在 する こと も で きま す . 

の の イル の 省略 ファ イル タイ プ は ".xao "です. 
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入力 2: リ ンク パラ メー タフ ァイル (nnnn. xls) 

ここ で 指定 する パラ メー タフ ァイル と は , リン ケー ジ 処 理 の た め の 各 モジ ュー ル 名 , セク ショ ン 分 離 
の アド レス な ど を 指定 する 制御 情報 パラ メー タ の 入っ た ファ イル で す . 

この パラ メー タ の 指定 に し た が っ て 結合 (リン ケー ジ ) 処 理 が な され ます . 

この パラ メー タフ ァイル は 省略 する こと は で きま せん . 省略 ファ イル タイ プ は ".xls”" で す . 


【 制 御 情報 パラ メー タ ト 
| CUDEENOKNNK 


ンー の 7NAME=CCCCC 

トー___ ご /MDDL MAAAA 
7HUDL=BBBBB 

7MUDL = 


| 
/MODL=ZZ22Z 


入力 3:MPU 別 定義 体 オ ブ ジ エク ト (Vxg***. xg0) 

この オブ ジェ クト ファ イル は , 汎用 クロ スシ リー ズ の 各 プ ロ セ ッ サ 別 の 情報 を 持っ た 定義 体 と 呼ぶ フ 
ァイル で , この ファ イル に よっ て 8086 用 , 68000 用 な どの 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 固有 の 処理 が 行わ れ 
ます の で , リン カ で も リン ケー ジ の 参照 ファ イル と し て 使用 し ます . 

ご 使用 の 際 は , アセ ン ブ ラ 用 と 同じ 定義 体 を 指定 し て くだ さい 、. 

この 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル の 省略 ファ イル タイ プ は ".xgo "で, ファ イル 名 すべ て を 省略 し た 場 
合 は , "XAS_DEFINE” が 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル 名 と な り ま す . 


例 


vxgmsl.xg0(mc68000) 
vxgis1.xgo(1i8086) 


入力 4: オブ ジェ クト ライ ブラ リ (mmmm. xlb) 

オブ ジェ クト ライ ブラ リ は , 共通 的 に 使用 する サブ ルー チン な ど を オブ ジェ クト レベ ル で 管理 し , リ 
ンク 時 に 必要 な モジ ュー ル だ け を 結合 する よう に 考え られ た ライ ブラ リ で , 利用 者 が 必要 に 応じ て 作 
成 , 更新 を し て お く 必 要 が あり ます . 

オブ ジェ クト ライ ブラ リ の 管理 は ライ ブラ リア ン (XLIB-V) で 行い , リン ク 時 に その ライ ブラ リ を 使用 
し ます . 

共通 に 使用 する オブ ジェ クト モジ ュー ル な ど が 無く , リン ク に 必要 な すべ て の モジ ュー ル を 用 意 し て 
リン ク す る 場合 に は , オ ブ ジ ェクト ライ ブラ リ は 特に 指定 し な く て も リン ク 作 業 は 可能 で す . 


出力 1: 結 合 オ ブ ジ ェクト ファ イル (nnnn.xlo) 

リン カ は , オプ ショ ン フ ァイル で 指定 され た オプ ジェ クト モジ ュー ル を 結合 し , 1 本 の アプ ソリ ュー 
ト な 実行 形式 オブ ジェ クト プロ グラ ム を 作成 し ます . 

ここ で 出力 され る 実行 形式 オブ ジェ クト は , 別に 用 意 さ れ て いる 汎用 シミ ュ レ ー ト デバ ッ ガ (XDEB-V), 
お よび 各種 開発 機器 用 HEX フォ ー マ ッ ト へ 変換 する た め の 出 力 変換 ユー ティ リティ (XOUT-V) の 入力 と 
まず 

この 実行 形式 オブ ジェ クト プロ グラ ム の 省略 ファ イル タイ プ は ".xlo”" で す . 


出力 2: リ ン ケ ー ジ マッ プ 情 報 フ ァイル (nnnn.map) 

結合 され た 実行 形式 オブ ジェ クト の 情報 を リス ト フ ァイル と し て 通常 ディ スク 上 へ 出力 し ます . 
リス ト フ ァイル に は , パラ メー タフ ァイル の 内 容 , リン ケー ジ モ ジ ュー ル 一 覧 , リン ケー ジマ ッ ツ プ , 
お よび グロ ー バ ル シ ン ボル と エク スタ ー ナ ル シ ン ボル の クロ スリ ファ レン ス 情 報 が 出力 され ます . 
この リス ト フ ァイル の 省略 ファ イル タイ プ は ".map "で す . 
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その 他 : リ ンク パラ メー タフ ァイル の 内 容 (nnnn.xls) 
リン ク パ ラメ ー タ ファ イル は , リン ク 作 業 を 行う の に 必要 な モジ ュー ル 名 や , 


リン クア ドレ ス な ど を 


定義 し た パラ メー タ を 集め た ファ イル で , 利用 者 が エディ タ な ど を 利用 し て , 作成 し な けれ ば な り ま 


せん . 


例 【nnnn.xls】 

/code = 先頭 アド レス 
/common = 先頭 アド レス 
/stack = 先頭 アド レス 


/name = 結合 オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 
/entry_name = 実行 開始 モジ ュー ル 名 
/module = 入力 オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 
/syslib = ライ ブラ リ 名 
/userlib = ライ ブラ リ 名 
/boundary = セク ショ ン バ ウ ンダ リ 値 


/section = セク ショ ン 名 , モジ ュー ル 名 , バウ ンダ リ 値 
/address = セク ショ ン 絶 対 ア ドレ ス , 割り 付け 方 法 


セグ メン ト 切 り 替 え MPU 用 パラ メー タ 
/grouD 
/group_begin 
/group_end 
/offset 
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XLNK-V の 起動 フォ ー マ ッ ト 


操作 


リン カ (XLNK-V) は , 以下 の コマ ンド 形式 で 起動 し ます . 


[ ] は 省略 可能 , 人 


は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


xlnkv 


-g 人 ハ 定 義 体 名 へ パラ メー タフ ァイル 名 人 [リン クオ プシ ョ ン ] 


Xlnkv 


リン カ を 起動 する 際 の 固定 コマ ンド で す . 


パラ メー タフ ァイル 名 


リン ク 作 業 に 必要 な パラ メー タ を 集め た フ 


XLNK-V リン クオ プシ ョ ン 


[ ] は 省略 可能 , 人 


ァイル で す . 


は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


-g 人 へ 定義 体 名 


定義 体 名 を 指定 し ます . 


-1 人 へ [リスト ファ イル 名 ] 


リン ク 後 の マッ プ 情 報 リ スト ファ イル を 出力 する か 否 か を 指定 
す . 


リン ク 後 に 出力 する エク スタ ー ナ ル , グロ ー バ ル の 対応 表 を 出力 す 
る と き に 指定 し ます . 


リン ク 後 の オブ ジェ クト モジ ュー ル 内 に 
否 か を 指定 し ます . 


デバ ッ グ 情報 を 出力 する か 


リン ク 後 に 出力 する リン ケー ジマ ッ プ 情報 で 」。 セク ショ ン の アド レ 
ス 順 に リン クマ ッ プ を 出力 し た い 場 合 に 指定 し ます . 


-0[ 出 力 グ ロー バル シン ボル 


情報 ファ イル 名 ] 


出力 グロ ー バ ル シ ン ボル 情報 ファ の お で 朋 師 の まお 


- 入 | リ ンク 済 セ クシ ョ ン 情 


報 イ ンタ ー フ ェ イ ス フ ァ イ 


リン ク 済 セク ショ ン 情 報 イ ンタ ー フ ェ イ ス フ ァ イル の 出力 を 制御 し 
ます . 


ル 名 ] 

= ヘル プ 情 報 を 制御 し ます . 

還 り リン ク パ ラメ ー タ 内 の セク ショ ン 名 検索 順位 を 変更 し ます . 

=n 初期 セク ショ ン 機 能 を 無効 に し ます . 

ー-6 EXTNAL で 宣言 し た シン ボル は , 同じ 名 前 の セク ショ ン と リン ク 可 能 
に な り ま す . 

-LWn リロ ケー タブ ル / エ クス ター ナル オー バー フロ ー エ ラー メッ セー ジ 


の 出力 を 制御 し ます . 


リン カ の バー ジョ ン を 表示 し ます . 
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-9 オプ ショ ン 


形式 -g 作 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル 名 指定 


リン カ (XLNK-V) で 使用 する 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 固有 の 定義 体 オ ブ ジ ェクト を 指定 し ます . 

この 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル 名 が 省略 され る と ”XAS_DEFINE” を 論理 名 と し て 定義 体 オ ブ ジ ェクト 
を 入力 し ます . し た が っ て , 使用 者 (ユー ザ ) は , 環境 変数 と し て 定義 体 オ ブ ジ ェクト ファ イル 名 を 与 
えて お く 必 要 が あり ます . ファ イル 指定 に ファ イル タイ プ を 指定 し な いと リン カ は , 省略 値 と し て 
?.xgO の ファ イル タイ プ を 使用 し ます . 


-g VXgiel.xXgo ・・・・ 18080/8085 用 


-g  VXgZel. xgo ・・・・ 2Z280 用 


-| オプ ショ ン 


形式 -1 人 出力 ファ イル 名 指定 


出 カ リス ト ( マ ッ プ , シン ボル リス ト な ど ) を 作成 する か どう か を 制御 し , オプ ショ ン と し て , リス テ 
ィング ファ イル 作成 の た め の 出 力 フ ァイル 指定 を 行い ます . 

”-]" の ファ イル 指定 が 省略 され た 場合 は , リン カ は パラ メー タフ ァイル と 同じ ファ イル 名 で ファ イル 
タイ プ が ".map' の ファ イル を 作成 し ます . 

”-1" の ファ イル 指定 で , ファ イル タイ プ が 省略 され て いた ら , リン カ は 省略 ファ イル タイ プ ".map” を 
使用 し ます . 


-| abcde …… "abcde.map” を 作成 
-| …… パラ メー タフ ァイル 名 “.map” を 作成 


-| abcde. aaa ……。 この まま 作成 


-m オプ ショ ン 


形式 -W 


グロ ー バ ル シ ン ボル と エク スタ ー ナ ル シ ン ボル の クロ スリ ファ レン ス 情 報 を リス ト フ ァイル と し て 出 
力 す る か どう か を 制御 し ます . た だ し , すべ て の 入力 オブ ジェ クト プロ グラ ム 内 に グロ ー バ ル シ ン ボ 
ル が 含ま れ て いな い 場 合 , または"-1" の 指定 が され な か っ た と き に は , -m オプ ショ ン 指 定 は 意味 を 持 
ち ま せ ん . 
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-d オプ ショ ン 


形式 -d 


結合 され た 実行 形式 オブ ジェ クト に 加え , シミ ュ レ ー ト デバ ッ ガ や 各種 開発 機器 ※1 の た め の デ バッ 
グ 情 報 を 出力 する か どう か を 制御 し ます . た だ し , アセ ン ブ ル 時 に "-da" ま た は "-dn" の 指定 を 行わ ず 
アセ ン ブ ル し た モジ ュー ル に つい て は , デバ ッ グ 情報 は 出力 され ませ ん . 


注目 ※!: シ ステ ム ア ナ ライ ザー や , PROM ライ タ な ど 


-S オプ ショ ン 


形式 -S 


リス ト フ ァイル 中 の リン ケー ジマ ッ プ の 出力 を , セク ショ ン の アド レス 昇順 に 出力 する と き 指 定 し ま 
す . た だ し , “"-1” の 指定 が され な か っ た と き に は 無効 で す . 


-h オプ ショ ン 


形式 -h 


リン カ (XLNK-V) の バー ジョ ン レ ベル , コマ ンド 形式 お よび コマ ンド オプ ショ ン を 表示 し ます . 
また , "-h" が 指定 され た と き は , 他 の オプ ショ ン は 無視 され , ヘル プ 情 報 を 表示 する だ け で す . 


-0 オプ ショ ン 


形式 -0 ハ [グロー バル シン ボル 情報 ファ イル 名 指定 ] 


リン カ (XLNK-V) は , グロ ー バ ル シ ン ボル を 他 の モジ ュー ル で 使用 で きる よう リン ケー ジ さ れ た モジ ュ 

ー ル の グロ ー バ ル シ ン ボル の グロ ー バ ル シ ン ボル 名 , 定数 値 , 外部 シン ボル な どの 情報 を グロ ー バ ル 

シン ボル 情報 ファ イル (以下 "GST" と 呼ぶ ) に 出力 し ます . この 情報 ファ イル の 省略 ファ イル タイ プ は 

Me 

RU イル 名 が 省略 され て いる 場合 , パラ メー タフ ァイル と 同じ ファ イル 名 で 
ァイル タイ プ が ".gst" の ファ イル を 出力 し ます . 

に お リッ 0 リフ イル 名 の ファ イル タイ プ が 省略 され て いる 場合 , リン カ は ".gst” を 付加 

し て 出力 し ます 、 

な お , コマ ンド オプ ショ ン 指 定 が な い 場 合 , グロ ー バ ル シ ン ボル 情報 ファ イル の 出力 は 行い ませ ん . 
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-i オプ ショ ン 


形式 -i 入 [リン ク 済 み セ クシ ョ ン 情 報 ハ イン ター フェ イス ファ イル 名 指定 ] 


リン ク 済 み セ クシ ョ ン 情 報 イ ンタ ー の W30206 イル は , XASS-V シリ ー ズ の 1803860MF コン バー タ ※1 
を 使用 し て , シン ボリ ッ ク デ バッ グ を 行う 場合 に 必要 と な る 情報 ファ イル で あり , ユニ ッ ト , セク シ 
ョ ン の 各 情 報 が 記述 され て いる も の で す . 


注目 ※1: 汎 用 クロ ス ア セン ブラ (XASS-V) の オブ ジェ クト 形式 を i80386 用 に コン バー ト す る ツー ル で 
す . 


リン カ (XLNK-V) は , XASS-V シリ ー ズ の 1i803860MF コン バー タ 用 に 情報 ファ イル を 出力 し ます . この 情 

報 フ ァイル の 省略 タイ プ は , ”".1386" で す . 

の イル 名 が 省略 され て いる 場合 , パラ メー タフ ァイル と 同じ 名 前 で ファ イル タイ プ が ".1386" の 
ァイル を 出力 し ます . 

2 の 者 電 ウジ ま の ウ 252 の が 人 較 S2FGN る 電 SU225 は 2813957EIEEIE の 0 

な お , -i オプ ショ ン 指 定 が され て いて も デバ ッ グ 情報 が 存在 し な い オ ブ ジ ェクト の 場合 は , 情報 ファ 

イル の 出力 は 行い ませ ん . 


注意 この オプ ショ ン は 1i80386/486 を ご 利用 の 時 有効 で す . 
他 の MPU で は 使用 で きま せん . 


179 


セク ショ ン 単 位 の リン ケー ジ を 行なう と き 有 効 で す . 

「/section パラ メー タ 」 に よる セク ショ ン の 取り 扱い 優先 順位 が 変わ り ま す . 

-p オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , セク ショ ン の 割り 付け マッ プ に 影響 を 及ぼ し ます の で , 使用 の 際 は 十分 
な 注意 が 必要 で す . 


-p オプ ショ ン に よる 割り 付け 効果 例 


-p オプション な し 


1000H 


jaddnsss =1000 
sectium=C ビ ポーーーー テ : 
1 


この の パラメータ の 
生 果 は あり ませ 記 


-Dp オプ ショ ン 付 き 


1000H 
/address =1000 
jectinmn = ビ ポ ーーーー タ 
jsgctiqn =C_FROGH-、、: 


指定 の 通り 
割り 付け られ ます 


?-p オプ ショ ン な し "で は , パラ メー タ は 順番 に 処理 され ます の で 「/section=C_PROG1」 は , 事実 上 意 
味 の な いも の と な り ま す . 

?-p オプ ショ ン 付 き ” で は , 明確 な セク ショ ン 定 義 が 優先 され ます の で 「/section=C_PROG1」 は 有効 と 
な り , 意図 し た 通り に 割り 付け る こと が で きま す . 
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-n オプ ショ ン 


形式 -n 


初期 セク ショ ン 機 能 を 抑止 し ます . ( 言語 プロ グラ ム の 単体 テス ト ( ス ター ト ア ッ プ プロ グラ ム を 使用 
し な い ) を 行なう と き や , ROM 化 を 一 時 的 に 行なわ な い オ ブ ジ ェクト 構成 に する と き 便 利 で す . 


例 
/address = 1000 
/section = D* (data = DATA) 


/section = B* 

/address = 2000 

/section = (* 

/init_section = INIT ( DATA 


-n オプ ショ ン 付 き で リン ケー ジ す る と リン ク パ ラメ ー タ の 青い 部 分 が コメ ント 扱い (初期 セク ショ ン 
機能 の 抑止 ) と な り ま す . 


-e オプ ショ ン 


形式 -e 


この オプ ショ ン を 指定 する と EXNAL で 宣言 し た シン ボル は , 同じ 名 前 の セク ショ ン (GLOBAL 宣言 不要 ) 
と リン ク す る こと が 可能 と な り ま す . 


例 ) -@e オプ ショ ン を 指定 し て , ファ イル A, ファ イル B を リン ク し た 場合 


【 フ ァイル A】 

EXTNAL ABC 一 一 + 
| | 
| | 

| 
| リン ク さ れる 
【 フ ァイル B】 | 
| 
ABC SECT CODE <- 一 + 
| 
| 
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-LMW1-3 オプ ショ ン 


形式 -LW1 
-LW2 
-LW3 


下記 警告 エラ ー に 関し て , エラ ー の 原因 を 3 レベ ル に 分 類 し 表示 を する か 否 か を 制御 する こと が で き 
ます . 


%XLNKV-W: Found overflow the relocation value, at location "nnnnnn . 
%XLNKV-W: Found overflow the external value, at location "nnnnnn . 


※ エ ラー の 概要 
リン カ で 割り 付け た , ジャ ンプ 先 ア ドレ ス や デー タ 参 照 ア ドレ ス が 有効 範囲 外 で ある と き 発 生 し ます . 


【 オ プシ ョ ン の 仕様 】 


-LW1: レベ ル 1 の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます . 
-LW2: レベ ル 1, 2 の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます . 
-LW3: 全て の レベ ル (1, 2, 3) の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます . 


省略 し た 場合 は , -LW3 の 扱い に な り ま す . 


な お , この オプ ショ ン は 全て の MPU(DSP) で サポ ー ト され て いる わけ で は あり ませ ん . 

サポ ー ト の 有 / 無 , また は , どの よう な エラ ー 原 因 で 分 類 さ れ て いる か の 詳細 に つい て は 「MPU 固有 仕 
様 」 に 記載 され て いま す の で , そちら を ご 覧 くだ さい . 「MPU 固有 仕様 」 に 記載 され て いな い 場 合 , 本 
オプ ショ ン は サポ ー ト され て いま せん . 


-v オプ ショ ン 


形式 -V 


リン カ の バー ジョ ン を 表示 し ます . 
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オプ ショ ン パ ラメ ー タ ファ イル 指定 


コマ ンド に 付加 する オプ ショ ン は オプ ショ ン パ ラメ ー タ ファ イル 指定 が 先頭 に な けれ ば な り ま せん . 
他 の オプ ショ ン は 順不同 で 構い ませ ん . 


形式 xlnkv ハ [パラ メー タフ ァイル 指定 ] 人 へ -d 人 -s 


パラ メー タフ ァイル に は , リン カ の 入力 と な る オブ ジェ クト モジ ュー ル 情 報 な ど を 記述 し ます . 
省略 し た 場合 , "file "の プロ ンプ ト が 出力 され 入力 を 要求 し ます . 


$xlnkv abc …・… 省略 ファ イル タイ プ ". xls” を 付加 し て "abc. xls“ 
$xlnkv abc.xls ・・…‥:・ この まま で 入力 
$xlnkv …… 。 プロ ンプ ト 出 力 


file_ abc.xls 
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XLNK-V パラ メー タフ ァイル 


パラ メー タフ ァイル は , リン カ の 入力 と な る オブ ジェ クト モジ ュー ル や , 割り 付け アド レス 等 の 制御 
情報 パラ メー タ を まとめ た ファ イル で あり , 必ず 指定 し な けれ ば な り ま せん . パラ メー タフ ァイル の 
ファ イル タイ プ が 省略 され た 場合 , ".xls" が ファ イル タイ プ と な り ま す . 


[パラ メー タフ ァイル 】 
| /CODE 


4 | 7COMMON 
ーーー ーー ySTACIK 
パラ メー タ 
ファ イル 


| /mmDULE 


パラ メー タ の 記述 形式 


パラ メー タフ ァイル に 記述 する 制御 情報 パラ メー タ は , 以下 の よう な 形式 で 記述 し ます . 


形式 


/ パ ラメ ー タ [ミオ ペラ ンド ] コメント] 


パラ メー タ 記 述 上 の 規則 で す . 
・] 行 に 複数 パラ メー タ の 記述 は で きま せん . 
・ カ ラム 位置 な どの フォ ー マ ッ ト 規 定 は あり ませ ん . 
・ セ ミコ ロン ”: "以後 は コメ ント と みな され , 無視 され ます . 


/COMM = 1000 COMMON 
/CODE = 2000 , CODE 

/ STAK = 3000 , STACK 
/ MODL = A 

/MODL = B 

/MODL = 
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パラ メー タ の 内 


容 


パラ メー タフ ァイル に 記述 する 制御 情報 パラ メー タ で す . 


【 制 御 情報 パラ メー タ 一 覧 】 


パラ メー タ 省略 形 意味 

/CODE ー セク ショ ン ア ドレ ス 指 定 

/COMMON /COMM 

/STACK /STAK 

/NAME ー 結合 オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 指定 
/ENTRY NAME /ENTN 入口 点 オ ブ ジ ェクト モジ ュー ル 名 指定 
/MODULE /MODL 入力 オブ ジェ クト モジ ュー ル 指 定 
/SYSLIB /SLIB シス テム ライ ブラ リ 指 定 

/USERLIB /ULIB ユー ザラ イブ ラリ 指定 

/BOUNDARY /BOND バウ ンダ リ 指 定 

/STAB ー スタ ブ 名 指定 

/BANK ー バン ク 番 号 指定 

/GST ー 入力 グロ ー バ ル シ ン ボル 情報 ファ イル 名 指定 
/SECTION /SECT セク ショ ン 単 位 結 合 指定 

/ADDRESS /ADDR セク ショ ン 単 位 ア ドレ ス 指 定 
/INIT SECTION /INIT 初期 セク ショ ン 作 成 指定 

/MEMORY ー メモ リ 名 指定 

/SYMBOL /SYM シン ボル 定義 

セグ メン ト 制 御方 式 MPU(i8086,V20, ・・・・) 専 用 パラ メー タ 

パラ メー タ 省略 形 意味 

/GROUP ー グル ー プ 開始 指定 

/GROUP_BEGIN /GRPB 

/GROUP END /GRPE グル ー プ 終了 指定 

/OFFSET /OFST オフ セッ ト ア ドレ ス 指 定 
i80386/486 専 肝 パラ メー タ 

パラ メー タ 省略 形 意味 

/INDEX ー イン デック ス 指 定 

/ALIAS ー エイ リア ス 機 能 指定 
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セク ショ ン ア ドレ ス 指 定 
セク ショ ン ア ドレ ス 指 定 パ ラメ ー タ に は , "/CODE”, ”/COMMON(/COMM)”,”/STACK(/STAK)" が あり , それ 
ぞ れ コー ド セ ク ショ ン , コモ ン セ クシ ョ ン , スタ ッ ク セ クシ ョ ン に 対応 し て いま す . 


形式 
[/CODE=[[ コ ー ド セク ショ ン 先 頭 絶対 アド レス ]- リ ミッ ト ア ドレ ス ][, 割り 付け 方 ]] 


形式 
[/COMMON=[[ コ モン セク ショ ン 先 頭 絶対 アド レス ]- リ ミッ ト ア ドレ ス ][, 割り 付け 方 ]] 
(省略 形 /COMM) 


形式 
[/STACK=[[ ス タッ クセ クシ ョ ン 先 頭 絶 対 ア ドレ ス ]- リ ミッ ト ア ドレ ス ][, 割り 付け 方 ]] 
(省略 形 /STAK) 


これ ら の 指定 は オブ ジェ クト モジ ュー ル が リロ ケー タブ ル の 場合 の み 有効 と な り ま す . 


セク ショ ン 先 頭 絶対 アド レス 
各 セ クシ ョ ン の 属性 ご と に 集め た グル ー プ に 割り 付け られ る 絶対 アド レス を 16 進数 8 桁 以内 で 指定 
し ます . 


/CODE = 00010000 ・‥・:・ コー ド セ ク ショ ン を 10000H 番地 に 割り 付け る 
/COMMON = 020A …"・ コモ ン セ クシ ョ ン を 20AH 番地 に 割り 付け る 
/STACK = FF00 ……・ スタック セク ショ ン を 「FOOH 番地 に 割り 付け る 


アド レス の 決め 方 は , MPU に よっ て は 特殊 な 方 法 が 必要 で す . 
18086 な どの セグ メン ト 制 御 を セク ショ ン に 当て は め る と , 


セグ メン ト = セ クシ ョ ン 

に な る た め セ クシ ョ ン の アド レス は 16 バイ トバ ウン ダリ が 必要 と な り , 
/CODE = 0025 

な どの 指定 は , 
/CODE = 0030 


に し な けれ ば な り ま せん . 
一 般 的 に セク ショ ン の アド レス は , 


コー ド セ ク ショ ン (/CODE) = ROM 
コモ ン セ クシ ョ ン (/COMMON) = RAM 


な どの よう に アド レス を 分 離す る た め に 用 いら れ ま す の で , 各 セ クシ ョ ン の オー バー ラッ プ に は 注意 
に 和 Ccd 
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割り 付け 方 (N/S) 
リロ ケー タブ ル な セク ショ ン に 対す る アド レス の 割り 付け 方 を 指定 し ます . 


5 セク ショ ン の 出現 順番 に アド レス を 割り 付け る と き 指 定 し ます . 


N リロ ケー タブ ル な セク ショ ン の み 出 現 順 番 に アド レス を 割り 付け る と き 指 定 し ます . 
(アプ ソリ ュー ト な セク ショ ン は 影響 し ませ ん . ) 


【 割 り 付け 方 (QN/S) 例 1】 


リン ク パ ラメ ー タ 
/CODE = 1000,S 


/MODL = A 
/CODE = 3000 
/MODL =B 
モジ ュー ルム A 


ュ ト | SIZE=100 
ュ ト | SIgE=10m 


エド | 癌 SIEE=100 


BS HURG=z00 
エド | 員 SIZE=100 
エド 員 SIZE=100 


モジ ュー ル 日 


エド BB SIEE=1m0 


エト | BZ SIZE=100 
BS  UR 和 [ 串 


ェ エド | B83 SIEE=100 
ェ エド | B4 SIEE=100 
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【 割 り 付け 方 (QN/S) 例 2】 


リン ク パ ラメ ー タ 
/CODE = 1000,N 
/MODL = A 
/CODE = 3000 
/MODL = B 
モジ ュー ル 化 


エド 本 SIZE=100 


エド | 部 SIZE=100 
BS IFREE2O0 


エト | 癌 SIZE=100 
エド 員 SIEE=100 
ュ エド 韻 SIEE=100 


モジ ュー ル 日 


エド BB SIEE=100 


エド BSIZE=100 
BS URI 


エト | B3 SIZE=100 
ェ エド | B4 SIZE=100 


パラ メー タフ ァイル 中 の すべ て の (COMM, CODE, STAK) パ ラメ ー タ に お いて , 5$ 指定 お よび N 指定 を 一 度 
も 行わ な か っ た 場合 は $ 指定 が され た も の と し て 割り 付け を 行い ます . また , 一 度 5 指定 お よび N 指 
定 す る と , 新た に 「 割 り 付け 方 」 を 変更 する まで は , 割り 付け 方 法 は 変り ませ ん . 
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リミット アド レス 
セク ショ ン を 割り 付け る メモ リ の 最終 番地 を 16 進数 8 桁 以内 で 指定 し ます . この 指定 を する と , セク 
ショ ン に 割り 付け た アド レス が リミット アド レス を 超え た 場合 , ワー ニン グ エ ラ ー を 発生 し ます . 


例 リン ク パ ラメ ー タ 
/CODE = 1000-1FFF 


/COMM = 3000-3FFF 
/MODL = A 
/MODL = B 
/MODL = C 
ョ MD 
衝 コ 王政 】 1000 


ー リ ミッ ト ア ドレ ス 
を 超え て いる 
た め エ ラー に な る 


パラ メー タ の 有効 範囲 

リミット アド レス は , 以降 に 続く 「/MODL」 文 に よっ て 割り 付け られ た セク ショ ン に 対し て 有効 と な り 
ます . 

「/CODE」 文 ,「/COMM」 文 , 「/STAK」 文 で 有効 範囲 は 終了 し ます . 


例 
コー ド セ ク ショ ン コモ ン セ クシ ョ ン 
/CODE = 1000-1FFF 


| | 

/COMM = 2000-2FFF | 有効 範囲 | 

/MODL = A | | 
/MODL = B ! | 有効 範囲 

| 

/CODE = 3000-3FFF | 有効 範囲 | 

/MODL = C ! ! 
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結合 オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 指定 


結合 され た 実行 形式 オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 を 指定 し ます . 


エ 


[/NAME= 結 合 オ ブ ジ ェクト モジ ュー ル 名 ] 


守 
貞 


結合 オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 

128 文字 以内 の "file-spec” で 指定 し ます . 

ファ イル タイ プ が 省略 され た 場合 に は , ”.xl10" が ファ イル タイ プ と な り , /NAME 指定 が 省略 され た 場 
合 に は , 先頭 の ”/MODULE” で 指定 され た 先頭 モジ ュー ル 名 と 同じ 名 前 で ファ イル タイ プ が ?".xlo” に 変更 
され , 結合 オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 と し て 出さ れ ま す . 


例 
/NAME = SATO ・・・・ SATO.XLO7 


例 
/NAME 


日 


SAI0.0BJ ・・・・ "SATO.0BJ" 
例 

[ 省 略 ] 

/MODULE = XYZ/ABC.XAO0 _。 ・・・・ ABC. 負 0 


オブ ジェ クト の 出力 は , 起動 ディ レク トリ (デフ ォ ル トディ レク トリ ) に 出力 され ます の で , 他 の ディ 
レク トリ に 出力 し た い 場 合 に は , 


/NAMEB= デ ィ レ クト リ 名 / フ ァイル 名 


の よう に 指定 し て くだ さい (Windows 版 の ディ レク トリ デリ ミッ タ は "\ "に な り ま す ). 
"/MODULE" か ら 流 用 する 場合 に は , ファ イル 名 の み 有 効 と な り ま す の で , 注意 が 必要 で す . 
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入口 点 オ ブ ジ ェクト モジ ュー ル 名 指定 


オブ ジェ クト の 実行 開始 アド レス を モジ ュー ル 名 で 指定 し ます . 


形式 
[/ENTRY_NAMP= オ ブ ジ ェクト モジ ュー ル 名 ] 
(省略 形 /ENTN) 


リン カ は ここ で 指定 され た オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 を 持つ モジ ュー ル か ら 入 口 点 を 探し 出し , プロ 
グラ ム 開 始点 アド レス を 決定 し ます . 
アセ ン ブ ラ ソー ス の END 命令 に 


END 入口 点 名 
と 指定 され た も の が 採用 され ます . 


入力 オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 

40 文字 以内 の "file-spec” で 指定 し ます が , 次 項 「 入 力 オ ブ ジ ェクト モジ ュー ル 名 指定 」 の ”/MODULE" 
で 指定 する 名 前 も し く は , 「 入 力 ラ イブ ラリ 名 」 の"/SYSLIB”,”/USERLIB" で 指定 する ライ ブラ リ 内 に 存 
在 す る オブ ジェ クト モジ ュー ル の 名 前 で な けれ ば な り ま せん . 

ファ イル タイ プ が 省略 され た と き に は ".xao” を 付加 し ます . 

/ENTN パラ メー タ が すべ て 省略 され た 場合 , また は 指定 し た モジ ュー ル が 見 付か ら な い 場 合 に は , 最 
初 に 出現 する ”/MODULE" に 指定 され た モジ ュー ル 名 が 採用 され , その モジ ュー ル 中 の 先頭 CODE セク シ 
ョ ン に 入口 点 が 割り 付け られ ます . 


入力 オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 指定 


結合 対象 と な る 入力 オブ ジェ クト モジ ュー ル を 指定 し ます . 


オプ ショ ン 
/MODL= 入 力 オ ブ ジ ェクト モジ ュー ル 名 [, バウ ンダ リ ] 


(結合 モジ ュー ル 分 を 指定 ) 


[/MODULE= 入 力 オ ブ ジ ェクト モジ ュー ル 名 ][, バウ ンダ リ ] 
(省略 形 は /MODL) 


入力 オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 

128 文字 以内 の "file-spec” で 指定 し , ファ イル タイ プ が 省略 され た と き に は , ".xao” を 付加 し ます . 
結合 処理 に は , 少な く と も 1 つの オブ ジェ クト モジ ュー ル が 必要 で あり , その 順序 は , 結合 方 式 に よ 
っ て 異な り ま す . 


バウ ンダ リ 

当 パ ラメ ー タ に よっ て 結合 され る モジ ュー ル 内 の 各 セ クシ ョ ン の 割り 付け アド レス に 対し て , バウ ン 
ダリ 調整 し ます . 

バウ ンダ リ 値 の 与え 方 に つい て は , バウ ンダ リ 指 定 を 参照 し て くだ さい . 
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入力 ライ ブラ リ 名 指定 


入力 対象 と な る ユー ザラ イブ ラリ と シス テム ライ ブラ リ を 指定 し ます . 


形式 


[/SYSLIB= ラ イブ ラリ 名 ][, STAB] 
(省略 形 /SLIB) 


形式 


[/USERLIB= ラ イブ ラリ 名 ] 
(省略 形 /ULIB) 


ライ ブラ リ は 処理 の 相違 に よっ て シス テム ライ ブラ リ と , ユー ザラ イブ ラリ に 分 類 し ます が , 内 容 は 
同じ も の で す . 


ライ ブラ リ 名 

128 文字 以内 の "file-spec" で 指定 し , ファ イル タイ プ が 省略 され た 場合 , 省略 ファ イル タイ プ ".xlb" 
が 付加 され ます . 

この ライ ブラ リ は ライ ブラ リア ン (XLIB-V) で 作成 され た も の で な けれ ば な り ま せん . 


/SYSLIB 
リン カ が シス テム ライ ブラ リ と し て 認識 し , 必要 な モジ ュー ル の み を ライ ブラ リ の 中 か ら 抽 出し , 結 
合 す る た め の 指 定 で す . 


/USERLIB 
リン カ が ユー ザラ イブ ラリ と し て 認識 し , ライ ブラ リ 内 の すべ て の モジ ュー ル を 結合 の 対象 と する た 
め の 指 定 で す . 


注意 
シス テム ライ ブラ リ の 中 の モジ ュー ル が 未 決 エ クス ター ナル を 含ん で いる と グロ ー バ ル を 見 付け る 処 
理 に 時 間 が か か る こと に な り ま す . 


STAB 

STAB と は (言語 で 作成 し た プロ グラ ム を シミ ュ レ ー ト デバ ッ グ する と き , 通常 シミ ュ レ ー ト 不可 能 な 
入出 力 関数 ("printf”,”scanf"..… ) な どの 動作 を 汎用 シミ ュ レ ー ト デバ ッ ガ (XDEB-V) で 代行 させ る 機 
能 (STAB 機能 ) の こと で あり , これ ら の 関数 の こと を STAB 関数 と 呼び ます . 

シミ ュ レ ー ト デバ ッ ガ に お いて 5TAB 機能 を 動作 させ る た め に は , 通常 ライ ブラ リ の 代り に スタ ブラ イ 
ブラ リ (STAB 関数 の 登録 され て いる ライ ブラ リ ) の 結合 され た ロー ドモ ジュ ー ル を 用 いる 必要 が あり 
当 パ ラメ ー タ の 指定 に よっ て 定義 し た シス テム ライ ブラ リ を スタ ブラ イブ ラリ と し て 結合 する こと が 
で きま か が 。 


注意 


・ ス タブ ライ ブラ リ に 新た な モジ ュー ル を 登録 し て も , これ ら の モジ ュー ル は 5TAB 関数 と し 
て 使用 で きま せん . 

・ ス タブ ライ ブラ リ は 汎用 シミ ュ レ ー ト デバ ッ ガ (XDEB-V) 購 入 時 , 各 MPU 毎 に 提供 され ます . 
・ ノ ー デ バッ グモ ー ド (-d オプ ショ ン が 未 指定 ) の 場合 , スタ ブラ イブ ラリ は 結合 され ませ ん . 
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ライ ブラ リ 使 用 例 


バラ メー タフ ァ イ 比 


madl ニョ gg 
iulhb ニ usr.lb 
shb =sys.xlb 
inarme 三 司 loh 


が が ェ 外 単体 t ュ トル 


ユー ザラ イブ ラリ 


ステ ムラ イブ ラリ 
uST.XD 


SG.X 届 


6 Ya ロ 
ー。| ay 本 拉 | 


モジ ュー ル も 


モジ ュー ルル 


モジ ュー ルル 


注目 
ユー ザラ イブ ラリ : す べ て の モジ ュー ル を 結合 


シス テム ライ ブラ リ : エ クス ター ナル / グ ロー バル を 結び つけ 必要 な モジ ュー ル の み を 結合 


193 


スタ ブラ イブ ラリ 使用 例 


パラ メー タフ ァ イ 比 


imanme 三 nad 
ma 中 ニ test 


rshb=jh1.stab 
lshb= hb ら 


スタ ブラ イブ ラリ 
tx 


オブ ジェ ウト モジ ュー ル 
teSt.)5 コ ロ 


シス テム ライ ブラ リ 
Ho.xh 


Err 
SaTT 
CDET1 


注目 計 部 分 は , STAB 関数 で ある こと を 示し ます . 
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バウ ンダ リ 指 定 


セク ショ ン に 割り 付け られ る アド レス に 対し て , バウ ンダ リ 調 整 を し ます . 


形式 


[/BOUNDARYs バ ウン ダリ 値 ] 
(省略 形 /BOND) 


形式 


[/BOUNDARY=DEFAULT] 


バウ ンダ リ 指 定 は パラ メー タフ ァイル 中 の 任意 の 位置 に 記述 する こと が で き , 以降 の パラ メー タ に よ 
っ て 指定 され た モジ ュー ル の 各 セ クシ ョ ン が バウ ンダ リ 調 整 の 対照 と な り ま す . 


バウ ンダ リ 値 
10 進数 で 0 て 65535 の 値 で 指定 し ます . た だ し , "0" あ る い は "1" を 指定 し た 場合 は バウ ンダ リ 調 整 さ 
れ ま せん . 


DEFAULT( 省 略 形 DEF) 
各 MPU で 定め られ た (i8086 系 MPU で は 16 バイ ト ) バ ウン ダリ 値 で 調整 され ます . その 他 の MPU は , 1 
バイ トバ ウン ダリ 値 で 調整 され ます . 


スタ ブ 名 指定 


スタ ブラ イブ ラリ の 中 か ら , ある 特定 の モジ ュー ル だ け を 結合 する と き , その モジ ュー ル 名 を 指定 し 
ます . 


形式 
[/STAB= モ ジュ ー ル 名 [, モジ ュー ル 名 ].... ] 


スタ ブラ イブ ラリ へ 登録 され て いる 関数 (モジ ュー ル ) の 一 部 を STAB 機能 と し て 使用 する 場合 , その モ 
ジュ ー ル 名 を 定義 し て くだ さい . 

モジ ュー ル 名 は 128 文字 以内 の "file-spec” で 指定 し , ファ イル タイ プ ブ が 省略 され た と き に は ".xao" を 
付加 し ます . 


注意 
ノー デバ ッ グ モー ド で 結合 し た と き , 当 パ ラメ ー タ は 無効 に な り ま す . 
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バン ク 番 号 指定 


結合 する モジ ュー ル を , 複数 の バン ク メ モ リ 上 へ 割り 付け る と き , バン ク 番 号 を 指定 し ます . 


形式 
/BANK= バ ンク 番号 [, セク ショ ンタ イプ ] 


当 パ ラメ ー タ を 指定 する こと に より , 異な っ た バン ク 間 に お ける 割り 付け アド レス の オー バー ラッ プ 
エラ ー を 抑止 する こと が で きま す . 


バン ク 番 号 
0 て 99(10 進 ) の 範囲 で 。 バ ンク 番号 を 指定 し ます . 


セク ショ ンタ イプ 

モジ ュー ル 上 単位 の 結合 の と き , "バン ク 番 号 " で 指定 し た バン ク に 所 属す る セク ショ ンタ イプ を 指定 し 
ます . 

"セク ショ ンタ イプ "の 記述 方 式 は 以下 の 通り で す . 


CODE コー ド セ ク ショ ン 

COMM 和 E 光 お よび ひ 欠 ネー セク ジア ョ シ 

STAK スタ ッ ク セ クシ ョ ン 

CODE/COMM コー ド セ ク ショ ン と , コモ ン お よび ダミ ー セ クシ ョ ン 
CODE/STAK コー ド セ ク ショ ン と , スタ ッ ク セ クシ ョ ン 

COMM/STAK コモ ン お よび ダミ ー セ クシ ョ ン と , スタ ッ ク セ クシ ョ ン 
CODE/COMM/STAK すべ て の セク ショ ン 

省略 すべ て の セク ショ ン 


セク ショ ン 単 位 の 結合 の と き は , "セク ショ ンタ イプ "は 指定 し な いで くだ さい . 
(指定 する と パラ メー タ エ ラ ー に な り ま す . ) 
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使用 例 モジ ュー ル 単 位 の 結合 の 場合 .. 


リン ク パ ラメ ー タ 
/CODE = 1000 
/COMM = 2000 
/STAK = 3000 
/BANK = 1,CODE/COMM/STAK 
/MODL = A 
/MODL = B 
/CODE = 1000 
/BANK = 2,CODE 
/MODL = C 

モジ ュー ルム 


+ ト | 
SIZE= 1 


エッ 是 
SIgE=10I 


PDy | 
SIZE=100 


+ ト 部 
SIgE=10I 


エエ) BZ 
SIgE=10I 


FtDy 
SIgE=10U 


ドド 員 
SIZE= 1 


+ ド 
SIZE=100 
+ ド 部 
SIZE=100 


使用 例 セク ショ ン 単 位 の 結合 の 場合 . .. 


リン ク パ ラメ ー タ 
/ADDR = 1000 
/BANK = 1 


/SECT = *|CODE.A/B 
/SECT = *|COMM.A/B 
/SECT = *|STAK.A/B 


/ADDR = 1000 

/BANK = 2 

/SECT = *|CODE.C 

/MODL = A 

/MODL = B 

/MODL = C 

モジ ュー ルル 下北 ヵ 


エト | 剖 1 
SIgE= 1 


エリ 思 1100 
SIZE= 1 


如 め 。 C1 120 
SIZE=10I 


モジ ュー ルル 日 1800 
+ ト g2 
SIZE=100 1400 


モリ B2 
SIZE=100 に 2 1500 


FtDy 
SIgE=100 


モジ ュー ル C 
ュ エト ドド 品 
SIZE=100 


エド A4 1100 
SIgE=10I 

] 
エド 癌 / 
SIgE=10I 


1000 
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バン ラク 1 


入力 グロ ー バ ル シ ン ボル 情報 ファ イル 名 指定 


?GST” は , 外部 参照 ( 未 決 エ クス ター ナル シン ボル ) を 解決 する た め の 情 報 フ ァイル で す . 

?GST” を 使用 する こと に より , グロ ー バ ル シ ン ボル を 含む モジ ュー ル と リン ケー ジ し た よう に エク スタ 
ー ナ ル シ ン ボル 解決 済み の リン ク 結 果 と な り ま す ( グ ロー バル シン ボル を 含む モジ ュー ル が 存在 し な 
く て も リン ク す る こと が で きま す ). 

パラ メー タフ ァイル で 結合 対象 と な る 入力 グロ ー バ ル シ ン ボル 情報 ファ イル 名 を 指定 し ます . 


形式 
[/GST= 入 力 グ ロー バル シン ボル 情報 ファ イル 名 ] 


入力 グロ ー バ ル シ ン ボル 情報 ファ イル 名 
128 文字 以内 の "file-spec" で 指定 し , ファ イル タイ プ が 省略 され た と き に は , “.gst" を 付加 し ます . 


xxxgSt 
と ーーー : USE FOR X% MODULE 

情報 人 SYMBUL2 REAL 45B:789 abo 

Ski SYMBOUL3 PRUTECT de:f01 234LDT5B7 1 

GST オペ ラン ド 
"GS1 に 記述 で きる オペ ラン ド 形 式 を 以下 に 示し ます . 
倫 コ メン ト 
議 


"> 以降 の オペ ラン ド は , 解析 され ませ ん . 


@ 定 数 値 
[シン ボル 名 EQU 定数 ] 


人 @ 実 アド レス モー ド 外 部 シン ボル 
[シン ボル 名 REAL ベー ス ア ドレ ス : オ フ セ ッ ト セク ショ ン サ イズ ] 


@ プ ロ テ ク トモ ー ド 外部 シン ボル 

[シン ボル 名 PROTECT ベー ス ア ドレ ス : オ フ セ ッ ト 
セク ショ ン サ イズ 
テー ブル 種別 イン デック ス 値 ・‥※1 
特権 レベ ル …・※1] 


※1: セ レク タ 値 
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プロ テク トモ ー ド 外部 シン ボル は , 1i80386/486 MPU の み 使用 可能 で す . 


シン ボル 名 シン ボル 名 規約 は , XASS-V シリ ー ズ の アセ ン ブ ラ に 準じ ます . 
定数 数 値 定数 を 指定 し ます . 
ベー ス ア ドレ | ベー ス ア ドレ ス に は , 当該 シン ボル を 含む セク ショ ン の セク ショ ン 絶 対 ア ドレ 
の ス を 指定 し ます . 
オフ セッ ト "・ は 区 切り と し て 必須 で す . 
オフ セッ ト に は 当該 シン ボル の セク ショ ン 内 オフ セッ ト を 指定 し ます . 
いずれ も 16 進数 8 桁 以内 で 指定 し ます . 
セク ショ ン サ イ | 当該 シン ボル を 含む セク ショ ン の 大 き さ を 16 進数 8 桁 以内 で 指定 し ます . 
ズ 指定 方 法 に は 4KB 単位 で 行う 方 法 も あり ます . セク ショ ン サ イズ の 後に 続け て 
「.G| を 付け て くだ さい 、. 
(4KB 単位 の 記述 例 ) 
ABC PROTECT 1000:100 OFF.G GDTOOO1 0 
テー ブル 種別 セレ クタ に 設定 され る ディ スク リプ タテ ー ブ ル の 種別 を 指定 し ます . 
(セレ クタ 値 ) GDT ・・・ グ ロー バル ディ スク リプ タテ ー ブ ル (GDT) を 参照 する こと を 示し ます 
LDT ・・・ ロ ー カ ルディ スク リプ タテ ー ブ ル (LDT) を 参照 する こと を 示し ます 


イン デック ス 値 


セレ クタ に 設定 され る ディ スク リプ タテ ー ブ ル の 相対 イン デック ス を 16 進数 8 


(セレ クタ 値 ) 桁 以内 で 指定 し ます . 

特権 レベ ル セレ クタ に 設定 され る 特権 レベ ル を 指定 し ます . (0~3) 
(セレ クタ 値 ) 

SYM1 EQOU IL 123 0 0 <・・ー エラ ー に な り ま す 

SYM2 REAL 123:000 456 

SYM3 PROTECT 789:000 012  GDTO001 2 

SYM4 PROTECT 012:345 678  LDT0002 3 

SYM4 PROTECT _ 100:00 OFF.G  GDTO001 ] 
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セク ショ ン 単 位 結合 指定 


リン カ で は , セク ショ ン 単 位 の 結合 機能 が サポ ー ト され て お り , 当 パ ラメ ー タ に よっ て 個々 の セク シ 
ョ ン を 指定 し ます . 


形式 


[/SBCTION ま セクション 名 指定 [. モ ジュ ー ル 名 指定 ][, バ ウン ダリ ]][( 識 別 子 = セ クシ ョ ン 識 別名 )] 
また は 

[/SECTION ま セクション 名 指定 [. ラ イブ ラリ 名 指定 ][, バ ウン ダリ ]][( 識 別 子 = セ クシ ョ ン 識 別名 )] 
(省略 形 /SECT) 


識別 子 ・・{textldatalbsslstacklheap|const} 


セク ショ ン 単 位 の 結合 で は , 入力 し た オブ ジェ クト モジ ュー ル の 個々 の セク ショ ン を , 当 パ ラメ ー タ 
で セク ショ ン 名 ある い は セク ショ ン の 属性 単位 に 指定 し て , その 順番 に セク ショ ン の 結合 を 行い ます . 


セク ショ ン 名 指定 

結合 する セク ショ ン を , 以下 に 示す 記述 方 式 で 指定 し ます . 

セク ショ ン 名 …… セク ショ ン 名 の み で 選択 する と き 指 定 し ます . 

セク ショ ン 名 |COMM ・‥・‥ コモ ン セ クシ ョ ン お よび ダミ ー セ クシ ョ ン の 中 か ら 選 択 す る と き 
使用 し ます . 

セク ショ ン 名 |CODE ・‥. コー ド セ ク ショ ン の 中 か ら 選 択 す る と き 使 用 し ます . 

セク ショ ン 名 |STAK ・・‥. スタ ッ ク セ クシ ョ ン の 中 か ら 選 択 す る と き 使 用 し ます . 

セク ショ ン 名 |DUMY ・‥・ ダミ ー セ クシ ョ ン の 中 か ら 選 択 す る と き 使 用 し ます . ※ 

セク ショ ン 名 |ALL ・・ 全 セ クシ ョ ン 属 性 ("COMM”"CODE”"DUMY””STAK”) か ら 選 択 時 
使用 し ます . 


※ 注 意 コモ ン セ クシ ョ ン は 選択 の 対象 と な り ま せん の で 使用 する 場合 は 注意 し て くだ さい . 


? セ クシ ョ ン 名 ” は 以下 の 例 で 示す よう に , 個々 の セク ショ ン 名 を 記述 する 他 に , 無名 セク ショ ン や セ 
クシ ョ ン 名 の ワイ ルド カー ド ( 総 称名 ) に よる 指定 が で きま す . 
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セク ショ ン 名 指定 方 法 の 例 .. . 


SECABC …・ セク ショ ン 名 "SECABC” を 選択 
SECABCICOMM ・・…・ コモ ン セ クシ ョ ン , ダミ ー セ クシ ョ ン の 中 か ら セ クシ ョ ン 名 "SECAB(" 
を 選択 
*AB(* …… セク ショ ン 名 に "ABC" と いう 文字 列 の 含ま れる セク ショ ン を 選択 
*ABC*|CODE …・… コー ド セ ク ショ ン の 中 か ら セ クシ ョ ン 名 に "ABC" と いう 文字 列 の 含ま れ 
る セク ショ ン を 選択 
# …… 無名 セク ショ ン を 選択 
DUMY …・ ダミー セク ショ ン の 中 か ら 無 名 セク ショ ン を 選択 
注目 


* は , ワイ ルド カー ド 指 定 の と き 使用 し ます . 
# は , 無名 セク ショ ン を 指定 する と き 使 用 し ます . 


注意 

指定 する セク ショ ン 和 名 は , 大 文字 と 小文字 が 区 別 さ れ ま す . 

通常 は , 大 文字 で 指定 し ます が , セク ショ ン 名 に 小文字 が 含ま れる オブ ジェ クト を 結合 する 場合 は , 
小文字 で 指定 し ます . 


モジ ュー ル 名 指定 お よび ライ ブラ リ 名 指定 
結合 する セク ショ ン を 特定 の モジ ュー ル や ライ ブラ リ か ら 選 択 する 場合 ,、 そ の モジ ュー ル や ライ ブラ 
リ を 以下 に 示す 記述 形式 で 指定 し ます . 


指定 1 モジ ュー ル 名 [/ モ ジュ ー ル 名 ][... ] また は 

イア ラリ し ライ ヴ ラ リ 名 用 。。。 | また ほ 

モジ ュー ル 名 [/ ラ イブ ラリ 名 ][... ] また は 

ライ ブラ リ 名 [/ モ ジュ ー ル 名 ][..…. ] 

[解説 ] モジ ュー ル や ライ ブラ リ を 個々 に 選択 する と き 指 定 し ます . 


指定 2 モジ ュー ル 名 l>[ モ ジュ ー ル 名 2] 
[解説 ] "モジ ュー ル 名 1" か ら " モ ジュ ー ル 名 2" の 区 間 か ら 選 択 す る と き 指 定 し ます . 
? モ ジュ ー ル 名 2” を 省略 し た と き は , "モジ ュー ル 名 1” か ら 最 後 ま で が 選択 区 間 と な り 


ます . 
例 1..… 
/SECT=*|CODE. PROG1 so 
/SECT=*|COMM. PROG1/PROG2/LIBO1 …・… (2 


/MODL=PROG1 

/MODL=PROG2 

/SLIB=LIBO1 

(1) PROG1 モジ ュー ル か ら コ ー ド セク ショ ン を 選択 

(2) "PROG1", "PR0G2" の 各 モ ジュ ー ル お よび , "LIB01'" ラ イブ ラリ か ら コ モン お よび ダミ ー セ クシ ョ 
ン を 選択 
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例 2..… 


/SECT=*|CODE. PROG1>PRO0G2 …・ (①⑪) 
/SECT=*|CODE. PROG3> scan 02) 
/MODL=PROG1 
/ULIB=LIB1 


/MODL=PROG2 

/MODL=PROG3 

/MODL=PROG4 

(1) “PROG1" か ら "PROG2" ま で の 区 間 (CPROG1", ライ ブラ リ "LIB1" に 含ま れる モジ ュー ル , “PROG2") 

か ら コ ー ド セク ショ ン を 選択 

(2) “PROG3" か ら 最 後 の モ ジュ ー ル まで の 区 間 (CPROG3", “PROG4”) か ら コ ー ド セク ショ ン を 選択 
な お , モジ ュー ル 名 の 記述 は 指定 1 の 方 法 に 限り , “/MODL" で 指定 し た モジ ュー ル , ユー ザラ イブ ラリ 
内 の モジ ュー ル , シス テム ライ ブラ リ 内 の モジ ュー ル を 個々 に 識別 する こと や , ワイ ルド カー ド ( 総 称 
名 ) に よる 表現 が で きま す . 


モジ ュー ル 名 記述 の 例 ... 


PROG1 (⑪) 
PROG1/PR062 ……‥ (2 
*PR* Kao 
!* …" (④⑭ 
@*k 5 ED) 
涼 scs』 (6) 
18* …… の 
PROG1/%AB* …・ (8) 


(1) モジ ュー ル ”PROG1” か ら 選 択 

(2) モジ ュー ル "”PROG1" お よび "PROG2" か ら 選 択 

(3) モジ ュー ル 名 に "PR”" と いう 文字 列 が 含ま れる モジ ュー ル か ら 選 択 

(4) ”/MODL” で 指定 し た モジ ュー ル か ら 選 択 

(5) ユー ザラ イブ ラリ 内 の モジ ュー ル か ら 選 択 

(6) シス テム ライ ブラ リ 内 の モジ ュー ル か ら 選 択 

(7?) ”/MODL” で 指定 し た モジ ュー ル と ユー ザラ イブ ラリ 内 の モジ ュー ル か ら 選 択 

(8) モジ ュー ル "PROG1”" お よび シス テム ライ ブラ リ 内 で モジ ュー ル 名 の 先頭 が "AB”" で 始ま る モジ ュ 
ー ル か ら 選 択 


注目 

* は , ワイ ルド カー ド 指 定 の と き 使用 し ます . 

よ , /MODL" で 指定 し た モジ ュー ル を 示し ます . 

よ , ユー ザラ イブ ラリ 内 の モジ ュー ル を 示し ます . 

は ょ , シス テム ライ ブラ リ 内 の モジ ュー ル を 示し ます . 

バウ ンダ リ 

当 パ ラメ ー タ に よっ て 組み 合わ され る セク ショ ン の 割り 付け アド レス に 対し て , バウ ンダ リ 調 整 を し 


ます . 
バウ ンダ リ 値 の 与え 方 に つい て は , バウ ンダ リ 指 定 を 参照 し て くだ さい . 
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結合 例 1... 


リン ク パ ラメ ー タ 
/SECTION = Al 
/SECTION = B1.B 
/SECTION = *|COMM.A 


/SECTION = *|CODE 
/SECTION = *|STAK 


/MODL = A 
/MODL =B 
モジ ュー ルム A 
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エッ 
+ ド 
ー- ド 


の 曽 ( 合 ) 
旭 引 。 B3 (B) 


結合 例 2... 


リン ク パ ラメ ー タ 
/SECTION = 電 DUMY 
/SECTION = *3 
/SECTION = A*|ICODE 
/SECTION = B1ICOMM 
/SECTION = * 

/MODL = A 

/MODL 
/MODL 


モジ ュー ル A 


が ミー 無名 1 ( じ ) 
が ミ - 無 

エッ B3 () 
婦 め CE3 () 
ドー 品 (a) 
ドド 部 (B) 
ェ エド LE! ( 
エッ B1 (店 
コモ エッ B1 (B】 
D 国 | (店 
呈 の CZ (B) 
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結合 例 3… 


リン ク パ ラメ ー タ 
/SECTION = *YICODE. &* 
/SECTION = *X|ICODE.B/A 


/SECTION = *|CODE.D<E 
/SECTION =#* 
/SECTION = *.* 


/ULIB = LIBR 

/MODL =B 

/MODL = C 

/MODL =D 

/MODL =E 

モジ ュー ルム モジ ュー ル D 
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エ 
AX 
エ 
A 
エ 


ドド YY (W) 
ド MI (B) 
ド 。 交  (B) 
ドド 。 前 。 () 
ドド 。 癌 Y (Dj 
ド 。 本 Y GE) 
ド 。 癌 XX (5) 
フリ BI ( じ ) 
ER1 ( じ ) 
フ B2 (Dj 
ED2 (Dj 
フリ B3 (E) 
3 (E) 


識別 子 (セク ショ ン 識別 名 指定 ) 


識別 子 に は ( 言語 で コン パイ ル し た オブ ジェ クト に 対し て ROM 化 を 行なう た め の セ クシ ョ ン 識 別名 を 
定義 し ます . この セク ショ ン 識 別名 は 「/INIT_SECTION」 パラ メタ で 指定 する セク ショ ン 識 別名 と 密接 


な 関係 が あり , 初期 セク ショ ン を 作成 する に は 重要 な 機能 で す . 


【 セ クシ ョ ン 識 別名 と セク ショ ン の 関係 】 


セク ショ ン 内 容 セク ショ ン 名 識別 子 = セ クシ ョ ン 識 別名 
グロ グラ 較 ( ファ イル 名 Text=XXXXXXXX 

初期 値 を 持つ 変数 較 [| ファ イル 名 Data=XXXXXXXX 
初期 値 を 持た な い 変数 田 PD ファ イル 名 Bss=XXXXXXXX 

自動 変数 / ス タッ ク 人 人 XXXXXXX Stack=xXXXXXXX 
動 的 作業 用 メモ リ 領 域 人 人 XXXXXXX HeaD=XXXXXXXX 

文字 列 / 定 数 較 | ファ イル 名 (Const=XXXXXXXX 

初期 値 を 持つ 変数 の 初期 値 @ xxxxxxx 

RAM 上 プロ グラ ム の 初期 格納 域 @ :xxxxxx 


「 較 | 印 は C コン パイ ラ に よっ て 出力 され る セク ショ ン 名 で す (MPU に よっ て 名 前 は 異な り ま す ). 


「 全 」 印 は スタ ー ト アッ ププ ログ ラム で 宣言 する セク ショ ン 名 で す . 必要 に 応じ て スタ ー ト アッ ププ 


ログ ラム に 領域 を 宣言 し て くだ さい . 


「 劉 」 印 は 初期 セク ショ ン を 生成 する の に 必要 な セク ショ ン で す . 必ず スタ ー ト アッ ププ ログ ラム で 


宣言 し て お く 必 要 が あり ます . 


セク ショ ン 識 別名 に は 任意 の 名 前 を つけ る こと が で きま す . 


207 


セク ショ ン 単 位 ア ドレ ス 指 定 


セク ショ ン 単 位 の 結合 に お いて , 任意 の セク ショ ン に アド レス を 与え る と き 指 定 し ます . 


形式 


[/ADDRESS=[[ セ クシ ョ ン 絶 対 ア ドレ ス ]- リ ミッ ト ア ドレ ス ][, 割り 付け 方 ]] 
(省略 形 /ADDR) 


この 指定 は , セク ショ ン が リロ ケー タブ ルモード の 場合 の み 有 効 と な り ま す . 


セク ショ ン 絶 対 ア ドレ ス 
セク ショ ン に 割り 付け る 絶対 アド レス を 16 進数 8 桁 以 内 で 指定 し ます . 


リン ク パ ラメ ー タ 
/ADDR = 1000 
/SECT = *|COMM 
/ADDR = 2000 
/SECT = *|CODE 


モジ ュー ルム 


2000 
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割り 付け 方 (N/S) 
リロ ケー タブ ル な セク ショ ン に 対す る アド レス の 割り 付け 方 を 指定 し ます . 


5 指定 され た セク ショ ン の 順番 に アド レス を 割り 付け る と き 指 定 し ます . 


ける と き 指 定 し ます . 


N 指定 され た セク ショ ン 中 の リロ ケー タブ ル な セク ショ ン に 対し て , 順番 に アド レス を 割り 付 


例 1..… 
/ADDR = 1000,S 
/SECT = *|COMM 
/ADDR = 3000 
/SECT = *|CODE 


モジ ュー ルム た 


エッ MM SIZE=100 


]f も ) MM2 SIZE=100 


モッ MSIZE=100 
BS UEGEEUUU 


エド E1 SIEE=100 
+ ト " = 


C2 SIZEs100 


モジ ュー ル 日 
エト | C3 SIZE=100 
aBS IRG=4000 


エド CE4 SIZEE=100 


ゴリ) MM SIZE=100 
エッ NM5 SIZE=10I 
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例 2..… 

/ADDR = 1000,N 
/SECT = *|COMM 
/ADDR = 3000 
/SECT = *|CODE 


モジ ュー ルム A 


エリ M1 SIZE=100 
エッ 也 SIEE=10 


エッ MS SIZE=10 


SS HERGE200 
エド | E1 SIZE=100 


エド | CZ SIZE=100 


モジ ュー ル 日 
エト | C3 SIZE=100 
amS IEEEIII 
エト | C4 SIZE=100 


エリ NM SIEE=100 
エッ 耳 、SIZE=100 


パラ メー タフ ァイル 中 の すべ て の ADDRESS パラ メー タ に お いて , $ 指定 お よび N 指定 を 一 度 も 行わ な 
か っ た 場合 は 5 指定 が され た も の と し て 割り 付け を 行い ます . 

また , 一 度 5 指定 お よび N 指定 する と , 新た に 「 割 り 付 け 方 」 を 変更 する まで は , 割り 付け 方 法 は 変 
り ま せん . 
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リミット アド レス 

セク ショ ン を 割り 付け る メモ リ の 最終 番地 を 16 進数 8 桁 以内 で 指定 し ます . 

この 指定 を する と , セク ショ ン に 割り 付け た アド レス が リミット アド レス を 超え た 場 
エラ ー を 発生 し ます . 


例 
/ADDR = 1000-1FFF 
/SECT = *|COMM 
/ADDR = 3000-3FFF 
/SECT = *|CODE 


リン ク 後 の セク ショ ン 割 付け マッ プ 


が 
1 


DEP 中 


ー リ ミッ ト ア ドレ ス 
を 超え て いる 


9000 59 ョ 7 D 
t9)a7 D 
3FFF |  」 


IFFF 
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パラ メー タ の 有効 範囲 

リミット アド レス は , 以降 に 続く 「/SECT」 文 に よっ て 割り 付け られ た セク ショ ン に 対し て 有効 と な り 
ます . 

「/ADDR」 文 , 「/BANK」 文 で 有効 範囲 は 終了 し ます . 


例 1 
/ADDR = 1000-1FFF | 
/SECT = AlCODE | 有効 範囲 


/SECT = B*|CODE ! 


/ADDR = 2000-2FFF | 
/SECT = A*|COMM | 有効 範囲 
/SECT = B*|COMM ! 


例 2 
/ADDR = 1000-1FFF | 
/SECT = AICODE | 有効 範囲 
/SECT = B*|CODE | 


/BANK = 1 | 


/SECT = AlCOMM | 有効 範囲 
/SECT = B*|COMM ! 
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グル ー プ 指定 


セク ショ ン の グル ー プ 結合 を 行う と き 使 用 し ます . 


形式 


[/GROUP] 


形式 


[/GROUP_BEGIN] 
(省略 形 /GRPB) 


形式 


[/GROUP_END] 
(省略 形 /GRPE) 


GROUP(GROUP_BEGIN) 指 定 


グル ー プ 開始 指定 で , 当 パ ラメ ー タ と グル ー プ 終了 指定 の 間 で 指定 され た 各種 セク ショ ン が , 1 つの 


セグ メン ト と し て グル ー プ 結合 され ます . 
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GROUP END 指定 

グル ー プ 終了 指定 で , 当 パ ラメ ー タ 以降 に 指定 され た 各種 セク ショ ン は 通常 の 結合 方 式 と な り ま す . 
グル ー プ 終了 指定 は , 必ず グル ー プ 開始 指定 と 対 で 指定 し て くだ さい (単独 で 使用 し て も 意味 が あり ま 
せん ). 


リン ク パ ラメ ー タ 
/ADDR = 1000 
/GROUP_BEGIN 
/SECT = *|COMM 
/SECT = *|CODE 
/GROUP_END 
/ADDR = 3000 
/SECT = *|STAK 


モジ ュー ルム A 直 和 2 
コモ | 1000:00 
(SIZE 100j 


T ト | 部 


1000:1 
(SIZE 100) 00 


知り 前 
(SIZE 100j 1000:30I 


モジ ュー ル 日 


エッ Bl 
(SIZE 200) 

ュ ト | BB2 
(SIZE ?00 


各 訪  B3 
(SIZE 200) 


モジ ュー ル C 


3000:000 
3 、 見 DP 半 で 
(SIZE 300) 
トド  C2 
3100:000 
(SIZE 300) ーーー 
ぬ カ CD3 


FtDy 
件 


1000:EI 


1000:7 


1000: 


(SIZE 300) 


EEIIIRIII 


アド レス 表示 の 意味 
※ 玉 ※ 


ド で セグ スメント 内 オフセット 
メン ト ベ ー ス アド レス 
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オフ セッ ト ア ドレ ス 指 定 


セグ メン ト 制 御方 式 MPU(i8086 等 ) 用 の 指定 で あり , グル ー プ 内 の オフ セッ ト ア ドレ ス を 与え る と き 指 


定 し ます . 


形式 


(省略 形 /0FST) 


[/0FFSET= オ フ セ ッ ト ア ドレ ス ] 


この パラ メー タ は , グル ー プ 開始 指定 と グル ー プ 終了 指定 の 間 ( グ ルー プ フ ィ ー ル ド ) で の み 指 定 可 能 


で , セク ショ ン が リロ ケー タブ ルモード の 場合 の み 有効 と な り ま す . 


オフ セッ ト ア ドレ ス 


グル ー プ 内 の セク ショ ン に 割り 付け る オフ セッ ト ア ドレ ス を 16 進 8 桁 以 内 で 指定 し ます . 


/ADDR = 1000 
/GROUP_BEGIN 
/SECT = *|COMM 
/OFFSET = 500 
/SECT=*|CODE 


モジ ュー ルム 
ェ エト ドド il 
(SIZE 100) 


エッ 癌 
(SIZE 100j 


モジ ュー ル 日 
ェ エト ドド BI 
(SIZE 100) 


モッ BZ 
(SIZE 100 


m ゆ 


小 以 
1000:I 


10:10 


1000:50 


1000:E 
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初期 セク ショ ン 作 成 指定 


初期 セク ショ ン 作 成 時 に 指定 し ます . 初期 セク ショ ン と は , ROM 上 に デー タ や プロ グラ ム を 配置 し , 実 
行 時 に RAM 上 へ ヘコ ピー する た め の , ROM 上 の 領域 の こと で す . 

指定 可能 な セク ショ ン 識 別名 の 識別 子 は "Data" お よび "Text" で す . 

また , 初期 セク ショ ン 作 成 指定 より 前 に 「/SECTIONJ」 パラ メー タ に よっ て 対応 する 各 セ クシ ョ ン の 指 
定 が な けれ ば いけ ませ ん . 

初期 セク ショ ン 指 定 は , セク ショ ン 指 定 に 対し て 一 意 に 指定 され な けれ ば な り ま せん (複数 セク ショ ン 
指定 に 対し て 1 つの 初期 セク ショ ン が 作成 可能 ). 


形式 
/INIT_SECTION= 初 期 セ クシ ョ ン 名 指定 (セク ショ ン 識 別名 ) 
(省略 形 /INIT) 

例 


Sechnnt = し * (Text = CODE) _---- 
な Sectort = D* (Data = DLTAA) --- 


^ 名 の 


補 期 ba う 志 対 応 し ます 


nut sechon = IT DATA( DATO 4- ュ 
mut secthnn = IT CODE (CODE) ョ - - -- 
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イン デック ス 指 定 


180386/486 MPU に お いて , セク ショ ン へ の アド レス の 割り 付け お よび セレ クタ 値 を 設定 する た め の パ 
ラメ ー タ で す . パラ メー タフ ァイル "SECTION" で 指定 し た セク ショ ン の 順番 に , アド レス が 割り 付け ら 
れ ま す . 


パラ メー タ (INDEX) の 記述 形式 


形式 
/INDEX[ 実 アド レス ], テー ブル 種別 , イン デック ス [, 特権 レベ ル ][, ALIAS 名 ] 


実 ア ドレ ス 

指定 され た テー ブル 種別 と イン デック ス が 示す ディ スク リプ タ に 格納 され て いる リア ル ア ド レス を 指 
定 し ます . 

省略 され た 場合 は , アド レス の 継続 (リン ク さ れ た 最終 アドレス の 後 か ら ) と し て リン カ は 処理 を 行い 
ます . 


テー ブル 種別 
参照 すべ き デ ィ ス クリ プ タ テ ー ブ ル の 種別 を 指定 し ます . 
GDT グロ ー バ ルディ スク リプ タテ ー ブ ル (GDT) を 参照 する こと を 示し ます 
LDT ロー カル ディ スク リプ タテ ー ブ ル (LDT) を 参照 する こと を 示し ます . 
イン デック ス 
参照 すべ き デ ィ ス クリ プ タ テ ー ブ ル の 相対 イン デック ス を 16 進数 8 桁 以 内 で 指定 し ます . 
特権 レベ ル 
0<3 の 値 ま た は セク ショ ン の 特権 レベ ル を 指定 し ます (省略 時 は "APPLICATION"). 
APPLICATION 特権 レベ ル 3 を 示し ます 
CUSTOM 特権 レベ ル 2 を 示し ます 
SYolIEM 特権 レベ ル 1 を 示し ます 
KERNEL 特権 レベ ル 0 を 示し ます (05 レベ ル ) 
ALIAS 名 


この 指定 は , エイ リア ス 機 能 を 実現 する た め に 用 意 し た 指定 で す . 
ALIAS 名 は 「/ALIAS 文 」 で 指定 する ALIAS 名 と 対 で な けれ ば な り ま せん . 
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サン プル 
パラ メー タ 


/PROTECT 
/INDEX=1000, LDT, 0001 
/SECT=C1 

/SECT=C2.C 

/SECT=C2 

/SECT=M1 
/INDE2500, LDT, 0025 
/SECT=M2 

/SECT=S1 

/SECT=S2 

/MODL=A 

/MODL=B 

/MODL=C 


個々 の セク ショ ン 単 位 に イン デック ス ( ア ドレ ス ) を 割り 付け る こと が で きま す . イン デック ス 指 定 
?/INDEX= ン "で 先頭 位置 を 定め , セク ショ ン ご と に イン デック ス を 1 加算 し , 結合 し ます . た だ し , ア 
ブ ソ リュ ー ト の セク ショ ン は 処理 対象 と は な ら ず に エラ ー と な り ま す . 
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エイ リア ス 機 能 指定 


180386/486 MPU の エイ リア ス 機 能 (2 つの ディ スク リプ タ が リニア ・ ア ドレ ス 空 間 の 同じ アド レス を 定 


義 ) を 実現 させ る た め に 用 意 さ れ た パラ メー タ で す . 
「/INDEX 文 」(ALIAS オプ ショ ン を 宣言 ) と 対 で 使用 し て くだ さい . 


形式 


/ALIAS=[ALIAS 名 ],」 テー ブル 種別 , イン デック ス [, 特権 レベ ル ] 


説明 
ALIAS 名 は , ALIAS する メモ リ 空 間 を 示す 「/INDEX 文 」 の ALIAS 名 を 指定 し て くだ さい . 
テー ブル 種別 , イン デック ス , 特権 レベ ル の 指定 は , 「/INDEX 文 」 と 同じ 仕様 で す . 


「/ALIAS 文 」 で 定義 し た 領域 は , 「/INDEX 文 」 で 定義 し た 領域 と 重なっ た アド レス に 割り 付け られ ま 


す . 


ALIAS の 使い 方 


/INDEX=10000, gdt, 1, SYSTEM 
/SECT=. . 
/SECT=. . 


/INDE=20000, gdt, 2, SYSTEM, ALS01 一 -> 
/SECT=. . 
/SECT=. . 
/INDEX=, gdt, 3, SYSTEM, ALS02 ーー ク 
/SECT=. . 
/SECT=. . 


/ALIAS=ALS01, gdt, 4, APPLICATION <ー-- ALIAS する 領域 の 宣言 
/SECT=. . 

/SECT=. . 

/ALIAS=ALS02, gdt, 5, APPLICATION <ーー- 

/SECT=. . 

/SECT=. . 


パラ メー タ 記 述 上 の 暗黙 の 規約 


「/ALIAS 文 」 は , 「/INDEX 文 」 よ り 後 ろ に 記述 し て くだ さい . (全て の 「/INDEX 文 」 を 定義 し た 後に 


「/ALIAS 文 」 の 定義 を し て くだ さい . ) 
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メモ リ 名 指定 


結合 する モジ ュー ル を 異な っ た メモ リ 空 間 へ 割り 付け る と き , その メモ リ 名 を 指定 し ます . 
当 パ ラメ ー タ は , 複数 の メモ リ 空 間 を 持つ MPU また は DSP 用 の パラ メー タ で す . 


形式 


/MEMORY= メ モリ 名 


メモ リ 
メモ リ を 区 別 す る た め の メ モリ 名 を 指定 し ます (メモ リ に は 任意 の 名 前 を 使用 する こと が で きま す ). 
当 パ ラメ ー タ 以降 に 定義 し た 「/SECT 文 」 に よっ て セク ショ ン を , 指定 し た メモ リ へ 割り 付け ます . 


使用 例 
コー ド メ モ リ と デー タメ モリ へ 分 け て 割り 付け る 方 法 


/MODL=A 
/MODL=B 


/MEMORY=CODE 
/ADDRESS=0000 コー ド メ モ リ へ 割り 付け る 
/SECT=*|CODE 


/MEMORY=DATA 
/ADDRESS=0000 デー タメ モリ へ 割り 付け る 
/SECT=*|COMM 


モジ ュー ルル iD1 王 遇 半 二 上 


エド + ド Al 
SIZE=10I 


エッ B1 エド 。 部 
SIgE= 1 


モジ ュー ル 日 
回 LM 
SIZE=10U 


エッ Bg 
SIgE= 1 


注意 


当 パ ラメ ー タ は 「/BANK 文 」 と 混在 で 使用 する こと は で きま せん . 
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シン ボル 定義 


形式 

/SYMBOL 定義 シン ボル = 式 

/SYM 定義 シン ボル = 式 【 省 略 形 】 
/S 定義 シン ボル = 式 【 省 略 形 】 


説明 

リン ク パ ラメ ー タ を 使用 し て , シン ボル を 定義 する こと が 可能 で す . 

定義 し た シン ボル は , /ADDRESS 文 (/0FFSET 文 ) の オペ ラン ド と し て 使用 で きる 他 , グロ ー バ ル シ ン ボ 
ル と し て プロ グラ ム で 参照 する こと が で きま す . 


式 
式 に は , 直 定 数 , シン ボル , 演算 子 ,. ア ドレ スマ ー ク を 使用 する こと が で きま す . 


(a). 直 定 数 
10 進数 , また は 16 進数 で 記述 する こと が で きま す . 
16 進数 の 記述 は , 先頭 に 「0x」, また は 最後 に 「h」 を 付け て くだ さい . 


【 例 】 
10 進数 : 123456 
16 進数 : 0x012ahc 12345h OFF123h 


(b). シン ボル 

以前 に /SYMBOL パラ メー タ を 使っ て 定義 し た シン ボル や , プロ グラ ム 上 で 定義 し た 絶対 値 属性 の グロ 
ー バ ル シ ン ボル を 記述 する こと が で きま す . (相対 属性 の シン ボル は アド レス が 確定 し て いな い の で 記 
述 す る こと は で きま せん ) 


【 例 1】 
/SYMBOL ABC = Ox12345 


/SYMBOL XYZ = ABC 


【 例 2】 
/SYMBOL ABC =LAB+ SIZE 
| | アセ ン ブ ラ ソー ス 
| | GLOBAL LAB, SIZE 
| +ーーーーー SIZE EQU 10 
| 


PROG SECT CODE.ORG=100H 
+ーーーーーーーーーーー LAB: DW 1 
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(c). 演算 子 
式 中 に は , 下記 の 演算 子 を 使用 する こと が で きま す . 優先 順位 の 「 高 い 」 順 番 に 評価 され ます . 


演算 子 意味 優先 順位 
( 右 カ ッ コ 高 
) 左 カ ッ コ | 
* 乗算 | 
/ 除算 | 
% 余り | 
+ 加算 | 
ー 減算 | 
くく 左 シ フト | 
>> 右 シ フト | 
M 論理 積 | 
8 排他 的 論理 和 0 
| 論理 和 低 


(d). アド レス ・ マ ー ク 
アド レス マー ク 「 $ 」 は , 現在 の アド レス を 表し ます . アド レス マー ク を 使用 する こと に より , 定義 
シン ボル に 現在 の アド レス を 設定 する こと が で きま す . 


【 例 】 
/ADDRESS = 1000 
/SECTION = AAA* 
/SYMBOL CURR =$ 1000h 番 地 に AAA セク ショ ン の サイ ズ を 加算 し た 
アド レス が 設定 され る . 
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シン ボル 定義 パラ メー タ の 使い 方 事例 


1. アド レス 定義 に シン ボル を 使う 


十 


/SYMBOL ROM = 0x1000 


/ADDRESS = 


十 
| 
/SYMBOL RAM =ROM+ Ox200 | 
ai 十 | 
ROM < + + 
AAA | 


/SECTION = 
| 


/ADDRESS = RAM ーーー+ 
/SECTION = BBB 


2. 定義 し た シン ボル を プロ グラ ム で 使用 する 


/SYMBOL LABO1 
/SYMBOL LABO2 
/SYMBOL LABO3 


10 
LABO1+ 5 
DATA < 


子 世 シップ ラリ ー ス 
EXTINAL LABO1, LABO2 
GLOBAL DATA - 一 ーーーーーーー 
DATA EQU 20 


PROG SECT CODE 
= > DW LABO1 
に ニー デニ ニニ > DW LABO2 
co > DW LABO3 


3. セク ショ ン の サイ ズ を プロ グラ ム で 使用 する 
/SYMBOL START =$ 
/SECTION = AAA 
/SECTION = BBB 
/SYMBOL SIZE = $ 一 START 


アセ ン ブ ラ ソー ス 
EXTNAL SIZE 


PROG SECT CODE 


+ーーーーーーー > DW SIZE 


ー 一 一 + 
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シン ボル 定義 パラ メー タ 使 用 上 の 注意 


@ 定 義 シ ン ボ ル の 優先 順位 
リン カ で 扱う シン ポル に は , プロ グラ ム 上 に 定義 され た シン ボル , シン ボル 定義 パラ メー タ に よっ て 
定義 され た シン ボル の 他 , グロ ー バ ル シ ン ボル 情報 「/GST 文 」 に よっ て 入力 され た シン ボル が あり ま 
す . これ ら の シン ボル の 優先 順位 は 下記 の 通り で す . シン ボル 名 が 重複 し た と き は , 優先 順位 の 高い 
シン ボル が 採用 され ます . 


プロ グラ ム 上 に 定義 し た シン ボル 高 
0 ee ウン の 「 
DP MM 

人 @ 衣 限 


モジ ュー ル 単 位 の リン ク (/CODE, /COMM, /STAK 文 を 使用 し て いる 場合 ) の と き は , 使用 で きま せん . 
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XLNK-V メッ セー ジ 情 報 


メッ セー ジ は エラ ー が 発生 し た 場合 , ある い は ユー ザー に 報告 すべ き 情 報 が ある 場合 , 起動 ター ミナ 
ル お よび リス ト フ ァイル へ 出力 され ます . 


メッ セー ジ の 表示 形式 


%LNKV-x: メ ッ セ ー ジ 本 文 


x= メ ッ セ ー ジ 区 分 
[: 通 知 情報 

W: 警 告 エラ ー 
E: エ ラー 


メッ セー ジ に は 通知 情報 ({), 警告 エラ ー(W), エラ ー(E) の 3 種類 が あり ます . 

通知 情報 は ユー ザー に 知ら せ た い 情報 が ある と き 表 示さ れ ま す . 

警告 エラ ー は , ご く 軽 傷 の エラ ー 発 生 時 ある い は エラ ー の 内 容 を ユー ザー の 判断 に 委ね た いと き 表 示 
され , 結合 処理 は 続行 され ます . 

エラ ー は , 正しい 結合 処理 が 続行 不可 能 な エラ ー が 発生 し た 場合 表示 され , 結合 処理 は 中 断 さ れ ま す . 


XLNK-V メッ セー ジ 一 覧 
XLNK-V が 出力 する メッ セー ジ の 一 覧 で す . 
メッ セー ジ の 種類 に より 3 つ に 分 け て 記載 し て いま す . 


・ 通 知 情報 


【 通 知 情報 】 


Compilation terminated by user. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ユー ザー に よっ て リン カ が 終了 させ られ まし た . 


Completed with warnin9gS. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ア セン ブル 時 に エラ ー の ある モジ ュー ル で す . 


No linked object file produced. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 以前 に 発生 し た エラ ー の た め , リン ケー ジオ ブ ジ ェクト ファ イル が 生成 で きま せん 
で し た . 


Replaced unit name from "xxxx to0 “zzzz . 
【 内 容 / 対 処方 法 】 同 じ ユ ニッ ト 名 を 持つ モジ ュー ル が あり まし た の で ユニ ッ ト 名 を 変更 し ます . 
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【 警 告 エ ラー】 


Duplicate symbol "xxxx” defined. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 同一 名 の グロ ー バ ル シ ン ボル が あり まし た . エク スタ ー ナ ル シ ン ボル と の 対応 が 正 
し く 行 われ な いか も し れ ま せん . 


Exceeded the limit address at "xxxxx sectiOn. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セ クシ ョ ン に 割り 付け た アド レス が リミット アド レス を 超え まし た . 


Found overflow the external value, at location "xxxxh". 
【 内 容 / 対 処方 法 】 エ クス ター ナル の 解決 処理 で 値 が オー バー フロ ー し まし た . 


Found overflow the relocation value, at location "xxxxh". 
【 内 容 / 対 処方 法 】 リ ロケ ーション の 演算 処理 で 値 が オー バー フロ ー し まし た . 


Found overlapped location at "xxxx” section. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セ クシ ョ ン に 割り 付け た アド レス が 他 の セク ショ ン と オー バー ラッ プ し て いま す . 


Ignore assigned the boundary at section parts linkage. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セク ショ ン 単 位 の 結合 な の で "MODL" パ ラメ ー タ で 指定 し た バウ ンダ リ 値 は 意味 が あ 
り ま せん . 無視 し ます . 


Ignore assigned the boundary at the "LARGE”, "SMALL", "COMPACT” model. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 モデ ル に よる 結合 な の で "MODL' パ ラメ ー タ で 指定 し た バウ ンダ リ 値 は 意味 が あり ま 
せん . 無視 し ます . 


Ignore assigned the “CODE/COMM/STAK” option at section parts Linkage. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セ クシ ョ ン 単 位 の 結合 で は , "CODE/COMM/STAK”" オ プシ ョ ン は 意味 が あり ませ ん . 無 
視 し ます . 


Ignore the parameter at "LARGE", "SMALL", "COMPACT” model. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 モ デル に よる 結合 な の で , 指定 し た 当 パ ラメ ー タ は 意味 が あり ませ ん . 無視 し ます . 


Not found "STAB” function at mOdule "***k***※ ま "。 
【 内 容 / 対 処方 法 】”**xxxx*”" モ ジュ ー ル に は , 関数 の 定義 が な い の で , STAB 機能 は 動作 し ませ ん . 


Undefined symbol "xxxx” referenced, at location "xxxxh". 
【 内 容 / 対 処方 法 】 未 定義 な シン ボル を 参照 し よう と し まし た . 


Used undefined name at the "MODL” parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 "MODL" パ ラメ ー タ で 未定 義 な モジ ュー ル 名 を "ENTN" パ ラメ ー タ で 使用 し まし た . 先 
頭 モ ジュ ー ル を エン トリ モジ ュー ル と し ます . 
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【 エ ラー】 


A head address is bigger than the final address. 
【 内 容 / 対 処方 法 】/Address 文 で 定義 し て いる リミット アド レス が 先頭 アド レス より 大 きい 値 と な っ 
で も * ま が 、 


Base:offset syntax error. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ベ ー ス : オ フ セ ッ ト の 構文 が 不当 で す . 


Can not use “"GDT/LDT”parameter, at real addressing mode parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ディス クリ プ タ の テー ブル 種別 (GDT, LDT) パ ラメ ー タ は , リア ルモード の フィ ー ル 
ド で は 指定 で きま せん . 


Can not use “INDEX” parameter, must be into the protect normal field. 
【 内 容 / 対 処方 法 】”INDEX"” パ ラメ ー タ は , プロ テク ト フ ィ ー ル ド 内 の 非 グ ルー プ フ ィ ー ル ド で 使用 し 
て くだ さい . 


Can't use parameter at the protect group field, must be protect normal field. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 プ ロ テ ク ト フ ィ ー ル ド 内 の グル ー プ フィ ー ル ド で は , 当 パ ラメ ー タ は 使用 で きま せ 
ん . 


Can not use parameter in the group field. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 グ ルー プ フ ィ ー ル ド 内 で , 当 パ ラメ ー タ は 使用 で きま せん . 


Can not use parameter Out the group field. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 グループ フィ ー ル ド 外 で , 当 パ ラメ ー タ は 使用 で きま せん . 


Can not use "PROTECT_BEGIN” parameter, into the protect field. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 プ ロ テ ク ト フ ィ ー ル ド 内 で "PROTECT_BEGIN" パ ラメ ー タ は 指定 で きま せん . ( 二 重 定 
義 ) 


Can not use the parameter at module parts linkage. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 モジュール 単位 の 結合 で は , 当 パ ラメ ー タ は 使用 で きま せん . 


Can not use the parameter at section parts linkage. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セ クシ ョ ン 単 位 の 結合 で は , 当 パ ラメ ー タ は 使用 で きま せん . 


Can not use this parameter, into the protect field. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 プロテクト フィ ー ル ド 内 で は , 当 パ ラメ ー タ は 使用 で きま せん . 


Can not use this parameter, with "BLOCK” parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 当 パラ メー タ は , ラン ダム モー ド 結 合 の 時 に は 使用 で きま せん . 


Can not use this parameter, with protect addressing mode parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 当 パ ラメ ー タ , プロ テク トモ ー ド 指定 の パラ メー タ の 併用 は で きま せん . 


Desc_table selecter syntaX err0r. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セレ クタ オペ ラン ド の テー ブル 種別 は ”/GDT", ”/LDTYTY の いずれ か で な けれ ば な り ま 
せん . 
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Duplicate calculate symbol "xxxxxx”defined. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 リ ンク パラ メー タ の 中 で 定義 し て いる シン ボル が 重複 し て いま す . 


Duplicate the "ENTN", "NAME” parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 "ENTN”" あ る い は "NAME” パ ラメ ー タ が 複数 指定 され て いま す . 


Duplicate the "GROUP_BEGIN" parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 "GROUP_BEGIN" パ ラメ ー タ が 二 重 定義 され て いま す . 


Duplicate the "GROUP_END” parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】”GROUP_ END' パ ラメ ー タ が 二 重 定義 され て いま す . 


Duplicate the "LARGE", "COMPACT", "SMALL", and "6ROUP” parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 "COMPACT”, LARGE”, "SMALL” ま た は , "GROUPP パ ラメ ー タ が 複数 指定 され て いま す . 


Duplicate the parameter at "LARGE", "SMALL", "COMPACT” model. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 モ デル に よる 結合 で は , 当 パ ラメ ー タ は 使用 で きま せん . 


Equated value syntax err0r. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 定 数 値 オ ペラ ンド が 不当 で す . 


Find ignore operand. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 無効 な オペ ラン ド ”ー” が 検出 され まし た . 


Found absolute "xxx” section at protect mode linkage. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 プ ロ テ ク トモ ー ド の リン ケー ジ 処 理 で は , アブ ソリ ュー ト な セク ショ ン は 対象 外 で 
す . 


Found auto mode linkage parameter, but undefine "BLOCK” parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ラン ダム (オー ト ) モ ー ド パラ メー タ が 指定 され まし た が , 対応 する ブロ ッ ク 指 定 パ 
ラメ ー タ が あり ませ ん . 


Found check sam error in the control block. Found check sam error in the object block. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オブジェ クト の 入力 に お いて チェ ッ ク サ ム エ ラ ー を 検出 し まし た . 


Found duplicate index at "xxx” section. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セク ショ ン に 割り 付け た イン デック ス ( セ レク タ 値 ) が 他 の セク ショ ン と 重複 し て い 
ます . 


Found "GAP” parameter, but undefine "BLOCK" parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ギャ ッ プ 指定 に 対応 する ブロ ッ ク 指 定 パ ラメ ー タ が あり ませ ん . 


Found "PROTECT_BEGIN”" parameter, but group field is not end. 
【 内 容 / 対 処方 法 】”PROTECT_BEPGIN" パ ラメ ー タ を 指定 する 場合 は , グル ー プ フィ ー ル ド が 完結 し て い 
な けれ ば な り ま せん . 


Found "PROTECT_END” parameter, but group field is not end. 


【 内 容 / 対 処方 法 】”PROTECT_ END” パ ラメ ー タ を 指定 する 場合 は , グル ー プ フィ ー ル ド が 完結 し て いな 
けれ ば な り ま せん . 
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Found “PROTECT_END” parameter, but nothing the protect field. 
【 内 容 / 対 処方 法 】”PROTECT_END' パ ラメ ー タ を 指定 する 場合 は , 対応 する プロ テク ト フ ィ ー ル ド の 開 
始 が な けれ ば な り ま せん . 


Found “SECT", but undefine "BLOCK", or find next block's parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セクション 指定 が され まし た が , 対応 する ブロ ッ ク 指 定 が 未 指定 か , バウ ンダ リ 指 
定 に より 当 パ ラメ ー タ 以前 に 1 ブロ ッ ク の 区 画 が 終了 し て いま す . 


Found syntax error In this parameter specified. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 こ の パラ メー タ の 記述 に 誤り が あり ます . 


Found unlinked (block overflow) "xxx” section at auto mode linkage. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セクション 指定 が され ませ ん で し た . ある い は , ブロ ッ ク サ イズ を 超え て いる た め 
リン ク さ れ ま せん で し た . 


Found unlinked "xxxx” section at section parts linkage. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セ クシ ョ ン 単 位 の 結合 に お いて , /SECT パラ メ - タ で 指定 され な か っ た セク ショ ン 
が 存在 し ます . 


Index syntax err0r。 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セ レク タオ ペラ ンド の イン デック ス が 不当 で す . 


Insufficient work area. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 作 業 領域 が 不足 し まし た . 


Invalid format while reading generator object. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 定 義 体 オブ ジェ クト の 形式 が 正しく あり ませ ん . 


Invalid or unmatched version while reading library. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ラ イブ ラリ の 形式 が 正しく あり ませ ん . ある い は , 版 数 が 正しく あり ませ ん . 


Invalid "SAUF” object format in the control block. Invalid "SAUF” object format in the 
object block. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オブジェ クト の 形式 が 正しく あり ませ ん . 


It tried to calculate the symbol "xxxxxx” which was not defined. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 リ ンク パラ メー タ の 中 で 使用 し て いる シン ボル が 未定 義 で す . 


Name's first character must be alphabetic. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 エ クス ター ナル シン ボル 名 の 先頭 は アル ファ ベッ ト 等 で な けれ ば な り ま せん . 


Not allocate block, "BLOCK” parameter value ignore. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ブ ロッ ク 指 定 パ ラメ ー タ の 諸 値 が 不当 で す . 


Not found "GDT/LDT” parameter, at protect addressing mode parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 プロ テク トモ ー ド の フィ ー ル ド 内 で 当 パ ラメ ー タ を 使用 する 場合 は , ディ スク リプ 
タ の テー ブル 種別 が 必要 で す . 


Not found need the "MODL” parameter. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 "MODL” パ ラメ - タ が 定義 され て いま せん . 


229 


Not found "SECT” parameter at auto mode linkage. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セクション 指定 パラ メー タ が 存在 し ませ ん . 


Not found target block, "GAP” parameter value ignore. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ギ ャ ッ プ 指定 に 対応 する ブロ ッ ク 指 定 が あり ませ ん . 


Rpl syntax error. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セレ クタ オペ ラン ド の 特権 レベ ル が 不当 で す . 


Size syntaxX err0r. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 セ クシ ョ ン サ イズ オペ ラン ド が 不当 で す . 


Sorry。 found "XLNKV” internal error, code xxxxh. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 リ ンカ 内 部 の バグ を 検出 し まし た . 


Symbol name is too lon9. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 エ クス ター ナル シン ボル 名 が 長 す ぎ ま す . 


Syntax error, Need next operand. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 次 の オペ ラン ド が 足り ませ ん . 


SyntaX err0r XXXXXXXX. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 起動 パラ メー タ に 誤り が あり ます . 


Type Syntax error, Need next operand. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 エク スタ ー ナ ル シ ン ボル タイ プ は , "EQU/REAL/PROTECTT の いずれ か で な けれ ば な り 
ませ ん . 


Undefined argument for need parameter XXXXXXXX. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 起動 パラ メー タ の 必須 アー ギュ メン ト が 指定 され て いま せん . 


Undefined index operand. 

【 内 容 / 対 処方 法 】 セ レク タオ ペラ ンド の イン デック ス が 記述 され て いま せん . 
Unknown parameter "x . 
【 内 容 / 対 処方 法 】 起動 パ ラメ ー タ に 意味 の な い ア ー ギ ュ メ ント が 指定 され まし た . 


Unmatched version in the 9enerator object. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 定 義 体 オブ ジェ クト の 版 数 が 正しく あり ませ ん . 


Unmatched version while reading object file. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オ ブ ジ ェクト の 版 数 が 現在 サポ ー ト し て いる 版 数 より 上 位 の た め 結 合 で きま せん . 
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絶対 番地 リス ト 出 力 機能 XABS-V 
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入出 力 フ ァイル (絶対 番地 リス ト 出 力 機 能 XABS-V) 


絶対 番地 リス ト 出 力 機能 (XABS-V) を 使う に は , 以下 に 示す ファ イル が 必要 に な り ま す . 


【XABS-V 入出 力 概要 図 】 


入力 ら 2 
紀 集 情報 ファ ェ イ 比 
玉 玉 ab 
入力 1 入力 3 
アセ ソン ブル 時 の 2 
ソー スプ ログ ラム 事 引 対 番地 リス ト 出 力 オブ ジェ カト 
素 ポ was X ム 日 - ぴ 1 


入力 1: ソー スプ ログ ラム (*x*x*x. xas) 

アセ ンプ ラ (XA58Y) が アセ ンプ ブル 暗 に 入力 し た , 各 マ イク ロ プ ロ セ ッ サ ご と の ソー スプ ログ ラ 
ム フ ァ イル は , 入力 2 の 編集 情報 ファ イル に よっ て 自動 的 に 確認 され , 入力 され ます . 

利用 者 が , 特に 意識 し な く て も , 検索 し て 処理 を 行い ます . 


入力 2: 編 集 情報 ファ イル (**x**. xab) 

編集 情報 ファ イル は アセ ン ブ ル 時 に "-abs” の 指定 が な され た 場合 に 出力 され る XABS-V 用 の イン 
ター フェ イス ファ イル で す . 

アセ ン ブ ル 時 に "-abs” が 指定 され て いな いと 処理 され ませ ん . 

ファ イル タイ プ が 省略 され る と , ".xab” が 付加 され た ファ イル 名 と みな し ます . 
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入力 3: リ ンク 後 の 結合 オブ ジェ クト (xx***. xl0) 

リン カ (X%LNK-V) に よっ て 結合 され た 実行 形式 オブ ジェ クト で アブ ソリ ュー トリ スト 出力 の 入力 
ど な る オデ ジェ クト モジ ュー ル ア ァ イル で す 、 

アプ ソリ ュ ョ ュー トリ スト 出力 で は 、 この 実行 形式 オプ ジェ クト を 入力 し , アプ ソリ ュー トド オプ ジェ 
クト , グロ ー バ ル シ ン ボル 情報 を 抽出 し , アブ ソリ ュー トリ スト に 編集 し ます . この 実行 形式 オ 
ブ ジ ェクト ファ イル は , 省略 する こと は で きま せん . 

省略 ファ イル タイ プ は , “.xlo" で す . 


出力 1: アブ ソリ ュー トリ スト (****. lis) 

アセ ンプ ブラ (X%ASS-V) が 出力 する アセ ン ブ ル リ スト と 同じ フォ ー マ ッ ト の リス ト フ ァイル で す . 
リス ト 中 の 番地 の 表示 が 絶対 番地 に 書き 換え られ て 出力 され ます . 

ファ イル 名 は "ソー ス フ ァ イル 名 .1is" と な り ま す . 
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XABS-V の 起動 フォ ー マ ッ ト 


操作 
絶対 番地 リス ト 出 力 機能 (XABS-V) は 以下 の コマ ンド 形式 で 起動 し ます . 
[ ] は 省略 可能 , 人 へ は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


xabsvy ハ ファ イル 名 和信 [# ユ ニッ ト 名 ][... ]A-BA 結 合 オ ブ ジ ェクト 名 人 [オプ ショ ン ] 


xabsv 


絶対 番地 リス ト 出 力 を 起動 する 際 の 固定 コマ ンド で す . 


ファ イル 名 
アセ ン ブ ル 時 に 出力 され た 編集 情報 ファ イル を 指定 し ます . 


-E 人 結合 オブ ジェ クト ファ イル 名 
リン ク 時 に 出力 され た 結合 オブ ジェ クト ファ イル 名 を 指定 し ます . 
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XABS-V 起動 オプ ショ ン 一 覧 


[ ] は 省略 可能 , 人 へ は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


アブ ソリ ュー ト オ ブ ジェ クト を , 抽出 する 実行 形式 オブ ジェ クト ファ イル を 指定 し ま 
す . 


ソー ス フ ァ イル 検索 ディ レク トリ を 指定 し ます . 複数 指定 可能 で す . 


アセ ン ブ ル リ スト を 出力 し な いと き 指 定 し ます . 


クロ スリ ファ レン スリ スト を 出力 する と き 指 定 し ます . 


イン クル ー ド リス ト を 出力 する と き 指 定 し ます . 


マク ロ 定 義 り リス ト を 出力 する と き 指 定 し ます . 


マク ロ 展 開 リ スト を 出力 する と き 指 定 し ます . 


アセ ン ブ ル 時 の オプ ショ ン パ ラメ ー タ な ど を 出力 する と き 指 定 し ます . 


オブ ジェ クト の 印刷 幅 を 広げ る と き 指 定 し ます . 


1 行 の 幅 を 80 文字 で 編集 し , 印刷 する と き 指 定 し ます . 


バー ジョ ン 情 報 を 表示 し ます . 


ヘル プ 情 報 を 表示 し ます . 
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-E オプ ショ ン 


形式 -EA オ ブ ジ ェクト ファ イル 名 指定 


アブ ソリ ュー ト オ ブ ジェ クト を , 抽出 する 実行 形式 オブ ジェ クト ファ イル を 指定 し ます . 
省略 する こと は で きま せん . 

ファ イル 指定 に ファ イル タイ プ を 指定 し な いと , アブ ソリ ュー トリ スト 出力 は 省略 値 と し て , 
”.Xl0” を 付加 し ます . 


xabsV -E sample.xlo sampl samp2 


xabsvV -E sample Sa ] 


236 


-S -C -| -m -e -D -| -w オ プシ ョ ン 


出力 され る リス ティ ング の オプ ショ ン を 指定 し ます . オプ ショ ン に は 次 の も の が あり ます . 


形式 -$ 


1 行 の 幅 を 80 文字 で 編集 する 場合 に 指定 し ます . 
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-v オプ ショ ン 


XABS-Y の バー ジョ ン レ ベル を 表示 し ます . 
また , -Y オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き は 他 の オプ ショ ン パ ラメ ー タ 指定 は 無視 され 
バー ジョ ン 情 報 を 表示 する だ け で す . 


XABS-V の バー ジョ ン レ ベル , コマ ンド 形式 お よび 起動 オプ ショ ン を 表示 し ます . 
また , -h オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き は 他 の オプ ショ ン パ ラメ ー タ 指定 は 無視 され , 
ヘル プ 情 報 を 表示 する だ け で す . 
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ファ イル 名 指定 


リス ト 編 集 を 行う アブ ソリ ュー トリ スト 編集 情報 ファ イル 名 を 1 つ 以 上 指定 し ます . 
ファ イル タイ プ が 省略 され た 場合 に は , ".xab" が 付加 され た ファ イル 名 と みな され ます . 
複数 の ファ イル 名 を 指定 する と き に は , ファ イル 指定 を 空白 で 区 切る こと に よっ て 行い ます . 


xabsv sampl1 

xabsv sampl1 sampl2 sampl3 

また , ファ イル 名 に 続け て ユニ ッ ト 名 を 指定 する こと が で きま す . 

アセ ン ブ ル 時 と リン カ 出 力 後 の ユ ニッ ト 名 が 異な る 場合 に , 実行 形式 オブ ジェ クト モジ ュー ル 
中 の ユニ ッ ト 名 を "お だ に 続け て 指定 し ます . 


ユニ ッ ト 名 を 省略 する と , アセ ン ブ ル 時 の ユニ ッ ト 名 が 使わ れ ま す . 
(Windows 版 で は ディ レク トリ デリ ミッ タ は "に な り ま す . ) 


【 フ ァイル 指定 】 


ghSY EC AA 音 貞 1 只 A2 叫 
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XABS-V メッ セー ジ 情 報 


絶対 番地 リス ト 出 力 (XABS-V) は , 指示 され た 編集 処理 が すべ て 正常 に 終了 し た 場合 に は , 特に メ 
み セ ー ジ は 出力 し ませ ん . 

$xabsv -E abs.xlo abs.xab ・‥‥・ アブ ソリ ュー トリ スト 出力 の 起動 

$ …… アブ ソリ ュー トリ スト 出力 の 正常 終了 

また , エラ ー 状 態 を 示す エラ ー メ ッ セ ー ジ は , 入出 力 や シス テム に 依存 する エラ ー に 関す る メッ 
セー ジ に の み , UNIX, Windows の エラ ー 表 示 に 準拠 し て , 出力 され ます . 

これ ら の 標準 的 な エラ ー( 例 . ファ イル が な い .... な ど ) 以 外 で , アブ ソリ ュー トリ スト 出力 が 
検出 する 論理 的 な が エラ ー に つい て は , 下記 の 形式 で 出力 され ます . 

$xabsv abs.xab -E abs.xlo ・‥:・ アブ ソリ ュー トリ スト 出力 の 起動 

BS ーー ー…… エラ ー メ ッ セ ー ジ 


XABS-V メッ セー ジ 一 覧 
XABS-V が 出力 する メッ セー ジ の 一 覧 で す . 
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下 ー】 


%XABSV-E-FNO : Target File not Found 


【 内 容 / 対 処方 法 】 ソ ー ス ファ イル (また は ファ イル 情報 ) が あり ませ ん . 


%ABSV-E-SNO : Section not Found 
【 内 容 / 対 処方 法 】 該当 セク ショ ン が あり ませ ん . 


%XABSV-E-0B) : Object not Found 
【 内 容 / 対 処方 法 】 処 理 該当 ユニ ッ ト が あり ませ ん . 


%XABSV-E-SRC : 本 文 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ソ ー ス ファ イル 1I/0 エラ ー 


%XABSV-E-SRC : Source File Mismatch 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ソ ー ス ファ イル 日 付 ミ ス 


%XABSV-E-XAB : Found Bug of XABSV 
【 内 容 / 対 処方 法 】XABS-V の バグ 


%ABSV-E-XAB : Format Version Error 
【 内 容 / 対 処方 法 】 編 集 情報 ファ イル V/L エラ ー 


%ABSV-E-XAB : 本 文 
【 内 容 / 対 処方 法 】 編 集 情 報 フ ァイル I/0 エラ ー 


%XABSV-F-EXE : Found Bug of XABSV 
【 内 容 / 対 処方 法 】XABS-V の バグ 


%ABSV-F-EXE : 本 文 
【 内 容 / 対 処方 法 】 実 行 形式 オブ ジェ クト 1/0 エラ ー 


%XABSV-F-LST : 本 文 
【 内 容 / 対 処方 法 】 リ スト ファ イル 1I/0 エラ ー 
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%ABSV-F-MEM : Insufficient Work Area 
【 内 容 / 対 処方 法 】 作 業 領域 不足 


%XABSV-F-PAR : Exec Parameter Error 
【 内 容 / 対 処方 法 】-E パラ メー タ エ ラ ー 


%XABSV-F-PAR : Parameter Error 
【 内 容 / 対 処方 法 】 そ の 他 パ ラメ ー タ エラ ー 


%XABSV-F-PAR : Show Parameter Error 
【 内 容 / 対 処方 法 】-$5 パラ メー タ エ ラ ー 


%ABSV-F-PAR : Width Parameter Error 
【 内 容 / 対 処方 法 】-W パラ メー タ エ ラ ー 


%ABSV-W-SYM : Symbol not Found 
【 内 容 / 対 処方 法 】 シ ン ボ ル 情 報 が あり ませ ん . 


Abs format version error (This version = V1 [Abs VER = V2]) File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】xxxx ファ イル の アブ ソリ ュー ト フ ァイル フォ ー マ ッ ト の バー ジョ ン VI が , 
処理 対象 フォ ー マ ッ トバ ー ジ ョ ン V2 と 異な り ま す . 


Abs format level error (This level = L1 [ADs LEV = L2]) File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】xxxx ファ イル の アブ ソリ ュー ト フ ァイル フォ ー マ ッ ト の レベ ル Ll が 処理 対 
象 フ ォ ー マ ッ ト レ ベル 【2 と 異な り ま す . 


File can not closed File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】xxxx ファ イル が クロ ー ズ で きま せん で し た . 


File DATE mismatch error (NEW DATE = new, OLD DATE = old) File : xxxx 


【 内 容 / 対 処方 法 】 xxxx ファ イル 作成 時 の 日 付 情報 が 正しく あり ませ ん . XASS-V で アブ ソリ ュー 
トリ スト 編集 情報 ファ イル 出力 後に xxxx ファ イル が 更新 され た 可能 性 が あり ます . 
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Input file check sum error File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 xxxx ファ イル 入力 に お いて チェ ッ ク サ ム エ ラ ー を 検出 し まし た . 


Input file no such symbol (No such symbol no. = xx) File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】xxxx ファ イル 内 に シン ボル NOo. xx が 存在 し ませ ん . 


Input file no such symbol (No such symbol name = sname) File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】xxxx ファ イル 内 に sname シン ボル が 存在 し ませ ん . 


Invalid "ABS” format at block id (ID = 光 ) File : xxxx 

【 内 容 / 対 処方 法 】 ア プ ソ リュ ー ト ファ イル の 形式 が 正しく あり ませ ん . xxxx ファ イル の read 
エラ ー, ある い は xxxx ファ イル の 形式 が アブ ソリ ュー トリ スト 出力 編集 情報 ファ イル の 形式 で 
は あり ませ ん . 


Invalid "ABS” format File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 アブソリュート ファ イル の 形式 が 正しく あり ませ ん . xxxx ファ イル の read 
エラ ー 


Invalid "ABS” format in the header block File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ア プ ソ リュ ー ト ファ イル の 形式 が 正しく あり ませ ん . xxxx ファ イル 内 の デー 
タ の 矛盾 , XASS-V, XLNK-V で エラ ー が 出力 され て いる 場合 が あり ます . 


Invalid "ABS” format in the line block File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 アブソリュート ファ イル の 形式 が 正しく あり ませ ん . xxxx ファ イル の read 
エラ ー 


Invalid “ABS” format in the line object File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ア プ ソ リュ ー ト ファ イル の 形式 が 正しく あり ませ ん . xxxx ファ イル と 実行 形 
式 オ ブ ジ ェクト の デー タ の 矛盾 , XASS-V, XLNK-V で エラ ー が 出力 され て いる 場合 が あり ます . 


Invalid “ABS” format in the section block File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ア ブ プ ソ リュ ー ト ファ イル の 形式 が 正しく あり ませ ん . xxxx ファ イル と 実行 形 
式 オ ブ ジ ェクト の デー タ の 矛盾 , XASS-V, XLNK-V で エラ ー が 出力 され て いる 場合 が あり ます . 
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Invalid “ABS” format in the struct reference block File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ア プ ソ リュ ー ト ファ イル の 形式 が 正しく あり ませ ん . xxxx ファ イル 内 の デー 
タ の 矛盾 , XASS-V, XLNK-V で エラ ー が 出力 され て いる 場合 が あり ます . 


Invalid "SAUF” object format File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オ ブ ジ ェクト の 形式 が 正しく あり ませ ん . xxxx ファ イル 内 の デー タ の 矛盾 , 
XASS-V, XLNK-V で エラ ー が 出力 され て いる 場合 が あり ます . 


Invalid "SAUF” object format in the object block File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オ ブ ジ ェクト の 形式 が 正しく あり ませ ん . 処理 途 中 で の xxxx ファ イル の EOF, 
ある い は read し た デー タ の チェ ッ ク サ ム エ ラ ー 


Invalid "SAUF” object format in the section block File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オブジェ クト の 形式 が 正しく あり ませ ん . xxxx ファ イル の セク ショ ン 情 報 の 
read エラ ー, ある い は read し た デー タ の チェ ッ ク サ ム エ ラ ー 


No such global or external symbol (No such Global/External symbol name = sname) File : 
XXXX 


【 内 容 / 対 処方 法 】xxxx ファ イル 内 に sname シン ボル が 存在 し ませ ん . 


Section length error (Sect = sname) File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】xxxx ファ イル 内 の sname セク ショ ン の サイ ズ が 正しく あり ませ ん . 


Unit name not found (NAME = uname) File : xxxx 
【 内 容 / 対 処方 法 】xxxx ファ イル 内 に uname ユニ ッ ト が 存在 し ませ ん . 
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大 出力 ファ イル (ライ ブラ リア ン AIB=V) 


ライ ブラ リア ン (XLIB-V) を 使う に は , 以下 に 示す ファ イル が 必要 に な り ま す . 


【XLIB-V 入出 力 概要 図 】 


入力 1 定 利 用 者 準備 
オブ ジェ ウト 


モジ ュー ルフ ァイル ル 
素 玉 玉 素 so 


+ 入力 2 宇 利 用 者 準備 


ニ ニ e 寺 合 オブ ジェ ウト 
ライ ブラ リア ン ソン キー 6 
モジ ュー ルフ ァ イ 比 
出力 1 as 
ライ ブラ リリ 情報 
リス ト フ ェ イ 比 
素 素 玉 |is 


入力 1: オ ブ ジ ェクト ファ イル (**x**. xa0 ) 

アセ ン ブ ラ で 処理 され た オブ ジェ クト モジ ュー ルフ ァイル で , 利用 者 が 準備 し な けれ ば な り ま 
せん . 

ライ ブラ リ 内 に 新た に モジ ュー ル を 登録 し た り , 更新 し た りす る 場合 は 必ず 指定 し な けれ ば な 
り 水 E6。 


入力 2 : 結 合 オ ブ ジ エク ト フ ァイル (*x**x. xl0) 

リン カ で 出力 され た 結合 オブ ジェ クト モジ ュー ルフ ァイル で , 利用 者 が 準備 し な けれ ば な り ま 
せん . 

幾つ か の モジ ュー ル を 集め て リン ク し た モジ ュー ル も 新た に 1 つの 共通 モジ ュー ル と し て 登録 
する よう な 場合 に 指定 し ます . 


出力 1: オブ ジェ クト ライ ブラ リ (*xx*. xlb) 

オブ ジェ クト ライ ブラ リ を 集め て 管理 する ライ ブラ リフ ァイル で , オブ ジェ クト ライ ブラ リフ 
ァイル を 省略 する こと は で きま せん . 

ライ ブラ リ の 省略 ファ イル タイ プ は ".xlb” で す . 


出力 2: ラ イブ ラリ 情報 ファ イル (:****. lis) 

ライ ブラ リ の 情報 を 出力 し ます . ファ イル 名 を 指定 する と リス ト フ ァイル を 出力 し ます . 
省略 する と "stdout” に 出力 し ます . 

また , リス ト フ ァイル の 省略 ファ イル タイ プ は ". 1is" で す . 


その 他 : シ ステ ムラ イブ ラリ と ユー ザラ イブ ラリ 

ライ ブラ リア ン (XLIB-V) お よび リン カ (XLNK-V) は , オブ ジェ クト ライ ブラ リ を 2 つ に 区 別して 
処理 を 行う よう に 考え られ て いま す . 

2 つの ライ ブラ リ の 違い は , リン ク 時 に 現れ , シス テム ライ ブラ リ で 登録 され て いる モジ ュー ル 
は 必要 な モジ ュー ル の み が リ ンク され ます . 

ユー ザー ライ ブラ リ と し て 登録 され て いる モジ ュー ル は その ライ ブラ リ 内 の すべ て の モジ ュー 
ル を リン ク し ます 。 

し た が っ て ユー ザー ライ ブラ リ に 必要 な モジ ュー ル を 集め て お く こ と で , リン ク 時 に モジ ュー 
ル 名 の 指定 を し な いで リン ク す る こと も 可能 に な っ て いま す . 
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その 他 : ラ イブ ラリ 管理 方 法 

ライ ブラ リア ン は , ライ ブラ リ の 生成 , モジ ュー ル の 登録 , 変更 , 削除 , ラ イブ ラリ 情報 の 出力 
な どの 機能 を 持っ て いま す . 

し た が っ て 特に ライ ブラ リフ ァイル の 情報 を ユー ザー が 意識 し な く て も , 維持 ・ 管 理 で きる よう 
に 考え られ て いま す . 


【 ラ イブ ラリ 管理 方 法 】 


ライ ブラ リ 情 報 
の 出力 


リン カ で ライ ブラ リ 
か が ら 自 動 リ フロ 作 業 
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XLIB-V の 起動 フォ ー マ ッ ト 


操作 
ライ ブラ リア ン (XLIB-V) は , 以下 の コマ ンド 形式 で 起動 し ます . 
[ ] は 省略 可能 , 人 へ は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


xlibvy 人 人 [オプション] ヘラ イブ ラリ ファ イル 名 和信 [オブ ジェ クト ファ イル 名 [...]] 


Xliby 
ライ ブラ リア ン を 起動 する 際 の 固定 コマ ンド で す . 


ライ ブラ リフ ァイル 名 
オブ ジェ クト モジ ュー ル を 管理 する ライ ブラ リフ ァイル 名 を 指定 し ます . 


オブ ジェ クト ファ イル 名 
アセ ン ブ ラ また は リン カ で 出力 され た オブ ジェ クト ファ イル 名 を 指定 し ます . 


関連 事項 : 起 動 オ プシ ョ ン に つい て 
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XLIB-V 起動 オプ ショ ン 一 覧 


[ ] は 省略 可能 , 人 へ は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


モジ ュー ル 更 新 処理 の 前 に 確認 メッ セー ジ を 出力 する と き 指 定 し ます . 


指定 され た モジ ュー ル の み 削 除 し ます . 


指定 され た ライ ブラ リ 内 の すべ て の モジ ュー ル を 削除 し ます . 


新規 に ライ ブラ リ を 作成 する と き に 指定 し ます . 


-1 [= ファ イル 指定 ] 


-] が 指定 され た と き , ライ ブラ リ 情 報 を 通常 画面 に 出力 し ます . 


-ーL[= フ ァイル 指定 ] 


ライ ブラ リ 情 報 と グロ ー バ ル 情 報 を 通常 画面 に 出力 し ます . 


ー ド 


ライ ブラ リフ ァイル に 指定 モジ ュー ル を 登録 し ます . 


=D ライ ブラ リフ ァイル の 圧縮 を 行い ます . 

-e へ ファ イル 名 ライ ブラ リ か ら 指 定 さ れ た ファ イル を コピ ー し ます . 

還 ライ ブラ リ 内 の すべ て の モジ ュー ル を デフ ォ ル ト の ディ レク トリ に コピ ー し ます . 
-v モジ ュー ル の 登録 ・ 削 除 ・ コ ピー の 時 に モジ ュー ル 名 を 表示 し ます . 

3 新規 ライ ブラ リ 作 成 時 に 旧 形 式 (V1.3) の ライ ブラ リ を 作成 し ます . 

-h ヘル プ 情 報 を 表示 し ます . 


起動 オプ ショ ン に つい て 
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XLIB-V 起動 オプ ショ ン 


オプ ショ ン 指 定 は , XLIB-V コマ ンド 自身 に 付け る こと が で きま す . 

オプ ショ ン 指 定 は 複数 指定 で きま す が , 相反 する 機能 を 持つ 指定 を 同時 に する こと は で きま せ 
ん . 

例え ば , -d オプ ショ ン パ ラメ ー タ と -e オプ ショ ン パ ラメ ー タ は 相反 し ます . 

も し , これ が 同時 に 指定 され れ ば , XLIB-V は -3 オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 優先 し , モジ ュー ル の 
削除 の み を 実行 し ます . ま た, -d オプ ショ ン パ ラメ ー タ と -e オプ ショ ン パ ラメ ー タ が な い 場 合 , 
XLIB-V は ライ ブラ リ へ の 登録 を 行い ます . 

ライ ブラ リア ン は オプ ショ ン 指 定 の 有無 に より 【 オ プシ ョ ン の 実行 】 に 示す 処理 を 実行 し ます . 


【 オ プシ ョ ン の 実行 】 


ライ ブラ リ の ライ ブラ リ の 

オニ ブン カリ エイ ト 
ーr 指 定 ーd 指 定 」 ー= 揚 定 

モジ ュー ルー 


ファ イル へ 礼 写 


ライ ゴ ラ リ 情報 を 
出力 
| ー L 揚 定 
ダ ロ ー バ 上ル シン ルル 
の 出力 


XLIE-Y モジ ュー ル の 
FNND 祝 録 


251 


= 草 プ ショ ン 


形式 ョ 


モジ ュー ル の 登録 , 削除 , コ ピー を する 前 に , それ ぞ れ の モジ ュー ル 名 を 表示 し , その モジ ュー 
ル の 処理 を する か どう か を 確認 する た め の 制 御 を 行い ます . 

-1i オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き , ライ ブラ リア ン は , それ ぞ れ の モジ ュー ル の 処理 
前 に 応答 要求 を 行い ます の で , 処理 を 行う と き は "Y” と 応答 し , キャ リッ ジリ ター ン を 入力 し て 
くだ さい . 他 の 文字 を 入力 し た 場合 は モジ ュー ル の 処理 は 行わ れ ま せん . 


Y[es] 処理 を 行い ます 
N[o] ま た は RET 処理 を 行い ませ ん 
Q[uit] 以後 の すべ て の モジ ュー ル に 対し て 処理 を 行い ませ ん 
A[11] 以後 の すべ て の モジ ュー ル に 対し て 処理 を 行い ます 


-0 -D オプ ショ ン 


形式 -d 


形式 -D 


ライ ブラ リ か ら モ ジュ ー ル を 削除 し ます . 
=0 パプ ジョ シンバ パラ メー タ が 指定 され た と き , ライ デラ リア シン は 。 モジ ョ ー ル ライ ジラ リ が か ら モ 
ジュ ー ル ファ イル 指定 の モジ ュー ル を 削除 し ます . 
-D オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き , モジ ュー ル ラ イブ ラリ に 登録 され た すべ て の モジ 
ュー ル を 削除 し ます . 

Xlibv cmd.xIb a.xao <-- "cmd.xIbD" に "a.xao” を 登録 


xlibv -d cmd.xlb a.xao <-- "cmd.xIb" か ら "a.xao” を 削除 


xlibv -D cmd.xlb <-- “cmd.xIb" の すべ て の モジ ュー ル を 削除 
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-c オプ ショ ン 


新しい ライ ブラ リ を 作る か 否 か を 制御 し ます . 
-c オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き , ライ ブラ リア ン は 新しい ライ ブラ リ を 作り , その 
ライ ブラ リ に モジ ュー ル を 登録 し ます . 

xlibv -c cmd.xlb a.xao <-- "cmd.xIb” を 作成 し て "a. xao” を 登録 


xlibv cmd.xIb a.xao <-- オブ ジェ クト ライ ブラ リ “cmd. xIb" に "a. xao” を 登録 


ーー 革 プ ショ ッ 
形式 -] [= ファ イル 指定 ] 
形式 -L [= ファ イル 指定 ] 


リス ト 出 力 を 行い ます . 
-1 オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き , ライ ブラ リア ン は , ライ ブラ リ 情 報 を "stdout" に 


出力 し ます . 
-【 オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き は , ライ ブラ リ 情 報 と グロ ー バ ル シ ン ボル 名 を 出力 


し ます . 
?= フ ァイル 指定 "に より , ファ イル に ライ ブラ リ 情 報 を 出力 し ます . 
省略 ファ イル の ファ イル タイ プ は ".1lis" に な り ま す . 

-| =abcd <-- “abcd.lis" が 作成 

ー-| <-- “stdout” に 出力 


-|=abcd. aaa <-- "abcd. aaa" が 作成 


253 


-r オプ ショ ン 


ライ ブラ リ に モジ ュー ル ち 登録 し ます , 

モジ ュー ルフ ァイル 指定 と 同名 の モジ ュー ル が 既に ライ ブラ リ 中 に ある と き , ライ ブラ リア ン 
は , ライ ブラ リ 中 の モジ ュー ル を 削除 し た 後 , 新しい モジ ュー ル を 登録 し ます . 

"-d , -e の 指定 が な い 場 合 に は , 自動 的 に モジ ュー ル を 登録 し ます . 


xlibv cmd.xlIb ab <-- “a.xao "と"b.xao” を 登録 
xlibv cmd.xIb a.xlo <-- “a.xlo” を 登録 

ーD オ プシ ョ ッ ン 

形式 還 リ 


モジ ュー ル の 登録 , 削除 を 行っ た 後 , ライ ブラ リ の 圧縮 を 行う か どう か 制御 し ます . 
-p オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き , ライ ブラ リア ン は ライ ブラ リ 中 の 未 使用 領域 を 解 
放し ます . 
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-e -E オプ ショ ン 


形式 -E 


ライ ブラ リ か ら フ ァイル へ モジ ュー ル を コピ ー し ます . 

-e オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き , ライ ブラ リア ン は モジ ュー ルフ ァイル 指定 で 指定 
きれ た 先 ジ ュー ル を ファ イル に コピ ー し まず , 

-E オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き , モジ ュー ル ラ イブ ラリ に 登録 され た すべ て の モジ 
ュー ル が デラ フラ ォ ル トディ レク トリ に コピ ー き ざれ ます 、, 


xlibv -e cmd.xlb a xao b.xao <-- “"a.xao "と"b.xao" が 作成 


-v オプ ショ ン 


モジ ュー ル の 登録 , 削除 。 コ ピー を し た 後に , それ ぞ れ の モジ ュー ル 名 を 表示 する か どう か を 制 
御 し ます . 


= を フシ ヨッ 


形式 gi 


ライ ブラ リ を 作成 時 に -f オプ ショ ン を 指定 する と , 古い フォ ー マ ッ ト (V1.3) の ライ ブラ リ を 
作成 で きま す . 
古い フォ ー マ ッ ト (V1.3) の ライ ブラ リ で は グロ ー バ ル シ ン ボル の 有効 長 は 32 文字 まで で す . 
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W 革 プション 


形式 -h 


XLIB-V の バー ジョ ン レ ベル , コマ ンド 形式 お よび オプ ショ ン 指 定 を 表示 し ます . 
また , -h オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き は 他 の 起動 オプ ショ ン は 無視 され , ヘル プ 情 
報 を 表示 する だ け で す . 


モジ ュー ルフ ァイル (オブ ジェ クト ファ イル 名 ) 指 定 


"-d , -e の 指定 が な い 場 合 に は ,, ライ ブラ リ に 登録 する モジ ュー ルフ ァイル を 指定 し ます . 
指定 し た モジ ュー ルフ ァイル と 同名 の モジ ュー ル が 既に ライ ブラ リ 中 に ある と き , XLIB-V は ラ 
イブ ラリ 中 の モジ ュー ル を 削除 し た 後 , 新 モ ジュ ー ル ファ イル を 登録 し ます . 

-d オプ ショ ン パ ラメ ー タ の 指定 が ある 場合 は , ライ ブラ リ か ら 削 除 す る モジ ュー ル 名 を 指定 し 
ます 。 

モジ ュー ルフ ァイル の 省略 ファ イル タイ プ は ".xao "で す . 


xlibv cmd.xIb ab <-- “a.xao と "b.xao” を 登録 


xlibv -d cmd.xlb ab <-- “a.xao "と"b.xao” を 削除 


ライ ブラ リフ ァイル 指定 


操作 を 行う オブ プ ジ ェ クト モジ ュー ル ラ イブ ラリ を 指定 し ます . 


省略 ファ イル タイ プ は ".xlD" で す . 


XUNDMallia Sa の 2 の 420 情 幸 の の 
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XLIB-V メッ セー ジ 情 報 


ライ ブラ リア ン (X%LIB-V) は , ライ ブラ リ 情 報 以外 に エラ ー 状 態 を 示す メッ セー ジ を 出力 し ます . 


エラ ー メ ッ セ ー ジ は 下記 の 形式 で 出力 され ます . 


$xlibv abc ab'c ・‥…・・ XLIB-V の 起動 


0X| TBV : ニーーーーーーーーー asa 中 ラー バツ セー ン 


エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 し た 後 , ライ ブラ リア ン は 処理 を 終了 し ます ., 


XLIB-V メッ セー ジ 一 覧 
XLIB-V が 出力 する メッ セー ジ の 一 覧 で す . 
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下 当 ー】 


%LIBV: Can't Create Library File! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ラ イブ ラリ ファ イル が クリ エイ ト で きま せん . 


%LIBV: Can'{t Open *** Filel 
【 内 容 / 対 処方 法 】”***” フ ァイル が オー プン で きま せん . 


%LIBV: Can't Read *** Filel 
【 内 容 / 対 処方 法 】”***” フ ァイル が リー ド で きま せん . 


%LIBV: Can't Write *** Filel 
【 内 容 / 対 処方 法 】"***”" フ ァイル が ライ ト で きま せん . 


%XLIBV: Completed with marning (***) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オブ ジェ クト ファ イル (ix) は アセ ン ブ ル 時 に ワー ニン グ が あり まし た . 


%WLIBV: Insufficient Work Areal 
【 内 容 / 対 処方 法 】 作 業 領域 不足 で す . 


%XLIBV: It tried to put the global Label of equal to or more the 33 characters in the 
old format library.(***) 

【 内 容 / 対 処方 法 】 古い フォ ー マ ッ ト の ライ ブラ リ に 33 文字 以上 の 長 さ の グロ ー バ ル ラ ベル を 
入れ よう と し まし た . ライ ブラ リ を 新規 作成 し な お せ ば , 33 文字 以上 の 長 さ の グロ ー バ ル ラ ベ 
ル を 扱え る よう に な り ま す . 


%XLIBV: No such Module(***)! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 ラ イブ ラリ 内 に モジ ュー ル (***) が あり ませ ん . 


%XLIBV: Multiple Global symbol (***) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 グ ロー バル シン ボル (***) が ライ ブラ リ 中 に 複数 あり ます . 


%XLIBV: 0ld Library File (***) 
【 内 容 / 対 処方 法 】(*k*) は パー ジョ ン 6 以前 の XLIB- で 作っ た ライ ブラ リフ ァイル で す . 
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%XLIBV: 0ld Module File (***) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 (***) は バー ジョ ン 6 以前 の オブ ジェ クト ファ イル で す . バー ジョ ン 7 以後 の 
XLIB-V で は 処理 で きま せん . 


%LIBV: Parameter Error! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 コマ ンド 形式 の エラ ー で す . 
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フォ ー マ ッ ト 変 換 機能 X0UT-V 
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入出 力 フ ァイル (フォ ー マ ッ ト 変 換 機 能 X0UT-V) 


フォ ー マ ッ ト 変 換 機能 (XOUT-V) を 使う に は , 以下 に 示す ファ イル が 必要 に な り ま す . 


【XOUT- 入出 力 概要 図 】 


入力 1 利用 者 準備 (つれ 放 出力 する ) 


合 オプ ゴジ ェ ッ ウト 
ポポ xxI ロ 


宇 利 用 者 が 準備 


出力 1 


SH シャ ドウ 空間 
情報 ファ イル 
※ ポポ 。 =ha 
出力 4 


AR THLME 


情報 フェ イル 
玉 hm 


入力 実行 形式 オブ ジェ クト 

リン カ (%LNK-V) に よっ て 結合 され た 実行 形式 オブ ジェ クト で , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ テ 
ィ の 入力 と な る オプ ジェ クト モジ ュー ルフ ァイル で す . 

フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ は , この 実行 形式 オブ ジェ クト を 入力 し , コマ ンド で 指定 され 
た オプ ジェ クト フォ ー マ ッ ト に 変換 し ます . 

ファ イル タイ プ が 省略 され る と ".xlo" が 付加 され た ファ イル 名 と みな し ます . 

また , アセ ン ブ ラ (XASS-V) に よっ て 出力 され た 実行 形式 オブ ジェ クト (外部 参照 シン ボル が な い 
が デア プ ツ リョ ー ト オプ ジ ェクト) も 入力 対象 と な り ま すず, 


入力 1: 結 合 オ ブ ジ ェクト (****. xl0) 
リン カ が 出力 する 結合 オブ ジェ クト ファ イル で 省略 は で きま せん . 
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入力 2: パ ラメ ー タ ファ イル (*x***. xcl) 

パラ メー タフ ァイル は , フォ ー マ ッ ト 変 換 を 行う と き に 取り 出す セク ショ ン や オブ ジェ クト の 
情報 を 細か く 制 御 す る パラ メー タフ ァイル で , 利用 者 が 準備 し な けれ ば な り ま せん . 

省略 され た 場合 に は , 標準 的 な 変換 作業 が 行わ れ ま す . 


出力 変換 後 オ ブ ジ ェクト 

フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ が , コマ ンド に よっ て 指定 され た フォ ー マ ッ ト に 変換 し た , 変 
換 後 の オ ブ ジ ェクト で す . 

この オブ ジェ クト は , 各種 開発 機器 に シリ アル イン ター フェ イス 等 を 通し て ダウ ン ロ ー ド する 
こと が で きま すず す 。 

た だ し , この 出力 変換 後 オ ブ ジ ェクト は , コー ド 部 分 (ファ イル タイ プ が ".xho"”) と シン ボル 部 分 
(ファ イル タイ プ が ".xhs”) と に 分 離さ れ て , 出力 され ます . 

また , シン ボル 変換 指定 に HP64000 タイ プ を 指定 し た と き は , シン ボル 部 分 は いく つ に も (ファ 
イル タイ プ ブ ".A お よび ".L”) 分 離さ れ ま す . 


出力 1: シ ン ボ ル テ ー ブ ル (****. xhs) 
シン ボル テー ブル は , 指定 され た シン ボル 情報 指定 に し た が っ て 取り 出さ れ た シン ボル 情報 だ 
けが 集め られ た ファ イル で XOUT-V が 出力 し ます . 


出力 2:HEX プロ グラ ム (***x*. xho) 
HEX プロ グラ ム は , 指定 され た HEX プロ グラ ム 情 報 指定 に し た が っ て 取り 出さ れ た HEX プロ グラ 
ファ イル で XOUT-V が 出力 し ます . 


出力 3: リ スト 情報 ファ イル (*x***. inf ) 

リス ト 情 報 フ ァイル は , シン ボル 名 な どの 情報 が 集め られ た リス ト フ ァイル で XOUT-V が 出力 し 
まず 

この リス ト フ ァイル の 省略 ファ イル タイ プ は ". inf” で す . 


出力 4:ARM THUMB 情報 ファ イル (****. thm) 

ARM THUMB 情報 ファ イル は , ARM7/9 THUMB コー ド の 情報 を XOUT-V で 出力 し ます . 

この THUMB 情報 ファ イル の 省略 ファ イル タイ プ は , ".thm" で す . 

この ファ イル は ARM の THUMB コー ド を 含ん だ コー ド を XDDI-V ICE デバ ッ ガ で デバ ッ グ する 以外 
Ch 

| っ 引 ジ シン ョ ンジ 


5 
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出力 5:SH シャ ドウ 空間 情報 ファ イル (:****. sha) 

SH シャ ドウ 空間 情報 ファ イル は , 5H3, SH4 な どの シャ ドウ 空間 に マッ プ さ れ た 情報 で す . 

この シャ ドウ 空間 情報 ファ イル の 省略 ファ イル タイ プ は , “.sha "で す . 

この ファ イル は , シャ ドウ 空間 を 持っ て いる SH MPU を XDDI-V ICE デバ ッ ガ で デバ ッ グ する 以 
外 は 必要 あり ませ ん . 

参照 :-W オプ ショ ン 
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XOUT-V 起動 フォ ー マ ッ ト 


操作 
フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ (XOUT-V) は , 以下 の コマ ンド 形式 で 起動 し ます . 
[ ] は 省略 可能 , 人 は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


xouty ハ 結合 オブ ジェ クト ファ イル 名 和信 [オプ ショ ン ] 


XOUtV 
フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ を 起動 する 際 の 固定 コマ ンド で す . 


結合 オブ ジェ クト ファ イル 名 
リン カ が 出力 する 結合 オブ ジェ クト ファ イル 名 を 指定 し ます . 
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XOUT-V 起動 オプ ショ ン 一 覧 


注意 


フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ (X%OUT-V) の コマ ンド で 指定 で きる ファ イル 名 は 最大 80 文字 ま 


生 お 
[ ] は 省略 可能 , 


へ は ブラ ンク (空白 ) を 表し て いま す . 


-1 ハ ファ イル 名 


リス ト 情 報 フ ァイル を 出力 する と き 指 定 し ます . 


ユ 


リス ト 情 報 フ ァイル を 出力 し な い 場合 に 指定 し ます . 


-d ハ オブ ジェ クト ファ イル 指定 


HEX オブ ジェ クト プロ グラ ム の 出力 指定 と , ファ イル 名 指定 で す . 


コ 


HEX オブ ジェ クト プロ グラ ム を 作成 し な い 場 合 に 指定 し ます . 


-s ハ シン ボル ファ イル 指定 


シン ボル テー ブル の 出力 指定 と , ファ イル 名 指定 で す . 


ct 作 小 ブ ジ ェ ウ クト タイ ブ 、 シン 
ボル タイ プ 


オブ ジェ クト タイ プ :ohbjl~obj17, シン ボル タイ プ :sym1 て sym17. タイ プ 指 


定 オ プシ ョ ン . 


-e ハ オプ ショ ン フ ァイル 


変換 時 に 細か な 制御 を 行う た め の パ ラメ ー タ が 入っ て いる ファ イル を 指定 
し ます . 


拡張 機能 を 使用 し な い 場 合 に 指定 し ます . 

ュ ム ハリ スト 情報 リス ト 情 報 に は all, object, symbo1 と あり ます の で いずれ か を 指定 し ます . 
0 入力 オブ ジェ クト 情報 を 出力 し な い 場 合 に 指定 し ます . 

-h ヘル プ 情 報 を 表示 し ます . 

-n 人 ハ [ 出 力 フ ァイル 名 指定 ] ディ スト リ ビ ュ ー ト の オブ ジェ クト を 作成 し ます . 

-N ディ スト リ ビ ュ ー ト の オブ ジェ クト を 作成 し ませ ん . 

-yA[ サ ブシ ン ボ ル 情 報 ] シン ボル ファ イル の サブ プ 情 報 を 指定 し ます . 


注意 :-y オプ ショ ン は , シン ボル タイ プ が HP64000 タイ プ の と きのみ 有効 で 
す . 


-m 八 [変換 オブ ジェ クト アド レ 
ス 上 限 値 ] 


オブ ジェ クト の アド レス 上 限 値 を 指定 し ます . 


ゴム [THUMB 情報 ファ イル 名 指 


定 ] 


ARM THUMB 情報 ファ イル の 出力 指定 と ファ イル 名 指定 で す . 


-WA[ シ ャ ドウ 空間 情報 ファ イ 


ル 名 指定 ] 


SH シャ ドウ 空間 情報 ファ イル の 出力 指定 と ファ イル 名 指定 で す . 
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ーー 革 プ ショ ヨッ 


形式 


-1 信 [ 出 カ リス ト フ ァイル 指定 ] 


-【 


フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ が 出力 する 情報 リス ト を 作成 する か どう か を 制御 し , オプ シ 
ョ ン と し て , リス ティ ング ファ イル 作成 の た め の 出 力 ファ イル 指定 を 行い ます . 

"-1" の ファ イル 指定 が 省略 され た 場合 は , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ は 入力 オブ ジェ ク 
ト フ ァイル と 同じ ファ イル 名 で ファ イル タイ プ が ". inf" の ファ イル を 作成 し ます . 

"-1" の ファ イル 指定 で , ファ イル タイ プ が 省略 され て いた ら , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ 
は , 省略 値 と し て ".inf" の ファ イル タイ プ を 使用 し ます . 


-| abcde …… abcde. inf^ が 作成 
ー| ……・ オブ ジェ クト 名 “. inf“ が 作成 
-| abcde.aaa ・‥:・ この まま 作成 


- …… リス ト フ ァイル を 作成 し な い 


XOUT-V 起動 オプ ショ ン 一 覧 へ 
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-0 -D オプ ショ ン 


形式 


-d 人 ハ [ 変 換 後 オブ ジェ クト ファ イル 名 指定 ] 


-D 


-t オプ ショ ン に よっ て 選択 され た , フォ ー マ ッ ト に 変換 され た 後 の オ ブ ジ ェクト (コー ド 部 分 ) 
を 出力 する か どう か を 制御 し , オプ ショ ン と し て , 変換 後 の オ ブ ジ ェクト ファ イル 作成 の た め の 
出力 ファ イル 指定 を 行い ます . 

"の ファ イル 指定 が 省略 され た 場合 は , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ は 入力 オブ ジェ ク 
ト フ ァイル と 同じ ファ イル 名 で ファ イル タイ プ が ". xho" の ファ イル を 作成 し ます . 

"0 の ファ イル 指定 で , ファ イル タイ プ が 省略 され て いた ら , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ 
は , 省略 値 と し て ".xho" の ファ イル タイ プ を 使用 し ます . 


-d i8085hex …… 18085hex. xho" が 作成 

-d …… 入力 オブ ジェ クト 名 “.xho" が 作成 

-d i8085hex.hhh ・・. この まま 作成 

-d /dev/tty07 。 …・ /dev/tty077/ が キャ ラク タデ バイ ス な ら 直 接 出力 
-D 良作 成 II 


XOUT-V 起動 オプ ショ ン 一 覧 へ 
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-S オプ ショ ン 


-s 人 [シン ボル ファ イル 指定 ] 


-t オプ ショ ン に よっ て 選択 され た , フォ ー マ ッ ト に 変換 され た 後 の シ ン ボ ル テ ー ブ ル を 出力 す 
る か どう か を 制御 し , オプ ショ ン と し て 変換 後 の シ ン ボ ル テ ー ブ ルフ ァイル 指定 を 行い ます . 
"-S の ファ イル 指定 が 省略 され た 場合 は , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ は 入力 オブ ジェ ク 
ト フ ァイル と 同じ ファ イル 名 で ファ イル タイ プ が ". xhs" の ファ イル を 作成 し ます . 

"-S の ファ イル 指定 で , ファ イル タイ プ が 省略 され て いた ら , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ 
は , PP イル タイ プ を 使用 し ます . 

た だ し , シン ボル タイ プ に 0BJ10(HP64000 シン ボル フォ ー マ ッ ト ) を 指定 し た と き , ファ イル タ 
イプ は ".【I" お よび ".A”" で す . HP64000 シン ボル ファ イル は , XLNK-V で リン ケー ジ し た オブ ジェ ク 
ト フ ァイル ご と に それ ぞ れ ファ イル (ファ イル 名 ".A”) が 作成 され ます . 

また , それ と は 別に グロ ー バ ル シ ン ボル ファ イル (ファ イル 名 ".L”) が 1 つ 作 成 さ れ ま す . 

アセ ン ブ ラ や リン カ で , シン ボル テー ブル の 出力 が 抑止 され て いた 場合 は , シン ボル テー ブル は 
出力 され な いか , また は 内 容 の な い フ ァイル と な り ま す . 


-s symble ・・・・ symble.xhs "が 作成 
ーS ・・・・ 入力 オブ ジェ クト 名 “. xhs” が 作成 
-s symble.ssSs ・・・・ この まま 作成 
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-t オプ ショ ン 


形式 


AI オフ ジョ クト タイ ア 。 ツン ボル デー アル タイ ジ | 


マイ クロ プロ セッ サ (MPU) お よび マイ クロ プロ セッ サ 用 の 開発 機器 に は , 様々 な 機種 が あり , そ 
れ ぞ れ の 機器 に 合わ せ た フ ォ ー マ ッ ト 変 換 が 必要 と な り ま す が , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ 
ティ で は その オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト や シン ボル テー ブル の 機種 な ど を , この タイ プ 限 定子 
に よっ て 指定 し ます . 

オブ ジェ クト タイ プ と シン ボル テー ブル は お 互い に 関係 な く 指定 が 可能 な の で , 指定 する に 当 
た っ て は 矛盾 の 出 な いよ うに 注意 し て くだ さい . 

オブ ジェ クト タイ プ は , オブ ジェ クト の フォ ー マ ッ ト ( イ ン テ ル HEX,。 モト ロー ラ HEX な ど ) を 指 
定 し , シン ボル テー ブル タイ プ は シン ボル テー ブル の 形式 を それ ぞ れ , 番号 付け され た 記号 で 指 
定 し ます . 

-t オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 省略 する と , “-{ obj1l, sym1" と みな され ます の で , 注意 し て くだ さ 
い . 

指定 で きる タイ プ を 一 覧 と し て 以下 に 示し ます . 

指定 フォ ー マ ッ ト タ イ プ の 詳細 に つい て は , XOUT-V 変換 フォ ー マ ッ ト の 種類 を 参照 し て くだ さ 
い . 
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【 オ プア ジェ クト タイ ブ ! 


0bj1 8 ビッ ト CPU で イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
0bj2 8 ビッ ト CPU で モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
obj3 16 ビッ ト CPU で イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
0bj4 16 ビッ ト CPU で モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
0bj5 16 ビッ ト CPU で モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
52 フォ ー マ ッ ト ( デ ー タ 部 28 バイ ト )1 レコ ー ド 68 バイ ト ) 
0Dj6 32 ビッ ト CPU で モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
5S3 フォ ー マ ッ ト ( デ ー タ 部 16 バイ ト )1 レコ ー ド 46 バイ ト ) 
oDj7 ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビッ ト 400 シリ ー ズ ビ ギ ー パ ッ ク 用 イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
0Dj8 | ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビ ッ ト 400 シリ ー ズ エミ ュ レ ー タ 用 イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
0Dj9 ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビッ ト 400 シリ ー ズ ビ ギ ー パ ッ ク 用 モト ロー ラ S1 フォ ー マ ッ ト 
obj10 | ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビット 400 シリ ー ズ エミ ュ レ ー タ 用 モト ロー ラ S1 フォ ー マ ッ ト 
obj11 ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビット 400 シリ ー ズ ZTAT 用 イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
obj12 | テク トロ ニク ス フ ォ ー マ ッ ト 
obj13 | 松下 フォ ー マ ッ ト 
obj14 | ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビッ ト 400 シリ ー ズ ZTAT 用 モト ロー ラ 5S1 フォ ー マ ッ ト 
obj15 | 拡張 テク トロ ニク ス フ ォ ー マ ッ ト 
obj16 | 32 ビッ ト CPU で イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
obj17 | MN1933 用 松下 EE フォ ー マ ッ ト 
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【 ジ シシ 


ボル テー ブル タイ プ 】 


syml 8 ビッ ト 系 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト ( シ ン ボ ル 長 8 バイ ト ) 

SyIM2 8 ビッ ト 系 また は 16 ビッ ト 8086( セ グ メ ント な し ) シ ン ボ ル テ ー ブ ルフ ォ ー マ ッ ト 
syM3 16 ビッ ト 系 68000 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

sym4 16 ビッ ト 系 MDS シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

SymM5 16 ビッ ト 系 CP/M-68K シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

sym6 16 ビッ ト 系 YEW80866 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

Sym7 16 ビッ ト 系 YEW68000 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

RI 16 ビッ ト 系 CP/M86 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

Sym9 16 ビッ ト 系 INTEL シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

Sym10 HP64000 シン ボル フォ ー マ ッ ト 

symll 8 ビッ ト 系 シン ボル フォ ー マ ッ ト ( シ ン ボ ル 長 16 バイ ト ) 

Syml2 ん PD75xxx 系 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

syml3 | 松下 EF シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

syml4 ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビッ ト 400 シリ ー ズ シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
syml5 | 拡張 テク トロ ニク スシ ン ボ ルフ ォ ー マ ッ ト 

sym16 ん PD78K0/1/2/3 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

Syml7 TMP76 シリ ー ズ シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
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-n -N オプ ショ ン 


-n 人 [ファ イル 指定 ] 


-N 


フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ が 出力 する オブ ジェ クト を 16 ビッ ト デ ー タ バス (CPU 用 に 奇数 , 
偶数 アド レス の 分 離 を し て , 出力 ファ イル を 生成 する こと を 指定 し ます . 

"-nh の ファ イル 指定 が 省略 され た 場合 , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ は 入力 オブ ジェ クト 
と 同じ ファ イル 名 で ファ イル タイ プ が ".xhe" の ファ イル を 生成 し ます . 

"-n の ファ イル タイ プ が 省略 され た 場合 , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ は 省略 値 ".xhe" の 
ファ イル を 作成 し ます . 

”-N” が 指定 され た 場合 , 奇数 , 偶数 アド レス の 分 離 を し な いで -d オプ ショ ン パ ラメ ー タ に し た 
が っ て オブ ジェ クト を 生成 し ます . 

”-n” が 指定 され た 場合 に は , -3 オプ ショ ン パ ラメ ー タ で 指定 し た ファ イル に 奇数 アド レス デー 
タ が , -n オプ ショ ン パ ラメ ー タ で 指定 され た ファ イル に 偶数 アド レス デー タ が 分 離さ れ て 出力 
され ます . た だ し , -d オプ ショ ン パ ラメ ー タ で , オブ ジェ クト 生成 を し な い 指 定 (-D) の と き や , 
オブ ジェ クト の 変換 タイ プ が ohj1~ohj6, お よび obj12~ohbj16 の と き は , 意味 を 持ち ませ ん . 
MN1933 用 松下 EF フォ ー マ ッ ト (obj17) の 時 は , コー ド 部 と デー タ 部 で 2 つの 異な る テキ スト が 
同一 ファ イル に 作成 され ます が , "-n" が 指定 され た 場合 に は , コー ド 部 と デー タ 部 の テキ スト を 
別々 の ファ イル に 分 離し て 出力 ファ イル が 生成 され ます . コー ド 部 の テキ スト は , -d オプ ショ 
ン パ ラメ タ の ファ イル 指定 に 従っ て 作成 され , デー タ 部 の テキ スト は , -n オプ ショ ン パ ラメ タ 
の ファ イル 指定 に 従っ て 生成 され ます . 


-n abcd ・…・・ abcd. xhe 
…・ オブ ジェ クト 名 ". xhe” が 作成 
-n abcd.aaa ii ら の まま 作成 


XOUT-V 起動 オプ ショ ン 一 覧 へ 


272 


-e -E オプ ショ ン 


-e 人 [オプ ショ ン フ ァイル 名 ] 


=E 


オブ ジェ クト 出力 , お よび シン ボル 情報 に 対し , 拡張 機能 を 使用 し , 細か い 制 御 を 行い ます . 
オプ ショ ン フ ァイル は , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ の 拡張 機能 を 指定 する も の で あり , 拡 
張 機能 を 使用 し な い 場 合 は , 省略 可能 で す . 

な お , ファ イル タイ プ を 省略 し た 場合 の ファ イル タイ プ は ".xcl1”" に な り ま す . 


ーe …… 入力 オブ ジェ クト 名 “.xcl” を 使用 
-e abocd …… ファ イル タイ ブ プ ". xcl” を 付加 "abcd. xcl” を 使用 
-e abcd.hhh ・‥:・ この まま 使用 
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四半 ン 0P か と 且 


-i 人 人 [リス ト 出 力 指定 ] 


避 


入力 オブ ジェ クト 情報 を リス ト 出力 す る オプ ショ ン で 以下 の も の を 指定 し ます . 
省略 時 は "al11" が 指定 され た も の と みな し ます . 


al1 オブ ジェ クト お よび シン ボル 情報 を 出力 し ます . 
object オブ ジェ クト 情報 の み を 出力 し ます . 
symbol シン ボル 情報 の み を 出力 し ます . 


この オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 指定 し た と き は , オブ ジェ クト ファ イル お よび シン ボル ファ イル 
を 作成 し ませ ん . 
また 。 "-d"。 "5"。"-1" い ずれ か の オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 指定 する と エラ ー と な り ま す . 
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-m オプ ショ ン 


-m 人 ハ [ 変 換 オ ブ ジ ェクト アド レス 上 限 値 指定 ] 


-t オプ ショ ン パ ラメ ー タ の 指定 に よっ て 選択 され た , ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビッ ト 400 シリ ー 
ズ の オブ ジェ クト の アド レス を 制御 し , オプ ショ ン と し て 変換 する オブ ジェ クト の アド レス 上 
限 値 を 指定 し ます . 

-m オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , オブ ジェ クト タイ プ が , obj7, obj8, obj9, obj10 お よび obj11 の 
オブ ジェ クト タイ ブ ゴ 指 定時 の み 有 効 で , その 他 の タイ プ 指 定 の 場合 に は , 指定 値 は , 無効 と な り 
の 

"mm が, 省略 され た 場合 , デ フォ ルト と し て "3FFF(H)" の 値 を と り , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ 
リティ は アド レス "0000H" か ら ”3FFFH" ま で の オブ ジェ クト を 出力 し ます . 

-m オ プシ ョ ン パ ラメ ー タ の 指定 で , 変換 オブ ジェ クト アド レス 上 限 値 が 指定 され た 場合 ( 例 . -m 
7FFF 等 )) フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ は , アド レス "0000H" か ら "7FFFH” ま で の オブ ジェ ク 
ト を 出力 し ます . 

な お , 変換 後 の オ ブ ジ ェクト アド レス 上 限 値 指定 は "FFFFH" ま で の 16 進 ア ドレ ス で 指定 し て く 
こさ い . 


- …… デフ ォ オル ト と し て , ア ドレ ス 上 限 "3FFF (H) “に 設定 


-m 7FFF …… アド レス 上 限 値 を "7FFF(H) “に 設定 
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-y オプ ショ ン 


-yA[ サ ブシ ン ボ ル 情 報 ] 


-y オプ ショ ン パ ラメ ー タ は , シン ボル タイ プ に sym10(HP64000 シン ボル フォ ー マ ッ ト ) が 指定 時 
に 有効 で す . 
サブ シン ボル 情報 に は デバ ッ ク MPU に 合わ せ て 以下 の 文字 列 を 指定 し て くだ さい . 


【 サ ブシ ン ボ ル 情 報 指定 文字 列 一 覧 】 


文字 列 デバ ッ グ MPU 
18065_Z80 16080 i8085 Z80 
18046 16048 

18051 18051 

18066 16086 i80186 V30 V50 
18066 16088 i80188 V20 V40 
18096 18096 

168xx m68xx(xx=00, 01, 02, 03, 05, 09) 
166000 68000 68008 68010 
178000 28001 Z8002 

16800 hd6301 

164160 hd64180 

1641016 HI6 

16475xx H8/500 

16473xx H8/300 
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-T オプ ショ ン 


形式 


-T 人 [ARM THUMB 情報 ファ イル 指定 ] 


ARM7/9 の THUMB コー ド が 存在 する オブ ジェ クト ファ イル (.xlo0) か ら そ の THUMB コー ド の 先頭 ア 
ドレ ス と 最終 アド レス 情報 を ファ イル と し て 出力 する 指定 で す . 


”-T の ファ イル 指定 が 省略 され た 場合 は , 入力 オブ ジェ クト ファ イル と 同じ ファ イル 名 で ファ 
イル タイ プ が ”.thm” の ファ イル を 作成 し ます . 


この ファ イル は , ARM THUMB コー ド を 含ん だ オブ ジェ クト を XDDI-V で デバ ッ グ する と き に 必要 
と な り ま す . 


-| ARM <-- “ARM. thm" が 作成 され ます 
-T < 一 入力 オブ ジェ クト 名 . thm” が 作成 され ます 
-T arm.thm <-- この まま 作成 され ます 
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-W オプ ショ ン 


形式 


-WA[SH シャ ドウ 空間 情報 ファ イル 指定 ] 


シャ ドウ 空間 を 持つ SH MPU( 例 えば SH7709) の オブ ジェ クト ファ イル (.xl0) か ら メ モリ 空間 の 
割付 け 情報 を ファ イル と し て 出力 する 指定 で す . 


"-W の ファ イル 指定 が 省略 され た 場合 は , 入力 オブ ジェ クト ファ イル と 同じ ファ イル 名 で ファ 
イル タイ プ が ”, sha" の ファ イル を 作成 し ます . 


この ファ イル は , シャ ドウ 空間 を 持つ SH MPU を XDDI-V で デバ ッ グ する と き に 必要 と な り ま す . 


-T SH < ぐー-- “SH. sha" が 作成 され ます . 
| < ぐー “入力 オブ ジェ クト 名 .sha "が 作成 され ます . 


-T sh.sha <--- この まま 作成 され ます . 
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者 攻 ブ ショ ン 


プ 情 報 を 表示 する だ け で す . 


X0U 


T-V 起動 オプ ショ ン 一 覧 へ 


T-V の バー ジョ ン レ ベル , ヘル プ 情 報 ( コ マン ド 形 式 お よび コマ ンド オプ ショ ン ) を 表示 し ま 
. また , -h オプ ショ ン パ ラメ ー タ が 指定 され た と き は 他 の オプ ショ ン 指 定 は 無視 され , ヘル 
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入力 オブ ジェ クト ファ イル (結合 オブ ジェ エク ト フ ァイル 名 ) 指 定 


フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ の 入力 と な る オブ ジェ クト ファ イル を 指定 し ます . 
指定 する オブ ジェ クト ファ イル と は , 実行 形式 オブ ジェ クト モジ ュー ルフ ァイル 名 で あり , 省略 
は で きま せん . 

ファ イル タイ プ が 省略 され た 場合 に は ".xlo" が 付加 され た ファ イル 名 と みな され ます . 


xoutV absob」 <-- absob」j.xlo 


xoutV absob」. xxx く <-- absob」. XXX 
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拡張 機能 (オプ ショ ン フ ァイル 指定 ) 


オプ ショ ン フ ァイル は , フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ の 入力 と な る 拡張 機能 制御 の コマ ン 
ド を まとめ た コマ ンド ファ イル で あり , オブ ジェ クト お よび シン ボル 出力 の 制御 を 行い ます . 
オプ ショ ン フ ァイル の ファ イル タイ プ が 省略 され た 場合 は ".xcl” を 付加 し た ファ イル と みな さ 
れ ま す . 


【 オ プシ ョ ン フ ァイル の 内 容 】 


file 一 spec 


| UEPER 
UEJECT=CUDE 
PFHINT 
| 鞭 | /SECT=ABC 


SECT=RYZ 
EXIT 


な お , オプ ショ ン フ ァイル で 指定 する コマ ンド パラ メー タ は , 次 の よう に 分 類 さ れ ま す . 


シン ボル 情報 制御 


・ SYMBOL 
・/MULTSYM 
・/NUMBSYM 
・/SYMSYNC 
・ CLASS 
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オブ ジェ クト 情報 制御 


・/0BJECT 

・ NO0VER 
・/PUTDUMY 

・ DATCNT 
・/BIAS 

・ IMAGE 
・/NOIMAGE 
・/LOCATION SIZE 


セク ショ ン 情 報 制 御 


・/APPOINT 

・/BXCEPT 

・ UPPER 

・ ASECT 

・ UNIT 
コマ ンド 制御 


・/EXIT 


"/SECT' お よび "/UNIT" 以 外 は , 複数 指定 は で きま せん . 
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シン ボル 情報 制御 


【 オ プシ ョ ン フ ァイル の 記述 】 


コマ ンド 


ーー 
意味 


省略 時 


/SYMBOL=[VARIABLE, 
NUMBER, LABEL] 


シン ボル 情報 出力 の タイ プ を 指 
定 する 


/SYMBOL=VARIABLE, NUMBER, LABEL 


/MULTSYM 同名 ラベ ル の 出力 を 許す 同名 ラベ ル の 出力 は 許さ な い 
/NUMBSYM 数 字 で 始ま る ラベ ル の 出力 を 許 | 数 字 で 始ま る ラベ ル の 出力 は を 許さ 
す な い 
/SYMSYNC 出力 対象 と な る セク ショ ン に 属 | すべ て の シン ボル を 出力 する 
する シン ボル の み を 出力 する 


/CLASS=LALL, GLOBAL, 
COMMON, LOCAL] 


シン ボル 情報 へ 出力 する シン ボ 
ル の 記憶 クラ ス 指 定 す る 


/CLASS=GLOBAL, COMMON 


シン ボル の 種類 に は , ラベ ル (LABEL), 数 値 (NUMBER), 変数 (VARIABLE) の 3 種 が あり , 必要 な シ 
ン ボ ル を 出力 させ る こと が 可能 で す . 


・ SYMBOL 
・/MULTSYM 
・/NUMBSYM 
・/SYMSYNC 
・ CLASS 
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/SYMBOL 


形式 


/SYMBOL = LABEL,NUMBER, VARIABLE 


LABEL ラベ ル の シン ボル の 出力 指定 
NUMBER 数 値 の シン ボル の 出力 指定 
VARIABIE 変数 の シン ボル の 出力 指定 
各 指定 は , “/SYMBOL=" に 続き , “, “で 区 切っ て 指定 で きま す . 


オプ ショ ン フ ァイル 内 に /SYMBOL 指定 が な い 場合 は , “/SYMBOL=LABEL, NUMBER, VARIABLE" が 指定 
され た も の と みな し ます . 


/SYMBOL=LABEL …… ラベ ル の シン ボル の み 出 力 
/SYMBOL=VARIABLE, LABEL ・‥・‥. ラベ ル と 変数 の シン ボル を 出力 
/MULTSYM 

形式 

/MULTSYM 


同一 名 シン ボル を エラ ー と する か 否 か を 制御 する /MULTSYM 指定 が な い 場 合 , 同一 名 シン ボル は 
エラ ー と し , /MULTSYM 指定 が ある 場合 は エラ ー と し ませ ん . 
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/SYMSYNC 


形式 


/SYMSYNC 


出力 対象 と な る セク ショ ン に 属す る シン ボル の み を 出力 し ます . 
省略 時 は , すべ て の シン ボル を 出力 し ます . 


/NUMBSYM 


形式 


/NUMBSYM 


数 字 で 始ま る シン ボル を エラ ー と し な いで , シン ボル ファ イル に 出力 し ます . 
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/CLASS 


形式 


/CLASS=tALL | GLOBAL,COMMON, LOCAL} 


シン ボル の 記憶 クラ ス を 指定 し て 必要 な シン ボル の み を 出力 させ る こと が 可能 で す . 


GLOBAL 大 域 な シン ボル (GLOBAL 宣言 され た ラベ ル ) 

COMMON モジ ュー ル 内 で 有効 な シン ボル 

LOCAL 言語 で 記述 する オー ト 変 数 

ALL 上 記す べ て の シン ボル ( 他 の 指定 と は , 混在 で きま せん ) 


各 指 定 は , コン マ (, ) で 区 切っ て 指定 で きま す . 


オプ ショ ン フ ァイル 内 に , 当 指定 が な い 時 は , "GLOBAL' お よび "COMMON" が 指定 され た も の と みな 
し ます . 


/CLASS=GLOBAL …… グロー バル シン ボル の み 出 力 
/CLASS=GLOBAL, COMMON ・‥‥・ グロ ー バ ル お よび コモ ン シ ン ボル の み 出 力 
/CLASS=ALL …・ すべ て の シン ボル を 出力 
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オブ ジェ クト 情報 制御 


コマ ンド 


【 オ プシ ョ ン フ ァイル の 記述 】 


意 味 


省略 時 


/0BJECT=[CODE,COMM] 


出力 する セク ショ ン 種 別 を 
指定 する 


/0BJEC=CODE, (COMM 


レコ ー ド の 長 さ を 指定 し ま 
す 


/NO00VER アド レス の オー パー ラッ プ | アド レス が オー パー ラッ プ し て も 出力 す 
する セク ショ ン は 出力 し な | る 
い 
/PUTDUMY ' き ー 衝 クシ ョ ン を 重力 ず | 由 訪 し な い 
る 
/BIAS= バ イア ス 値 ロ - ド アド レス へ の バイ アス | /BIAS=0 
値 を 指定 する 
/DATCNT= 長 さ オブ ジェ クト ファ イル の 1 | /DATCNT=32 


/IMAGE 


指定 され た アド レス 領域 の 
空き 領域 に パ デ ィ ン グ 文字 
を 埋め る 


パ デ ィ ン グ 文字 を 埋め な い . た だ し , 出力 
HEX オブ ジェ クト タイ プ が 0BJ13( 松 下 BE 
フォ ー マ ッ ト ) の 時 は 0 番地 か ら プ ログ ラ 
ム の 最終 番地 まで の 空き 領域 に FF が 埋め 
られ る . 詳細 は /IMAGE パラ メー タ を 参照 . 


/NOIMAGE 


パ デ ィ ン グ 文字 を 埋め 込ま 
な い 


出力 HEX オブ ジェ クト タイ プ が 0BJ13 以外 
の 時 は パ デ ィ ン グ 文字 を 埋め 込ま な い 


/LOCATION_SIZE 


メモ リ 空 間 の ロケ ーション 
ビッ ト サ イ ズ の 指定 


アセ ン ブ ラ で 決め られ た ロケ ーション ビ 
ッ ト サ イズ を 使用 


オブ ジェ クト の 対象 と な る セク ショ ン は , コー ド (CODE), コモ ン (COMM) で あり , スタ ッ ク (STAK) 


は 出力 され ませ ん . 


・/0BJECT 
・/NO0VER 
・/PUTDUMY 


・/DATCNT 
・/BIAS 
・/IMAGE 


・/NOIMAGE 
・/LOCATION SIZE 
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/0BJECT 


形式 


/0BJECT=CODE,(COMM 


CODE コー ド セ ク ショ ン の 出力 指定 
COMM コモ ン セ クシ ョ ン の 出力 指定 
各 指 定 は ”"/0BJECT=” に 続き , ", "で 区 切っ て 指定 で きま す . 


オプ ショ ン フ ァイル 内 に , /0BJECT 指定 が な い 場 合 は , ”/0BJECT=CODE,COMM" が 指定 され た も の 
と みな し ます . 


/0BJECT=CODE _ ・‥:…. コー ド セ ク ショ ン の み , 出力 対 象 と する 


/0BJECT=COMM  ‥:・:・ コモ ン セ クシ ョ ン の み , 出 力 対象 と する 


な お , 出力 指定 対象 と な る セク ショ ン は , この 指定 で 変え る こと が 可能 で す . 


/NOOVER 


形式 


/NO00VER 


オー バー ラッ プ し た セク ショ ン を 出力 し な いこ と を 指定 し ます . 
省略 時 は オー バー ラッ プ し た セク ショ ン も 出力 し ます . 
この 指定 は , -t オプ ショ ン で 0BJ3 を 指定 し た 場合 , エラ ー と な り ま す . 
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/PUTDUMY 


形式 


/PUTDUMY 


実体 の な い ダ ミー セク ショ ン ( コ モン 定義 が な い ダ ミー セク ショ ン ) を 生成 し た 場合 , その セク 
ショ ン を 出力 する よう に し ます 


/BIAS 


形式 


/BIAS= バ イア ス 値 


ロー ドア ドレ ス の バイ アス 値 を 指定 し ます . 

バイ アス 値 は HEX で 入力 し ます . 

省略 時 は ”/BIAS=0" が 指定 され た も の と みな され ます . 
/BIAS=CFFF ・・・・ バイ アス 値 を "CFFF^/ と する 


実際 の ロー ドア ドレ ス は 上 記 の バイ アス 値 (CFFF) を プラ ス し た 値 と な り ま す . 


/DATCNT 


形式 


/DATCNT= 長 さ 


オブ ジェ クト の 1 レコ ー ド の 出力 単位 を 1255 まで の 10 進数 で 指定 し ます . 
省略 時 は , ”/DATCNT=32”" が 指定 され た も の と みな し ます . 


/DATCNT=64 ‥・. 1 レコ ー ド 64 バイ ト の オブ ジェ クト を 出力 し ます 
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/IMAGE 


形式 


/IMAGE=[ 先 頭 ア ドレ ス ], [最終 アド レス ], パ デ ィ ン グ 文字 


入力 オブ ジェ クト の セク ショ ン 間 の 空き 領域 に パ デ ィ ン グ 文字 を 埋め て HEBX オブ ジェ クト を 出 
力 し ます . な お ,HEX オブ ジェ クト タイ プ が 0Dbj3, obj7, obj8, obj9, 0Dj10 お よび obj11 の と き は , 
/IMAGE は 使用 で きま せん . 

先頭 アド レス は 16 進 (HEX) で 指定 し , 省略 する と 入力 オブ ジェ クト の セク ショ ン 開 始 ア ドレ ス 
中 の 最小 アド レス を 選ん だ こと と な り ま す . な お , 入力 オブ ジェ クト の セク ショ ン 開 始 ア ドレ ス 
中 の 最小 アド レス より 大 き な 値 を 指定 する こと は で きま せん . 

最終 アド レス は 16 進 (HEX) で 指定 し , 省略 する と 入力 オブ ジェ クト の セク ショ ン 終 了 ア ドレ ス 
の 中 で 最大 アド レス を 選ん だ こと と な り ま す . な お , 入力 オブ ジェ クト の セク ショ ン 終 了 ア ドレ 
ス 中 の 最大 アド レス より 小さ な 値 を 指定 する こと は で きま せん . 

パ デ ィ ン グ 文字 は 4 バイ ト ま で の 16 進 で 指定 し , 省略 は で きま せん . 

パ デ ィ ン グ 文字 を 2 バイ ト 以 上 で 指定 し た 時 は , 各 空 き 領域 の 先頭 か ら そ の 指定 バイ ト 数 を 順 
次 埋め 込み ます . 

パ デ ィ ン グ 文字 を 奇数 文字 で 指定 し た 時 は 切り 上 げ ら れ た バイ ト 数 を 指定 し た も の と し て 扱い 
に 


例 1 
FF ・…‥… 1 バイ ト の パ デ ィ ン グ 文字 
OFF ・‥: 2 バイ ト の パ デ ィ ン グ 文字 
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例 2 オブ ジェ クト 中 に 下記 の よう な セク ショ ン が あっ た 場合 
セク ショ ン a 開始 アド レス 0010(HE) サイ ズ 16 バイ ト 
セク ショ ン b 開始 アド レス 0030(HEX) サイ ズ 8 バイ ト 


/ image=, , ff .….. 0020(HEX) か ら 16 バイ ト 「FF が 埋め られ る . 

/ image=0, , ff .….. 0000(HEX) か ら 16 バイ ト 00 が 埋め られ る . 
0020(HEX) か ら 16 バイ ト 00 が 埋め られ る . 

/image=0, 7f,2040 ..…. 0000(HEX) から 16 バイ ト 2040 が 埋め られ る . 


0020 (HEX) か ら 16 バイ ト 2040 が 埋め られ る . 
0038 (HEX) か ら 72 バイ ト 2040 が 埋め られ る . 


・ 出 力 オ ブ ジ ェクト タイ プ か 0BJ13( 松 下 フ ォ ー マ ッ ト ) の 時 は , 先頭 アド レス と 最終 アド レ 
ス の 両方 が 省略 され た 場合 に 限り , 先頭 アド レス が 入力 オブ ジェ クト 中 の 最小 アド レス で 
は な く 0 番地 と な り ま す . 

・/IMAGE 拡張 パラ メー タ が 省略 され た 時 は , 出力 オブ ジェ クト タイ プ 0BJ13 以外 は パ デ ィ ン 
グ 文 字 は パ デ ィ ン グ 文字 は 埋め 込ま れ ま せん . 

0BJ13 の 時 は , 0 番地 か ら プ ログ ラム 最終 番地 まで の 空き 領域 に パ デ ィ ン グ 文字 (FF) が 埋 
め 込 まれ ます . 


例 3 ロケ ーション サイ ズ 24 ビッ ト で 0BJ13 を 指定 し た 場合 
セク ショ ン a 開始 アド レス 0010(HEX) サイ ズ 16 ロケ ーション 
セク ショ ン b 開始 アド レス 0030(HEX) サイ ズ 4 ロケ ーション 


/IMAGE パラ メー タ 省 略 時 ..… 0000(HEO) から 16 ロケ ーション 『FFFFF が 埋め られ る . 
0020 (HEX) か ら 16 ロケ ーション FFFFFF が 埋め られ る . 
/IMAGE=, , FF5CO0 ….. 0000(HEX) か ら 16 ロケ ーション 「FF5C00 が 埋め られ る . 
0020(HEX) か ら 16 ロケ ーション 「F5C00 が 埋め られ る . 
/IMAGE=, 3F, FF5C00 ….. 0020(HEX) か ら 16 ロケ ーション 「FF5C00 が 埋め られ る . 
0034 (HEX) か ら 12 ロケ ーション 「F5C00 が 埋め られ る . 
/IMAGE=0, 3F, FCOO ….. 0000(HEX) か ら 16 ロケ ーション 「FF5C00 が 埋め られ る . 
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/NOIMAGE 


形式 


/NOIMAGE 


パ デ ィ ン グ 文字 の 埋め 込み を し ませ ん . 

/NOIMAGE パラ メー タ は HEX オブ ジェ クト タイ プ 0BJ13 の 時 に 意味 を 持ち , 他 の タイ プ で は 省略 
時 の 処理 が ”/NOIMAGE” で す . 

/NOIMAGE パラ メー タ と /IMAGE パラ メー タ は 1 つの 拡張 パラ メー タフ ァイル 内 で は 指定 で きま せ 
光 


292 


/LOCATION_SIZE 


形式 


/LOCATION_SIZE= 先 頭 ア ドレ ス , 最終 アド レス , ロケ ーション ビッ ト サ イ ズ [, CODEIDATA] 


アセ シン プラ で は , 1 つの メモ リ 空 問 で 具 な る ロケ ーション サイ ズ の コー ド や デー タ を 作成 する こ 
と が で きま せん の で , 最大 ロケ ーション サイ ズ で コー ド や デー タ を 作成 し て いま す . その 場合 , 
XOUT-V で HEX ファ イル を 出力 する と 上 位 バ イト に 余分 な が ユー ド や デー タ を 出力 し て し まい ます 
の で , 当 拡 張 オ プシ ョ ンコ マン ド で その 余分 な コード や デー タ を 出力 し な い 様 に し ます . 

当 拡 張 オ プシ ョ ンコ マン ド の 指定 は , 各 半導体 メー カ の MPU マニ ュ ア ル に 記載 され て いる メモ 
リ 空 間 と その ロケ ーション サイ ズ を 指定 し ます . その MPU が コー ド 部 と デー タ 部 で メモ リ 空 間 
が 分 か れ て いる 場合 に は , 当 オ プシ ョ ンコ マン ド の 最後 の パラ メタ に それ ぞ れ (CODE( コ ー ド 部 ) 
と DATA( デ ー タ 部 ) を 指定 し ます . 

な お , CODE と DATA が 指定 され た 時 , アセ ンプ ブラ の コー ド セ ク ショ ン 内 の オブ ジェ クト は , CODE 
指定 の ロケ ーション サイ ズ に 合わ せ て 出力 され , アセ ンプ ブラ の コモ ン セ クシ ョ ン 内 の オブ ジェ 
クト は , DATA 指定 の ロケ ーション サイ ズ に 合わ せ て 出力 され ます . 

先頭 アド レス と 最終 アド レス パラ メタ は , 16 進数 (HEX) で 指定 し , ロケ ーション ビッ ト サ イ ズ パ 
ラメ タ は , 1 ロケ ーション に 占め る ビッ ト 数 を 10 進数 で 指定 し ます . 当 拡 張 オ プシ ョ ンコ マン 
ド で 指定 され て いな い ア ドレ ス 範 囲 に つい て は , アセ ン ブ ル 時 の ロケ ーション サイ ズ が 適用 さ 
れ ま す . 


例 ) ある MPU の メモ リ 空 間 


0000 16 ビ ピッ ト 空 間 
7FFF 

8000 8 ビッ ト 空 間 
FFFF 


拡張 オプ ショ ンコ マン ド 


/LOCATION_SIZE=0000, 7FFF, 16 <---- こ の 指定 は 省略 可能 で す . 
/LOCATION_SIZE=8000, FFFF, 8 


注意 

当 拡 張 オ プシ ョ ンコ マン ド 指 定 が 必要 な MPU で は , アセ ンプ ブラ マニ ュ ア ル の 個別 MPU マニ ュ ア 
ル に 指定 方 法 が 記載 され て いま す の で そちら を 参照 し て 下さ い . 特に 記載 され て いな い MPU に 
つい て は , 当 拡 張 オ プシ ョ ンコ マン ド を 指定 する 必要 は あり ませ ん . 
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0BJ17 に お ける オブ ジェ クト 情報 制御 指定 


オブ ジェ クト タイ プ 17 に 於 いて は , MPU の メモ リ 空 間 が 1 ロケ ーション 3 バイ ト の コー ド 空 間 
と 1 ロケ ーション 2 バイ ト の デー タ 空 間 の 二 つ に 分 か れ て いる MPU を 対象 と し た フォ ー マ ッ ト 
変換 指定 で あり , 変換 し て 作成 され る HEX ファ イル は , 松下 EF フォ ー マ ッ ト で す . 

また , 通常 は , 以下 に 記載 し た オブ ジェ クト 情報 制御 パラ メタ は , 拡張 パラ メタ ファ イル 中 で 一 
度 し か 指定 出来 ませ ん が , この オブ ジェ クト タイ プ に 関し て は , 二 つ の メモ リ 区 間 に そ れ ぞ れ 一 
度 づつ 指定 可能 で す . 胎 ち も , メモ リ の コー ド 空 間 と デー タ 空 間 に 対し て それ ぞ れ 指定 可能 と な り 
ます 。 

指定 方 法 は , 初め に /0BJECT パラ メタ で コー ド 部 か デー タ 部 を 選択 し て その 後に その 空間 に 対す 
る パラ メタ を 指定 し ます . /0BJECT パラ メタ を 指定 する 前 に 他 の オブ ジェ クト 情報 制御 パラ メタ 
を 指定 し た 時 に は , その パラ メタ は , 両方 の メモ リ 空 間 に 対し て 指定 し た 事 に な り ま す . 


例 
/0BJECT=CODE 
/IMAGE=, 1000, FF 
/0BJECT=COMM 
/NOIMAGE 


(注意 ) オブ ジェ クト 情報 制御 パラ メタ 以外 の パラ メタ は , 何処 に 指定 し て も 両方 の 空間 に 対し 
て 有効 と な り ま す . 


両 空 間 に 別々 に 指定 可能 な オブ ジェ クト 情報 制御 オプ ショ ン 


・ 70BJECT 
・/N00VER 
・/PUTDUMY 

・ DATCNT 
・/B1A5 

・ IMAGE 
・/NOIMAGE 
・/LOCATION_SIZE 
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セク ショ ン 情 報 制 御 


【 オ プシ ョ ン フ ァイル の 記述 】 


クシ ョ ン 以 外 を 出力 する 


コマ ンド 意 味 省 略 時 

/APPOINT {/UNIT|I/SECT} で 指定 し た セ | ”/APPOINT” と”/EXCEPT” の 両方 が 未 指定 の 場 
グ シ ジョ ンジ を 目力 する 合 , /EXCEPT 指定 され て いる も の と する 

/EXCEPT {/UNITI/SECT} で 指定 し た セ | ”/SECT” が 指定 され て いれ ば "/APPOINT" に な 


る (すなわち , な に も 記述 し て いな けれ ぱ , 全 
て の セク ショ ン 対 象 と な る ) 


/UPPER "/SECT で 指定 され た セク シ 
ョ ン 名 を 大 文字 と し て みな す 


大 文字 , 小文字 を 認識 する 


オブ ジェ クト に 対し , どの セク ショ ン を 出力 する か , セク ショ ン 名 を 指定 する こと に より , 制御 


する こと が 可能 で す . 


・/APPOINT 
・/BXCBPT 
・ UPPBR 

・ が SECT 
UNIT 
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/APPOINT /EXCEPT 


形式 


/APPOINT 


形式 


/EXCEPT 


-/APPOINT" は 後述 の "/SECT' で 指定 され た セク ショ ン ま た は "/UNIT" で 指定 され た ユニ ッ ト を 出 
力 対象 と し ます . 

"/EXCEPT は 後述 の "/SECT "で 指定 され た セク ショ ン ま た は "/UNIT" で 指定 され た ユニ ッ ト 以 外 を 
出力 対象 と し ます . 


/SECT 


形式 


/SECT= セ クシ ョ ン 名 


対象 と な る セク ショ ン 名 を 指定 し ます . /SECT 指定 は , 複数 個 指定 可能 で す . 
セク ショ ン 名 に は , ワー ルド キャ ラク タ の アス タリ スク "*" が 使用 で きま す . 


/SECT=Ak 。 …・ “A" で 始ま る セク ショ ン が 対象 


/SECT=AkB _ …・. A' で 始ま り "B で 終る セク ショ ン が 対象 
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/UPPER 


形式 


/UPPER 


記述 し た セク ショ ン 名 , ユニ ッ ト 名 が 小文字 の 場合 で も , 大 文字 の 名 前 と し て みな し ます . 
な お , "/APPOINT' ま た は ,"/BEXCEPT と '/UPPER' は オプ ショ ン フ ァイル 内 に 1 つ し か 記述 で きま 
せん . 


/UNIT 


形式 


/UNIT= ユ ニッ ト 名 


対象 と な る ユニ ッ ト 名 を 指定 し ます . /UNIT 指定 は , 複数 個 指定 可能 で す . 
ユニ ッ ト 名 と は , 1 アセ ン ブ ル 単 位 に 付け られ る 名 前 で , 名 前 は ソー ス 中 の NAME 文 で 指定 し ま 
セク ショ ン 名 と 同様 に , ユ ニッ ト 名 に も ワー ルド キャ ラク タ の アス タリ スク "*” が 使用 で きま す . 


【 ユ ニッ ト 指 定例 】 


モジ ュー ルル ョ モジ ュー ル 量 モジ ュー ルル C 


オプ ショ ン フフ ァ イ 比 


避 FPPOIITT 
IMTIT ニ 中 
中 穫 T 
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コマ ンド 制御 


【 オ プシ ョ ン フ ァイル の 記述 】 


コマ ンド 意味 省略 時 
/EXIT コマ ンド 行 の 解析 を 終了 する 
ルル その コマ ンド 行 を コメ ント 行 と みな す 
・/EXIT 
/EXIT 
形式 
/EXIT 


/EXIT 記述 され た 行 以下 を 無視 し ます . この パラ メー タ は , 省略 可能 で す . 
省略 時 は パラ メー タフ ァイル を すべ て 解析 し ます . 


パラ メー タフ ァイル 


/UPPER 
/SECT=ABC 
/SECT=DEF 
/EXIT 
/MULTSYM 
/SECT=ABC 


の よう に 記述 され た 場合 , 


/MULTSYM 
/SECT=ABC 


の 2 行 は 無視 され , 解析 され ませ ん . 
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オプ ショ ン の 指定 に お ける オブ ジェ クト と シン ボル 出力 制御 


セク ショ ン 種 別に よる 出力 制御 

フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ の 拡張 機能 で -@e オプ ショ ン パ ラメ ー タ を 使用 し 出力 制御 を 行 
う 場合 の 例 を 説明 し ます . 

例え ば , 次 の よう な 形式 の リン カ の オブ ジェ クト が ある 場合 , 


【 出 力 制御 1】 


コー ド セ ウ ショ ソン 
セカ ウシ ジョン 名 - A 


OUT- ず 


全 晶 | 計 晶 

守 貼 I 

きい | さき 

山村 | 山村 
| で ロ | に 
半 | 本 連 

" 山 " 山 

Q | に 


に | 
守 
いし 
山 *T 
ご | で 
本 | 抽 
LM 
ロ 山 

も 


-e オプ ショ ン パ ラメ ー タ 指定 が な い 場合 , 上記 の よう に すべ て オブ ジェ クト が 出力 され ます . 
-e オプ ショ ン パ ラメ ー タ 指定 に より , 拡張 機能 を 指定 し た 場合 , 


【 出 力 制御 2】 


yhBJECT=CHDE 
ERIT 


の よう に , コー ド セ ク ショ ン の み を 出力 する こと が 可能 と な り ま す . 
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オー バー ラッ プ セ クシ ョ ン の 出力 制御 
リン カ の 出力 オブ ジェ クト が オー バー ラッ プ す る よう な オブ ジェ クト の 場合 


@”/NO0O0VER' に よる 制御 


【 出 力 制御 3】 


コー ド セ ク ウシ ョ ン 


コー ド セ ウ ショ ン B と C が 同 二 アト レス に 存在 する 


@"/SECT に よる セク ショ ン 名 指定 


【 出 力 制御 4 


い e 
山 
ば 


属 PPOINT 

SEDF 語 

EETFB 
コー トド ト セ ウシ ジョン BB と で が 同 - ア トレ ス に 存在 する EEFD 
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@"/SECT と 「/APPOINT' または, 「/BXCEPT' に よる 出力 指定 


【 出 力 制御 5】 


入 


コー ド セ ウ ショ ン 
B 一 | ouT-v 


コモ ソン セクション saN 
オプ ショ ン フ ァイル 


と で が /aPPUINT 
存在 する SECT=』 また | EEEPT 


〆SEET=B 
/SECT=D 


/SECT=C 


この よう に 必要 な セク ショ ン だ け を 選択 し , 出力 させ る こと が で きま す . 
な お , 「/EXCEPT' お よび "/APPOINT" は , “/SECT" の 意味 を 反転 する の で 注意 し て くだ さい . 
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XOUT-V 変換 フォ ー マ ッ ト の 種類 


マイ クロ プロ セッ サ (CPU) お よび マイ クロ プロ セッ サ 用 の 開発 機器 に は , 提供 する メー カー に よ 
っ て さま ざま な 機種 が あり , それ ぞ れ の 機器 に 合わ せ た フ ォ ー マ ッ ト 変 換 が 必要 と な り ま す が , 
フォ ー マ ッ ト 変 換 ( ユ ー テ ィ リ ティ ) で は , 一 般 に 標準 的 と 思わ れる フォ ー マ ッ ト の 変換 を 行い 
旧 ま 。 

以下 の トト ピック で は , フォ ー マ ッ ト 変 換 ( ラ ユー ティ リティ ) が サポ ー ト する オプ ジェ クト フォ ー 
マッ ト と シン ボル テー プル フォ ー マ ッ ト に つい て 説明 し ます . 


・ オ プ ジ ェ クト フォ ー マ ッ ト 
・ シ ン ボ ル テ ー ブ ルフ ォ ー マ ッ ト 


な お , プロ グラ ム エ ン トリ アド レス を 出力 する オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト に つい て は , アセ ン ブ 
ル 時 に エン トリ アド レス 指定 が ある 場合 は その 指定 され た アド レス を , な い 場 合 は リン ケー ジ 
に 指定 され た モジ ュー ル の コー ド セ ク ショ ン の 先頭 アド レス を エン トリ アド レス と し ます . 
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オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 


ルプ ソン ェクト タイ ズ ) 


0bjl 8 ビ ピット CPU で イン テル HEX オプ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 

0bj2 8 ビット (PU で モ 下 ロー ラ HE オプ ジェ クト フォ ー マ ツ トト 

0bJ3 16 ピッ ト (CPU で イン テル HEX オプ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 

0bj4 16 ビッ ト CPU で モト ロー ラ HEX オプ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 

0bj5 16 ビッ w ト (PU で や トロ ー ジ IEX オプ アジ ェクト フォ ー マ タ ト 
(8S2 フォ ー マ ッ ト ( デ ー タ 部 28 バイ ト )1 レコ ー ド 68 パイ ト ) 

0bj6 32 ビ ツ ト (CPU で モト ロー ラジ HEX オプ ジェ グ ト フォ ー マ ッ ト 
(SR39 フォーマ ッ ト ( デ ー タ 部 16 バイ ト )1 レコ ー ド 46 パイ ト ) 

0bj7 ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビッ ト 400 シリ ー ズ ビ ギ ー パ ッ ク 用 イン テル HEX オブ ジェ クト フ 
生 デ ーママ ト 

0bJ8 ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビッ ト 400 シリ ー ズ エミ ュ レ ー タ 用 イン テル HEX オプ ジェ クト フ 
キー マヤ マット 

0bj9 ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビット 400 シリ ー ズ ビ ギ ー パ ッ ク 用 モト ロー ラ S1 フォ ー マ ッ ト 

ei | ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビット 400 シリ ー ズ エミ ュ ピ レー タ 用 モト ロー ラ 51 フォ ー マ ッ ト 

objl11 | ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビット 400 シリ ー ズ ZTAT 用 イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ 
ト 

QbII2 | デ ク ト ロニ クス フォ ー マ ッ ト 

oDj13 | 松下 ER フォ ー マ ッ ト 

obj14 | ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビッ ト 400 シリ ー ズ ZTAT 用 モト ロー ラ S1 フォ ー マ ッ ト 

obj15 | 拡張 テク トロ ニク ス フ ォ ー マ ッ ト 

obj16 | 32 ビッ ト CPU で イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 

obj17 | MN1933/34/35 用 松下 ERF フォ ー マ ッ ト 
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0BJ1 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJl 


解説 :8 ビッ ト CPU で イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
注目 : こ の イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト の 略称 を "イン テル HEX" と 称し ます . 


【0BJ1 フォ ー マ ッ ト 】 


デー タレ コー ド 
[lm loom |olrr 
エッ ドレ コー ド 
デー ダ コー 

レコ ー ド マー ク 
【L レコ ー ド レン グ ス (maxFF) 
addr ロー ドア ドレ ス (HIGH, LO0W) 
00 レコ ー ド タイ プ (00) 
DATA- - - デー タ ( プ ログ ラム ) 
サム チェ ッ ク サ ム 
エン ドレ コー ド 
01 レコ ー ド タイ プ 
FF チェ ッ ク サ ム 


レコ ー ド レン グ ス は キャ ラク タ 1 バイ ト で 表し た デー タ の 数 で す . 
まま よ ウ ツク サム は ほ は レコード レン シングス , ロー ドア ポレ スズ ス 、。 アレア ヨード タ イア お よび デー タ を 加算 し 。.2 


の 補 数 で 示し ます . 
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0BJ2 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ2 


解説 8 ビッ ト CPU で モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
注目 


この モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト の 略称 を "モト ロー ラ S1 フォー マット" と 称し ま 
す . 


【0BJ2 フォ ー マ ッ ト 】 


lsiolw | mo | mmm |?% 


ヘッ ター レコ ー ト 


ベッ ダー ピコ ュー ド 


N 2 デマ デー グ 

0 選 ド タイ ジグ 

06 レコ ー ド レン グ ス (maxFf) 
0000 ロー ドア ドレ ス 

HDR だ 人 多 CZ ログラム) 

サム プー ツウ サザ 

エン ドレ コー ド 

addr プロ グラ バエ シン トリ ー ア ドレ ス 
サム 0 ルク cy 


レコ ー ド レン グ ス は ロー ドア ドレ ス , デー タ , チェ ッ ク サ ム を 含め た バイ ト 数 (2 キャ ラク タ 1 
バイ ト ), チェ ッ ク サ ム は レコ ー ド レン グ ス , ロー ドア ドレ ス お よび デー タ を 加算 し , 2 の 補 数 
で 示し ます . 
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0BJ3 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ3 


解説 :16 ビッ ト CPU で イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 


注目 
この イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト の 略称 を "イン テル HEX16 ビッ ト 用 "と 称し ます . 


【0BJ3 フォ ー マ ッ ト 】 


国 PFIEZZEIIEE2YJIEZ3 


スタ ー ト アト ドレ スレ コー トド 


国選 有 記 5 ッ ム 


拡張 アド し スレ し コート 


| G 記 LU ナド 。 が - 多 ナド ) 


lm lem lolmrl 


エン トレ コー トド 


スズ ダー ドア ドレ スレ コー ド 


SN デー グ 
04 レコ ー ド レン グ ス (maxFF) 
0000 ロー ドア ドレ ズ 
03 レコ ー ド タイ プ 


セグ メン ト 値 ーー 
オフ セッ ト 値 デー タ 
サム チェ ッ ク サ ム 


拡張 アド レス レコ ー ド 


USBA セグ メン ト 値 ( 各 セ グ メ ント の セグ メン ト ア ドレ ス 設 定 用 ) 
エン ドレ コー ド 
FF チェ ッ ク サ ム 
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0BJ4 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ4 


解説 :16 ビッ ト CPU で モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 


注目 


この モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト の 略称 を "モトローラ S2 フォ ー マ ッ ト ” と 称し ま 


【0BJ4 フォ ー マ ッ ト 】 


lslolw |wom| mmm |?% 


ヘッ ダー し コー ド 


エン ドレ コー トド 

ヘッ ダー レロ ー ド 

5 20 で ドマーニ ー グ の 

0 レー ド み イジ 

07 レコ ー ド レン グ ス (maxFf) 
000000 ロー ドア ドレ ス 

HDR た の 補 

サム の ダグ か 

エン ドレ コー ド 

addr ログ ラム エン ジン ド リー ダ ドル レス 
サム まあ ウム 


オブ ジェ クト タイ プ は , デー タ 部 最大 32 バイ ト 仕 様 で す . 
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0BJ5 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ5 


解説 :16 ビッ ト CPU で モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
注目 
この モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト の 略称 を "モト ロー ラ S2 フォ ー マ ッ ト ” と 称し ま 


【0BJ5 フォ ー マ ッ ト 】 


lslolw | mom| mmm |?A 


ヘッ ダー し コー ド 
lslslr | saw |paa----- 6〈{〈%#qq{]94| 
テー タレ コー ド 


0 


5 20 で ドマーニ ー グ の 

0 レー ド み イジ 

07 レコ ー ド レン グ ス (maxFf) 
000000 ロー ドア ドレ ス 

HDR た の 補 

サム の ダグ か 
エン ドレ コー ド 

addr ログ ラム エン ジン ド リー ダ ドル レス 
サム まあ ウム 


オブ ジェ クト タイ プ は , デー タ 部 最大 28 バイ ト 仕 様 で す . 
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0BJ6 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ6 


解説 :32 ビッ ト CPU で モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 
注目 


この モト ロー ラ HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト の 略称 を "モト ロー ラ S3 フォ ー マ ッ ト ” と 称し ま 
す 


【0BJ6 フォ ー マ ッ ト 】 


lslelw | mm| mpm |?4l 


ヘッ ダー し コー ド 
lslslr | mw |pmmmn----  )6《6《{%jll?%| 
テー タレ コード 


5 大 タ ター トマ デー ク 

0 以 王 ド イヴ 

07 レコ ー ド レン グ ス (maxFf) 
000000 ロー ドア ドレ ス 

HDR 2 

サム ラグ 

デー タレ コー ド 

addr アド レス (4 バイ ト ) 
エン ドレ コー ド 

addr メロ グラ ム エ ン トリ ー ア ドレ % ス 0⑭ パイ 下 ) 
サム バグ 4 


オブ ジェ クト タイ プ は , デー タ 部 最大 16 バイ ト 仕 様 で す . 
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0BJ7 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ7 


解説 : ル ネ サ ステ クノ ロジ 4 ビッ ト 400 シリ ー ズ ピギー パッ ク 用 イン テル HEX オブ ジェ クト フ 
0 


1 ワー ド 10bit の オブ ジェ クト の 上 位 5 ピッ ト を 偶数 デー タ , 下位 5 ピッ ト を 奇数 デー タ と し , 
先頭 3Dit を 0( ゼ ロ ) と し た 8bit デー タ と し て , 偶数 デー タ を 奇数 アド レス , 奇数 デー タ を 偶数 
アド レス に 設定 し , イン テル HEX フォ ー マ ッ ト で 出力 し ます . 

イン テル HEX フォ ー マ ッ ト の 詳細 は , オブ ジェ クト タイ プ (O0BJ1) を 参照 し て くだ さい . 

上 位 5bit, 下位 5bit に 分 割 , 頭 3bit を 0 に し て 8bit と する . 


この オブ ジェ クト を タイ ブ プ 指 定 の 0BJ1 の イン テル HEX オブ ジェ クト 形式 で 出力 し ます . 
0BJ7 指定 に お ける , -m オプ ショ ン 指 定 の 関係 は 下図 の よう に な り ま す . 
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-m オプ ショ ン は , 出力 する オブ ジェ クト の アド レス 上 限 値 を 設定 する も の で あり , 例え ば , “-m 
3FFF" と 指定 され た 場合 , 上 図 の よう に バイ ト ア ドレ ス で , “0000H~3FFFH" ま で を 出力 し ます . 
な お , 未 使用 アド レス に は "00H" を 設定 し ます . 

上 限 アド レス 値 を 超え る オブ ジェ クト は , エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 し オブ ジェ クト は 出力 し ま 
せん . 


ド 仁 
トル 2 
nnnn 


On 1 


0002 


03FF ーー オブ ジェ ウト アト レス 上 限 値 
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0BJ8 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ6 


解説 : ル ネ サ ステ クノ ロジ 4 ビット 400 シリ ー ズ エミ ュ レ ー タ 用 イン テル HEX オブ ジェ クト フォ 
RS 


0BJ7 で 説明 し た , 偶数 デー タ , 奇数 デー タ を 各 デ ー タ ご と に , 収め 下図 の よう に , 低位 アド レ 
ス 側 に 奇数 デー タ , 高位 アド レス 側 に 偶数 デー タ を 設定 し , イン テル HEX フォ ー マ ッ ト で 出力 し 
ます 。 

イン テル HEX フォ ー マ ッ ト の 詳細 は , オブ ジェ クト タイ プ (OBJ1) を 参照 し て くだ さい . 


1nE' 中 


偶 デ だ 区 数 ー% 


ドイ テ ド L3 


3FFF 
(アト レス 上 担 定価 


0BJ8 指定 に お ける , -m オ プシ ョ ン は , 出力 する オブ ジェ クト の アド レス 上 限 値 を 設定 する も の 
で あり , 例え ば "-m 3FFF” と 指定 され た 場合 , 奇数 デー タ を "0-1FFF" ま で 設定 し , "2000 て 3FFF" 
まで 偶数 デー タ を 設定 し ます . 

な お , 未 使用 アド レス に は "00H" を 設定 し ます . 
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0BJ9 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ9 


解説 : ル ネ サ ステ クノ ロジ 4 ビッ ト 400 シリ ー ズ ピギー パッ ク 用 モト ロー ラ S1 フォ ー マ ッ ト 


オブ ジェ クト タイ プ 0BJ7 と 同様 に , 偶数 デー タ を 奇数 アド レス に ., 奇数 デー タ を 偶数 アド レス 
層 設 慎 し 。 工 下 ロ ー ラ タラ SI フォ ー マ ッ トト で 出力 し ます 、 

モト ロー ラ 51 フォ ー マ ッ ト に つい て は オブ ジェ クト タイ プ 0BJ2 を 参照 し て くだ さい . 

な お , エン ドレ コー ド の プロ グラ ム エ ン トリ アド レス は "0000H" に な り ま す . 
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0BJ10 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ10 


解説 : ル ネ サ ステ クノ ロジ 4 ビット 400 シリ ー ズ エミ ュ レ ー タ 用 モト ロー ラ 51 フォ ー マ ッ ト 


オブ ジェ クト タイ プ 0BJ8 と 同様 に , 低位 アド レス 側 に 奇数 デー タ , 高位 アド レス 側 に 偶数 デー 
タタ を 設定 し 。 モト ロー SI フラ フォーマット で で 出力 し ます 

モト ロー ラ S1 フォ ー マ ッ ト に つい て は オブ プ ジ ェ クト タイ プ 0BJ2 を 参照 し て くだ さい 

な お , エン ドレ コー ド の プロ グラ ム エ ン トリ アド レス は "0000H" に な り ま す . 
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0BJ1l1 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ1l1 


解説 : ル ネ サ ステ クノ ロジ 4 ビッ ト 400 シリ ー ズ ZTAT 用 イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ 
ド 


1 ワー ド 10bit の オブ ジェ クト の 上 位 5 ビッ ト を 偶数 デー タ , 下位 5 ビッ ト を 奇数 デー タ と し , 
先頭 3Dit を 1 と し た 8bit デー タ と し て , 偶数 デー タ を 奇数 アド レス , 奇数 デー タ を 偶数 アド 
レス に 設定 し , イン テル HEX フォ ー マ ッ ト で 出力 し ます . 

イン テル HEX フォ ー マ ッ ト の 詳細 は , オブ ジェ クト タイ プ 0BJl を 参照 し て くだ さい . 

上 位 5bit, 下位 5bit に 分 割 , 頭 3bit を 1 に し て 8bit と する . 


1n ビ ッ ト 


On ml | ロ ni ni 


この 偶数 デー タ を 奇数 アド レス に , 奇数 デー タ を 偶数 アド レス に 設定 し ます . 


9] 


この オブ ジェ クト を タイ ブ プ 指 定 の 0BJ1 の イン テル HEX オブ ジェ クト 形式 で 出力 し ます . 
0BJ1l1 指定 に お ける , -m オプ ショ ン 指 定 の 関係 は 下図 の よう に な り ま す . 


aLDR 


nnnn (HI) 111nn1nn 童 数 デ 
nnn1 (HI) 111nnn11 作 デ -% 


-m オプ ショ ン は , 出力 する オブ ジェ クト の アド レス 上 限 値 を 設定 する も の で あり , 例え ば , "-m 
3FFF" と 指定 され た 場合 , 前 図 の よう に バイ ト ア ドレ ス で , “0000H~3FFFH" ま で を 出力 し ます . 
な お , 未 使用 アド レス に は "EOH" を 設定 し ます . 

上 限 アド レス 値 を 超え る オブ ジェ クト は , エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出力 し オブ ジェ クト は 出力 し ま 
せ の 6。 


選 條 
ト YL2 
nnnn 


On 1 


0002 


9 間 ーー オブ ジェ ウト アト レス 上 限 値 
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0BJ12 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ12 


解説 : テ クト ロニ クス フォ ー マ ッ ト 


【0BJ12 フォ ー マ ッ ト 】 


sum2(2 桁 ) oo ツ グチ ム 
(デー タ を 4 ビッ ト ご と に 加算 し た 値 を 256 で 除算 し た あま り ) 
data(n 杵 ) オブ ジェ クト 
suml(2 桁 ) チェ ッ ク サ ム 1(addr と Im を 4 ビッ ト ご と に 加算 し た 値 ) 
In(2 桁 ) デー タ の 長 さ 
addr(4 杵 ) ロー ドア アド レス 
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0BJ13 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ13 


解説 : 松 下 EF フォ ー マ ッ ト 


【0BJ13 フォ ー マ ッ ト 】 


9 


99. . 


99. . 


9d. . 


..:dd.. 
..:dd.. 


ddd.. 
dd0. 


d⑰: 


.d) 


0 


0 


05 
0 


CE 


CE 


CE 


CE 


CE 


CE 


dd 
dd 


dd 
dd 


dd 
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T テキ スト 部 開始 
D デー タ 部 開始 
0 テキ スト 部 また は デー タ 部 終了 
3. 以下 に 続く テキ スト また は デー タ の 先頭 アド レス 
( 桁 数 は CPU の アド レス MAX 値 と 同じ 桁 数 で 16 進 で 表現 され ます ) 
dd.. テキ スト また は デー タ の 1 ワー ド を 16 進 で 表現 され ます 
( 桁 数 は 1 ワー ド の ビッ ト 長 に より 異な り ま す ) 
Cc チェ ッ ク サ ム (aa..a か ら dd..d の 最後 まで の チェ ッ ク サ ム ) 


【 ワ ー ド 長 と 桁 数 , 個数 の 推移 】 


桁 数 | 個数 
OSc8 ビッ ド M 16 
9 た 2 ツ ドド 3 16 
13<16 ビッ ト 4 9 
20 ビッド 5 9 
424 ド ツウ ドド 6 9 
29-228. ビ ツ ト 4 
29 で 02 セツ トト 6 4 
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0BJ14 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ14 


解説 : ル ネ サ ステ クノ ロジ 4 ビッ ト 400 シリ ー ズ ZTAT 用 モト ロー ラ 51 フォ ー マ ッ ト 


オブ ジェ クト タイ プ 0BJ11 と 同様 に 1 ワー ド 10 ビッ ト の オブ ジェ クト の 下位 5 ビッ ト を 偶数 ア 
ドレ ス に 設定 し , 上 位 5 ビッ ト を 奇数 アド レス に 設定 し て , モト ロー ラ 51 フォ ー マ ッ ト で 出力 
し ます 

モト ロー ラ 51 フォ ー マ ッ ト に つい て は オプ ジェ クト タイ プ 08BJ2 の 項 を 参照 し て くだ さい 、. 
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0BJ15 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ15 


解説 : 拡 張 テ クト ロニ クス フォ ー マ ッ ト 


【0BJ15 フォ ー マ ッ ト 】 


|*|m lelsaw ar lm----- 0 ク ク ん ん 
デー タレ コー ド 

lm lelsw la | | 
エン トレ し コート 

デビ タレ コー ボド 

In(2 桁 ) In か ら デ ー タ の 終わ り ま で の 長 さ 

sum(2 桁 ) チェ ッ ク サ ム 


(% と sum 以外 を 4 ビッ ト ご と に 総和 し , 256 で 割っ た あま り ) 


addr( 可 変 ) ロー ドド Z よ ジス 


形式 
n ロー ドア ドレ ス 
(n… ロ ー ド アド レス の 桁 数 ) 


data(n 杵 ) オブ ジェ クト 


エン ドレ コー ド 
In(2 桁 ) In か ら デ ー タ の 終わ り ま で の 長 さ 
sum(2 杵 ) チェ ッ ク サ ム 


(% と sum 以外 を 4 ビッ ト ご と に 総和 し , 256 で 割っ た あま り ) 


addr( 可 変 ) プロ グラ ム 開 始 ア ドレ ス 


321 


0BJ16 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ16 


解説 :32 ビッ ト CPU で イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト 


注目 
この イン テル HEX オブ ジェ クト フォ ー マ ッ ト の 略称 を "イン テル HEX32 ビッ ト 用 "と 称し ます . 


【OBJI6 アラ ォ オー マッ トド ] 


Elw leo lom| mm |"A 


スタ ヌー トリ ニア アド レス し コード 


lm lm |w| prms 


拡張 り リニア アド し レス し コー トド 


! ( 拡 枯 ア ドレ スレ コー ド , デー タレ コー ド ) 
1! 


Elm lo lmlgrl 


エン トレ コー ト 


グー ドリ ニア メド レル スレ コード 


ES ジーグ 
04 レコ ー ド レン グ ス (maxFf) 
0000 ロー ドア ドレ ス 
05 MG ド タ イ グ 
BIP スタ ー ト リー アア ドル レス 
サム チタ クサ ザム 


拡張 リニア アド レス レコ ー ド 


ULBA 上 位 リ ニア ベー ス ア ドレ ス (リニア アド レス の 上 位 16 ビッ ト ) 
エン ドレ コー ド 
FEF の の (かみ 
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0BJ17 


オブ ジェ クト タイ プ 


0BJ17 


解説 :MN1933/34/35 用 松下 EF フォ ー マ ッ ト 


【0BJ17 フォ ー マ ッ ト 】 


T 
aaaa:ddddddiddddddi ..…......... dddddd:cc= 
aaaa:ddddddiddddddi ............ dddddd:cc= 
| | | 
| | | 
| | | 
aaaa:ddddddiddddddi .....…...... dddddd:cc= 
0 
T 
aa88:0dddiddOOD ddddjCC= 
| | | 
| | | 
| | | 
aa88:0dddiddOOD ddddjCC= 
aa88:0dddidOOOD ddddjCC= 
0 
T テキ スト 部 開始 
T デー タ 部 開始 (2 つめ の T) 
0 テキ スト 部 また は デー タ 部 終了 
888 以下 に 続く テキ スト また は デー タ の 先頭 アド レス で す . 通常 は 2 バイ ト (aaaa) の 16 進 
で 出力 され ます が , 入力 MPU の メモ リ 空 間 に よ っ て は , 3 バイ ト (aaaaaa ) の 16 進 で 出 
力 さ れ ま す . 
dddddd テキ スト の 1 ワード が 16 進 で 表現 され ます 
( 桁 数 は 1 ワー ド の ビッ ト 長 に より 異な り ま す ) 
ddd デー タ の 1 ワー ド が 16 進 で 表現 され ます 
cc チェ ッ ク サ ム (aaaa か ら dddd の 最後 まで の チェ ッ ク サ ム ) 


0BJ17 に お ける オブ ジェ クト 情報 制御 指定 
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シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 


シン ボル テー ブル は , 各種 開発 機器 に よっ て ダウ ン ロ ー ド 可能 な フォ ー マ ッ ト が 異な り , その す 
べ て を サポ ー ト する こと は , 事実 上 不可 能 で あり , フォ ー マ ッ ト 変 換 ( ユ ー テ ィ リ ティ ) で は 一 般 
に よく 使わ れ て いる シン ボル テー ブル を 変換 し て 出力 し ます . 

フォ ー マ ッ ト 受 換 ( ユ ー テ ィ リ ティ ) で サポ ー ト する シン ボル テー ブル は , シス テム アナ ライ ザ 
ー な ど と 呼ば れ て いる 機器 を 特に 意識 し た 形式 な の で , ご 使用 の 際 は 十分 注意 し て くだ さい . 


【 シ ン ボ ポル テー ブル タイ プ 】 

syml 8 ビッ ト 系 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト ( シ ン ボ ル 長 8 バイ ト ) 
SYMZ 8 ビッ ト 系 また は 16 ビッ ト 8086( セ グ メ ント な し ) シ ン ボ ル テ ー ブ ルフ ォ ー マ ッ ト 
SYMm3 16 ビッ ト 系 68000 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

syIm4 16 ビッ ト 系 MDS シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

SYMm5 16 ビッ ト 系 CP/M-68K シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

sym6 16 ビッ ト 系 YEW8086 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

Sym7 16 ビッ ト 系 YBW68000 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

sym8 16 ビッ ト 系 CP/M86 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

sym9 16 ビッ ト 系 INTEL シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

Syml0 HP64000 シン ボル フォ ー マ ッ ト 

syml1 8 ビッ ト 系 シン ボル フォ ー マ ッ ト ( シ ン ボ ル 長 16 バイ ト ) 

Sym12 ん PD75xxx 系 シン ボル フォ ー マ ッ ト 

Sym13 松下 EF シン ボル フォ - マ ッ ト 

syml4 ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビ ピット 400 シリ ー ズ シン ボル フォ ー マ ッ ト 
sym15 拡張 テク トロ ニク スシ ン ボ ルフ ォ ー マ ッ ト 

syml6 PD78K0/1/2/3 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

Syml7 TMP76 シリ ー ズ シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
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SYM1 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM1] 


解説 8 ビッ ト 系 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 : ソフ ィ ア シス テム ズ SA シリ ー ズ 他 
内 容 : 同 二 シン ボル 名 な し , アル ファ ベッ ト 順 , 大 文字 の み 


【SYMI フォ ー マ ッ ト 】 


アト レス (4 桁 ) 
スペ ー ス 
シン ボル (nmanr 昌 凛 字 ) 
タダ ターミネータ 


[mm | 。 | gmssssss | < 


“Fnn で シン ポル ファ イル ル 終 了 
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SYM2 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM2 


解説 ・ 8 ビッ ト 系 また は 16 ビッ ト 、8086( セ グ メ ント な し ) シ ン ボ ル テ ー ブ ルフ ォ ー マ ッ ト 
対象 : ソフ ィ ア シス テム ズ SA シリ ー ズ 他 
内 容 : 同 二 シン ボル 名 な し , アル ファ ベッ ト 順 , 大 文字 / 小 文字 


【SYM2 フォ ー マ ッ ト 】 


アト レス (4 桁 ) 
スペ ー ス 
シン ボル GmarB 支 字 ) 


ター ミネ ー 
| HHHR| ^A | ssssssss | ^ | 


! nn" で シン ボル 上ル ファ イル 終了 
邊 導出 時 99 
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SYM3 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYMS 


解説 16 ビット 系 68000 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 


対象 : ソフ ィ ア シス テム ズ SA シリ ー ズ 他 


内 容 : 同 二 シン ボル 名 な し , アル ファ ベッ ト 順 , 大 文字 / 小 文字 


【SYM3 フォ ー マ ッ ト 】 


アト レス 【〔(】 
スペ ー ス 


シン ボル (ma 選 凛 字 ) 


| HHhHthRHH | ム | ssssssse | ^ | 


ター ミネ ー 


“nn で シン ボル ファ イ ル 終了 
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SYM4 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM4 


解説 16 ビット 系 MDS シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 * イン テル 社 MDS。 ソ フィ アシ ステ ムズ SA シリ ー ズ 他 
内 容 : 同一 シン ボル 名 な し , アル ファ ベッ ト 順 , 大 文字 / 小 文字 


【SYM4 フォ ー マ ッ ト 】 


セ ヴ サメ ント アド レス (4 桁 ) 
オフ セッ ト (4 桁 ) 


スペ ー ス シン ボル (mar16 支 字 ) 


LBH | HHHHH | ^ | SSSSGSSSSSSSSSSS | CRLP 


IE 二 二 中 の 


持 に エット シン ポル マー ジ は な い 
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SYM5 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM5 


解説 16 ビッ ト 系 CP/M-68K シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 : YEW3502 シリ ー ズ 他 
内 容 : 同 ご シンボル 名 な し , アル ファ ベッ ト 順 , 大 文字 / 小 文字 


【SYM5 フォ ー マ ッ ト 】 


シン ボル (1g 広 字 ) 


アト レス (8 桁 ) 


SSESSENSESESSSNSSS 配 馬 HHHHHHHH 


CRLF 


持 に エッ トシ ン ボ ポル マ ー ジ は な い 
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SYM6 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM6 


解説 ・ 16 ビッ ト 系 YEW8086 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 : YEW3502 シリ ー ズ 他 
内 容 : 同 - シ ン ボ ル 名 な し , アル ファ ベッ ト 順 , 大 文字 / 小 文字 


【SYM6 フォ ー マ ッ ト 】 


シン ボル (1g 文 字 ) 
スペ 


セ ヴ サメ ント アト レス (4 凛 字 ) 
オフ セッ ト (4 桁 ) 


し SSSSSeSSSSSSSSse | ^ | HHHHH|gHHH| ORLF 
1 


LU | | | | 


持 に エッ トシ ン ボ 上ル マー は な い 
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SYM7 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM7 


解説 16 ビッ ト 系 YEW68000 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 

対象 : YEW68000 シリ ー ズ 他 

内 容 : 同 ー- シ ン ボ ル 名 な し , アル ファ ベッ ト 順 , 大 文字 / 小 文字 
【SYM7 フォ ー マ ッ ト 】 


シン ボ 上 ルル (16 文 字 ) 


CRLF 


持 に エッ トド シン ボル マー ジ は な い 
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SYM6 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM6 


解説 ・ 16 ビッ ト 系 CP-M86 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 * ソフ ィ ア シス テム ズ SA シリ ー ズ 他 
内 容 : 属性 別 , 同一 シン ボル 名 な し , アル ファ ベッ ト 順 


【SYM8 フォ ー マ ッ ト 】 


愛 爾 属性 


さ 


の し ス シンボル (1g 広 字 ) 


数 属性 シン ホル 
値 属性 
数 値 属性 ツン ボル 


還 還 選 違 語 語 計 : 
生計 培 


ラベ ル 属 性 


本村 = 
還 語 本 に 計 | 


ラベ ル 属 性 シン ボル 


持 に エン トシ ン ボ 上ル マー ウジ は な い 
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SYM9 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM9 


解説 ・ 16 ビッ ト 系 INTEI シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 : - 
内 容 : 同一 シン ボル 名 な し , アル ファ ベッ ト 順 , 大 文字 / 小 文字 


【SYM9 フォ ー マ ッ ト 】 


ァ ド レス (g 枯 
スペ ー ス 


スラ ッシュ スペ ー ス 
シン ボル (16 凛 字 ) 


| HHHHHHH | 々 | / | * | 』 | ^ | SGSSSSSSSSeSSsSS | CRLF 


属性 コー トド 
テー ヌサ イズ (nrF) 


持 に エッ トシ ン ボ 上 ル マ ー ジ は な い 


【 属 性 コー ド 】 

0 グロ ー バ ル 関 数 

1 静 的 関数 

2 ライ ン 番 号 

3 グロ ー バ ル 変 数 

4 静 的 変数 (モジ ュー ル 内 ) 

5 静 的 変数 (ブロ ッ ク 内 ) 

6 引数 

7 自動 変数 

8 レジ スタ 変数 

【 ス ター トマ ー ク 】 

M モジ ュー ル 名 | CRIE …( 静 的 関数 お よび 変数 の 始ま り ) 
の B ブロ ッ ク 名 CRLF …( 自 動 変数 , 引数 お よび レジ スタ 変数 の 始ま り ) 
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SYM10 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM10 


解説 : HP64000 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 : - 
内 容 : - 


HP64000 シン ボル フォ ー マ ッ ト は 他 の シン ボル フォ ー マ ッ ト と は 異な り , バイ ナリ ファ イル に な 
っ て いま す . 

また , 1 つの ロー ドモ ジュ ー ル (XLNK-V で リン ケー ジ さ れ た ファ イル ) か らい くつ も の ロー カル 
シン ボル ファ イル と 1 つの グロ ー バ ル シ ン ボル ファ イル が 作成 され ます . 

ロー カル シン ボル ファ イル の ファ イル タイ プ は ". PP, グロ ー バ ル シ ン ボル ファ イル の ファ イル 
タイ プ は ”". 【" で これ ら の ファ イル タイ プ を 変更 する こと は で きま せん . 

ロー カル シン ボル ファ イル は XLNK-V で リン ケー ジ し た ファ イル ご と に 作成 され , グロ ー バ ル シ 
ン ボ ル は グロ ー バ ル 宣 言 さ れ た シン ボル を 集め て 作成 され ます . 


【SYM10 フォ ー マ ッ ト (UNIX の 場合 )】 


モジ ュー ルル モジ ュー ルル に 


LNMK 『 
モジ ュー ル ョ 
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SYM11 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM]1 


解説 : 8 ビッ ト 系 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 : - 
内 容 : - 


【SYM11 フォ ー マ ッ ト 】 


アト レス (4 桁 ) 


スペ ー ス シン ボル Gmar16 凛 字 ) 


HHHH 本 SSESSSSESESSSSSB CRLF 


呈 雇 呈 還 | 琴 還 還 還 還 還 還 還 請 


持 に エッ トシ ン ボ ル マ ー ジ は な い 
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SYM12 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM12 


解説 : 尺 PD75xxx 系 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 : - 
内 容 : - 


【SYM12 フォ ー マ ッ ト 】 


ダヴ ダ ロー バル シン ボル 


日 FYTTEEHEHH Es 
ロー カル シン ポル 


モジ ュー 由 単 位 に 線 り 返 す 


ト | CRLF シン ボル テー ブル 終了 

【 属 性 (aa)】 

00 NUMBER EQU 擬似 命令 で 定数 を 定義 し た ネー 

01 コ - ド コー ド セ ク ショ ン 内 の ラベ ル , また は ネー 
02 多 デー タ セ クシ ョ ン 内 の ラベ ル , また は ネー 
03 スタ ッ ク スタ ッ ク セ クシ ョ ン 内 の ラベ ル , また は ネー 
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SYM13 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM13 


解説 : 松下 EE シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 : - 
内 容 :- 


【SYM13 フォ ー マ ッ ト 】 


【 


nnnnnnnn:VVVVjnnnnnnnn:VVVV:nnnnnnnn:VVVVjnnnnnnnn:VVVV: 


nnnnnnnn:VVVVjnnnnnnnn:VVVVjnnnnnnnn:VVVVjnnnnnnnn:VVVV: 


0 

【 シン ボル テー ブル 開始 

0 シン ボル テー ブル 終了 

nn 8 文字 の シン ボル 名 

VVVV シン ボル に 割り 当て られ た 値 ( 桁 数 は CPU の アド レス MAX 値 と 同じ 桁 数 で , 16 進 で 表現 
され る ) 
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SYM14 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM14 


解説 : ルネ サス テク ノロ ジ 4 ビット 400 シリ ー ズ シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
し ッ デ 
内 容 : - 


【SYM14 フォ ー マ ッ ト 】 


lslw ws | sm 
lgln lueo | szewe | 52wm | ーーーー-|e | 


0 レゴ コ ロード タ イプ 

0B レコ ー ド レン グ ス 

0000 ロー ドア ドド レズ 

XXXXXSYM モジ ュー ル 名 の 上 位 5 文字 
サム デ 2 多 革 な 


シン ボル レコ ー ド 


1X00 0:ROM シン ボル 
1:RAM シン ボル 
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SYM15 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM15 


解説 : 拡張 テク トロ ニク スシ ン ボ ルフ ォ ー マ ッ ト 
対象 : - 
内 容 : - 


【SYM15 フォ ー マ ッ ト 】 


lelm lsl sm | を 2 シ コン き | もの ション 生 | 
シン ホル 字 - -- 


In(2 桁 ) In か ら 1 レコ ー ド の 終わ り ま で の 長 さ 
sum(2 桁 ) チェ ッ ク サ ム 


(% と sum 以外 を 4 ビッ ト ご と に 総和 し , 256 で 割っ た あま り ) 


セク ショ ン 名 (可変 ) セク ショ ン 名 
Inl セ クシ ョ ン 名 | 
n・… セク ショ ン 名 の 長 さ 


セク ショ ン 定 義 (可変 ) セク ショ ン 先 頭 ア ドレ ス お よび 大 き さ 

Inln1ll セ クシ ョ ン 先 頭 ア ドレ ス |n2| セ クシ ョ ン サ イズ | 
nl・… セ クシ ョ ン 先 頭 ア ドレ ス の 文字 数 

n2・… セ クシ ョ ン サ イズ の 文字 数 


シン ボル 定義 シン ボル 名 と 値 お よび 方 を あら わし ます 
| 型 |n1| シ ン ボ ル 名 |n2| シ ン ボ ル 値 | 
型 ・… 表 A に 記載 
nl・… シ ン ボ ル 名 の 長 さ 
n2・… シ ン ボ ル 値 の 文字 数 
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表 A 


ェ ーー 


グロ ー バ ル ア ド レス 


グロ ー バ ルス カラ 


グロ ー バ ルコ ー ド アド レス 


グロ ー バ ル デ ー タ アド レス 


ロー カル アド レス 


ロー カル スカ ラ 


ロー カル コー ド 


Co | - コ | つの | の | 1 で CFO 


1 


ドレ ス 
ロー カル デー タ ア ドレ ス 
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SYM16 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM16 


解説 : 尽 PD78K0/1/2/3 シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 : - 
内 容 : - 


【SYM16 フォ ー マ ッ ト 】 


ドー モジ ュー ルル 名 (ma 廊 字 】 


* | lcmrg| | シン ボル テー ブル 杜 了 
peess | roeeio oerg 
ロビ mLnrrrHicam 


シン ホ ルル 名 (manr31 広 字 J 


ロロ ー バル ジン ホル 


ロー カル シン ホホ 比 


に ele ssssssslcsrg 


EE 上 Zn 


【 属 性 (aa) 】 

00 NUMBER EQU 擬似 命令 で 定数 を 定義 し た ネー 

01 コー ド コー ド セ ク ショ ン 内 の ラベ ル , また は ネー ム 
02 デー グ デー タ セ クシ ョ ン 内 の ラベ ル , また は ネー 
03 人 タック スタ ッ ク セ クシ ョ ン 内 の ラベ ル , また は ネー 
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SYM17 


シン ボル テー ブル タイ プ 


SYM17 


解説 : TMP76 シリ ー ズ シン ボル テー ブル フォ ー マ ッ ト 
対象 : - 
内 容 : - 


【SYMI7 フォ ー マ ッ ト 】 


アド レス (5 桁 ) 
スペ ー ス 
シン ボル GnaxB 支 字 ) 
ター ミネ ー タ 


LBHHH | ^ | ssssesss | 2 | 


Fnn で ジン ボル ファ ェ イ 比 終 了 
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XOUT-V メッ セー ジ 情 報 


フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ (XOUT-V) は , 起動 処理 後 , 指示 され た 変換 処理 が すべ て 正常 処 
理 し た 場合 に は , 特に メッ セー ジ は 出力 し ませ ん . 


$xoutv object.xlo -t obj1, sym1・‥・ フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ の 起動 
$ …… フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ の 正常 終了 


また , 入出 力 や シス テム に 依存 する エラ ー に 関す る メッ セー ジ は , UNIX, Windows の エラ ー 表 示 
に 準拠 し て , 出力 され ます . 

これ ら の 標準 的 な エラ ー( 例 . 指定 ファ イル が な いな ど ) 以 外 で , XOUT-V が 検出 する 論理 的 
な エラ ー に つい て は , 下記 の 形式 で 出力 され ます . 


$xoutv object.xlo -t ob」j1, sym1l・・・.・ フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ の 起動 


%X0UTV : ---ーーーーーーーーーーーーー …・ エラ ー メ ッ セ ー ジ 


な お , これ ら の フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ が 検出 する 論理 的 な が エラ ー に つい て は , フォ ー 
マッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ 起動 ター ミナ ル に 表示 され , 同時 に リス ト フ ァイル に も 出力 され ま 
和 。 


XO0UT-V メッ セー ジ 一 覧 
XOUT-V が 出力 する メッ セー ジ の 一 覧 で す . 
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【 エ ラー】 


%OUTV: Address overlap Object not outputl 


【 内 容 / 対 処方 法 】 


アド レス が オー パー ラッ プア し て いま すず . オプ シェ クト を 出力 し ませ ん , 


%XOUTV: Address option errorl 


【 内 容 / 対 処方 法 】 


-m オ プシ ョ ン に 誤り が あり ます . 


%OUTV: Can't convert linked object to object type (0BJx) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 指定 され オブ ジェ クト は , 0BJx 形式 に 変換 で きま せん . 


%OUTV: Completed with warnings in linked object! 


【 内 容 / 対 処方 法 】 


リン カ の 出力 し た オブ ジェ クト に Warning( ソ ワー ニン グ ) が あり ます . 


%0UTV: Convert Object File 1/0 Error ! (*x***) 
【 内 容 / 対 処方 法 】HEX ファ イル (ファ イル 名 ”**x***”) に I/0 エラ ー が 生じ まし た . 


%XOUTV: Describe 
【 内 容 / 対 処方 法 】 


%XOUTV: Describe 
【 内 容 / 対 処方 法 】 


%XOUTV: Describe 
【 内 容 / 対 処方 法 】 


%OUTV: Describe 
【 内 容 / 対 処方 法 】 


%XOUTV: Describe 
【 内 容 / 対 処方 法 】 


Error 0f "/MULTSYM” Parameter in option File. 
オプ ショ ン フ ァイル の "/MULTSYM”" パ ラメ ー タ 記述 に 誤り が あり ます . 


Error of "/NUMBSYM” Parameter in option File. 
オプ ショ ン フ ァイル の "/NUMBSYM" パ ラメ ー タ の 記述 に 誤り が あり ます . 


Error 0f "/SECT=*****”。 it is already defined. 
?/SECT=*****” で 指定 され た セク ショ ン 名 が 既に 定義 され て いま す . 


Error 0f “"/UNIT=***k*”。 it is already defined. 
?/UNIT=*****” で 指定 され た セク ショ ン 名 が すでに 定義 され て いま す . 


Error Parameter in option File. 
オプ ショ ン フ ァイル の パラ メー タ の 記述 に 誤り が あり ます . 


%XOUTV: Found Overlap Section ! (*****) 


【 内 容 / 対 処方 法 】 
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セク ショ ン 名 "*****”" が , オー バー ラッ プ し て いま す . 


%OUTV: Insufficient Work Area ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 作 業 領域 が 不足 し て いま す . 


%W0UTV: List File 1/0 Error ! (*****) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 リ スト ファ イル (ファ イル 名 ”**x**”) に [1/0 エラ ー が 生じ まし た . 


%XOUTV: Multiple symbol label ! (*****) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 シンボル 名 ”*****” が 重複 し て いま す . 


%XOUTV: Name information errOr ! (*****) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 無 効 な "*****” シ ン ボ ル で す . 


%XOUTV: "/NOOVER” Parameter not allow object type (0BJ3) in option File. 
【 内 容 / 対 処方 法 】”/N00VEPR' パ ラメ ー タ は , オブ ジェ クト タイ プ (O0BJ3) で は 記述 で きま せん . 


%0UTV: Not available use "/EXCEPT” & “/APPOINT” Parameter in option File. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オ プシ ョ ン フ ァイル に "/EXCEPT" と ”/APPOINTY パ ラメ ー タ は 同時 に 指定 で きま 
せん . 


%0UTV: Not found select section name ! (*****) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オプ ショ ン フ ァイル で 指定 し た セク ショ ン 名 "***s*” が オブ ジェ クト の 情報 


に 見 付か り ま せん . 


%KOUTV: Not found select section Name (*****) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 拡張 機能 で , 指定 し た セク ショ ン 名 ”*****” が 見 付か り ま せん . 


%XOUTV: Not found select unit Name (*****) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 拡 張 機能 で 指定 し た ユニ ッ ト 名 ”*****” が 見 付か り ま せん . 


%W0UTV: Object File 1/0 Error ! (**x***) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オブジェ クト ファ イル (ファ イル 名 "*****”) に 1/0 エラ ー が 生じ まし た . 


%OUTV: Object is not Absolute Mode ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 実行 形式 で な い オ ブ ジ ェクト を 指定 し まし た . 
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%OUTV: 0bject Module Format is Invalid ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 指 定 オ ブ ジ ェクト は , フォ ー マ ッ ト が 異な り ま す . また は , バー ジョ ン 7.1 
以前 の オブ ジェ クト を 指定 し まし た . 


%XOUTV: Parameter file I/0 Error ! (*k***) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オ プシ ョ ン フ ァイル (ファ イル 名 ”***x*”) に T/0 エラ ー が 生じ まし た . 


%XOUTV: Program entry not found ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 プ ログ ラム の エン トリ が 見 付か り ま せん . 


%OUTV: Redefined ”*****” Parameter in option File. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オプション ファ イル の "*x***x*” パ ラメ ー タ が 再 定義 され まし た . 


%XOUTV: Redefined "/MULTSYM” Parameter in option file. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オ プシ ョ ン フ ァイル に "/MULTSYM" パ ラメ ー タ が 再 定義 され まし た . 


%XOUTV: Redefined "/NUMBSYM” Parameter in option File. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オ プシ ョ ン フ ァイル に "/NUMBSYM" パ ラメ ー タ が 再 定義 され まし た . 


%XOUTV: Symbol File I/0 Error ! (*****) 
【 内 容 / 対 処方 法 】 シ ン ボ ルフ ァイル (ファ イル 名 "*****”) に 1/0 エラ ー が 生じ まし た . 


%XOUTV: Syntax Error in Command ! (*****) 
【 内 容 / 対 処方 法 】”*****” コ マン ド パ ラ メー タ に エラ ー が あり ます . 


%XOUTV: Too long Name of “**kxx” Parameter in Option File. 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オプ ショ ン フ ァイル の ”*x*** ア パラ メー タ の セク ショ ン 名 , また は ユニ ッ ト 名 
指定 が 長 す ぎ ま す . (有効 長 16 文字 ) 


%OUTV: Version Number of Object File is Invalid ! 
【 内 容 / 対 処方 法 】 オブジェ クト ファ イル の レベ ル が 合い ませ ん . 
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MPU 固有 の 仕様 
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Z60 


Vx9ze1.xg0/V7.01ー 


アセ ン ブ ラ (XASS-V) を 使用 し て プロ グラ ム を 作成 する 場合 の , MPU 固有 の 仕様 を 解説 し て いま す . 


Copyright (() 2005 GAIO TECHNOLOGY CO.,LTD. All Rights Reserved. 
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MPU に 依存 する 機能 


MPU 名 指定 


アセ ン ブ ラ 起動 時 に -mpu オプ ショ ン に て 指定 を し て くだ さい . 


【 サ ポー ト MPU 一 覧 [Z80 シリ ー ズ ]】 


MPU 名 アセ ン ブ ル 時 の 指定 
780 旧 定 な し 
注目 


上 表 に 記載 され て いな い 型 名 に つい て は , 弊 


革 ぐ くださ VY 


E サポ ー ト 窓口 support@gaio.co.jp に お 問い 合 
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其 本 的 に ASCII コー ド で 下記 の 文字 を 使用 し ます . 


英字 AZ( 小 文字 も 可 ) 
数 字 ed 
特殊 文字 |! "#$%8 ()* ネ キッ 。ー・/E ュ < ミニ >70[ ま ]( よ _ 


ソー ス 上 の 記述 は , 大 文字 も 小文字 も 許さ れ ま す が , 最終 的 に エミ ュ レ ー タ な ど に 出力 され る と 
き に は すべ て 大 文字 で 認識 し ます . 
た だ し , アセ ン ブ ラ 起動 パラ メー タ に よっ て 大 文字 / 小 文字 を 区 別 す る こと も で きま す . 


例 
a001 EQU 10 


A001 EQU "a001" と “AO001" は 同じ な の で 2 重定 義 と な る . 


ーー 


b001 eau 
ADD R1.LABEL1, GO 
add r1, label2, g0 
BA label 
ba LABEL 
ADD R1.AO01. GO 
add r1,b001, g0 


ーー 


350 


ステ ー ト メン ト の 構成 


命令 ステ ー ト メン ト ( 実 行 命令 , 擬似 命令 共 ) は 4 つの フィ ー ル ド か ら 構 成 さ れ て いま す . 


ラベ ルプ ネーム オペ レー ショ ン オペ ラン ド コメ ント 
フィ ー ル ド フィ ー ル ド フィ ー ル ド フィ ー ル ド 


ラベ ル / ネ ー ム フィ ー ル ド 


この フィ ー ル ド は , オペ レー ショ ン フ ィ ー ル ド の 内 容 に よっ て は 必ず し も 必要 の な い フ ィ 
ー ル ド で , 分 岐 命令 に お ける 飛び 先 番地 等 を 示す ラベ ル や , 領域 の 名 称 を 表す ネー ム な ど を 
記述 し ます . 


ラベ ル 名 の 記述 

1 か ら 48 文字 以内 の 英 数 字 列 で , ラベ ルフ ィ ー ル ド で は 最後 の 文字 は コロ ン ”:"” で な けれ ば 
な り ま せん . た だ し , 有効 な ラベ ル 名 と し て は 先頭 か ら 32 文字 まで を 有効 と し ます . 

ラベ ル 名 の 先頭 に 数 字 を 記述 する こと は で きま せん . 

ステ ー ト メン ト の 先頭 か ら 記 述 し , レジ スタ 名 な どの 予約 語 の 単独 使用 は で きま せん . 
ネー ム フ ィ ー ル ド は , 擬似 命令 に よっ て は 記述 し て は いけ な い 命 令 も あり ます の で 注意 が 
必要 で す . 

1 つの プロ グラ ム 内 で の 2 重定 義 は で きま せん . 

ラベ ル 名 に 記述 可能 な 特殊 文字 は 以下 の 通り で す . 


@ アッ トマ ー ク 
アン 


ンダ ー ラ イン 


注目 

特殊 文字 は , ラベ ル の 先頭 お よび 2 文字 以降 に 記述 し て も エラ ー と は な り ま せん . 

フォ ー マ ッ ト 変 換 ユ ー テ ィ リ ティ (XOUT-V) で は , 先頭 英字 で は な い シ ン ボ ル を エラ ー と す 
る 場合 (出力 する シン ボル タイ プ に よる ) も あり ます の で , ご 使用 の 際 は 注意 し て くだ さい . 
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記述 例 1 


LABEL : NOP 

LO00001 EQU 玉 

WORD DW 10 

NO000100 EQU 100 

記述 例 2 

D_ADDR EQU 0001H 

A23456 7890123456789012 EQU 3 

@ LABEL EQU ネ 

_LABEL EQU ネ 

記述 誤り 例 

LABEL NOP II ラバ パリ に ョ (ロン 2 が の 0 
L00001: EQU* ・・・・ 擬似 命令 に コロ ン が ある . 
INVS: NOP is 議 の 語 全 NII 

INVS: NOP ・・・・ ラベ ル が 2 重定 義 . 

LAB1 SKIP 3 ・・・・ この 擬似 命令 に ネー ム は 不可 . 
LAB2 EJECT ・・・・ この 擬 似 命令 に ネー ム は 不可 . 
11A0: NOP ・・・・ 先頭 が 英字 また は "0" で は な い . 
ロー カル ラベ ル 


ロー カル ラベ ル の 記述 方 法 は , ラベ ル の 最後 に "$” を 付け て 記述 し ます . 

この ロー カル 名 は 一 度 定義 され る と , ロー カル 名 以外 の ラベ ル が 現れ る まで 有効 で す . 

また , ロー カル 名 以外 の ラベ ル が 現れ る 前 に , 同じ ロー カル 名 を 定義 する こと は で きま せん 
が , ロー カル ラベ ル 名 以外 の ラベ ル が 現れ た 後 で な ら 定 義 す る こと が で きま す . 


例 


LOCAL_010$: 
LOCAL_020$: 


NEXT: 
010$: 


020$: 


命令 LOCAL_010$ 

命令 LOCAL_020$ 

命令 

命令 

命令 010$ 

命令 020$ 

命令 LOCAL 0108 ・・・・ 未定 義 エ ラー 


この ロー カル ラベ ル 名 に 限り 先頭 に 数 字 を 記述 し て も 構い ませ ん . 
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オペ レー ショ ン フ ィ ー ル ド 


オペ レー ショ ン フ ィ ー ル ド に は , 実行 命令 の ニー モニ ッ ク コ ー ド か , アセ ン ブ ラ 擬似 (制御 ) 
命令 を 記述 し ます . 


オペ ラン ド フ ィ ー ル ド 
オペ ラン ド フ ィ ー ル ド に は , 命令 に よっ て 操作 され る デー タ を 記述 し ます . 
オペ ラン ド を 必要 と し な い 命 令 も あり ます が , ほとん どの 命令 は 幾つ か の オペ ラン ド を 必 
ま 。 
コメ ント フィ ー ル ド 
コメ ント は , ステ ー ト メン ト 中 に 任意 に 記述 で きま す . 


コメ ント の 記述 は , セミ コロ ロン": の 後に 書き , ステ ー ト メン ト の 先頭 に セミ コロ ン を 記述 
し た と き に は その ステ ー ト メン ト 全 体 が コメ ント 行 と な り ま す . 


NAME EXAMPLE , MODULE NAME 
ENIRY EQU 玉 , ENTRY POINT 
NOP , SIART 


各 フ ィ ー ル ド の 記述 は フリ ー フ ォ ー マ ッ ト で 記述 可能 で , フィ ー ル ド 間 は 1 文字 以上 の スペ ー 
ス ま た は タブ で 区 切り ます . 

1 つの ステ ー ト メン ト の 終了 は "CR/LF" ま で で す . 

た だ し , 1 行 CCR/IF" ま で を いう ) に 2 つの 命令 ステ ー ト メン ト を 記述 する こと は で きま せん . 
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区 切 記号 


下 表 に 示す 記号 は , 区 切り 用 と し て 特殊 な 意味 を 持ち , 各 ソー スス テー トメ ント , 各 フィ ー ル ド , 
ある い は 各 フ ィ ー ル ドコ ン ポ ー ネ ン ト の "終り "を 意味 し ます . 


【 区 切 記号 一 覧 】 


記号 意味 
blank フィ ー ル ド の 分 離 , シン ボル の 終了 
6 オペ ラン ド フ ィ ー ル ド で 各 オ ペラ ンド を 区 分 
( ) 表現 の 区 切り 
CR/LF ステ ー ト メン ト の 終了 
HT( タ ブ ) フィ ー ル ド の 分 離 , シン ボル の 終了 
) コメ ント 欄 の 区 切り 
ラベ ル と し て 使用 し た シン ボル 名 の 区 切り 
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アセ ン ブ ラ は , ソー スプ ログ ラム を アセ ン ブ ル す る と き , 各 セ クシ ョ ン 別 に 割り 当て られ た ロケ 


ーション カウ ンタ に より それ ぞ れ の 命令 や デー タ を 割り 当て ます . 
ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 参照 し た い 場 合 , 80 は *( ア スタ リス ク ) を 使用 し ます . 


例 
LABEL EQU 
| 
BRA *+10 
BRA ネー5 
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記述 デー タ の 形式 


数 値 定数 


の 場合 は , 最初 の 文字 が 数 字 で 終り に "HH を 付け ます . 


OFFH 
0CO00H 


2 進 デ ー タ 
2 進 デ ー タ の 場合 は , 終り に "B” を 付け ます . 


例 
10000000B 
11111111B 
1100000000000000B 


の 場合 は , 特に 何 も 指定 し ませ ん . 
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60 の 
文字 デー タ の 場合 は , 1 組 の コー ティ ショ ンマ ー ク "で くく り ま す . 
例 

NII 


「 Er an 2 
人 N 20H 


文字 値 定数 内 に 単 一 引用 符 ” を 定義 する に は , 以下 の よう に 記述 する こと に よっ て 文字 値 定数 
と し て 定義 で きま す . 


DB ABC "DEF ーー-- ABC DEF 


単 一 引用 符 を 2 個 連 続 し て 記述 する こと に より , 1 個 の 単 一 引用 符 を 表し ます . 
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記号 


記号 は , アセ ン ブ ラ に より 数 値 に 変換 され , 規則 は ラベ ル / ネ ー ム フィ ー ル ド で 述べ た 一 般 規 則 
に 準じ ます . 

アセ ン ブ ラ で 使用 で きる 記号 に は , 予約 記号 , ユー ザ 定 義 記号 , 絶対 記号 , 相対 記号 な ど が あり 
ます . 
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式 は 算術 演算 子 , 数 値 定数 , シン ボル , ロケ ーション カウ ンタ で 構成 し , アセ ン ブ ラ は 式 を 計算 


し て 値 を オペ ラン ド に 設定 し ます . 
演算 子 一 覧 
一 般 演算 子 算術 演算 子 加算 + 

減算 
乗算 * 
除算 / 
余り % 

論理 演算 子 論理 積 & 
論理 和 | 
排他 的 論理 和 ^ 

シフ ト 演 算 子 左 シ フト に 
右 シ フト 

単項 演算 子 正 + 
負 = 
否定 0 

関係 演算 子 等 し い .EQ. 
等 し く な い .NE. 
小さ いか 等 し い 中 取 
小さ い 開国 隊 
大 きい か 等 し い . GE. 
大 きい .GT. 

論理 関係 演算 子 論理 積 .AND. 
論理 和 .OR. 

カッ コ ( ) 
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式 に 関す る 規則 は , 一 般 的 な 規則 に 準じ ます が 次 の 点 に 注意 し て くだ さい . 


注 1 演算 結果 の 途中 の オー バー フロ ー は 無視 し ます の で 注意 し て くだ さい . 
-3+10 ・・・・ 結果 は 7 と な り , エラ ー と し ませ ん . 


注 2 単項 演算 子 の -( マ イナ ス ) は , 指定 され た 値 の 2 の 補 数 で 取り 扱い を 行い ます . 
-3 ・・・・ FFFFFFFDH" で 取り 扱い ます . 


注 3 単項 演算 子 の 一 (否定 ) は , 指定 され た 値 の 1 の 補 数 で 取り 扱い を 行い ます . 
て 3 ・・・・ “FFFFFFFCH" で 取り 扱い ます . 


注 4 除算 (/) ま た は , モジ ュ ロ 演算 (で 分 母 が 0( ゼ ロ ) の と き は エラ ー と な り ま す . 
3/0 ・・・・ エラ ー 
3% 好 0 ・・・・ エラ ー 


注 5 同じ 算術 演算 子 を 2 個 以上 続け て 書く と エラ ー と な り ま す . 
3**2 ・・・・ エラ ー 
3+ キ ー3 ニュ ドド ュ エラ ー 


注 6 演算 の 優先 度 は , 以下 に 示す よう に な り ま す . 


【 演 算 の 優先 度 】 

優先 度 演算 子 例 
高い 単項 演算 子 7 

| 除 乗 算 */% 

| 加減 算 放 

| シフ ト く > 

| 論理 積 % 

| 論理 和 | 

| 排他 論理 和 ^ 

\ 関係 演算 子 .EQ. .NE. .GE. .LE. 本. .GT. 
低い 論理 関係 演算 子 .AND. .0R. 


同じ 優先 順位 の 演算 は 左 か ら 右 へ 処理 され ます . 
上 記 優先 順位 を 変更 し た い 場 合 に は , カッ コ 文 字 を 使用 し て くだ さい . 


注 7 式 の 最終 値 許 され る デー タ サ イズ の 範囲 内 で な けれ ば エラ ー と な り ま す . 
注 8 関係 演算 子 お よび 論理 関係 演算 子 の 結果 は 真 で あれ ば 1, 偽 で あれ ば 0( ゼ ロ ) と し ます . 


360 


ラベ ル の 属性 


ラベ ル の 属性 に は , 以下 に 示す も の が あり ます . 


外部 参照 ラベ ル ( エ クス ター ナル ラベ ル ) 


EXTNAL 命令 等 で 定義 し た ラベ ル 


絶対 ラベ ル ( ア ブ ソ リュ ユー トラ ベル ) 


・ 定 数 また は 絶対 ラベ ル お よび その 式 の み を 定義 し た EQU 命令 等 の ラベ ル 
・ ア ブ ソ リュ ー ト モー ド の セク ショ ン 中 で 定義 し た ラベ ル 

・ コ ロン ”: "で 定義 し た ラベ ル 

・DB, DW 命令 等 の ラベ ル 

・ セ クシ ョ ン ラ ベル (SECT 命令 の ラベ ル ) 

・ ロ ロー カルラ ベル 

・EQU 命令 で ご ロケ ーション カウ ンタ を 定義 し た ラベ ル 


相対 ラベ ル ( リ ロケ ーション ラベ ル ) 


・ リ ロケ ーション モー ド の セク ショ ン 中 で 定義 し た ラベ ル 
・ 相 対 ラ ベル お よび その 式 を 定義 し た EQU 命令 の ラベ ル 
・ コ ロン ”: で 定義 し た ラベ ル 
・DB, DW 命令 等 の ラベ ル 
・ セ クシ ョ ン ラ ベル (SECT 命令 の ラベ ル ) 
・ ロ ー カ ル ラ ベル 
・EQU 命令 で ロケ ーション カウ ンタ を 定義 し た ラベ ル 
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例 1 


SYM1 
SYM2 


ASECT 


ALAB1 : 


ALAB2 
ALAB3 
ALAB4 


ALAB$ : 


RSEGT 


RLAB1: 


RLAB2 
RLAB3 
RLAB4 


RLAB$ : 


362 


EXTNAL 
EQU 
SET 


SECT 
EQU 


DW 
DS 


EXI1 
12H 
3456H 


COMM, ORG=80H 


レコ 


エク スタ ー ナ ル ラ ベル 


絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 


絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 


相対 ラベ ル 
相対 ラベ ル 
相対 ラベ ル 
相対 ラベ ル 
相対 ラベ ル 


(24 クン = ヨ シン ラ ベリル) 


(の の クン ラル) 


絶対 ラベ ル (ABS) と 相対 ラベ ル (REL) の 演算 は 以下 の 規則 に 従っ て ラベ ル 値 属性 (ABS/REL) が 決定 


され ます . 

第 一 オペ ラン ド 演算 子 第 ニオ ペラ ンド 演算 結果 の 属性 
絶対 ラベ ル 60 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル * 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル / 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル % 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル | 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル - 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル NM 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル く 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル > 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル "関係 演算 子 ” 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル "一 理 関係 子 " 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
絶対 ラベ ル "単項 演算 子 ” 絶対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 
相対 ラベ ル + 絶対 ラベ ル = 相対 ラベ ル 
相対 ラベ ル 二 絶対 ラベ ル = 相対 ラベ ル 
相対 ラベ ル 臣 相対 ラベ ル = 絶対 ラベ ル 


363 


ラベ ル の 演算 で 下記 の も の は エラ ー と な り ま す . 


第 一 オペ ラン ド 演算 子 第 ニオ ペラ ンド 演算 結果 の 属性 
相対 ラベ ル † 相対 ラベ ル プー 
相対 ラベ ル * 相対 また は 絶対 ラベ ル エラ ー 
相対 ラベ ル が 相対 ラベ ル エラ ー 
相対 ラベ ル % 相対 ラベ ル エラ ー 
相対 ラベ ル | 相対 ラベ ル エラ ー 
相対 ラベ ル 上 相対 ラベ ル エラ ー 
相対 ラベ ル % 相対 ラベ ル エラ ー 
相対 ラベ ル < 相対 ラベ ル エラ ー 
相対 ラベ ル > 相対 ラベ ル エラ ー 
相対 ラベ ル "関係 演算 子 " 相対 ラベ ル の 
相対 ラベ ル "論理 関係 子 " 相対 ラベ ル 直輝 
相対 ラベ ル "単項 演算 子 " 相対 ラベ ル エラ ーー 

例 
ABS1 EQU 1] 
ABS2 EQU 2 
REL1 DW 0 
REL2 DS 4 
| 
命令 ABS1 ・ 1 を 入れ る . 
命令 ABS1+ABS2 ・・:・ 3 を 入れ る . 
命令 REL2-REL1 ・・・ 2 を 入れ る . 
命令 REL2+ABS1 ・‥・ “REL2+1”" の アド レス を 入れ る . 
命令 REL2-ABS2 ・‥・ “REL2-2”" の アド レス を 入れ る . 
命令 REL1+REL2 ・・・ 相 対 ラ ベル + 相対 ラベ ル --> エ ラー 
命令 RELl*ABS2 ・・・ 相対 ラ ベル * 絶対 ラベ ル --> エ ラー 
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演算 子 


一 般 演算 子 


一 般 演算 子 は , ラベ ル 名 , 変数 名 お よび 数 字 直 定 数 に 記述 で きま す . 


演算 子 の 種類 は , 演算 子 一 覧 を 参照 し て くだ さい . 


オペ ラン ド に #3*2 ぐー--- 結果 は "6" に な り ま す 
結果 は "80H" に な り ま す 


令 
介 由 カベ ラン ドド 84 = ーー 


| 
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基本 命令 セッ ト 


オペ ラン ド 表 現 


280 で 扱う こと の で きる オペ ラン ド 表 現に は 以下 の も の が あり ます . 


・ レ ジス タ 

・ 条 件 コー ド 

* イ ミディ テート 
・ メ モリ アド レス 
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以下 の レジ スタ が ソー ス ま た は ディ ステ ィ ネ ーション オペ ラン ド に 記述 で きま す . 


汎用 レジ スタ ABCDEHL【L 
16 ビッ トレ ジス タ AF BC DE 色 
イン デック スレ ジス タ IX IY 

スタ ッ ク ポ イン タ SP 

イン タラ プ ト レ ジ スタ I 

リプ レッ ツジ ュ ョ カウ シッ R 


例 

LD AB 
EX DE, HL 
LD SP, IX 
LD R, A 
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条件 コー ド 


条件 コー ド は , 以下 に 示す 予約 語 で 記述 し て くだ さい . 


条件 コー ド 予約 語 


NZ 


例 
JP NZ, 1000H 
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/// 
II 


イミ ディ エー ト は , 定数 また は ラベ ル お よび その 式 を ソー ス オ ペ ラン ド に 記述 する こと が で き 


ます . 


た だ し , 8 ビッ ト の イミ ディ エー ト に 対し て 相対 ラベ ル は , 使用 で きま せん . 


例 
ABC 


LAB10: 


EQU 5 

| 

LD A, 1 
LD A, ABC 


LD HL, LAB10 


SR 人 SI 1EE=e ド 
Oley ド 1 ミィ イエ ー ド ト 
16 ビッ トイ ミディ エー ト 
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メモ リア ドレ ス 


メモ リア ドレ ス は , 以下 に 示す アド レッ シン グ で 記述 で きま す . 


直接 アド レッ シン グ 


(addr) 


"addr" は , アド レス を 表す 定数 又は ラベ ル お よび その 式 で 記述 し ます . 


例 
LD A, (8000H) 


レジ スタ 間接 アド レッ シン グ 


(HL) 


例 
LD (HL), 30H 


イン デック ス 修 飾 ア ドレ ッ シ ン グ 


(IX+disp)(IY+disp) 


"disp は ,“-128" か ら "+127” の 定数 又は 絶対 ラベ ル お よび その 式 で 記述 し ます . 


例 
LD C, (IX+64H) 


ゼロ ペー ジ 制 限 ア ドレ ッ シ ン グ 


Zaddr 
7Zaddr*" は 00708 10P。 18H 20 728H 30H""38H" の 定数 お よび 絶対 ラベ ル で 記述 
し ます . 
例 

RST 08H 
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相対 アド レッ シン グ 
raddr 

*raddr "は, 現在 の PC の 値 "-126" か ら "+129" の アド レス を 表す 定数 又は ラベ ル お よび その 式 で 
記述 し ます . 

た だ し , セク ショ ン 外 の アド レス は , 指定 で きま せん . 

この アド レッ シン グ で は , アセ ン ブ ル 時 に , 次 の 命令 の 先頭 アド レス と , 命令 に 記述 し た アド レ 
ス と の ディ スプ レー スメント を , 自動 的 に 算出 し て オブ ジェ クト に 組み 込み ます . 


例 
JR *+100 


ビッ ト ア ドレ ッ シ ン グ 
bit 
"Dit” は , 0 て 7 の 定数 又は 絶対 ラベ ル お よび その 式 で 記述 し ます . 
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命令 セッ ト 


Z80 の 命令 セッ ト の ニー モニ ッ ク と 記述 可能 オペ ラン ド タ イ プ 一 覧 を 示し ます 
# 令 の 動作 や オペ ラン ド 形 式 に つい て は , メー カー 出版 の 命令 語 解 説 書 な ど を 参照 し て くだ さ 


一 般 の 命令 
ニー モニ ッ ク 
ADC IM 
PUSH 
IN 
ND 間 RBS 
RET 
BIT N RETI 
RETN 
CALL INIR R【L 
(CCF 
RLA 
JP RLC 
CPD 
JR RLCA 
CPDR 
CPI 二 
LD RR 
CPIR LDD RRA 
(PL LDDR 
LDI 和 
RRCA 
DAA LDIR RRD 
DEC RST 
前 販 
NOP 5BC 
S(F 
EI OR SET 
EX 
OTDR SLA 
EXX 
SRA 
SRL 
HALT OUTD SUB 
OUTI 
XOR 
POP 
最適 化 分 岐 命令 
ニー モニ ッ ク 
JR.X 
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最適 化 分 岐 命 令 


最適 化 分 岐 命令 と は , 分 岐 先 の ラベ ル ( ア ドレ ス ) に よっ て ショ ー ト 分 岐 命令 の コー ド か ロン グ 
分 岐 命令 の コー ド か を アセ ン ブ ラ が 自動 的 に 選択 し て 最適 な オブ ジェ クト コー ド を 生成 する 命 
令 で す . 

この 命令 を 使用 すれ ば 分 岐 先 へ ショ ー ト 命令 で 分 岐 可能 か 不可 能 か 等 を 考え ず に コー ディ ング 
すのこ だが で きま ず , 


JR.X 命令 
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JR. X 命令 


オペ ラン ド で 記述 され た 分 岐 先 が 現 命令 より 相対 で "-126" か ら "+129”" の 範囲 内 な ら ば 相対 ジャ 
ンプ 命令 (JR) の コー ド を 生成 し , 範囲 外 な ら ば 直接 ジャ ンプ 命令 (JP) の コー ド を 生成 し ます . 
また , 分 岐 先 に エク スタ ー ナ ル ラ ベル ( 他 の モジ ュー ル で 定義 され て いる ラベ ル ) や 他 の セク シ 
ョ ン ラ ベル ( 現 セ クシ ョ ン と 異な る セク ショ ン で 定義 され て いる ラベ バル) を 指定 され た と き は 直 
接 ジ ャ ンプ (JP) を 生成 し ます . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
JR.X 条件 コー ド , 分 岐 先 ラベ ル 
例 
EXINAL ET10 
| 
SECT CODE 
LAB10: 
| 
SECT CODE 
LAB20: 
| 
UR.X LAB10 DE 記 語 AN 
UR.X LAB20 2 本 4) 
UR.X IABSOIoioiois 還 5) 
UR. X EAIObiuiesl4) 
| 
LAB30: 


(1) 他 の セク ショ ン の た め JP 命令 の コー ド を 作成 

(2) 現 ロケ ーション か ら ”"-126”" 以 内 な ら ば JR 命令 , ”-126” 以 上 な ら ば JP 命令 の コー ド を 生成 
(3) 現 ロケ ーション か ら "+129" 以 内 な ら ば JR 命令 , 以上 な ら ば JP 命令 の コー ド を 生成 

(4) エ クス ター ナル ラベ ル の た め JP 命令 の コー ド を 生成 
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プロ グラ ミン グ 注 意 事項 


リロ ケー ショ ン お よび エク スタ ー ナ ル ラ ベル 


リロ ケー ショ ン お よび エク スタ ー ナ ル ラ ベル は , 16 ビッ トイ ミディ エー ト , 直接 アド レッ シン 
グ お よび 相対 アド レッ シン グ で 使用 で きま す . 
た だ し , 相対 アド レッ シン グ で は , セク ショ ン 内 の リロ ケー ショ ン ラ ベル し か 使用 で きま せん . 


例 


EXINAL EXIO0O 


| 
RELOO DS 
| 
SECT 
| 
LD 
LD 
LD 
LD 
LD 
RST 
JR 
ラ の Pig 
JR 
JR 
SET 


RELO1: 


2 
CODE 


A, RELO0 

HL, RELO0 

A, (RELO0) 

A, (EXT00) 

A, (IX+REL00) 
REL00 

REL00 


REL01 
EXT00 
REL00, A 


8 ビッ トイ ミディ エー ト は エラ ー 

OK 

OK 

OK 

イン デック ス 修 飾 ア ドレ ッ シ ン グ は エラ ー 

ゼロ ペー ジ 制 限 ア ドレ ッ シ ン グ は エラ ー 

相対 アド レッ シン グ で セク ショ ン 外 の リロ ケー ショ ン 


相対 アド レッ シン グ で エク スタ ー ナ ル ラ ベル は エラ ー 


OK 
回 RI に IO クッ シ ン ク nm っ 崇 
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アセ ン ブ ラ 擬似 命令 


アセ ンプ ブラ 擬似 命令 は , アセ ン ブ ラ 制御 命令 と も 呼ば れ , デー タ 定 義 な どの 擬似 命令 を 除い て は 
直接 オブ ジェ クト プロ グラ ム は 出力 され ませ ん . 

一 般 に 擬似 命令 は 基本 命令 と 同じ フォ ー マ ッ ト で 記述 する と , 命令 と し て 解釈 され る も の で す . 
Z80 で 使用 する 擬似 命令 は , 次 の よう に 分 類 さ れ ま す . 


一 般 擬似 命令 

EQU DS FLOAT 
SETL NAME DFLOAT 
DB INCLUDE 

DW END 

印刷 制御 擬似 

WIIUW EJECT 

SKIP PRINT 


ロケ ーション と セク ショ ン 制 御 擬似 命令 


包 が ーション と セク ジョ シン シ ORG BND 
制御 擬似 命令 の 説明 AORG NMWI 
プロ グラ ム 結 合 擬似 命令 

プロ グラ ム 結 合 擬似 命令 の 説明 GLOBAL EXTNAL 
条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命令 

下 ELSE 

IFDEF, IFNDEF ENDIEF 
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一 般 疑似 命令 


EQU 


EQU 命令 は , ラベ ルフ ィ ー ル ド で 指定 され た ネー ム に , オペ ラン ド と し て 与え られ た "表現 "の 値 
を 割り 付け ます . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
ネー ム EQU 表現 


ラベ ル 欄 の ネー ム は , 必ず 書か な く て は な ら ず , コロ ン で 終了 し て は な り ま せん . 
表現 は , 外部 記号 (エク スタ ー ナ ル ラ ベ バベル) を 含ん で いて は な り ま せん . 


例 
NAME1 EQU OFFH 
NAME2 EQU 11111111B 
NAME3 EQU NAME1+5 
NAME4 EQU NAME1-10 
NAME5 EQU 3 
NAME6 EQU ネー5+2 


な お , ソー スプ ログ ラム 中 で EQU 命令 の ラベ ル を 使用 し て デー タ な いし 命令 を コー ディ ング す 
る 場合 は , あら か じ め EQU 命令 を 書い て お く 必 要 が あり ます . 
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SETL 


SETL 命令 は , ラベ ルフ ィ ー ル ド で 指定 され た ネー ム に , オペ ラン ド と し て 与え られ た "表現 "の 
値 を 割り 当て る 命令 で , EQU 命令 は 一 度 定 義 さ れる と 後続 の EQU 命令 で 再 定義 する こと が で き な 
い の に 対し て , SETL 命令 は 同一 プロ グラ ム 中 , 何 度 で も ネー ム の 値 を SETL 命令 に よっ て 変更 で 
きる 点 が 異な り ま す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
ネー ム SETL 表現 
例 


VALUE SEIL 10 
命令 VALUE 


VALUE SEIL OFFH 
命令 VALUE 


※SBTL 命令 の オペ ラン ド に リロ ケー タブ ル な 表現 も 記述 する こと が で きま す . 
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DB 


DB 命令 は 。 ロ ケー ショ ンカ ウン タ で 指定 され た アド レス に , 指定 され た デー タ を 作成 する 命令 
了 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 


[optional] DB {表現 | 文字 列 } 


DB 命令 の オペ ラン ド と し て , 表現 の リス ト や テキ スト 文字 列 を 用 いる こと が で き , その リス ト 
中 に は , コン マ で 区 切る こと に より 64 項目 まで コー ディ ング で きま す . 

表現 は 1 バイ ト で , テキ スト 文字 列 の 最大 設定 値 は 63 で す . 

な お , 外部 記号 や 再 配置 記号 は , MPU に よっ て は オペ ラン ド に 記述 で き な い 場合 が あり ます . 


記述 例 
EXP1 DB 5 
EXP2 DB OFFH 
EXP3 DB 1.2.3.4.5.6.7.8 
EXP4 DB ABCDEFGH 
DB 0OFFH 


EQU 命令 また は SET/SETL 命令 で 定義 し た ラベ ル を 1 バイ ト の 範囲 内 で 定義 する こと が で きま す . 


結果 
指定 例 生成 コー ド 
EXP1 DB 5 05 
EXP2 DB OFFH FF 
EXP3 DB 1.2.3.4.5.6.7.8 0102030405060708 
EXP4 DB ABCDEFGH 4142434445464748 


DB 0OFFH 00FF 


な お , ソー スプ ログ ラム 中 で DB 命令 の ラベ ル を 使用 し て デー タ な いし 命令 を コー ディ ング する 
場合 は , あら か じ め DB 命令 を 書い て お く 必 要 が あり ます . 

また , MPU に よっ て は 外部 記号 を オペ ラン ド に 記述 する 時 に , 1 つの オペ ラン ド で 2 文字 以上 の 
定数 を 指定 する と エラ ー に な る 場合 が あり ます . 
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記述 例 
EXINAL EXT10 


| 
DB EXT10 
DB OFFH, A ,EXT10 
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DW 


DW 命令 は , ロケ ーション カウ ンタ で 指定 され た アド レス に , 表現 リス ト か ら ア ドレ ス と し て 16 
ビッ ト デ ー タ また は 領域 を 作成 する 命令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
[optinal] DW 表現 リス ト 


表現 は , 通常 アド レス な どの 1 ワー ド (16 ビッ ト ) の 数 字 で あり , 表現 と し て 1 バイ ト 分 し か 指 
定 し な いと 上 位 バ イト が ゼロ の 16 ビッ ト と みな され ます . 

通常 , DW 命令 は , ある 定まっ た アド レス 等 に 対し て 用 いら れ ま す が , オペ ラン ド に よる アド レ 
ス 指定 は , アセ ン ブ ル さ れる と メモ リ 中 に は その コー ディ ング 順 と は 逆 に , 下位 アド レス が 先 に , 
上 位 ア ドレ ス が 後に スト ア さ れる こと に な り ま す の で 注意 が 必要 で す . 

表現 リス ト 中 の 各 項 目 は , コン マ で 区 切る 必要 が あり , 8 項目 まで の 指定 が 可能 で す . 

また , ASCII 文字 を 引用 符 で くく っ て 表現 リス ト 中 に 使用 する 場合 が あり ます が , 3 文字 以上 用 
いる と エラ ー に な る こと , アセ ン ブ ル さ れる と その 順序 が コー ディ ング 順 と は 送 に な る こと に 
注意 し て くだ さい . 


記述 例 
DATA1 EQU 3COOH 
DATA2 EQU SCABH 


ADDR1 DW DATA1 
ADDR2  DW DATA2 


STRG1 DW A 
SIRG2  DW "AB 
DW ネー 
DW 5*2 
結果 
指定 例 生成 コー ド 


DATA1 EQU 3COOH 
DATA2 EQU SCABH 


ADDR1 DW DATA1 003C 
ADDR2  DW DATA2 AB3C 
SIRG1  DW 6 4100 
SIRG2  DW AB 4241 
DW ポー キ 0000 
DW 5*2 0A00 
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DS 


DS 命令 は , ロケ ーション カウ ンタ で 指定 され た アド レス に , 表現 で 指定 され た 分 の バイ ト を 領 
域 確保 する 命令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
[optional] DS 表現 


DS 命令 は ,, オペ ラン ド で コー ディ ング し た 表現 の 値 に 達する まで , ロケ ーション カウ ンタ の 指 
示 値 を 増加 し て , メモ リ 領 域 を 確 介 する も の で す . 

DS 命令 は , DB 命令 , DW 命令 な ど と は 異な り , いか な る デー タ も プロ グラ ム と し て は アセ ン ブ ル 
され ず , プロ グラ ム 実 行 時 に は 確保 し た メモ リ 内 の 内 容 は 不定 と な り ま す の で , ユー ザー は , 初 
期 値 等 が 必要 な 場合 に は , あら か じ め プ ログ ラム に よっ て 初期 化 等 の 作業 を 行わ な く て は な り 
ませ ん . 


例 


BSIZE1 EQU 100 

BSIZE2 EQU BSIZE1+100 

BUFF1 DS BSIZE1 ・・・・ 100 バ イト 確保 
BUFF2 DS BSIZE2 ・・・・ 200 バイ ト 確 保 


な お , ソー スプ ログ ラム 中 で D5 命令 の ラベ ル を 使用 し て デー タ な いし 命令 を コー ディ ング する 
場合 は 。 あら か じ め D5 命令 を 書い て お く 必 要 が あり ます . 
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NAME 


NAME 命令 は , XASS-V で 生成 され た オブ ジェ クト モジ ュー ル に 名 前 を 付加 する た め の 命 令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
NAME {モジ ュー ル 名 | モジ ュー ル 名 '} 


N 


ブラ ン 


NAME 命令 は オペ ラン ド と し て , モジ ュー ル 名 称 が 必要 (省略 は で きま せん ) で , モジ ュー ル 名 は 
16 文字 以内 で 先頭 文字 が 英字 の 英 数 字 列 を 記述 し ます . 

NAME は , ソー スプ ログ ラム 中 で 最初 の デー タ な いし 命令 が コー ディ ング され て いる 前 に 置く 必 
要 が あり ます が , コメ ント お よび 制御 ライ ン の 後 な ら ば , そこ に 挿入 する こと が 可能 で す . 

NAME 命令 は , アセ ン ブ ラ の オブ ジェ クト 名 指定 と 関係 し , 次 の よう な 優先 順位 で オブ ジェ クト 
名 が 決定 され ます . 


1. NAME に よる モジ ュー ル 名 が 指定 され れ ば この 名 称 が オブ ジェ クト モジ ュー ル 名 に な り ま す . 
2. NAME が ソー スプ ログ ラム 上 に な い 場 合 に は , ソー スプ ログ ラム 名 が オブ ジェ クト モジ ュー 
ル 名 に な り ま す . 


NAME 命令 の 前 に 下記 に 示す 命令 を 記述 する こと が で きま す . 


363 


INCLUDE 


INCLUDE 命令 は , ソー スプ ログ ラム 中 の 任意 の 場所 に オペ ラン ド で 指定 し た ファ イル の 内 容 を 読 


み 込 ん で , ソー スプ ログ ラム ステ ー ト メン ト と し て 展開 する 命令 で す . 


ラベ ル 


オペ レー ショ ンコ ー ド 


オペ ラン ド 


グラ ング 


INCLUDE 


{file-spec|'file-spec'} 


ここ で の "file-spec” と は 汎用 クロ スソ フト ウェ ア が 稼働 する 05 の ファ イル 記述 に 準拠 し た 形 
式 で 記述 する こと が で きま す が , 各 0S5 に よっ て 記述 方 法 が 異な り ま す の で 注意 し て くだ さい . 


例 
NAME 
| 
INCLUDE 
AA EQU 
BB EQU 
CC EQU 
DD EQU 
EE EQU 
| 
END 


EXAMPLE 


AEQU. XAS 


CGC 愉 COF ト OO 一 


AEQU. XAS 
AA EQU 
BB EQU 
CC EQU 
DD EQU 
EE EQU 


oO CC トト 一 


な お , INCLUDE 命令 の ネス ト は 最高 10 回 まで 可能 で す . 


"file-spec” を 文字 値 定数 の 形 ( xxxx' ) で 記述 する と 省略 ファ イル タイ プ ".xas” を 付け 加え ませ 


ん の で , 注意 し て くだ さい . 
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呈 山 


END 


END 命令 は , ソー スプ ログ ラム の 終了 を 意味 し , アセ ン ブ ル 作 業 の 終了 を 指示 する 命令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド 


オペ ラン ド 


グラ ウツ END 


[表現 ] 


END 命令 は , ソー スプ ログ ラム 中 に 1 度 だ け コ ー デ ィング で きま す が , それ は ソー スプ ログ ラム 


の 最後 の 行 で な く て は な り ま せん . 


オペ ラン ド と し て 表現 を 指定 する と , プロ グラ ム 実 行 の 開始 アド レス を 割り 付け る 値 と し て 使 


用 され ます . 


表現 を 省略 し た 場合 に は , 入口 点 が な いも の と みな され ます . 


幾つ か の プロ グラ ム モ ジュ ー ル を 一 本 に し て , ある プロ グラ ム と し た 場合 は , その プロ グラ ム の 
実行 開始 アド レス と し て 1 つの モジ ュー ル を 指定 で き , その アド レス を 有する モジ ュー ル が メ 


イン モジ ュー ル と な り ま す . 


な お , 表現 と し て オペ ラン ド に 記述 する こと の で きる の は , ラベ ル / ネ ー ム 表現 に 限ら れ ま す . 


例 
STTART1 EQU * 


| 
END START 
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FLOAT 


FLOAT 命令 は , 単 精度 浮動 小数 点 デ ー タ を 作成 する 命令 で す . 


ラベ ル 


オペ レー ショ ンコ ー ド 


[optional] FLOAT 


表現 は "[ 人 +|- 中 数 字 [. 数 字 ][E[t+|-}] 整 数 ]” で 表現 し , この 表現 内 で 演算 子 は 使え ませ ん . 
FLOAT 命令 は , 指定 され た 表現 か ら 4 バイ ト の 単 精度 浮動 小数 点 を 作成 し , 以下 の 形式 に 編集 後 , 
上 位 パ イト と 下位 パイ ト を 逆転 し た 形式 で 展開 し ます . 


O 1 ロ 31 
ヤヤ ャ ャ ャ 
S : 符号 ビ ゅ ト (セッ ト 時 - 負 ) | 本 |1 ビ ッ ト | 
BEE っ [sesr_」 
例証 | っ lgesk 
浮動 小数 点 値 の 範囲 は , "1.18B-38"~”1.7E+38" ま で で す . 
例 
指定 例 生成 コー ド 
FLOAT 0 00000000 
FLOAT 0.5 0000003F 
FLOAT 1.0 0000803F 
FLOAT -1.25 0000AOBF 
FLOAT +4.5 00009040 
FLOAT +1.18e-38 997D8000 
FLOAT  -1.18e-38 997D8080 
FLOAT 1.7e+38 9EC9FF7E 
FLOAT  -1.7e+38 9EC9FFFE 
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DFLOAT 


DFLOAT 命令 は , 倍 精度 浮動 小数 点 デ ー タ を 作成 する 命令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
[optional] DFLOAT 表現 


表現 は "[ 人 +|-j] 数 字 [. 数 字 ][E[ 人 +|-}] 整 数 ]” で 表現 し , この 表現 内 で 演算 子 は 使え ませ ん . 
DFLOAT 命令 は , 指定 され た 表現 か ら 8 バイ ト の 倍 精度 浮動 小数 点 を 作成 し , 以下 の 形式 に 編集 
後 , 上 位 バ イト と 下位 バイ ト を 逆転 し た 形式 で 展開 し ます . 


S : 符号 ビ ゥ ト (セッ ト 時 - 負 ) |1E ッ ト 
BEE 2 
: 瑞 語 。 | っ wesi l 


浮動 小数 点 値 の 範囲 は , “1.18E-307" て "1.7E+307" ま で で す . 


例 

指定 例 生成 コー ド 

DFLOAT 0 0000000000000000 
DFLOAT 0.5 000000000000E03F 
DFLOAT 1.0 000000000000F03F 
DFLOAT -1.25 000000000000F4BF 
DFLOAT +4.5 0000000000001240 
DFLOAT +1.18e-38 C404622CB30F1038 
DFLOAT -1.18e-38 C404622CB30F10B8 
DFLOAT 1. 7e+38 ADDF8CC733F9DF47 
DFLOAT -1. 7e+38 ADDF8CC733F9DFC7 
DFLOAT 1.7e+307 2BC9C5267435B87F 
DFLOAT -1. 7e+307 2BC9C5267435B8FF 
DFLOAT 1.18e+307 B8AOE011C3CDB07F 
DFLOAT -1.18e+307 B8AOE011C3CDBOFF 
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印刷 制御 疑似 命令 


TITLE 


TITLE 命令 は , オペ ラン ド に 記述 され た 文字 列 を , アセ ンプ ブル リス ト の 各 ペ ー ジ に タイ トル コメ 
ント と し て 印刷 を 行う 命令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
プラ ング TITLE [ 印刷 文字 列 ' ] 


オペ ラン ド で 記述 され た 文字 列 は , アセ ンプ ブ ルリ スト で は , この 命令 が 現れ た 次 ペー ジ の タイ ト 
ル 内 の 所 定位 置 に 36 バイ ト の 左 詰め で 印刷 され , 以後 次 の TITLE 命令 が 現れ る まで , 各 ペ ー ジ 
の 同一 位置 に 繰り 返し 印刷 され ます . 

オペ ラン ド に 記述 で きる 文字 列 の 長 さ は 36 バイ ト を 超え て は な ら ず , また オペ ラン ド 部 の 記述 
を 省略 すれ ば 改 ペ ー ジ の み が 行 われ ます . 


例 
TITLE *kkk EXAMPLE TITLE **k 
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SKIP 


SKIP 命令 は , オペ ラン ド に 記述 され た 数 値 分 の 空白 行 を アセ ン ブ ル リ スト 上 に 出力 する 命令 で 


EL 
ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
デラ ジック SKIP 数 値 


オペ ラン ド で 記述 され る 数 値 は , 1~15 まで の 数 値 で な く て は な ら ず , 省略 する こと は 許さ れ ま 


SKIP 命令 自身 は 印刷 され ず , オペ ラン ド で 1 を 指定 する と 1 行 の 空白 行 が 出力 され ます . 


例 
ABC1 EQU 3 
SKIP 1 
ABC2 EQU 3 
SKIP 2 


ABC3 EQU 3 
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四 能 CH 


EJECT 命令 は , この 命令 が 現れ た 時 点 で 改 ペ ー ジ を 行い , 印刷 の 続き は 次 の ペー ジ か ら 続 け て 行 
う 強 制 改 ペー ジ 命 令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
アプ ラック EJECT アラ ンク 


な お , EJECT 命令 自身 は 印刷 され ませ ん . 


例 
ABC1 EQU 1 
ABC2 EQU の 
ABC3 EQU 3 


ABC4 EQU 4 
・EJECT^ が ある と 改 ペー ジ 
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PRINT 


PRINT 命令 は , リス ト 出 力 全 体 を 制御 する 命令 で す . 


ラベ ル 


オペ レー ショ ンコ ー ド 


オペ ラン ド 


グラ ウツ 


PRINT 


{ONIOFFj 


オペ ラン ド で , “ON" が 指定 され た と き に は , アセ ン ブ ラ は 通常 の 印刷 処理 を 行い , アセ ン ブ ラ は , 
"PRINT ON が デフ ォ ル トモ ー ド で す . 
オペ ラン ド で "OFF" が 指定 され た と き に は , この 命令 が 現れ た 次 の 行か ら , 次 の "PRINT ON" の 命 
令 ま た は , END 命令 が 現れ る まで , 印刷 を 省略 し ます . 


な お , アセ ン ブ ラ は 印刷 開始 時 に は PRINT ON モー ド で 印刷 が 開始 され ます . 


例 
NAME SAMPLE 


| 
PRINT OFF 


| 
PRINT ON 


| 
END 


PRINT OFF と PRINT ON の 間 は ., 印刷 され ませ ん . 
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ロケ ーション と セク ショ ン 制 御 擬似 命令 


一 般 に プロ グラ ム を 作成 する に あたっ て は , プロ グラ ム 容 量 や , 実行 メモ リ な どの 制限 に より , 
プロ グラ ム の 作成 方 法 が 異な り ま す . 

アセ ン ブ ラ で は , 実行 アド レス が あら か じ め 定 め ら れ て いて , し か も メモ リサ イズ の 人 小 規模 な プ 
ログ ラム の 開発 か ら , 複数 本 の モジ ュー ル に 分 割 され , 幾つ か の グル ー プ に 分 け て プロ グラ ム を 
作成 する よう な 大 規模 な プロ グラ ム の 開発 な ど に も 対応 が で きる よう な プロ グラ ミン グ 方 法 が 
用 意 さ れ て いま す . 

アセ ン ブ ラ で は , ロケ ーション カウ ンタ の 制御 や , モジ ュー ル の 分 割 制御 お ど に , セク ショ ン と 
いう 考え 方 を 導入 し (イン テル 社 の アセ ン ブ ラ で は , セグ メン ト 制 御 に 相当 ), モジ ュー ル 分 割 さ 
れ た プロ グラ ム の 作成 を 容易 に し て いま す . 

この セク ショ ン と いう 考え 方 は , 汎用 コン ピュ ー タ な どの アセ ン ブ ラ で 用 いら れる セク ショ ン 
制御 と よく 似 た 考え 方 で あり , 下記 に 示す セク ショ ン が アセ ン ブ ラ で は 用 意 さ れ て いま す . 


セク ショ ン 
・ コ ー ド セク ショ ン ( 命 令 部 分 ) 
・ コ モン セク ショ ン ( デ ー タ 定義 部 分 ) 


・ ダ ミー セク ショ ン ( デ ー タ 定義 の ダミ ー) 
・ ス タッ クセ クシ ョ ン ( ス タッ ク 和 領域 部 分 ) 
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ORG 


ORG 命令 は , 使用 中 の ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 変更 する 命令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 


NII 


グラ ウツ ORG 表現 


ロケ ーション カウ ンタ は , 各 セ クシ ョ ン 毎 に 用 意 さ れ て いま す が , プロ グラ ム の ある 時 点 を と れ 
ば 使用 で きる ロケ ーション カウ ンタ は 唯 ひ と つ で あり , 各 セ クシ ョ ン 内 の ロケ ーション が 調整 


され ます . 


ここ で 指定 する オペ ラン ド と し て の 表現 は 定義 済み の も の で な く て は な り ま せん . 


また , オペ ラン ド の 表現 に は 「 絶 対 表 現 」 と 「 相 対 表 現 」 と が あり , それ ぞ れ が アセ ン ブ ラ の 絶 


対 ( ア プ ソ リュ ニュート) モー ド と 相対 (リロ ケー タプ ブル ) モ ー ド と 関係 し て いま す . 


絶対 表現 と は , 表現 内 容 だ け で ロケ ーション が 決定 され る 記述 で , 相対 表現 と は , 表現 内 容 に 何 


か を 加減 算 し て ロケ ーション が 決定 され る 記述 方 法 で す . 
な お , オリ ジン の 戻り (オリ ジン バッ ク ) は , 表現 と し て 許さ れ ま せん . 


例 1 
絶対 表現 (アブ ソリ ュー ト ) : リロ ケー タブ ル ア セ ン ブ ル 時 は エラ ー 
H3000 EQU 3000H 


ORG H3000 
ORG 3000H 
ORG 0AO000H 

例 2 

相対 表現 (リロ ケー タブ ル ) : オ リジン バッ ク は エラ ー 

ORG *ー-100H 
ORG *+1000 
ORG *+10 

注目 


絶対 表現 の ORG 命令 は 各 セ クシ ョ ン の 先頭 で 1 度 だ け 指定 する こと が で きま す . 
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AORG 


AORG 命令 は , 使用 中 の ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 変更 する 命令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
AORG 表現 


N 


アラン 


ロケ ーション カウ ンタ は , 各 セ クシ ョ ン 毎 に 用 意 さ れ て いま す が , プロ グラ ム の ある 時 点 を と れ 
ば 使用 で きる ロケ ーション カウ ンタ は 唯 ひ と つ で あり , 各 セ クシ ョ ン 内 の ロケ ーション が 調整 
され ます . 

ここ で 指定 する オペ ラン ド と し て の 表現 は 定義 済み の も の で な く て は な り ま せん . 

また , オペ ラン ド の 指定 は 「 絶 対 表現 」 で な く て は な り ま せん . 

AORG 命令 は , 有効 な 記述 が な され た 場合 に は その 時 点 で セク ショ ン 分 割 し ます の で 1 つの モジ 
ュー ル 内 で 何 度 で も 記述 する こと が で き , また オリ ジン の 戻り (オリ ジン バッ ク ) も , 表現 と し て 
許し ます . 


例 
絶対 表現 (アブ ソリ ュー ト ) 
H3000 EQU 3000H 
AORG H3000 
AORG 3000H 
AORG 0AOOOH 


注目 


ORG 命令 は 必ず SECT 命令 に よっ て セク ショ ン 分 割 を し な いと 何 度 も 指定 で きま せん が , AORG 命 
令 は SECT 命令 に よっ て セク ショ ン 分 割 す る 必要 は あり ませ ん . 
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BND 


BND 命令 は , ORG 命令 と 同様 に ロケ ーション カウ ンタ の 値 を 変更 する 命令 で す が , バウ ンダ リ 調 
整 す る こと が 0RG 命令 と 異な り ま す . 


ラベ ル 


オペ レー ショ ンコ ー ド 


オペ ラン ド 


グラ ング 


BND 


数 値 


ロケ ーション カウ ンタ は , 各 セ クシ ョ ン 毎 に 用 意 さ れ て いま す が , プロ グラ ム の ある 時 点 を と れ 
ば 使用 で きる ロケ ーション カウ ンタ は 唯 ひ と つ で あり , 各 セ クシ ョ ン 内 の ロケ ーション が 調整 


され ます . 


ここ で 指定 する オペ ラン ド の 数 値 は , 2 て 32768 まで の 数 値 の 記述 が 可能 で , 指定 され た 数 値 に 
対応 する ロケ ーション カウ ンタ が 調整 され ます . 
BND 命令 の 主 な 使用 方 法 と し て は , プロ グラ ム モ ジュ ー ル の サイ ズ を 調整 する の に 使用 され ます . 
バウ ンダ リ 調 整 と は , この 命令 の 直後 に 出力 され る ロケ ーション の 値 を 変更 する こと で あり , 以 
下 の 例 に 示す よう に 調整 され ます . 


例 
location 
1000 
1002 
1002 
1004 
1200 
1400 
2000 


命令 

BND 2 
BND 4 
BND 512 
BND 1024 
BND 4096 


4 バイ ト 調 整 
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SECT 


SECT 命令 は , アブ ソリ ュー ト ま た は リロ ケー タブ ル な セク ショ ン を 定義 する 命令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 

ネー ム SECT [CODE[, 0RG= 絶 対 表現 ]] 
[COMM[, 0RG= 絶 対 表現 ]] 
[DUMY[, 0RG= 絶 対 表現 ]] 
[STAK[, 0RG= 絶 対 表現 ]] 


ラベ ルフ ィ ー ル ド で 指定 する ネー ム は , オペ ラン ド の 指定 で STAK 以外 は , 省略 可能 で あり , そ 
の 規則 は 一 般 的 な ラベ ル 表 現 と 同じ で す . 

この ラベ ルフ ィ ー ル ド で 指定 され た ネー ム が オペ ラン ド で 指定 され た セク ショ ン に 対応 する セ 
クシ ョ ン 名 と な り ま す . 

モジ ュー ル 内 で は 同名 の セク ショ ン 名 を 記述 する と エラ ー と な り ま す . 

オペ ラン ド に は , 4 つの セク ショ ン の うち , いずれ か 1 つの セク ショ ン 名 と 必要 な ら 先 頭 オ リ ジ 
ン 値 を 絶対 表現 で 記述 し ます . 

オペ ラン ド を 省略 する と , コー ド セ ク ショ ン で 相対 0 番地 の 指定 が され た こと に な り ま す . 
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コー ド (CODE) セ クシ ョ ン 

プロ グラ ム の 手続 き 部 分 を 定義 する 実行 制御 セク ショ ン を 定義 し ます . 

セク ショ ン 分 割 を し な い ユ ー ザ ー に と っ て は , 他 の セク ショ ン は 不要 で あり , コー ド セ ク ショ ン 
内 に デー タ も スタ ッ ク エ リア を 用 意 し て プロ グラ ム を 作成 する こと も で きま す ( 小 規模 プロ グラ 
ム の 場合 ). 

また , 1 本 の プロ グラ ム だ け で 完成 する よう な シス テム の 場合 に は , この セク ショ ン 指 定 を 省略 
し て も シス テム の アセ ン ブ ラ や リン カ が 自動 的 に 1 つ だ け の コー ド セ ク ショ ンプ ログ ラム と し 
て , 最終 的 な オブ ジェ クト プロ グラ ム を 作成 し ます . 


コモ ン (COMM) セ クシ ョ ン 
複数 の プロ グラ ム で 共用 され る デー タ 領 域 を 定義 する 共通 セク ショ ン を 定義 し ます . 
コモ ン セ クシ ョ ン は , 各 コ ー ド セク ショ ン で 参照 / 設 定 な ど を 行う デー タ 領 域 を 定義 し ます . 


ミー(DUMY) セ クシ ョ ン 
各 コ ー ド セク ショ ン が 参照 する コモ ン セ クシ ョ ン を みか け 上 定義 むす る セク ショ ン で あり , オブ 
ジェ クト コー ド と し て は 出力 され な い 文 字 通り ダミ ー の セク ショ ン で す . 
この ダミ ー セ クシ ョ ン は , コモ ン セ クシ ョ ン と 同じ 内 容 を 定義 し て お き , 参照 で きる よう に 考え 
られ た セク ショ ン で す . 


スタ ッ ク (STAK) セ クシ ョ ン 

各 コ ー ド セク ショ ン で 定義 され た プロ グラ ム が 使用 する スタ ッ ク エ リア を 定義 むす る セク ショ ン 
6 

リン ク グ 時 に 同一 名 の スタ ッ ク セ クシ ョ ン が 入力 され た と き に は , より 大 き な サ イズ の スタ ッ ク 
エリ ア が 取ら れ , 異な る スタ ッ ク セ クシ ョ ン が 入力 され た と き に は , 合計 され リン ク さ れ ま す . 


以上 の 4 つの セク ショ ン は , プロ グラ ミン グ 方 法 と , リン ク 方 法 に よっ て 様々 な プロ グラ ム 形 態 
と な り ま す . 
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プロ グラ ム 結 合 擬似 命令 


別々 に コー ディ ング し , アセ ン ブ ル さ れ た 複数 の モジ ュー ル ( セ クシ ョ ン ) が ある 場合 , これ ら の 
モジ ュー ル を 結合 し て ] 本 の プロ グラ ム に する た め に は , それ ぞ れ の モジ ュー ル 間 で 情報 の 交 
換 ( 連 絡 ) を し な けれ ば な り ま せん . 

ある モジ ュー ル 内 で 外部 の モジ ュー ル 内 の アド レス や , 内 容 な ど を 参照 し た い 場 合 に は , 外部 の 
モジ ュー ル で 定義 され て いる 記号 に 対し て は EXTNAL 命令 を , 他 の モジ ュー ル か ら 参 照 され る 記 
号 に 対し て は GLOBAL 命令 に よっ て それ ぞ れ 記号 宣言 を し な けれ ば な り ま せん . 

また , これ ら の プロ グラ ム 結 合 擬似 命令 は , セク ショ ン 制 御 や リン カ と 密接 に 関係 し プロ グラ 
ム の 結合 や アド レス の 再 配置 (リロ ケー ショ ン ) 等 の 必要 処理 が 行わ れ ま す . 


モジ ュー ル モジ ュー ル 

EXTNAL AAA GLOBAL AAA 

GLOBAL BBB EXTNAL BBB 
| | 

外部 参照 AAA ----- ーー 内 部 定義 AAA 
| | 

内 部 定義 BBB *ーーーーーーー 外部 参照 BBB 
| | 
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GLOBAL 


GLOBAL 命令 は , 他 の アセ ン ブ ラ で は "PUBLIC", “XDEF", ENTRY' な ど と 呼ば れ て いる 命令 で , オ 


ペラ ンド で 与え られ た 記号 を 他 プ ログ ラム で も 使用 で きる よう に 定義 する 命令 で す . 


ラベ ル 


オペ レー ショ ンコ ー ド 


オペ ラン ド 


プラ ンク 


GLOBAL 


ネー ムリ スト 


オペ ラン ド と し て の ネー ムリ スト 中 の 各 項 目 は , デー タ を 割り 当て た ネー ム か ラベ ル , また は 該 
当 プ ログ ラム 中 の どこ か の 命令 で な けれ ば な り ま せん . 
リス ト 中 に 多数 の ネー ム を 用 いる と き は , それ ぞ れ を コン マ (, ) で 区 切る 必要 が あり , また 各 ネ 


ー ム は プロ グラ ム モ ジュ ー ル 中 で 一 度 だ け 宣 言 を する こと が 可能 で す . 


例 


AAA: 
BBB 


CCC 


また , 絶対 表現 の ネー ム を グロ ー バ ル 宣 言 する こと も 可能 で す . 
な お , ダミ ー セ クシ ョ ン 内 の ラベ ル や 変数 を GLOBAL 宣言 する こと は で きま せん . 


GLOBAL 
GLOBAL 


ゅ 品 便 一 


令 
U 
命令 
DB 
| 


AAA, BBB 
CCC 


10 


6 


EXTNAL 


EXTNAI 命令 は , 他 の アセ ン ブ ラ で は "EXTRN", "XREF な ど と 呼ば れ て いる 命令 で , 他 の プロ グラ 
ム で 定義 され た 記号 の リス ト を , 該当 プロ グラ ム で 参照 で きる よう に アセ ン ブ ラ に 指示 を 与え 
る 命令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
デラ シク EXTNAL ネー ムリ スト 


オペ ラン ド と し て の ネー ムリ スト 中 の 各 項 目 は , 他 の プロ グラ ム 中 で 定義 を され た GLOBAL 名 を 
指定 し ます . 

リス ト 中 に 多数 の ネー ム を 用 いる と き は , それ ぞ れ を コン マ (, ) で 区 切る 必要 が あり , また 各 ネ 
ー ム は プロ グラ ム モ ジュ ー ル 中 で 一 度 だ け 宣 言 を する こと が 可能 で す . 


例 
EXINAL AAA, BBB 
EXINAL CCC 
| 
命令 (一 ) , AAA 
命令 BBB 還 (9) 
命令 CCC 
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条件 アセ ン ブ ル 疑 似 命令 


Wi 


IF 命令 は ELSE 命令 や ENDIF 命令 と 対 で 記述 し , オペ ラン ド の 式 に よっ て 条件 アセ ン ブ ル す る 命 
令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
スン ガン メン 。 IF 式 


オペ ラン ド で 記述 され た 式 が 真 ( 式 の 結果 が ゼロ 以外 ) で あれ ば , その 行か ら ELSE 擬似 命令 また 
は ENDIF 擬似 命令 が 現れ る まで アセ ン ブ ル し , 偽 ( 式 の 結果 が ゼロ ) で あれ ば アセ ン ブ ル し ませ 
ん . 

また , 1 つの IF 命令 に 対応 する ENDIF 命令 は 必ず 記述 し な けれ ば な り ま せん . 

他 の 条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命 令 "IFDEF", "IFNDEF' と と も に 最高 20 回 まで の ネス ト が 可能 で す . 


例 

IF A .EQ. 1 ※ 
DW 1 
DW 2 
| 

ENDIF 


※ 結果 が 真 で あれ ば 以下 の ソー ス を アセ ン ブ ル し , 偽 で あれ ば アセ ン ブ ル し ませ ん . 
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IFDEF, IFNDEF 


IFDEF 命令 , IFNDEF 命令 は , ELSE 命令 や ENDIF 命令 と 対 で 記述 し , オペ ラン ド の ラベ ル 定 義 / 未 
定義 に よっ て 条件 アセ ン ブ ル す る 命令 で す . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
グラ ング {IFDEFIIFNDEE} ラベ ル 名 


IFDEF 命令 は , オペ ラン ド に 記述 され た ラベ ル 名 が 定義 され て いれ ば (IFDEF 命令 より 前 で ), そ 
の 次 の 行か ら ELSE 擬似 命令 また は ENDIF 擬似 命令 が 現れ る まで アセ ン ブ ル し , 未定 義 で あれ ば 
アセ ン ブ ル し ませ ん . 

IFNDEF 命令 は , その 逆 で す . 

また , 1 つの IFDET 命令 また は IFNDEF 命令 に 対応 する ENDIF 命令 は , 必ず 記述 し な けれ ば な り 
ませ ん . 他 の 条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命令 "IF” と と も に 最高 20 回 まで ネス ト 可 能 で す . 


IFDEF AA …・※ 


ENDIF 
※ 既に AA ラベ ル が 定義 され て いれ ば 以下 の ソー ス を アセ ン ブ ル し , 未定 義 な ら ば アセ ン ブ ル し ま 
せん . 
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ELSE 


ELSE 命令 は , IF 命令 , IFDEF 命令 お よび IFNDEF 命令 の 条件 が 偽 の と き を 表現 し ます . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
ング ELSE 


1 つの 条件 アセ ン ブ ル 命 令 に 対し て ] つの ELSE 命令 を ENDIF 命令 と の 間 に 記述 する こと が で き 


まお) 


IFDEF AA 


ELSE … 1FDEF 命令 が 偽 の と き 以 下 の り -2 を 7 セツ アル し ます . 
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ENDIF 


ENDIF 命令 は , 1 つの 条件 アセ ン ブ ル 命 令 の 終り を 表現 し ます . 


ラベ ル オペ レー ショ ンコ ー ド オペ ラン ド 
グラ メジ ENDIEF 


1 つの 条件 アセ ン ブ ル 擬 似 命令 "IF", "IFDEF , "IFNDEF" に 対し て 必ず 1 つの ENDIF 命令 を 記述 
し な けれ ば な り ま せん . 
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その 他 


診断 メッ セー ジ 


各 ソ ー ス ステ ー ト メン ト を アセ ン ブ ル し た と き の 診 断 メ ッ セ ー ジ は , 以下 の メッ セー ジ が ソー 
スリ スト 上 に 表示 され ます . 


3 
層 


】 パ ラメ ー タ の 指定 方 法 エ ラー 

ッッ ルー マツ トモ ラー 

未定 義 エ ラー 

二 重 定義 エラ ー 

オリ ジン 値 エ ラー 

ラベ ル / シ ン ボ ル の 記述 お よび 使用 方 法 の エラ ー 
みみ グ ス タ ー チ ナル ラベ ペル の エラ テラー 

エン ドラ ベル , 入口 点 ラ ベル の エラ ー 

パラ メー タ 値 の エラ ー 

NAME ステ ー ト メン ト の エラ ー 

未定 義 命令 

INCLUDE ステ ー ト メン ト の エラ ー 

グッ ーション ルン また は り ン アレ ンス の ラー 
セク ショ ン 数 オー バー フロ ー 


守 
衣 


守 
前 


守 
前 


守 
前 


肝 
明 


肝 て 
前 


守 
前 


守 
前 


守 
明 


守 
前 


守 
前 


の | の | の | 史 | 字 | 三 | 叫 | ココ | ビビ | つの | 宝 | 二 | 工 | で や 
テー 
店 
蛋 
ーー ゴ 


守 
衣 
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アセ ン ブ ル リ スト の 形式 


【 プ 形 ジ グラ サッ アル リズ スト 】 


CROSS ASSEMBLER V09-L19 
0001 


Addr Location Object-Code 
Error 
12345678 


00000000 


00000001 
00000002 
00000003 
00000004 
00000005 


00000001 
00000002 
00000003 
00000004 
00000005 


00000000 00000000 CDO000 
00000003 
00000000 00000003 CDO000 
00000006 
00000000 00000006 CDO000 
00000009 


00000000 00000009 010000 
00000007 0000000C 010700 
00000014 0000000F 011400 
00000001 00000012 010100 


406 


(43 


R 


つつ や つて の ズ 


10) 、XASS-V Thu 17-Mar-1994 10:37:55 PAGE- 
TZ80SAM Z80 0701 
E Isn Source Statement [ GAIO TECHNOLOGY CO.,LTD. ] 
3 5 1 PE 8 


0001 :*** 玉 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ボ 玉 
0002 :** 玉 玉 玉 玉 玉 玉 * 玉 * 玉 * 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 


MPU 


MODULE.NA 


FUNCTION 


 X X X X XX % % % % % 


: Z80 


ME : [TZ80SAM. XAS] 
・ SAMPLE PROGRAM 


(relocatable mode) 


***※ CROSS ASSEMBLER (XASS-V) *** 


メメ ※ ※X ※ ※ メ ※ メメ え ※ 


玉 


* Copyright (C) 1992 by GAIO TECHNOLOGY CO.,LTD. **: 
0015 


NAME 


TZ80SAM 


, NAME 


0017 :-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


0018 1Z80SAM 


SECT 


CODE 


ij SECTION (CODE) 


0019 :--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


0025 ENTRYP 
0026 
0027-N1 
0028-N2 
0029-N3 
0030-N4 
0031-N5 
0032 
0033 SETL1 
0034 SETL2 
0035 SETL3 
0036 SETL4 
0037 SETL5 
0038 
E 0039 
0040 GLB10 
E 0041 
0042 GLB20 
E 0043 
0044 GLB30 
0045 
0046 
0047 
0048 
0049 


EXTNAL 
EXTNAL 
GLOBAL 
GLOBAL 


EQU 
INCLUDE 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 
EQU 


SETL 
SETL 
SETL 
SETL 
SETL 


CALL 
EQU 
CALL 
EQU 
CALL 
EQU 


LD 
LD 
LD 
LD 


EXT10, EXT20 


EXT30 


GLB10, GLB20 


GLB30 


玉 
TZ80INC 


EXT10 
玉 
EXT20 
玉 
EX130 
玉 


BC, LAB1 
BC, *-5 
BC, *+5 
BC, LAB4 


, EXTNAL DEFINE 


, GLOBAL DEFINE 


, EQU 
, INCLUDE 
, NUMBERS 


, SET 


, EXTNAL/GLOBAL 


, RELOCATION 


00000001 00000015 010100 0050 LD BC, LAB5 


0051 
00000018 0052 BND 128 : BOUND 
CROSS ASSEMBLER V09-L19 (4310) XASS-V Thu 17-Mar-1994 10:37:55 PAGE- 
0002 
TZ80SAM Z80 0701 
Addr Location Object-Code RE Isn Source Statement [ GAIO TECHNOLOGY CO.,LTD. ] 
Error 
12345678 時 時 3 RE お 5 HL 0 1 
0054 :- 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
0055 TZ80COM SECT COMM , SECTION (COMM) 
0056 :- 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
0057 
00000000 0058 LAB1 EQU ネ : LABEL 
00000000 00 0059 LAB2: NOP 5 
0060 LAB3: 
00000001 00 0061 LAB4: NOP 
00000001 0062 LAB5 EQU LAB4-LAB1 
0063 
00000002 0000 R 0064 VAR1 DW LAB1 : VARIABLES 
00000004 0000 R 0065 VAR2 DW LAB2 B 
00000006 0100 R 0066 VAR3 DW LAB3 
00000008 0100 R 0067 VAR4 DW LAB4 
0000000A 41 0068 VAR5 DB 「A 
0069 
0070 
0000000B 0071 BND 128 : BOUND 


407 


